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 自然科学研究機構・基礎生物学研究所の平成２８年度外部点検評価報告書をお送

りします。平成２８年度に行われた私たちの活動が本冊子にまとめられています。

研究所では当該年度も基礎生物学の先導的な研究を推進するとともに、大学共同利

用機関として、共同利用研究・国際連携・新領域の開拓・若手研究者の育成の諸事

業に力を尽くしてまいりました。平成２８年度の研究所の活動を客観的な眼で評価

して頂くため、運営会議の所外委員の先生２名、運営会議に所属しない有識者の先

生３名にお願いして、座談会形式の外部点検評価会議を平成２９年６月に開きまし

た。その詳しい記録が本冊子に記載してあります。また運営会議の所外委員の先生

方にアンケート形式で研究所の活動についての評価と提言をお願いし、頂いた回答

を記載いたしました。 

 

 平成２８年度は特別行事として、平成２８年１１月に海外から３名の研究リーダ

ーを招き、国際外部評価会議（NIBB International Advisory Meeting）を開きました。

研究所の現状説明と研究内容の紹介を行って、国際的な観点から基生研の活動の評

価と今後に対する助言を頂きました。このレポートも本冊子に含まれています。 

 

 以上のように頂戴した研究所のあり方に関する貴重なご意見に対しては、対応を

十分に検討し、今後の研究所の運営方針に反映させていく所存です。基礎生物学研

究所では、第３期中期目標・中期計画の着実な達成を目指すとともに、新しい研究

領域を切り開き独創性のある研究成果を世界に発信していきたいと考えています。

本外部点検評価報告書をご一読くださり、基礎生物学研究所の運営と活動について、

忌憚のないご意見、ご助言とご支援を賜ることができれば、心よりの喜びとすると

ころです。 

 

平成３０年３月 

 

                 基礎生物学研究所 

所長 山本正幸 
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１．基礎生物学研究所 平成 28 年度実績の

概要と将来計画
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㸯㸬平成２８年度実績の概要 

 

I. 究の  

 基礎生物学研究所
P29-33 (9-1ڦ) 

では、生物現㇟の基本ཎ⌮を明らかにすることを目

指し、⣽⬊生物学、発生生物学、⚄⤒生物学、進໬ከᵝ性生物学、⎔ቃ生物学➼の

基┙研究୪びに共同利用研究を推進し、ᩘከくのඃれた研究成果を上ࡆた。研究の

㉁の㧗さは、機関別㧗⿕ᘬ用ㄽᩥᩘ、ᙳ㡪力の㧗い㞧ㄅ࡬のㄽᩥ発⾲ᩘ、➇த的㈨

㔠⋓ᚓ状ἣ➼に♧されている
P34-35 (13-10ڦ)

。 

 平成 28年度の୺な研究成果をୗ記に♧す（平成 28年度ࣉレࢫリリーࢫよりᢤ⢋）。 

 

のศ に関して 

۵⚄⤒⣔の㧊㠧形成の୺ᙺである࢜リࢹࢦン࢖ࢧࣟࢻトの分໬ㄪ⠇の新つ分子機

構の発見 

Kuboyama, K., et al. (2016). J. Biol. Chem. 291, 18117-18128、2016.7.22、㔝⏣ 

に共㏻する生Ṫ⣽⬊分໬の㑇ఏ子ไᚚ機構の発見ࢫ࣐࢘と࢚ࣂ࢘ࣙࢪ࢘ࣙࢩ۵

Hayashi, M., et al. (2017). Sci. Rep. 7, 40056、2017.1.10、ᑠᯘ・重信 

۵⢭子ᖿ⣽⬊の分໬と自ᕫ」〇を୧❧する新たな࣓࣒ࢬࢽ࢝の発見 

Tokue, M., et al. (2017). Stem Cell Rep. 8, 561-575、2017.2.10、ྜྷ⏣ 

۵動物と᳜物に共㏻のᖿ⣽⬊໬ㄏ導ᅉ子の発見 

Li, C., et al. (2017). Nat. Comm. 8, 14242、2017.1.27、長㇂部 

 

㇟ ࣓࢝ࡿ  に関して࣒ࢬ

۵動物の⭠⟶な࡝の⟶⭍ჾᐁのࣄダ構㐀が物⌮的な力のస用によってసられるこ

とをゎ明 

Koyama, H., et al. (2016). Biophys. J. 111, 650-665、2016.8.10、⸨᳃ 

 の発生㐣⛬で⣽⬊分⿣方ྥをไᚚする新しい⣽⬊内構㐀を発見ࣖ࣍۵

Negishi, T., et al. (2016). eLIFE 5, e16550、2016.8.10、上㔝 

۵⬨᳝動物の⬻のཎᆺを形సる㐣⛬において⣽⬊内࢜࢖࣒࢘ࢩࣝ࢝ン⃰度のᒁ所

的ኚ໬が重せであることをゎ明 

Suzuki, M, et al. (2017). Development 144, 1307-1316、2017.3.7、上㔝 

 

ᙧ ࡸ ⣔の に関して 

۵㣗⹸᳜物ࢱࢩࣀ࢟ࣘࣟࢡࣇの࣒ࣀࢤゎ読およびና状のᤕ⹸ⴥとගྜ成に特໬し

た平㠃ⴥのẚ㍑により、㣗⹸性の進໬の㘽となるㄏᘬ・ᤕ⋓・ᾘ໬・྾཰に関わる
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㑇ఏ子ೃ⿵を同ᐃ 

Fukushima, K., et al. (2017). Nat. Ecol. Evol. 1, 0059、2017.2.7、長㇂部 

۵ア࢜࢞ࢧの඲࣒ࣀࢤをゎ読 

Hoshino, A., et al. (2016). Nat. Commun. 7, 13295、2016.11.8、ᫍ㔝 
 

ඹእ の࡬ に関して 

ン㓟が関୚することをゎ明ࢸントࣃの᪥長᫬㛫による性Ỵᐃ機構にࢥンࢪ࣑۵

Toyota, K., et al. (2016). Sci. Rep. 6, 25125、2016.4.26、஭ཱྀ 

において㟷Ⰽගཷ容యがගྜ成をᢚไすることによりᙉගによࢫࢼࣔࢻ࣑ࣛࢡ۵

るගྜ成⿦⨨の◚ቯを㜵いでいることを発見 

Petroutsos, D., et al. (2016). Nature 537, 563-566、2016.9.15、ⓙᕝ 

 

の ࡸ の に関して 

۵࣓ダ࢝の㓄അ者㜵⾨行動においてど⥺の㐽ⶸによる記᠈のጉᐖが重せであるこ

とをゎ明 

Yokoi, S., et al. (2016). Front. Zool. 13, 21、2016.6.2、成℩ 

۵యᾮのሷ⃰度をಖつために Na+⃰度ࢭンࢧーNax がỈ分ᦤྲྀ行動のไᚚをᢸって

いることを発見 

Sakuta, H., et al. (2016). Am. J. Physiol. Regul. Integr. Comp. Physiol. 311, R299-R306、 

2016.7.27、㔝⏣ 

۵Ỉとሷのḧồが⬻ᘪୗჾᐁに存ᅾするỈࣗࢽーࣟン、ሷࣗࢽーࣟンによりㄪ⠇さ

れる機構をゎ明 

Matsuda, T., et al. (2017). Nat. Neurosci. 20, 230-241、2016.12.20、㔝⏣ 

۵⬻ᐊ࿘ᅖჾᐁをㄆ識する自ᕫᢠయ⏘生による㧗ࢼトリ࣒࢘⾑⑕の新機構の⑕౛

を発見 

Hiyama, T.Y., et al. (2016). Brain Pathol. 27, 323-331、2016.8.5、㔝⏣ 
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II. ඹྠ฼⏝࣭ඹྠ研究の᥎㐍
P36-41  (24-14ڦ)

 

㸯㸧生物ᶵ⬟᝟ሗศᯒᐊࡧࡼ࠾᝟ሗ⟶⌮ゎᯒᐊ（生物機⬟ゎᯒࢭンࢱー）
P36  (15ڦ)

 

 平成 22 年以᮶、生物機⬟ゎᯒࢭンࢱー生物機⬟᝟報分ᯒᐊを中心に実᪋してき

たࠕḟ世௦ࢩーケンࢧー共同利用実㦂ࠖを発ᒎさせ、平成 28 年度に࣑ࣀࢤྜ⤫ࠕ

共同利用研究ࠖを開ጞした。これは、DNAࢫࢡ ࢜࢖ࣂࡎならࡳのࢢンࢩーケンࢩ

をもໟᣓした共同研究を目指したものでࢫࢡ࣑࢜ከ㝵ᒙ的ࡸࢫࢡ࢕ࢸ࣐࢛ࣇン࢖

ある。H28 年度は、59 ㄢ㢟を実᪋し、生物機⬟᝟報分ᯒᐊが運用するḟ世௦ DNA

㉁㔞分ᯒ⿦⨨୪びに᝟報⟶⌮ゎᯒᐊが運用するࡸー（Illumina、PacBio）ࢧーケンࢩ

大つᶍ計⟬機࣒ࢸࢫࢩ（生物᝟報ゎᯒ࣒ࢸࢫࢩ）を活用する共同研究を推進した。

これらの研究ᡴちྜわせཬび実㦂のために、の࡭ 231 名の所外研究者が᮶所し、活

発な研究者஺ὶが行われた。それらの成果は、21 報の共ⴭㄽᩥ（PNAS ㄅ➼一ὶㄅ

を含ࡴ）として実を⤖ࢇでいる。実㦂生物学者ྥࡅの࢖࢜࢖ࣂンࢫࢡ࢕ࢸ࣐࢛ࣇの

ㅮ座として、ࠕ基生研࢖࣒ࣀࢤンࢫࢡ࢕ࢸ࣐࢛ࣇトレーࢽンࢥࢢーࠖࢫを 5 回開ദ

した。今年度は、研究者からの㧗いࢽーࢬに応えて開ദ回ᩘࡸ᪥⛬をቑࡸしたのࡳ

ならࡎ、中⣭者ྥࡅのࢥーࠕࢫBLAST 自⏤自ᅾࠖを新タした。㐣ཤ᭱㧗の 85 名の

ཷㅮ応ເがあるな࡝、ዲ評を༤した。 

 

２㸧ග学ゎᯒᐊ（生物機⬟ゎᯒࢭンࢱー）
P36 (15ڦ)

 

 大ᆺࢡ࣌ࢫトࣟࣇࣛࢢ共同利用実㦂ㄢ㢟 10 ௳にຍえ、先➃࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢ

機ჾ利用ࡸ画ീฎ⌮・画ീゎᯒな࡝連携する研究者らと⤫ྜ࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢ共

同研究ㄢ㢟 38 ௳なྜ࡝計 50 ௳の共同利用研究を実᪋し、共ⴭㄽᩥを㸳報発⾲し、

ㅰ㎡記載ㄽᩥ 18 報、国際共同研究成果２報をᚓた。所内外の研究者࡬の㢧ᚤ㙾➼

の共用のࢧポートをはじめ、ࢼ࣑ࢭࣝ࢝ࢽࢡࢸー、࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪン࢛ࣇࢢー࣒ࣛ、

研究会３௳を開ദした。また、生物画ീゎᯒトレーࢽンࢥࢢーࡸࢫ、International 

Practical Course を所内外の研究者と共同で開ദした。これらの活動を㏻じて研究者

 の᭱新㢧ᚤ㙾ᢏ⾡とゎᯒ手ἲのᬑཬに㈉⊩した。また、海外の研究者２名が１࡬

ࣨ月以上の長期⁫ᅾし、㢧ᚤ㙾ᢏ⾡を用いた２௳の国際共同研究を⥅⥆推進した。

さらに、先➃࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢ支援ࢵࣛࣉト࢛ࣇー࣒（ABiS）によるග学㢧ᚤ㙾

分㔝支援活動も開ጞした（P.8 をཧ↷）。 

 

㸱㸧ගࢺ࣮ࢩ㢧ᚤ㙾㸦᫬✵㛫ไᚚ研究ᐊ㸧
P37 (16ڦ)

 

 ගࢩート㢧ᚤ㙾の特Ⰽは㧗㏿観ᐹ⬟と生యヨᩱ࡬のගダ࣓ーࢪ（〣Ⰽ・ගẘ性）

のᑡなさにあるが、今年度は᧯స性にඃれる Zeiss ♫〇のගࢩート㢧ᚤ㙾と、特に

㧗㏿性にඃれる自సのගࢩート㢧ᚤ㙾 ez-DSLM をᩚഛし、ࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮ⬇⾑
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⟶発生のࣛࣈ࢖観ᐹ、࣓࢖࢝ン成長᫬の㦵∦構⠏、࢚ࣂ࢘ࣙࢪ࢘ࣙࢩᗂ⹸⚄⤒活動

のྍど໬、⟶⭍内に⣽⳦がసる࣒ࣝ࢕ࣇ࢜࢖ࣂの動ែ、ࢫ࣐࢘㏱明໬⬻の 3D 観ᐹ、

➼のᵝࠎな共同研究に౪し、⤫ྜ࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢ共同研究ㄢ㢟 10 ௳と先➃ࣂ

ㄢ㢟９௳を実᪋した。いくつかの（ABiS）࣒ー࢛ࣇトࢵࣛࣉ支援ࢢンࢪー࣓࢖࢜࢖

研究ㄢ㢟についてはㄽᩥᢞ✏中である。 

 

㸲㸧᪂つࣔࣝࢹ生物㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ 
P37 (17ڦ) 

 ᚑ᮶のࣔࣝࢹ生物では研究を行うことがᅔ㞴な生࿨現㇟をゎ明するためにᚲせな

生物を、国内外の研究機関と連携して新つに開発し、その㑇ఏ子᝟報をᩚഛࣝࢹࣔ

するとともに、㑇ఏ子機⬟ゎ明にᚲせなᢏ⾡の開発・ᬑཬを行うことを目的として

本ࢭンࢱーをタ⨨した。現ᅾ、ࣟࢩアリ、ࢧンࢠࢯ࢖、ࢦンࢡࣕࢳ、㣗⹸᳜物な࡝、

その生ែࡸ形ែのከᵝ性から、生物学の研究対㇟として⯆࿡῝い生物の研究が進ࢇ

でいる。平成 28 年度には、上㏙の生物をᮦᩱとする共同利用研究をᒎ開するとと

もに、自然科学研究機構ࠕ機関㛫連携ࢵࢿト࣡ーࢡによるᣐ点形成事業ࠖにより、

の㑇ఏ子基┙ᩚഛに関するࢤࢫ࢟ンཬびࣛࢩ、アリࣟࢩ、ࣝࢱ࣍、࢝リࢫリ࣒ࣘࢿ

共同利用研究を重点的に実᪋した。また、ࣘࢽーࢡな㠀ࣔࣝࢹ実㦂動物を新つࣔࢹ

ࣝ生物として☜❧を目指す研究者が㞟うຮᙉ会ࡸ、୧生㢮研究のᑗ᮶を見ᤣえてḟ

世௦ࣔࣝࢹ୧生㢮ࡸその利用方ἲ➼を考える研究会の開ദを支援した。 

 

㸳㸧࣓ࢫ࣮ࢯࣜ࢜࢖ࣂ࢝ࢲ
P38 (18ڦ)

 

 基礎生物学研究所は第３期࢜࢖ࣂࣝࢼࣙࢩࢼリࢯーࢡ࢙ࢪࣟࣉࢫト(NBRP)・࣓

ダ࢝の中᰾機関として活動を行っている。NBRP ࣓ダ࢝では、㏆஺⣔・ཎᅉ㑇ఏ子

のุ明している✺然ኚ␗య・㑇ఏ子導ධ⣔⤫に関して㑇ఏ的ࣔࢱࢽリンࢢを実᪋し、

㉁の☜ಖされた࣓ダ࢜࢖ࣂ࢝リࢯーࢫをよりᏳᐃ的に提౪するయไを構⠏した。ま

た㏫㑇ఏ学的手ἲによる研究を推進するため、High resolution melting (HRM) ἲによ

る TILLING を提౪するとと࣒ࢸࢫࢩࢢンࢽリーࢡࢫリーを用いたኚ␗యࣛࣈ࢖ࣛ

もに、CRISPR/Cas9 ἲによる࣒ࣀࢤ⦅㞟をࢧポートするため、gRNA 用ࢻ࣑ࢫࣛࣉ

の構⠏から༸࡬の࢖ࣟࢡ࢖࣐ンࣙࢩࢡ࢙ࢪンができる共㏻ࢵࣛࣉト࢛ࣇー࣒を構

⠏し、利用者࡬の提౪している。基礎生物学研究所（中᰾機関）での平成 28 年度

の࣓ダࣈ࢖ࣛ࢝リࢯーࢫの཰㞟⣔⤫ᩘは 26 ⣔⤫、提౪⣔⤫ᩘは 421 ⣔⤫であった。

cDNA/BAC/Fosmid の提౪は 151 ーン、Ꮴ໬㓝⣲はࣟࢡ 303 本を提౪した。また 9th 
NIBB international practical course and jointly as the 4th NIBB-TLL international practical 

course “Genetics and Imaging of Medaka and Zebrafish”（平成 28 年 8 月 18-30 ᪥）を

開ദした。この国際ࢥーࢫでは࢜レࢦン大学の Zebrafish International Resource Center

 

 

 
  

 

  
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

－ 9 －



 

 

 
 

 

 
 

 

 

  

 

 

の Zoltan Verga 所長、TLLより Orban Lazalo ᩍᤵを招⪸し、特別ㅮ₇ཬび実⩦を行

った。࣓ダ࢝リࢯーࢫの国外での利用をಁ進するため 8th Aquatic Animal Models of 

Human Disease Conference（平成 29 年 1 月 7-12 ᪥、Birmingham、Alabama）では NBRP 

Medaka のࣈーࢫをタ⨨して国際的なᗈ報を行った。国内でのᗈ報活動として、第

22 回ᑠᆺ㨶㢮研究会（平成 28 年 8 月 20㸫21 ᪥、基礎生物学研究所、ᒸᓮ）、ANRRC 

2016 (平成 28 年 9 月 20-22 ᪥、⣸⹒会㤋、ி㒔) ➼６学会においてᗈ報を行った。

３✀㢮のᑠᆺ㨶㢮࣓ーリンࢢリࢫトの⟶⌮運営を⥅⥆している。また第３期 NBRP

事後評価報告書では研究者ࢽーࢬに応じた研究支援、世界レࣝ࣋での࣓ダ࣑ࣗࢥ࢝

の研究成果のቑ大ཬび௚のࣝ࣋の育成、㧗レ࢕ࢸࢽ NBRP Ỉ生ࣔࣝࢹリࢯーࢫとの

連携の開ጞな࡝の実᪋によりࠕඃれた成果を上ࡆているࠖとの評価をཷࡅている。 

 

㸴㸧ࢫ࣮ࢯࣜ࢜࢖ࣂ࢜࢞ࢧ࢔
P38 (19ڦ)

 

 基礎生物学研究所は第３期࢜࢖ࣂࣝࢼࣙࢩࢼリࢯーࢡ࢙ࢪࣟࣉࢫト(NBRP)・アࢧ

の分ᢸ機関として、中᰾機関の஑ᕞ大学と連携して活動している。NBRP࢜࢞ アࢧ

では、16࢜࢞ ୓のྛ✀ DNAࣟࢡーンと 300 の✺然ኚ␗⣔⤫な࡝を国内外に提౪す

るయไをᩚえている。平成 28 年度は、47 の⣔⤫ࡸ DNAࣟࢡーンを提౪し、新たに

16,128 の BAC ჾᐁを᧜ྛࡸーンと㸳つの⣔⤫を཰㞟した。また、᳜物య඲యࣟࢡ

ᙳした 1,700 点の画ീࢹーࢱを用意し、⣔⤫のࢹー࣋ࢱーࢫに㏣ຍした。さらに、

別ࢡ࢙ࢪࣟࣉトでゎ読したア࢜࢞ࢧの࣒ࣀࢤ㓄ิと、cDNAࡸ BAC ーンの㓄ิࣟࢡ

を検⣴できるࢨ࢘ࣛࣈ࣒ࣀࢤーを新たに構⠏してࢵࢿト上にබ開した。NBRP ㄢ㢟

評価委員会による第３期（平成 24ࠥ28 年度）の事後評価では、NBRP ア࢜࢞ࢧは十

分な成果をᣲࡆていると評価され、第㸲期（平成 29ࠥ33 年度）࡬の⥅⥆がỴᐃし

た。 
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㸵㸧ࢫ࣮ࢯࣜ࢜࢖ࣂࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮ
P39 (20ڦ)

 

基礎生物学研究所は、第３期࢜࢖ࣂࣝࢼࣙࢩࢼリࢯーࢡ࢙ࢪࣟࣉࢫト(NBRP)・ࢮ

ࢱンࢭの分ᢸ機関として、中᰾機関の⌮໬学研究所⬻科学⥲ྜ研究ࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈ

ーと連携して活動している。本機関の業ົは、中ᯡ⚄⤒⣔の特ᐃの⣽⬊で⺯ගࢱン

᥮え㓝⣲ࡳ⤌、㉁ࢡࣃ Cre、および、㌿෗活性໬ᅉ子 Gal4 を発現する⣔⤫の཰㞟・

分ㆡయไのᩚഛである。この方針にᚑい、平成 28 年度中に㸳⣔⤫のトࣛン࢙ࢪࢫ

㉁を発現する⣔⤫を㸲ࢡࣃンࢱ中ᯡ⚄⤒⣔の特ᐃの⣽⬊で⺯ග）ࣗࢩࢵ࢕ࣇࢡࢵࢽ

⣔⤫、Cre を発現する⣔⤫を１⣔⤫）を཰㞟した。国内外の研究者からのリࢫ࢚ࢡ

トに応じて、29 ⣔⤫の提౪を行った（提౪先は、海外 22 ⣔⤫、国内 7 ⣔⤫）。 

 

８㸧኱学㐃ᦠࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣉࢵ࢔ࢡࢵࣂ࢜࢖ࣂ㸦IBBP㸧
P39 (21ڦ)

 

 ᮾ᪥本大㟈⅏ではᮾ໭ᆅ方を中心にከくの大学・研究所が⿕⅏し、ኚ␗యࡸ㑇ఏ

子導ධಶయな࡝長年のດ力によってస成してきた貴重な⣔⤫、cDNA/ࣟࢡ࣒ࣀࢤー

ンのような研究になくてはならない実㦂ᮦᩱな࡝ከくの生物㑇ఏ㈨※がኻわれた。

このような事ែをᮍ然に㜵ࡄことを目的として国内の㸵大学（໭海㐨大学、ᮾ໭大

学、ᮾி大学、名ྂᒇ大学、ி㒔大学、大㜰大学、஑ᕞ大学）と༠ᐃを⤖び大学連

携ࢡࢵࣂ࢜࢖ࣂアࢡ࢙ࢪࣟࣉࣉࢵト（IBBP）が平成 24 年度より開ጞされた。この

ಖ⟶᪋タとしてࣉࢵアࢡࢵࣂトでは中᰾的ࢡ࢙ࢪࣟࣉ IBBP ーを基礎生物学ࢱンࢭ

研究所にタ⨨するとともに㸵大学に大学࢖ࣛࢸࢧトᣐ点を⨨き、඲国をࣂ࢝ーでき

るయไを構⠏しࢡ࢙ࢪࣟࣉトを実᪋している。平成 28 年 10 月には特௵助ᩍとして

➉㭯⿱ுが着௵した。平成 28 年度には 46 ௳のࢡࢵࣂアࣉࢵಖ⟶⏦ㄳをཷ⌮し 25

௳を᥇ᢥした(21 ௳はᑂᰝ中)。これまでに 158 ௳（平成 28 年度ᮎの⏦ㄳ⥲ᩘでは

191 ௳）のࢡࢵࣂアࣉࢵ⏦ㄳを᥇ᢥしている。平成 28 年度ᮎ᫬点でのಖ⟶㔞は 384

レートによるಖ⟶でࣉ✰ 4,478 ᯛ（1,719,552 96、（ࣝࣉンࢧ ⟶レートによるಖࣉ✰

で 69 ᯛ（6,624 によるಖ⟶でࣈーࣗࢳ、（ࣝࣉンࢧ 11,795 本（11,795 ࢫ、（ࣝࣉンࢧ

トࣟーによるಖ⟶で 581 本（581 子として✀、（ࣝࣉンࢧ 654 であり、ྜ計ࣝࣉンࢧ

1,739,206 ࢡࢵࣂಖ⟶している。よりከᵝな生物㑇ఏ㈨※をࣉࢵアࢡࢵࣂをࣝࣉンࢧ

アࣉࢵಖ⟶することを目的として実᪋している生物㑇ఏ㈨※新つಖ存ᢏ⾡開発共

同利用研究では、平成 28 年度実᪋の共同利用研究のබເに対して 13 ௳の応ເがあ

った。基礎生物学研究所共同利用委員会でᑂ議を行った⤖果、12 ௳の共同利用研究

を᥇ᢥした。また Cryopreservation Conference 2016（2016 年 10-11 ᪥ᒸᓮࢥン࢓ࣇレ

ン࣍ࢫーࣝ、ཧຍ者 128 名）を開ദした。このࢥン࢓ࣇレンࢫではㅮ₇ 31 㢟、ポ

⾲ー発ࢱࢫ 29 㢟の発⾲があった。今年度は㉸ప ಖ存ཬび஝⇱ಖ存の研究者（動

物・᳜物・ᚤ生物）とࢫࣛ࢞໬に関連する分㔝の研究者（物⌮学、໬学、生物学、
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ᕤ学な࡝）がಖ存ᢏ⾡開発と生物㑇ఏ㈨※のಖ⟶について議ㄽし、᝟報を共有した。

さらにࢦࢽࢮケ、࣓ダ࢝およびከᵝなỈ生動物⢭子を対㇟として㸲回の㉸ప ಖ存

ᢏ⾡ㅮ⩦会を開ദした。 

 

㸷㸧᳜物⛉学᭱ඛ➃研究ᣐⅬࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ 

 ඲国９機関によるࢵࢿト࣡ーࢡであり、基礎生物学研究所においては平成 22 年

度に画ീࢹーࢱ㓄信ᆺの᳜物⎔ቃไᚚ࣒ࢸࢫࢩ、⸴㢮のගྜ成機⬟ゎᯒ⿦⨨および

ḟ世௦ DNAࢩー࢚ࢡンࢧーを導ධし、利用者との㛫で共同利用研究を行うことで、

の一ᣐ点として活動してきた。平成ࢡト࣡ーࢵࢿ 28 年度は᳜物⎔ቃไᚚ࣒ࢸࢫࢩ 3

ㄢ㢟、ගྜ成機⬟ゎᯒ⿦⨨１ㄢ㢟、ḟ世௦ DNA ー支援は๓年度からࢧン࢚ࢡーࢩ

⥅⥆の 29 ㄢ㢟にຍえて、新つに１ㄢ㢟をཷධれた。本ᣐ点ࢵࢿト࣡ーࢡ事業は、

開ጞから㸵年がたち当ึのᙺ๭を果たしたとして、平成 28 年度ᮎをᣢって⤊஢し

た。導ධされたḟ世௦ DNAࢩー࢚ࢡンࢧー➼のタഛ・機ჾは、平成 29 年度からも

基生研の共同利用機ჾとしてᘬき⥆き共同利用研究に౪され、᳜ 物科学学⾡支援ࢿ

のࢡト࣡ーࢵ HP（http://post-psr-net.riken.jp/index.html）を㏻じて国内の大学➼研究

機関に᝟報提౪を⥆ࡅていく。 

 

㸯㸮㸧ඛ➃ࢢࣥࢪ࣮࣓࢖࢜࢖ࣂᨭ᥼࣒࣮࢛ࣇࢺࢵࣛࣉ㸦ᩥ㒊⛉学┬⛉学研究㈝ຓ成

஦ᴗ࣭᪂学⾡㡿ᇦ研究࣭学⾡研究ᨭ᥼基┙ᙧ成㸧
P40-41  (24-22ڦ)

 

 ABiS: Advanced Bioimaging）࣒ー࢛ࣇトࢵࣛࣉ支援ࢢンࢪー࣓࢖࢜࢖ࣂ➃先ࠕ

Support）ࠖ は、生࿨科学の研究分㔝におࡅる࣓࢖ーࢪンࢢᢏ⾡、࣓࢖ーࢪンࢢ機ჾ

のከᵝ໬・㧗度໬に対応し、科研㈝をྲྀᚓした国内研究者の支援を目的として平成

28 年度より開ጞされた学⾡研究支援基┙形成事業であり、基礎生物学研究所および

生⌮学研究所を中᰾機関として、国内 19 の大学・研究機関の連携によって運営さ

れている。基礎生物学研究所では、ග学ᢏ⾡㢧ᚤ㙾ᢏ⾡支援活動として 4D 㢧ᚤ㙾

観ᐹ支援活動、IR-LEGO 㢧ᚤ㙾支援活動、ගࢩート㢧ᚤ㙾支援活動、画ീゎᯒᢏ⾡

支援活動として生物画ീฎ⌮・ゎᯒ用アࣝࢦリ࣒ࢬの開発とᢏ⾡支援活動、および

画ീゎᯒトレーࢽンࢢをᢸ当している。支援ㄢ㢟は、支援ᕼᮃ者による応ເの後、

外部委員を含めたᑂᰝによって㑅ᐃされる௙⤌ࡳとなっている。平成 28 年度は、

２回のබເにຍえ、㎿㏿な支援をᚲせとした㝶᫬⏦ㄳの中から、185௳（᥇ᢥ⋡71.1%） 

のㄢ㢟を支援した。支援した研究には᪤にㄽᩥの成果として発⾲されたものもある。

また、࣓࢖ーࢪンࢢᢏ⾡のᬑཬおよび、支援ᢸ当者のᢏ⾡と▱識ྥ上を目的として、

ග学㢧ᚤ㙾ࡸ画ീゎᯒを含ྛࡴ✀トレーࢽンࢢを９回開ദした。 

 上記の支援活動は⥲ᣓ⌜に⨨かれた事ົᒁが運営を支援し、ྛ✀事ົ支援、࢙࢘
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の᝟࡬ー送௜、学会ࢱࢫトのᩚഛ（http://ww.nibb.ac.jp/abis/）、බເ᱌内のポ࢖ࢧࣈ

報提౪ࡸ ABiS 事業を紹介するリーࣇレࢵトస成➼の ABiS の࿘▱活動を行なった。

さらに、᭱先➃࣓࢖ーࢪンࢢᢏ⾡と᝟報の஺᥮をಁ進する目的で、平成 29 年 2 月

に The 1st ABiS Symposium“Towards the Future of Advanced Bioimaging for Life Sciences”

を開ദした。このࢩンポ࣒࢘ࢪでは、Euro-BioImaging (EuBI) から୺௵ࢥーࢿ࢕ࢹー

であるࢱ Jan Ellenberg༤ኈと事ົᢸ当者１名、またࢩン࢞ポーࣝ大学の࣓࢖࢜࢖ࣂ

ーࢪンࢭࢢンࢱー（Center for BioImaging Sciences）のࢭンࢱー長 Paul Matsudaira ༤

ኈを招⪸し、それࡒれの活動紹介の後、࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢ分㔝での国際連携にྥ

 。た༠議を行ったࡅ

 

ඹྠࡓࡗ⾜ࢆࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉඹྠ研究成ᯝ 

の㪰でసられるために࢝動物に特ᚩ的な⧞り㏉し構㐀が࣓ダ᳝⬨ە pax1 という㑇

ఏ子が㘽となるᙺ๭を果たすことを発見 
Okada, K., et al. (2016). Development 143, 1800-1810、2016.5.20、⟃Ἴ大学との共同 
研究、㧗⏣ 

ン㓟がㄪ⠇ᅉ子としてാいてい࢖ࣀࢳ㞤の生Ṫ⭢の子ᐑと⭼の分໬においてレ ە

ることをゎ明 
Nakajima, T., et al. (2016). Proc. Natl. Acad. Sci. USA 113, 14354-14359、2016.11.22、 
ᶓ὾ᕷ❧大学な࡝との共同研究、஭ཱྀ 

の᏶඲ᰤ㣴ᚑ属は大きな㑇ఏ子発現ኚ໬をకわな࡬の⳦᰿共生において⳦㢮⹒ ە

いことを♧した 
Suetsugu, K., et al. (2017). Mol. Ecol. 26, 1652-1669、2017.2.6、⚄ᡞ大学な࡝との共 
同研究、重信 

の㐟Ὃにᚲ㡲であ࡬において眼点Ⰽ⣲がගの方ྥࢫࢼࣔࢻ࣑ࣛࢡ༢⣽⬊⥳⸴の ە

ることをゎ明 
Ueki, N., et al. (2016). Proc. Natl. Acad. Sci. USA 113, 5229-5304、2016.5.10、ᮾிᕤ 
業大学な࡝との共同研究、ⓙᕝ・重信 

 の㞝ᰴ㞤ᰴをỴめる性Ỵᐃ㑇ఏ子を発見したࢫ࢞ࣛࣃࢫ的なゎᯒによりア⨶⥙ە
Murase, K., et al. (2017). Genes Cells 22, 115-123、2017.1.16、ዉⰋ先➃大学な࡝との

共同研究、重信 
   のゎ読࣒ࣀࢤ඲࢚࣓ࣝ࢞ࢶ࢝リࣇ重」による」㞧な構㐀をᣢつア࣒ࣀࢤ඲ ە

Session, A.M., et al. (2016). Nature 538, 336-343、2016.10.20、ᮾி大学な࡝との共同 
研究、上㔝 

 を෌生することに成ຌ࢝෾⤖ಖ存⢭ᕢ⤌⧊から⤯⁛༴᝹✀の࣓ダە
Seki, S., et al. (2017). Sci. Rep. 7, 43185、2017.3.28、⛅⏣大学な࡝との共同研究、 
成℩ 
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III. ᅜ㝿㐃ᦠとᗈሗάືのᒎ㛤 
 

III-a. ᅜ㝿㐃ᦠ
P41  (25ڦ)

 

㸯㸧NIBB ࢫࣥࣞ࢓ࣇࣥࢥの㛤ദ 

平成 28 年 4 月 22 ᪥㹼4 月 24 ᪥にឡ▱┴ᒸᓮᕷにおいて、第 64 回 NIBBࢥン࢓ࣇ

レン͆ࢫEvolution of Seasonal Timers͇を開ദした。本ࢩンポ࣒࢘ࢪでは、᳜物、᪻

⹸、㨶㢮、㫽㢮、့ங㢮といったᵝࠎな生物を研究ᮦᩱにする⣙ 100 名の研究者が

国内外から㞟い、生物のᏘ⠇応答機構に関わる᭱新の研究成果発⾲と議ㄽを行った。

発⾲は生物による⎔ቃのㄆ▱機構、ࣝࢼࢢࢩఏ達、᫬計㑇ఏ子の機⬟とไᚚ、それ

らにᙳ㡪をཬࡰす໬学物㉁➼とከᒱにわたるものであった。␗なる生物ࡸከᵝな現

㇟をᢅう研究者が一つのࢸー࣐について議ㄽしたことは㠀ᖖに有意⩏で、この研究

分㔝の᭦なる発ᒎにつながるሙとなった。 

 

２㸧ḢᕞศᏊ生物学研究所㸦EMBL㸧との㐃ᦠάື 

平成 28 年 7 月に EMBL Heidelbergから発生生物学ࣘࢵࢽト長 Anne Ephrussi ༤ኈ

を基礎生物学研究所に招⪸した。所内の研究者ྥࢼ࣑ࢭࡅーを行うと共に、⚄⤒⣽

⬊生物学研究ᐊをゼれてRNA㍺送に関する研究ࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹンを行った。また、

山本所長、上㔝๪所長らと、今後の基生研と EMBLの連携活動に関しての意見を஺

᥮した。 

௚方で、国内࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢ関連᪋タのࢵࢿト࣡ーࢡである“Bioimage.jp”

ཬびᩥ部科学┬科学研究㈝助成事業・新学⾡領域研究・学⾡研究支援基┙形成ࠕ先

࣒ー࢛ࣇトࢵࣛࣉ支援ࢢンࢪー࣓࢖࢜࢖ࣂ➃ （ࠖABiS）と、EMBL に本ᣐᆅを⨨く

ࣚーࣟࣃࢵの࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢ研究ࢵࢿト࣡ーࢡ“Euro-BioImaging”との連携య

ไの構⠏、ཬび、࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢのࣟࢢーࢵࢿࣝࣂト࣡ーࢡ形成を目指した活

動を進めている。平成 29 年 2 月に Euro-BioImagingの୺௵ࢥーࢿ࢕ࢹーࢱである Jan 

Ellenberg ༤ኈཬび事ົᢸ当者１名を第１回 ABiS ࢖࢜࢖ࣂ、に招⪸し࣒࢘ࢪンポࢩ

࣓ーࢪンࢢ分㔝での連携にྥࡅた༠議を行った。 
 

㸱㸧ࢡࢭ࣐ࢸ生࿨⛉学研究所 (TLL)との㐃ᦠάື 

TLLとはこれまで、㸲回の国際ྜ同ࢩンポ࣒࢘ࢪと３回の国際ྜ同トレーࢽンࢢ

を進めてきた。平成࡝の開ദ、共同研究の推進なࢫーࢥ 28 年 8 月には、第９回基

生研国際実⩦ࢥーࢫ、ཬび、第㸲回 NIBB-TLLྜ同国際実⩦ࢥーࢫを基生研にて開

ദした。本実⩦ࢥーࢫでは、ᑠᆺ㨶㢮（࣓ダ࢝およびࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮ）をᮦᩱと

し、CRISPR/Cas9 ἲを用いた㑇ఏ子ࢡࢵࣀア࢘ト・࢖ࢡࢵࣀン、࣓ダ࢝⢭子෾⤖ಖ
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存とேᕤᤵ⢭、ࣛ࢖トࢩート㢧ᚤ㙾を用いた࣓࢖ーࢪンࢢཬび IR-LEGO による㑇

ఏ子発現ㄏ導な࡝の実⩦を行った。ཧຍ者はබເにより、17 名の大学㝔生・若手研

究者を国内外から㑅ᢤした。ㅮᖌでは、国内の研究機関のࡳならࡎ、海外༠力機関

である EMBL および TLL から研究者１名ࡎつがཧຍした。なお本実⩦ࢥーࢫは、

基礎生物学研究所 IBBP ト・࣓ダࢡ࢙ࢪࣟࣉࢫーࢯリ࢜࢖ࣂࣝࢼࣙࢩࢼ、ーࢱンࢭ

部科学┬科学研究㈝助成事業・新学⾡領域研究・学ᩥ、ࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮおよび࢝

⾡研究支援基┙形成 ࠕ先➃࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢ支援ࢵࣛࣉト࢛ࣇー࣒ とࠖの共ദで

開ദしたことを㏣記する。 
 
㸲㸧ࣥࢺࢫࣥࣜࣉ኱学との㐃ᦠάື 

トン大学との国際共同研究は、発生生物学研究分㔝において、平成ࢫリンࣉ  27

年度からࠕ自然科学研究機構ᡓ␎的国際共同研究ຍ㏿事業ࠖを㏻じて形ែ形成研究

部㛛が進めている。平成 28 年度は、自然科学研究機構からの支援をཷࡅて、ࣉリ

ンࢫトン大学分子生物学部に助ᩍ１名を平成 28 年 9 月から１年㛫、また、༤ኈ研

究員１名を平成 28 年 10 月から３年㛫のணᐃでὴ㐵している。௚方で、平成 29 年 7

月に、連携先の Ileana Cristea ᩍᤵཬび࢚࢖ࢧࣇࢵࢱࢫンࢫ࢕ࢸト１名をㅮᖌとして

招き、ࢫࢡ࣑࢜ࢸࣟࣉに関するྜ同トレーࢽンࢥࢢーࢫを開ദする。これに先❧っ

て、平成 28 年 9 月に Cristea ᩍᤵを招⪸し、所内の研究者ྥࢼ࣑ࢭࡅーࡸ形ែ形成

研究部㛛との今後の共同研究に関してのᡴྜせを行うとともに、ྜ同トレーࢽンࢢ

 。実᪋に関するᡴちྜわせを所内の特௵෸ᩍᤵ２名らと行ったࢫーࢥ
 
㸳㸧ࣉࢵ࢔࣒ࢺ࣎ᆺᅜ㝿ඹྠ研究஦ᴗ 

ಶࠎの研究ᐊから生まれた国際共同研究を所として支援する࣎ࠕト࣒アࣉࢵᆺ国

際共同研究事業ࠖを平成 26 年度から開ጞし、推進している。平成 28 年度は、平成

27 年度に᥇ᢥされた進໬ከᵝ性生物学研究分㔝のㄢ㢟２௳にຍえ、平成 28 年度に

新たに᥇ᢥされた⣽⬊生物学、発生生物学、⚄⤒生物学、進໬ከᵝ性生物学のྛ研

究分㔝の㸳௳をຍえた、計㸵௳の国際共同研究を推進した。平成 28年度中には、（１）

研究ᨵ㢟に関連した⥲説をྜ同でᇳ➹・発⾲する、（２）国際ࣛࢢントの⏦ㄳにྥ

ࡸーࢼ࣑ࢭたᡴちྜわせを行う、（３）所内研究者が┦手先研究機関をゼၥしてࡅ

研究ᡴྜせを行う、（㸲）研究ㄢ㢟ࡸ実㦂ᮦᩱの共有な࡝に関してࢵࢿト会議な࡝

によりᡴちྜわせを行う、な࡝といった」ᩘのࣕࢳンࣝࢿによる連携活動がᒎ開さ

れた。このように࣎ト࣒アࣉࢵᆺ国際共同研究事業によって、研究の進ᒎ状ἣにྜ

わせた㎿㏿かつ⥭ᐦな国際連携をᒎ開している。 
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㸴㸧እᅜே来所⪅ᨭ᥼యไのᵓ⠏ 

 国際連携活動➼で᮶所する外国ே研究者ࡸ⥲研大にධ学するඃ⚽な外国ே学生の

ධれに際し、外国ே研究者・学生の利౽性のྥ上、ཬび、所内ཷධ研究ᐊの㈇ࡅཷ

ᢸ㍍ῶのために、ⱥ会ヰに長ࡅたᑓ௵ࣇࢵࢱࢫによる外国ே᮶所者支援を平成 26

年度から行っている。平成 28 年度は、ᒸᓮᕷᙺ所国際ㄢࡸᒸᓮ⤫ྜ事ົࢭンࢱー

との連携༠力によりࠕ外国ே研究者➼⁫ᅾ支援のためのᒸᓮᕷᙺ所行ᨻࢧーࢫࣅ➼

説明・┦談会ࠖࠕࡸ外国ேࢧポートࣇࢵࢱࢫຮᙉ会ࠖを実᪋し、ཷࡅධれయไの⥅

⥆的なᙉ໬のྲྀ⤌ࡳを行った。また研究力ᙉ໬ᡓ␎ᐊᗈ報ࣝࢢーࣉと༠力して、ྛ

✀᝟報提౪のために、所内ᑓ用 HP のⱥㄒ໬を進めるとともに、ᚲせに応じて、᪥

ⱥ୧ే記の࣓ーࣝの発信を行った。 

 

III-b. ᗈሗ࣭ࢳ࣮ࣜࢺ࢘࢔άື
P42  (26ڦ)

 

㸯㸧基礎生物学研究所ࡸࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ SNSࡓ࠸⏝ࢆᗈሗάື 

 基礎生物学研究所࣍ー࣒࣌ーࢪ（http://www.nibb.ac.jp/）および、基礎生物学研究

所 facebook ࣌ ー ࢪ （ https://www.facebook.com/nibb.jpn [ ᪥ 本 ㄒ ∧ ] 、

https://www.facebook.com/nibb.ac.jp/ [ⱥㄒ∧]）を運用し、᝟報発信を行った。 

 

２㸧ࡿࡼ࡟ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ研究成ᯝⓎಙ 

 平成 28 年度は、22 ௳の研究成果をࣉレࢫリリーࢫとして発信した。うち㸳௳は

記者会見を開ദした。また、㸲௳はⱥㄒによる国際リリーࢫ発信も同᫬に行った。 

 

㸱㸧༳ๅ物のⓎ⾜ 

 基礎生物学研究所せぴ 2016 ཬび Annual Report 2015 を発行した。また、所内ྥࡅ

をࠖࢫーࣗࢽ基生研ࠕーࢱレࢫーࣗࢽ 15 ྕ発行した。 
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㸲㸧୍⯡බ㛤の㛤ദ 

 基礎生物学研究所一⯡බ開をࠕ生き物の୙ᛮ議ࠖと㢟して平成 28 年 10月 8᪥に

開ദした。当᪥は研究ᐊබ開、ᒎ♧・య㦂ࢥーࢼー、࢚࢖ࢧンࢫトーࢡな࡝を実᪋

すると共に、大㝮Ⰻ඾名㄃ᩍᤵのࣀーࣝ࣋㈹ཷ㈹記ᛕ特タࣈーࢫ（大㝮名㄃ᩍᤵの

研究紹介ࡺࡸかりのရな࡝のᒎ♧、㓝ẕの࢜ート࢕ࢹ࣎ࢡࢵࢪ࢓ࣇの㢧ᚤ㙾観ᐹ）

をタ⨨しὀ目を㞟め、新⪺ࢸࡸレࣅでの報㐨もᩘከく行われた。᮶ሙ者は๓回の３

ಸ以上となる 4,716 ேであった。 

 

㸳㸧኱㝮Ⰻ඾ྡ㄃ᩍᤵ࣮ࣝ࣋ࣀ㈹ཷ㈹グᛕㅮ₇の㛤ദ 

࢜ 生⌮学・་学㈹ཷ㈹記ᛕㅮ₇ࣝ࣋ーࣀ 大㝮Ⰻ඾基礎生物学研究所名㄃ᩍᤵࠕ 

ートࢪ࢓ࣇー ⣽⬊のリ࣒ࢸࢫࢩࣝࢡ࢖ࢧ –見る・▱る・ゎく喜び-ࠖをᒸᓮᕷẸ会㤋

にて平成 29 年 2 月 11 ᪥に開ദした。会のෑ㢌にはឡ▱┴学⾡㢧ᙲ式およびᒸᓮᕷ

Ẹᰤ㄃㈹ᤵ㈹式も行われ、┒大な会となった（ཧຍ者 992 名）。またㅮ₇⤊஢後に

はࣀーࣝ࣋㈹ཷ㈹⚃㈡会を開ദした。඲国で活㌍する大㝮研 OBもከく㞟まり、大

㝮名㄃ᩍᤵのཷ㈹をお⚃いした。基礎生物学研究所は大㝮名㄃ᩍᤵより、ࣀーࣝ࣋

࣓ダࣝのレࣉリ࢝をཷ㉗した。 

 

㸴㸧研究所ぢ学ࡧࡼ࠾⫋ሙయ㦂のཷධ 

 SSH 指ᐃ㧗ᰯを中心として、඲国より 11 ௳の研究所見学をཷධれた。また、㸲

ᰯの生ᚐ（中学および㧗ᰯ生）の⫋ሙయ㦂をཷࡅධれた。 

 

㸵㸧ᆅᇦ㐃ᦠάືと࡚ࡋの⌮⛉ᩍ⫱➼࡬の༠ຊ 

 ᒸᓮᕷᩍ育委員会からのせㄳにより、ᕷ内８ᰯの中学ᰯでฟ๓ᤵ業を行うと共に、

ᑠ中学ᰯ⌮科ᩍㅍྥࡅのࢼ࣑ࢭー１௳を実᪋した。ឡ▱┴❧ᒸᓮ㧗➼学ᰯの SSH活

動に༠力し、ฟ๓ᤵ業２௳、ㅮ₇１௳、ⱥㄒࢼ࣑ࢭー１௳を行った。ᒸᓮᕷ 100 ࿘

年記ᛕ事業に༠力し、᪻ࠕ⹸のࣛ࢝ダのしくࡳを⌮ゎする科学ᩍᐊࠖを実᪋した。

分子研・生⌮研と共に、ᒸᓮᕷのᑠ中学生の自⏤研究を対㇟にࠕᮍ᮶の科学者㈹ࠖ

をᤵ୚した。とよた科学య㦂㤋において࣡ーࠕࣉࢵࣙࢩࢡᚭᗏㄪᰝ㸟ࣈ࢝トࢩ࣒の

ーࣝにてࣔࢢンࣆࢵࣙࢩ、つࠖを実᪋した。ᆅ域のⱁ⾡⚍との連携活動としてࡳࡦ

 。in CIBICOࠖのᒎ♧を行った ࣒アࢪー࣑ࣗ・ࢫン࢚࢖ࢧࠕ
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８㸧ࡑの௚のࢳ࣮ࣜࢺ࢘࢔άື 

 大学共同利用機関ࢩンポ࣒࢘ࢪ 2016（ᮾி）において研究者２名がⓏቭすると共

に研究所紹介ࣈーࢫᒎ♧を行った。第 21 回自然科学研究機構ࢩンポ࣒࢘ࢪ（ᮾி）

において研究者１名がㅮ₇を行うと共に、研究所紹介ࣈーࢫᒎ♧を行った。自然科

学研究機構若手研究者㈹記ᛕㅮ₇（ᮾி）にて研究者１名がㅮ₇を行った。JST が

୺ദする࢚࢖ࢧンࢫアࣛࢦ（ᮾி）に࣡ーࣉࢵࣙࢩࢡをฟᒎした。研究者２名が࢝

をᢸ当した。新タされた自然科学研究機構㔝㎶山ࢫーࢥるࡅーにおࢱンࢭーࣕࢳࣝ

ᒎ♧ᐊにタ⨨するᒎ♧స成を行った。 
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 IV. ⱝᡭ研究⪅の⫱成
P42-43 (29-27ڦ) 

 基礎生物学研究所は、⥲ྜ研究大学㝔大学 生࿨科学研究科 基礎生物学ᑓᨷの基

┙機関として大学㝔生のᩍ育を行なってきた。また、特別共同利用研究員として௚

大学から大学㝔生をཷࡅධれ、大学㝔生ᩍ育に༠力・㈉⊩している。これらのไ度

により基礎生物学研究所にᅾ⡠した学生からከくのேᮦを㍮ฟしている
P43 (28ڦ)

。

また、学఩ྲྀᚓ後の若手研究者を、NIBB リࢧー࢙ࣟࣇࢳーไ度を用いて育成して

いる。 

 

IV-a. ⥲ྜ研究኱学㝔኱学ࡿࡅ࠾࡟኱学㝔ᩍ⫱ P42 (27ڦ)
 

１）基礎生物学研究所は⥲ྜ研究大学㝔大学の生࿨科学研究科・基礎生物学ᑓᨷを

ᢸ当し、平成 28 年度は、ᢸ当ᩍ員ᘏ࡭ 68 名で、38 ேの大学㝔学生に対し、研究科

共㏻ᑓ㛛科目、ᑓᨷ㛫⼥ྜ࣒ࣛࢢࣟࣉὀ 1（⬻科学ᑓᨷ㛫⼥ྜ࣒ࣛࢢࣟࣉ、⤫ྜ生࿨

科学ᩍ育࣒ࣛࢢࣟࣉ）、ᑓᨷᑓ㛛科目（基礎生物学ᴫㄽ㹙඲ᩍ員によるࢫࣂࢽ࣒࢜

形式ㅮ⩏㹛、⣽⬊生物学、発生生物学、基礎生物学ⱥㄒཱྀㄒ⾲現₇⩦ ὀ２、基礎生

物学ⱥㄒ➹記⾲現₇⩦、アࣂࢻンࢥࢫン࢓ࣇレンࢫ）のㅮ⩏を開ㅮした。また、生

࿨科学ࢢࣟࣉレࢫ（学生それࡒれをᢸ当する」ᩘᩍ員による研究指導 ὀ３）、生࿨

科学実㦂₇⩦（᪥ᖖ的な実㦂指導）、生࿨科学ㄽᩥ₇⩦（᪥ᖖ的なㄽᩥ㉎読、ᇳ➹

指導）を行い㐺切に༢఩ㄆᐃした。大学㝔国際໬のため、外国ே学生のཧຍするㅮ

⩏はⱥㄒで行った。 

ὀ１㸸⥲研大の特㉁を生かし、」ᩘᑓᨷによる共㏻ᩍ育科目を㐲㝸ㅮ⩏࣒ࢸࢫࢩを利用して開ㅮし
た。 
ὀ２㸸基礎生物学ⱥㄒཱྀㄒ⾲現₇⩦として、ⱥ会ヰ、ⱥㄒࣉレࢮンࢸーࣙࢩン⬟力ྥ上のため外国
ேㅮᖌを㞠用し、㏻年、学生のᩍ育を行った。 
ὀ３㸸生࿨科学ࢢࣟࣉレ₇ࢫ⩦の一部として、」ᩘ指導ᩍ員ไによって、年２回、学生１ேあたり
㸳ேのᩍ員との㠃談を行った。また、２年ḟと㸲年ḟの学生によるポࢱࢫー発⾲会を開ദし、ᢸ当
ᩍ員にຍえ、඲ᩍ員による指導を行った。 

２）㸲名に対し༤ኈの学఩をᤵ୚した。１名に対してಟኈの学఩をᤵ୚した。 

３）19 名の特別共同利用研究員を௚大学からཷࡅධれた。 

㸲）大学㝔生（特別共同利用研究員を含ࡴ）にはリࢧーࢳアࢱࢫࢩントไ度により、

年㛫⣙ 70 ୓෇の཰ධがᚓられるようにした。また、Ẹ㛫からの༠力により、成⦼

ඃ⚽者１名に対してዡ学生として⤒῭的ࢧポートを行った。 

㸳）学生࡬の生活支援⟇として、共同利用研究者用ᐟἩ᪋タのうち㏆年利用がᑡな

いᐙ᪘Ჷの一部をᨵ⿦し、ᒸᓮ３機関の大学㝔生用の࢙ࢩアࢫ࢘ࣁとして運用して

いる。平成 28 年度は基礎生物学ᑓᨷにおいて㸲名が利用した。 

６）1 Ἡ 2 ᪥のྜ同ࢼ࣑ࢭー（リトリート）を㑇ఏ学ᑓᨷ、生⌮科学ᑓᨷ、生࿨共

生య進໬学ᑓᨷと共同開ദし、ᩍ員、学生との஺ὶをಁ進した。 
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㸵）国内大学生・大学㝔生を対㇟とし、大学㝔説明会（ᮾி１回、ᒸᓮ３回のྜ計

で 42 名がཧຍ）、య㦂ධ学（ᘏ࡭ 23 名がཧຍ）を開ദした
P43 (29ڦ)

。 

８）NIBB࢖ンࢱーンࣉࢵࢩไ度（ࣛࣇンࢫ、トࣝ࣋、ࢥト࢖、ࢶ࢖ࢻ、࣒ࢼンࢻ、

ア࣓リ࢝よりྛ１名、ྜ計６名）を活用し、国外からの␃学生☜ಖにດめるととも

に、ᅾ学生の国際໬にᙺ❧てた
P43 (29ڦ)

。 

大学生のためのኟの実⩦ࠖを開ദし、඲国からࠕ（９ 31 名の学部学生がཧຍした
P43 (29ڦ)

。 

 

IV-b. ௚኱学との㐃ᦠ 

基礎生物学研究所が連携機関としてཧ画する名ྂᒇ大学༤ኈㄢ⛬ᩍ育リー࢕ࢹン

࣒ࣛࢢࣟࣉリーン自然科学国際ᩍ育研究ࢢࠕ࣒ࣛࢢࣟࣉ大学㝔ࢢ （ࠖ⌮学研究科・

生࿨㎰学研究科・ᕤ学研究科）の一⎔として、ᩍ員２名が自然科学連携ㅮ⩏として

ᤵ業をᢸ当し、㸳名が年ḟ報告会にཧຍした。また、同࣒ࣛࢢࣟࣉに基࡙く༠力事

業として、大学㸲年生１名を特別実⩦生としてཷධれ、研究指導を行った。 

 

IV-c. NIBB࣮࢙ࣜࣟࣇࢳ࣮ࢧ 

NIBBリࢧー࢙ࣟࣇࢳーは、若手研究者の育成を目的として、平成 21 年度よりࢱࢫ

ートしたไ度で、基礎生物学研究所の運営㈝によって㞠用される༤ኈ研究員に୚え

られる⛠ྕである。特にඃれた若手研究者を㑅考して᥇用し、期㛫⤊஢後は研究者

として自❧していくことが期ᚅされている。平成 28 年度は 11 名を㞠用した。 
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V. 研究ຊᙉ໬ᡓ␎ᐊのάື P44 (30ڦ)
 

 自然科学研究機構は国際共同研究を㏻じて、ձ世界᭱㧗Ỉ‽の自然科学研究の推

進と、ղ世界᭱先➃の共同利用・共同研究⎔ቃを用いたᡃが国の大学➼の研究力ᙉ

໬࡬のᐤ୚の２つの目標を達成するため、研究力ᙉ໬推進事業を開ጞした。研究力

ᙉ໬の㸲つのᰕとして、１）国際的先➃研究の推進支援、２）国内の共同利用・共

同研究の推進支援、３）国内外࡬の᝟報発信・ᗈ報力ᙉ໬、㸲）研究者支援（若手・

ዪ性・外国ே）と、自然科学⣔研究力ᙉ໬ࢵࢿト࣡ーࢡの構⠏からなる研究力ᙉ໬

事業を行い、自然科学研究機構の研究力のᙉ໬をᅗるとともに大学➼の研究力ᙉ໬

にも㈉⊩できるよう活動を進めている。本活動は、ᩥ部科学┬研究大学ᙉ໬ಁ進事

業のࢧポートをཷࡅて実᪋されている。 
 基礎生物学研究所では、評価・᝟報、国際連携、ᗈ報、共同利用、⏨ዪ共同ཧ画

の㸳つのࣝࢢーࣉからなる研究力ᙉ໬ᡓ␎ᐊをᩚഛし、研究力ᙉ໬の活動を行って

いる。 

 

究ຊ のࡓ の 㸲ࡘの のࡵࡓ の   

 平成 28 年度はᚑ᮶の評価・᝟報、国際連携、ᗈ報、共同利用、⏨ዪ共同ཧ画の

㸳ࣝࢢーࣉにຍえ、若手研究者支援をᙉ໬するため新たなࣝࢢーࣉの㓄⨨を目指し

て‽ഛを進めた（平成 29 年度 4 月、若手研究者支援ࣝࢢーࣉ発㊊）。ྛࣝࢢーࣉの

ᢸ当事業をᩚ⌮・ຠ⋡໬するとともに、ࣝࢢーࣉ㛫で連携するయไを☜❧し、研究

力ᙉ໬ᡓ␎ᐊ඲యで、第２期中期目標期㛫の評価を中心とする評価࢛ࣇࢡࢫࢱーࢫ

支援、大㝮Ⰻ඾名㄃ᩍᤵのࣀーࣝ࣋㈹ཷ㈹を記ᛕする自然科学研究機構ࢩンポ࢘ࢪ

を行࡝ン⏦ㄳに関する支援なࣛࣉーࢱࢫ࣐の開ദ支援、᪥本学⾡会議が⟇ᐃする࣒

った。⏦ㄳを支援したࢱࢫ࣐ーࣛࣉンࠕ生物の㐺応ᡓ␎研究のための大学連携研究

ᣐ点ࢵࢿト࣡ーࢡの形成ࠖは重点大ᆺ研究計画として᥇ᢥされた。 

 ᒸᓮ３機関では、研究者支援・IR 機⬟をᙉ໬するため、特௵ᑓ㛛員１名を㓄⨨し、

᝟報共有ࡸ研究者支援のయไをᩚഛした。 

 

究の ᨭ   

 国際連携ࣝࢢーࣉは、URA１名、支援員３名（うち１名はⱥㄒࣈ࢕ࢸ࢖ࢿ）のయ

ไで、研究所が୺ദする国際会議ࡸ国際実⩦ࢥーࢫの開ദ、外国ே研究者➼の対応、

所内の研究者ࡸ大学㝔生の海外ὴ㐵➼を支援した。国際会議➼の開ദにおいては、

会議計画の❧᱌から‽ഛ、運営まで、ྛ✀支援を実᪋している。特に平成 28 年度

は会議➼開ദにಀる助成㔠２௳の⋓ᚓを支援した。また、会議࢜ーࢨ࢖ࢼ࢞ーの研

究者に௦わり、会議➼開ദに関連する国内外の研究機関ࡸ研究者との஺΅・事ົ連
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⤡に当たっている。研究所に᮶所する外国ே研究者➼の対応では、外国ே研究者➼

の᮶所ࡸ⁫ᅾにಀるྛ✀手⥆きについて、ཷධ研究ᐊと連携して、その支援を進め

ている。平成 28 年度には、ᒸᓮ⤫ྜ事ົࢭンࢱーと༠ാして、ཷධ研究ᐊࢵࢱࢫ

を対㇟とした外国ேཷධにಀるྛ✀ຮᙉ会を開ദしている。所内の研究者➼の海ࣇ

外ὴ㐵支援では、特に若手研究者ࡸ大学㝔生に海外Ώ⯟助成㔠の⋓ᚓにྥࡅた᝟報

提౪を行っている。その௚、若手研究者の科研㈝➼外部㈨㔠⋓ᚓ支援、ྛ研究ᐊの

➇த的㈨㔠⋓ᚓにಀる支援、研究所が進める大ᆺண⟬計画の⟇ᐃにಀる支援も行っ

ている。（国際連携活動については P.14-16 をཧ↷。） 
 

㸱 ෆの ࣭ඹ の ᨭ   

 共同利用ࣝࢢーࣉは、生物機⬟ゎᯒࢭンࢱーにて共同利用研究をᒎ開する特௵෸

ᩍᤵ２名を中心として活動を行っている。 

 基礎生物学研究所では、共同利用研究のᯟ⤌ࡳとして、平成 22 年から生物機⬟

ゎᯒࢭンࢱー生物機⬟᝟報分ᯒᐊを中心に実᪋してきたࠕḟ世௦ࢩーケンࢧー共同

利用実㦂 をࠖ発ᒎさせ、H28 年度よりࢫࢡ࣑ࣀࢤྜ⤫ࠕ共同利用研究 をࠖ開ጞした。

これは、DNA ከ㝵ᒙ的ࡸࢫࢡ࢕ࢸ࣐࢛ࣇン࢖࢜࢖ࣂ、ࡎならࡳのࢢンࢩーケンࢩ

をもໟᣓした共同研究を目指したものである。今年度はࢫࢡ࣑࢜ 51ㄢ㢟を実᪋し、

ーが運用するḟ世௦ࢱンࢭ DNA ㉁㔞分ᯒ⿦⨨を活用する共同研究ࡸーࢧーケンࢩ

を推進した。ᡴちྜわせおよび実㦂のために、所外研究者が⣙ 200名᮶所するな࡝、

活発な共同研究をᒎ開した。その成果として、12 報の共ⴭㄽᩥを発⾲した。また、

実㦂生物学者ྥࡅの࢖࢜࢖ࣂンࢫࢡ࢕ࢸ࣐࢛ࣇのㅮ座ࠕ基生研࢖࣒ࣀࢤンࢸ࣐࢛ࣇ

を㸳回開ദし、ḟ世௦ࠖࢫーࢥࢢンࢽトレーࢫࢡ࢕ DNA をᢅうࢱーࢹࢫーケンࢩ

 。は特にዲ評を༤したࢫーࢥ

 同ࢭンࢱーのග学ゎᯒᐊでは、ࣛ࢖トࢩート㢧ᚤ㙾、IR-LEGO 㢧ᚤ㙾、画ീฎ⌮・

ゎᯒな࣓࢖࢜࢖ࣂ、࡝ーࢪンࢢ関ಀの共同利用を発ᒎ⤫ྜした࣓࢖ྜ⤫ࠕーࢪンࢢ

共同利用研究 をࠖ H28 年度より開ጞした。ᚑ᮶から⥅⥆している大ᆺࢡ࣌ࢫトࣟࢢ

共同利用研究➼の成果として、17ࢢンࢪー࣓࢖ྜ⤫、共同利用とࣇࣛ 報のㄽᩥがබ

⾲された。また࣓࢖࢜࢖ࣂࠕーࢪン࢛ࣇࢢー࣒ࣛ（第 11 回）ࠖ、ࠕ生物画ീࢹーࢱゎ

ᯒトレーࢽンࢥࢢーࢫ（第㸲回）ࠖ な࡝を開ദし、研究者࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥに対してࣂ

た。さらに、新学⾡領域研ࡅの᭱新᝟報提౪と実⩦の機会をタࢢンࢪー࣓࢖࢜࢖

究・学⾡研究支援基┙形成ࠕ先➃࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢ支援ࢵࣛࣉト࢛ࣇー࣒ࠖにཧ

画し、࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢ支援活動も開ጞした。（共同利用研究の活動については

P.8-13 をཧ↷。） 
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㸲 እ࡬の Ⓨ ࣭ ຊ   

 ᗈ報ࣝࢢーࣉは URA １名、支援員２名のయไで、研究所の研究活動・研究成果

のྍど໬によるㄆ▱度のྥ上と、ᵝࠎな対㇟にྥࡅた分かりࡸすい᝟報提౪を目指

して活動を行った。平成 28 年度は 22 ௳のࣉレࢫリリーࢫを実᪋し、ᗈ報ࣝࢢーࣉ

においてはリリーࢫの⦅㞟、共同発⾲機関㛫のㄪᩚ、報㐨機関とのㄪᩚ➼をᢸ当し

た。また、このうち㸲௳についてはⱥㄒリリーࢫのస成支援を行った。実㦂ᩍᐊ➼

のア࢘トリーࢳ活動においては、研究者の㈇ᢸを㍍ῶすることを重どし、連携機関

との事๓ㄪᩚࡸ実㦂‽ഛ➼をᢸ当した。一⯡බ開においては、実行委員長を⿵బし、

基本方針の௻画をᢸ当した。国内のᗈ報ᢸ当者㛫ࢵࢿト࣡ーࢡを活用して、࣓ࢫ࣐

ࣀに研究所活動紹介を行い、ྲྀᮦのㄏ⮴を行った。大㝮Ⰻ඾名㄃ᩍᤵのࡅアྥ࢕ࢹ

ーࣝ࣋㈹ཷ㈹に関連して、平成 28 年度は౛年に↓くከくのྲྀᮦ౫㢗があり、ᡓ␎

ᐊ඲యで༠力యไを⤌ࢇで対応を行った。（ᗈ報・ア࢘トリーࢳ活動については

P.16-18 をཧ↷。） 

 

究 ᨭ ࣭ዪ ࣭እᅜே   

 若手研究者支援として、URAによる科学研究㈝➼の➇த的㈨㔠⋓ᚓの支援活動（⏦

ㄳ書ࢡࢵ࢙ࢳ）を行った。また、所内බເによる若手研究者支援研究㈝助成を実᪋

した。 

 ዪ性研究者支援として、所内から⫈ྲྀした意見をもとにዪ性研究者支援ࢵࢿト࣡

ーࢡの構⠏を進めた。特に、ዪ性研究者࣓ーリンࢢリࢫトのస成を行うとともに、

２度の意見஺᥮会を開ദし、ዪ性研究者の支援యไについての意見஺᥮ならびに࢟

ࣕリア形成に関する᝟報஺᥮を行った。また、๓年度にᘬき⥆き外部ಖ育の支援ไ

度ࡸアࢡࢵ࣑ࢹ࢝アࢱࢫࢩント（研究⿵助員）ไ度を⥅⥆した。また、研究者の子

育て支援を目的として平成 18 年にタ⨨されたᒸᓮ３研究所のಖ育所（０ࠥ３ṓ対

㇟、ᐃ員 18 名）の運営に委員としてཧ画した。基礎生物学研究所におࡅる平成 28

年度のಖ育ᅬ利用実⦼はᖖ᫬ಖ育６名、一᫬ಖ育㸲名であった。平成 28 年度 4 月 1

᪥以㝆現ᅾまでの新つ᥇用のᩍ員 15 名のうち、ዪ性は３名であった。また、基礎

生物学研究所におࡅるዪ性 PIの育成をめࡊして、現ᅾዪ性を対㇟とした PI (ᩍᤵま

たは෸ᩍᤵ) のබເを行っている（平成 29 年 7 月 31 ᪥බເࠏ切）。 

 外国ே研究者➼の研究⎔ቃᩚഛに関しては、国際連携ࣝࢢーࣉに㓄⨨したᑓ௵ࢧ

ポートࣇࢵࢱࢫを中心に外国ே研究者➼の᮶所手⥆きࡸ⁫ᅾ中の支援業ົを行っ

た。また、研究力ᙉ໬ᡓ␎ᐊᗈ報ࣝࢢーࣉと連携して、所内ྥࡅの࣍ー࣒࣌ーࢪの

ⱥㄒ໬を㡰ḟ進めた。 
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 ᒸᓮ３機関では、若手研究者支援のため、名ྂᒇ大学と連携して2016ࠕ ᑵ⫋࢖࢞

ダンࢫ㸤ࣕ࢟リア┦談会 をࠖ開ദした࡯か、所ᅾする自἞యとの連携༠力によりࠕ外

国ே研究者➼⁫ᅾ支援のためのᒸᓮᕷᙺ所行ᨻࢧーࢫࣅ➼説明・┦談会ࠖࠕࡸ外国

ேࢧポートࣇࢵࢱࢫຮᙉ会ࠖを実᪋し、ཷࡅධれయไの⥅⥆的なᙉ໬のྲྀ⤌ࡳを行

った。 
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２㸬将来計画㸦概⟬要ồ㸧
P44-46 (35-31ڦ)

 

 

 基礎生物学研究所と㑇ఏ学研究所が᪥本学⾡会議ࢱࢫ࣐ーࣛࣉン 2017 に提᱌し

たࠕ生物の㐺応ᡓ␎研究のための大学連携研究ᣐ点ࢵࢿト࣡ーࢡの形成ࠖは、同ࣉ

ࣛンに重点大ᆺ研究計画として᥇ᢥされた。平成 29 年度にはᩥ部科学┬が⟇ᐃす

るࣟࠕーࣉࢵ࣐ࢻ 2017ࠖにྥࡅたࣄアリンࢢをཷࡅる。また平成 30 年度ᴫ⟬せồ

では、基礎生物学研究所としてࠕ大学連携ࢡࢵࣂ࢜࢖ࣂアࢡ࢙ࢪࣟࣉࣉࢵトࠖཬび

生物の開発ᣐ点形成ࠖを、自然科学研究機構としてࣝࢹ大学㛫連携による新つࣔࠕ

ࠖー（௬⛠）ࢱンࢭ生࿨創成᥈究ࠕ タ⨨のためのண⟬せồを行った。ಶࠎの事業の

ᴫせは以ୗの㏻りである。 

 

㸯㸧ࣥࣛࣉ࣮ࢱࢫ࣐ ࣡ࢺࢵࢿの኱学㐃ᦠ研究ᣐⅬࡵࡓ生物の㐺ᛂᡓ␎研究のࠕ2017

のᙧ成ࠖࢡ࣮
 P44-45 (32-31ڦ)  

 ᵝࠎな生物がᣢつ⎔ቃ㐺応ᡓ␎をゎ明する研究は、基礎研究として重せであると

ともに、応用にも┤⤖する。そのため⎔ቃ㐺応ᡓ␎研究は、世界ྛ国でᗈく進めら

れており、ᡃが国としても᪩ᛴな対応がᚲせである。生物の⎔ቃ㐺応ᡓ␎研究は、

⇿発的な進Ṍを見せるࢫࢡ࣑࢜ゎᯒと㑇ఏ子機⬟ゎᯒᢏ⾡を基┙として、㏆年㣕㌍

的に発ᒎした。しかしこれまでは、研究ᐊ内のᏳᐃ⎔ቃୗで研究する事౛が࡯とࢇ

⎔生物が本᮶生育するኚ動、ࡸで、ඃれた⎔ቃ㐺応⬟力をᣢつ生物を用いた研究࡝

ቃୗでの研究は大きく㐜れている。本研究計画では大学共同利用機関である基礎生

物学研究所と国❧㑇ఏ学研究所をࢥアとし、11 大学 14 部ᒁをຍえた研究ᣐ点ࢵࢿ

ト࣡ーࢡを構⠏し、以ୗの㸲点に関する研究推進/支援యไを構⠏する。（1）ࣔࣝࢹ

生物の㧗価್໬と新つࣔࣝࢹ生物の開発、それらのಖ存ಖ⟶ᢏ⾡の☜❧、（2）ᆅ⌫

上のさまࡊまな⎔ቃを෌現できる㧗度生育ᇵ㣴᪋タのタ⨨、（3）先➃的ゎᯒ機ჾࢩ

ࣔ・᝟報の⤫計ゎᯒ・⤫ྜ・ᢳฟࢱーࢹの開発・運営・研究支援、（4）ゎᯒ࣒ࢸࢫ

を活用し、共同利用・共同研ࢡト࣡ーࢵࢿを行う。この大学連携研究ᣐ点ࢢリンࢹ

究を含めた先導的・先➃的な研究を推進し、࢜ーࣝࣃࣕࢪンయไで生物の⎔ቃ㐺応

ᡓ␎研究を⥲ྜ的かつ㣕㌍的に進ᒎさせることを目指す。本研究によって、学⾡的

には、Ᏻᐃした一ᐃの⎔ቃୗの研究では発見できなかった、生物が自然⎔ቃୗで発

᥹する⎔ቃ㐺応⬟力の௙⤌ࡳを分子、⣽⬊、ಶయ、生物⩌のྛ㝵ᒙをᶓ᩿してゎ明

することができる。この成果はさらに、より㧗ḟの生物㞟ᅋࡸ生物と⎔ቃとの┦஫

స用のᖐ⤖としての生ែ⣔のᐃ㔞的⌮ゎに⧅がるであろう。一方、♫会的なഃ㠃で

は、本研究でᚓられた成果が、生ែ⣔のಖ඲にᙺ❧てる方⟇の考᱌、㣗ᩱのቑ⏘ࡸ

ရ㉁ಖᣢ、ே㢮の生活の㉁（Quality of Life）のᨵၿ➼に関する研究分㔝の創成とᢏ
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⾡㠉新に⧅がると期ᚅされる。 

 

２㸧基礎生物学研究所 概⟬要ồࠕ኱学㐃ᦠࠖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣉࢵ࢔ࢡࢵࣂ࢜࢖ࣂཬ

生物の㛤ⓎᣐⅬᙧ成ࠖࣝࢹ᪂つࣔࡿࡼ࡟኱学㛫㐃ᦠࠕࡧ
P45-46 (34-33ڦ)

 

 

㸱㸧⮬↛⛉学研究ᶵᵓ 概⟬要ồࠕḟୡ௦の生࿨⛉学研究ࢆ≌ᘬࡿࡍඛᑟⓗඹྠ฼

⏝࣭ඹྠ研究ᣐⅬのᙧ成ࠖ
P46 (35ڦ)

 

 自然科学研究機構の᭦なる機⬟ᙉ໬をᅗるために、機関のᯟを㉸え、ࠕ生きてい

るとはఱか㸽ࠖというே㢮の᰿※的なၥいのゎ明にྥࡅて、生࿨構成ᅉ子のゎᯒに

ຍえて新しい観点による大つᶍな生࿨᝟報の計 ・観ᐹとともに、構成的アࣟࣉー

ᶓ᩿ᆺの␗分㔝⼥ྜ研究をᒎ開࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥをྲྀりධれて生࿨創成を᥈究するࢳ

していく。また、␗分㔝連携による新分㔝のⴌⱆಁ進ཬび分㔝㛫連携研究࢙ࢪࣟࣉ

ࢫン࢚࢖ࢧࢢンࢪー࣓࢖研究分㔝ཬびࢫン࢚࢖ࢧン࢖レࣈト➼としての᪤存のࢡ

研究分㔝を⼥ྜ発ᒎさせる。以上により、開かれた共同利用を大学・研究機関➼に

提౪していくためのࠕ生࿨創成᥈究ࢭンࢱー（௬⛠）ࠖ を平成 30 年度にタ⨨する。 
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２．基礎生物学研究所の概要

－平成２８年度を中心に－
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３．在職１０年の教授業績評価について
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ᩍᤵᅾ⫋㸯㸮年ᴗ績ホ౯ 

 

 

基礎生物学研究所では、ᅾ⫋１０年を㏄えたᩍᤵについて、研究・ᩍ育・学会ࢥ

た業⦼評価を外部評価委員に౫㢗していࡳの㈉⊩の୕つの観点から࡬࢕ࢸࢽ࣑ࣗ

ます。平成２９年度の評価対㇟となったᩍᤵは、上㔝┤ேᩍᤵです。 

 

評価の⤒⦋は以ୗの㏻りです。 
 
１）平成２９年㸳月  基礎生物学研究所長および研究୺ᖿとでᅾ⫋１０年ᩍᤵ業 

              ⦼評価実行委員会をタ⨨した。 

 

２）平成２９年８月  ᅾ⫋１０年ᩍᤵの研究分㔝に㏆い所外研究者から海外２名、 

               国内２名を㑅ࢇで評価委員を委კし、以ୗの㈨ᩱを送௜した。 

 

 

送௜㈨ᩱ ձ 研究活動の説明 

ղ 研究業⦼リࢫト 

ճ ୺たる業⦼のㄽᩥ別ๅ、 

մ ␎Ṕ 

 

３）平成３０年３月  ３名の評価委員からཷྲྀࡅった回答を所長がྲྀりまとめた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 49 －



                

  
 

              

             

              

             

           
 

              

          

            
 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

㸱㸫㸯 ୖ㔝┤ேᩍᤵᅾ⫋㸯㸮年ᴗ績ホ౯ 

 

㸿委員による評価 
 
I am writing to evaluate the research accomplishments of Prof. Naoto Ueno at the NIBB in 

Okasaki/Japan over the past 10 years. Prof. Ueno is a well-known and highly respected 

member of the Developmental Biology community worldwide. He not only serves as a 

manager of the Division of Morphogenesis at NIBB, but also as a President of the Japanese 

Society of Developmental Biology, underlining his outstanding scientific and 

organizational skills. 
 
Over the past 10 years, Prof. Ueno published various well-accepted and influential studies 

in prestigious journals. In particular, his more recent work at the interface to Biomechanics 

provided novel and decisive insight into the molecular, cellular and biophysical 

mechanisms underlying neural tube closure in Xenopus. Moreover, the recent identification 

of a novel plasma membrane structure associated to centrosomes in the ascidian embryo 

revealed an exciting new mechanism contributing to cell division orientation during early 

development. 
 
One of the remarkable features of Prof. Ueno is his unique ability to productively work 

with various different model organisms, ranging from mice to ascidians. Usually, 

Developmental Biologists focus on one model organism, as acquiring all necessary 

technical expertise to work with a model organism constitutes a rather challenging task. 

Prof. Ueno has demonstrated that he can perform quite sophisticated imaging and 

biophysical experiments, such as ultraviolet laser ablation, on different model organisms, a 

rather formidable achievement given the amount of work required to adapt those techniques 

to the specific requirements of those organisms. This allowed him to compare findings 

between different organisms and identify evolutionary conservation and change between 

them. 
 
Prof. Ueno has not only published in prestigious journals, but also presented his findings at 

various conferences and symposia. His presentations are immaculate, and he belongs to the 

best Japanese speakers to which I have listened so far. Prof. Ueno is extremely well 

connected within the Developmental Biology community, as evidenced by his 

co-authorship on various collaborative studies. In particular within Japan, but also 

worldwide, Prof. Ueno has established a highly productive network of collaborations, 

  － 50 －



allowing him to have access to a wide range of cutting-edge techniques and methods for his 

own research. 
 
The research of Prof. Ueno is entirely curiosity-driven, an increasingly rare feature in times 

where in many countries translational and applied research becomes mandatory. This is not 

solely a consequence of generous funding by the NIBB, but also a remarkable achievement 

by Prof. Ueno himself of not getting distracted by funding opportunities and commercial 

enterprises, but, instead, continuing excellent basic research with the funding available. 
 
Collectively, Prof. Ueno has done excellent research over the past ten years, as evidenced 

by multiple very well-received publications in prestigious journals. He undoubtedly 

belongs to the best Japanese Developmental Biologists of which I am aware. 
 
 
㹀ጤဨࡿࡼ࡟ホ౯ 
 
研究実績のホ౯ 
 

 上㔝༤ኈのࣝࢢーࣉはこれまで、୺にアࣇリ࢚࣓ࣝ࢞ࢶ࢝を用いたቑṪᅉ子・࢖ࢧト࢝

てきた。特に、BMPࡆるᙺ๭のゎᯒで、ከくの業⦼を上ࡅのึ期発生におࣝࢼࢢࢩン࢖ ࢩ

の⫼⭡㍈形成に関しては、世界的にⴭ名な業⦼である。その㐣⛬で、ཎ⭠㝗ධ運動ࣝࢼࢢ

に関わる Wnt 平㠃⣽⬊ᴟ性（PCP）ࣝࢼࢢࢩを研究対㇟とし、PCP 分子ࣝࢼࢢࢩ Prickle の

ゎᯒも行なってきた。この 10 年㛫は、Prickle のࢫ࣐࢘┦同分子 Pk1 および Pk2 のゎᯒ、ア

る物⌮的力の関ࡅを用いた⚄⤒⟶形成の分子機構のゎᯒ、形ែ形成にお࢚࣓ࣝ࢞ࢶ࢝リࣇ

୚（࣓ࢪࣟ࢜࢖ࣂࣀ࢝ー）に関して、研究を進めてきた。୕つのࢡ࢙ࢪࣟࣉトの඲てに関

して、着実な実⦼をṧしており、国際的にレࣝ࣋の㧗いࣕࢪーࣝࢼにከくのㄽᩥを発⾲し

ており、研究成果は㧗く評価できる。 
 
（１）Prickle のゎᯒに関して 

 これまで࢚ࣂ࢘ࣙࢪ࢘ࣙࢩの研究から、Prickle は上⓶⣔⤌⧊の平㠃⣽⬊ᴟ性形成に関わ

っていると考えられてきた。また、上㔝らの㐣ཤの研究により、Prickle の平㠃⣽⬊ᴟ性の

ไᚚが、ཎ⭠㝗ධ運動の一つ཰ᩡఙᙇ運動に関わっていることが♧されてきた。Pk1 およ

び Pk2 は、Prickleࢱーࢹのࢫ࣐࢘ト࢘アࢡࢵࣀ が平㠃⣽⬊ᴟ性のไᚚだࡅでなく、⣽⬊の

頂➃—基ᗏ㍈⣽⬊（apico-basal）ᴟ性にも重せなᙺ๭を果たしているという、大きな発見で

ある。PCP 機構が、့ ங㢮では頂➃—基ᗏ㍈⣽⬊ᴟ性形成のไᚚに㌿用されたྍ⬟性を提ၐ

しており、⣽⬊生物学・進໬発生学の発ᒎにᐤ୚するものとᛮわれる。また、ア࣡࢜࢖大

学との共同研究で、ࣄト Pk 㑇ఏ子ኚ␗が⚄⤒⢭⚄⑌ᝈ➼に関୚する▱見は、基礎生物学が

་学に㈉⊩するⰋい౛となっている。 
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（２）⚄⤒⟶形成機構のゎᯒ 

 これまで、ࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮࡸࢫ࣐࢘のゎᯒから、平㠃⣽⬊ᴟ性形成ࣝࢼࢢࢩが⚄⤒⟶

形成に関୚することは▱られていたが、上㔝らはこの 10 年㛫、アࣇリ࢚࣓ࣝ࢞ࢶ࢝を用い

て⚄⤒⟶形成機構の⣽⬊・分子レࣝ࣋のゎᯒを進めてきた。⚄⤒⟶形成に Nectin-2 と

N-cadherin によるアࢳࢡン౫存性上⓶頂➃཰⦰ࡸ、㠀⚄⤒⣔上⓶⣽⬊の⛣動が関୚する報

告な࡝、上㔝ࣝࢢーࣉはᩘከくのㄽᩥを発⾲しており、同研究分㔝でࢽ࢜࢖ࣃア的存ᅾで

ある。特に、ᚤᑠ⟶⤖ྜࢱンࢡࣃ㉁ MID1 および MID2 による⣽⬊上⓶形ែไᚚ機構のゎ

明１、ࡸ⣽⬊レࣝ࣋での⣽⬊内 Ca2+ኚ動による上⓶頂➃཰⦰機構の発見は、௚に㢮を見な

い独自のものであり、㧗く評価できる。 
 
 ー分㔝ࢪࣟ࢜࢖ࣂࣀ࣓࢝（３）

 ㏆年、生物現㇟の力学的関୚を研究するὶれは大きいが、上㔝らは発生現㇟特にཎ⭠㝗

ධ運動におࡅる力の関୚をゎᯒしている。ཎ⭠㝗ධ᫬に中㍈⤌⧊の先➃の⣽⬊は࣓ࣛࣟポ

ア➼をฟして✚ᴟ的に๓方に⛣動しているように見えるが、上㔝らは、先➃⣽⬊が生࢕ࢹ

ฟす力を計 するとともに、その力が中㍈中⬇ⴥのఙ長にᚲせであることを♧した。まࡳ

た、ᕤ学⣔の研究者と共同で、力学を考៖した⚄⤒⟶形成のᩘ⌮ࣔࣝࢹを❧て、アࣇリ࢝

を❧てࣝࢹࣔ⌮ᩘ、を検ドしている。これらの研究はࣝࢹを用いた実㦂⣔で࢚࣓ࣔࣝ࢞ࢶ

発生現㇟を⌮ゎする、新しい学ၥの₻ὶに㈉⊩している。ࣖ࣍⬇での⾲⓶⣽⬊の᭱⤊分⿣

において、⣽⬊後➃の⣽⬊⭷が㝗ධし中心యと┦஫స用し、中心యを後方にᘬっᙇること

で⣽⬊分⿣のྥきをỴめることを見ฟしている。この発見もᴟめてࣘࢽーࢡであり、今後

以外の生物で観ᐹされることで、⣽⬊ᴟ性の力学的ไᚚという観点で、さらなる研究ࣖ࣍

の発ᒎにつながるྍ⬟性がある。 
 
 上㔝らは、力学的せ⣲を含ࢇだ形ែ形成機構のゎ明に大きく㊊を㋃ࡳධれたと考えられ

る。ཎ子㛫力㢧ᚤ㙾（AFM）を用いた⣽⬊ࡸ⤌⧊のᙇ力➼のゎᯒを行うことで、ཎ⭠㝗ධ

のゎ明につな࣒ࢬࢽ࢝詳⣽な࣓（では⌮ゎできなࡅ㑇ఏ子ゎᯒだ）るࡅ形成にお⟶⤒⚄ࡸ

がることが期ᚅされる。また、ᒎᮃとして、⣽⬊が力に࡝う反応するかを࣌ࢫࢫ࣐ト （ࣝMS）

ゎᯒしていることが記載されているが、力によるㄏ発される⣽⬊内ࣝࢼࢢࢩఏ達な࡝、今

後大きな研究の発ᒎが期ᚅできる。上㔝ࣝࢢーࣉの研究は、୺にアࣇリࢮ、࢚࣓ࣝ࢞ࢶ࢝

を用いて行われているが、ᚓられた研究成果は、⬨᳝動物඲⯡に㐺ࣖ࣍、ࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈ

応できるものである。その研究業⦼は、⬨᳝動物の形ែ形成の研究分㔝で㧗く評価されて

いる。 
 
௚の学⾡άືのホ౯ 
 

 上㔝༤ኈは、基礎生物学研究所の๪所長、国際⣽⬊生物学会会長、᪥本発生生物学会会

長として、ከくの国際研究༠力ࡸ国際会議を௻画し実行してきた。また、᪥本におࡅるࣂ
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ポートを行うࢧ研究のࢢンࢪー࣓࢖࢜࢖ࣂ、をసりࢡト࣡ーࢵࢿ研究のࢢンࢪー࣓࢖࢜࢖

とともに、海外の࣓࢖ーࢪンࢢ研究ࢵࢿト࣡ーࢡとの連携をᅗっている。これら学⾡活動

実⦼は、ᑡなくとも᪥本では⩌をᢤいており、᪥本の⣽⬊生物学・発生生物学の発ᒎに大

きくᐤ୚している。 
 
 
㹁委員の評価 
 
研究άື 
 

 上㔝┤ேᩍᤵは、基生研形ែ形成研究部㛛の長として、動物の⬇発生㐣⛬におࡅる形ែ

形成の࣓࣒ࢬࢽ࢝を、ከᵝなアࣟࣉーࢳを用いて、分子・⣽⬊・⤌⧊・ಶయレࣝ࣋でゎᯒ

し、この 10 年㛫でୗ記のような研究成果をᣲࡆている。この㛫、ཎⴭㄽᩥ 48 報、⥲説２

報をⴭし、国際会議での招ᚅㅮ₇を 25 回、国際会議の௻画を 10 回行っている。研究㈝の

⋓ᚓ状ἣも㡰当である。 
 
１） 平㠃内⣽⬊ᴟ性(PCP)ᅉ子 Prickle の頂ᗏᴟ性形成機⬟㸸 

 上㔝ᩍᤵらは、Drosophila で PCP ᅉ子として▱られている prickle1/2 㑇ఏ子のḞኻࢫ࣐࢘

をస成し、prickle1 のḞኻは epiblast の頂ᗏᴟ性をኻわせ、⫾生⮴Ṛをㄏ導することを見ฟ

した (PNAS, 2009)。この⤖果は、Prickle1 は、ึࢫ࣐࢘期⬇では PCP ᅉ子としてではなく、

しろ頂ᗏᴟ性の形成にᐤ୚していることを♧した点で⯆࿡῝い⤖果である。また、Prickleࡴ

㑇ఏ子は⚄⤒活動にᚲ㡲であり、ࣄト Prickle 㑇ఏ子のኚ␗は自㛢⑕ࢡ࣌ࢫトࣛࡸ࣒てࢇか

に関わることを共同研究により明らかにしている (Am. J. Hum. Gent., 2011ࢇ ➼)。 
 
２） ⚄⤒⟶形成機構㸸 

 ⚄⤒⟶形成におࡅる⚄⤒⟶㛢㙐㐣⛬では、⚄⤒上⓶⣽⬊の頂➃部཰⦰とともに頂ᗏ㍈に

ἢった⣽⬊ఙ長がᚲ㡲であるが、上㔝ᩍᤵらは、これらの㐣⛬にᚲ㡲のᅉ子としてᚤᑠ⟶

㉁ࢡࣃンࢱྜ⤖ MID1/MID2 を同ᐃした。MID1/MID2 はᚤᑠ⟶のᏳᐃ໬を介して、⣽⬊ఙ

長、頂➃部཰⦰にᐤ୚し、Xenopus の⚄⤒⟶㛢㙐にᚲ㡲のᙺ๭を果たしていることを明ら

かにした (Development, 2010)。また、上㔝ᩍᤵらは、⚄⤒外⬇ⴥ⣽⬊の形ែኚ໬だࡅでな

く、㠀⚄⤒外⬇ⴥの῝ᒙの⣽⬊の⫼ഃ方ྥ࡬の⛣動が、⚄⤒⟶㛢㙐にᐤ୚していることを

明らかにした (Development, 2012)。 

 さらに、᭱㏆、⚄⤒⟶㛢㙐において⚄⤒上⓶⣽⬊の⣽⬊内 Ca2+࢜࢖ンの一㐣的な上᪼が

ᚲ㡲であることを♧した。この Ca2+࢜࢖ンの上᪼は⣽⬊外 ATP ⃰度の上᪼によること、頂

➃ഃでのアࢳࢡン⧄⥔の㞟✚と頂➃ഃ㠃✚のῶᑡをᘬき㉳こすことを♧し、Ca2+࢜࢖ンの

上᪼が⚄⤒ᯈ⣽⬊の頂➃ഃ཰⦰にᚲ㡲であることを明らかにした。さらに、詳⣽なゎᯒに

より、Ca2+࢜࢖ンの上᪼には１⣽⬊で一㐣的に㉳こるものとከ⣽⬊にఏᦙされるものがあ
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り、ྛࠎ␗なったᐤ୚をしていることを明らかにした。ᩘ⌮ࣔࣝࢹと࣑ࣗࢩレーࣙࢩンに

より、頂➃ഃ཰⦰においては１⣽⬊での一㐣的上᪼がより大きなຠ果をもつことを♧した

(Development, 2017)。 
 
３） 形ែ形成におࡅる物⌮的力の ᐃと機⬟ゎᯒ㸸 

 形ែ形成において物⌮的力が重せなᙺ๭を果たしていることが▱られているが、発生㐣

⛬におࡅる力の発生機構、⣽⬊による力のឤཷ・応答機構、力による形ែ形成のไᚚ機構

はよくわかっていない。上㔝ᩍᤵらは、Xenopus のཎ⭠形成᫬の中⬇ⴥ⛣動におࡅる先導

部中⬇ⴥ⣽⬊の生ࡳฟす力の⤯対್を ᐃするとともに、この≌ᘬ力が後方中⬇ⴥ⣽⬊の

⛣動と⬨⣴の形成にᚲせであることを明らかにした (Dev. Biol., 2013)。また、⚄⤒⟶形成

におࡅる３つの⣽⬊ᣲ動（⚄⤒外⬇ⴥ⣽⬊のఙ長、頂➃部཰⦰、㠀⚄⤒外⬇ⴥの⛣動）の

力学的なᐤ୚をᩘ⌮ࣔࣝࢹと࣑ࣗࢩレーࣙࢩンによってゎᯒし、実㦂的ゎᯒとともに、こ

れら３つの⣽⬊ᣲ動が␗なったᙺ๭をもつことを共同研究により明らかにした (Biomech. 

Model Mechanobiol., 2016)。 
の⾲⓶⣽⬊⣔ิの᭱後の（11⬇ࣖ࣍  回目の）分⿣は๓後㍈にἢって分⿣する。上㔝ᩍᤵ

らは、この分⿣の┤๓の㛫期に、⣽⬊の後方ഃから⣽⬊⭷の㝗ධが㉳こり、中心యと⤖ྜ

するという⯆࿡῝い現㇟を見ฟした。レーࢨー切᩿ἲによって㝗ධ⭷と中心యの⤖ྜを切

᩿すると⭷が▷⦰することから、この㝗ධ⭷構㐀には後方࡬のᘬᙇ力がかかっていること、

㝗ධ⭷が中心యと᰾の後方࡬の≌ᘬに関୚していることを♧した。この⤖果は、㝗ධ⭷が

中心య（ཬび⧄ẟ）と᰾の⣽⬊後方ഃ࡬の఩⨨Ỵᐃ、⣳㗽యと分⿣㍈の๓後㍈方ྥ性のỴ

ᐃに関୚していることを♧၀している (eLIFE, 2016)。この成果は、eLIFE の insight ḍでも

ྲྀり上ࡆられており、中心యの఩⨨Ỵᐃࡸ分⿣㍈のỴᐃに⣽⬊⭷の㝗ධ構㐀が関୚してい

るという、これまでにない機構を見ฟしたものであり㧗く評価できる。 
 
 以上のように、上㔝ᩍᤵは、⚄⤒⟶形成ࡸཎ⭠形成な࡝動物の⬇発生㐣⛬におࡅる形ែ

形成機構について、ከくのඃれた成果をᣲࡆており、その研究活動は㧗く評価できる。ᚑ

᮶の発生生物学、㑇ఏ学、⣽⬊生物学的な手ἲだࡅでなく、࣓ࣛ࢖ࣈ࢖ーࢪンࢢ、㟁子㢧

ᚤ㙾、生物物⌮（ᕤ学）的手ἲ、ᩘ⌮ࣔࣝࢹと࣑ࣗࢩレーࣙࢩン、リン㓟໬ࢡ࣑࢜ࢸࣟࣉ

先➃の手ἲをከくྲྀりධれている点は㧗く評価できる。特に、㏆年は、物⌮的な᭱࡝なࢫ

力のᐃ㔞的ゎᯒࣝࢹࣔ⌮ᩘࡸゎᯒを行い、発生㐣⛬におࡅる࣓ࣝࢼࢢࢩࣝ࢝ࢽ࢝の重せ性

に着目した研究を進めており、今後の発生生物学におࡅる重せなㄢ㢟と考えられることか

ら、今後の進ᒎが期ᚅできる。ᕤ学、ᩘ⌮学研究者との共同研究を✚ᴟ的に進めており、

このような学際的、⤫ྜ的なアࣟࣉーࢳによって、⬇発生㐣⛬におࡅる形ែ形成࣓ࢬࢽ࢝

 。についてඃれた成果が生まれることが期ᚅできる࣒
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ᩍ⫱άື 
 

 上㔝ᩍᤵは、⥲研大ࡸ連携大学㝔での大学㝔生のᩍ育を行っている࡯か、大学㝔生、ポ

トにᑵいているከくの研究者を育成してࢫポࢡࢵ࣑ࢹ࢝の研究指導により、現ᅾアࢡࢻࢫ

いる。また、国❧科学༤物㤋で開ദされているࠕ༸からはじまる形࡙くりࠖの௻画を行う

な࡝、ᑠ中㧗生ࡸ♫会ே࡬のၨⵚ活動にも㈉⊩している。ᚑって、十分なᩍ育活動を行っ

ているとุ᩿される。 
 
学఍άືࠊ⤌⧊㐠Ⴀ➼ 
 

 上㔝ᩍᤵは、2015 年から᪥本発生生物学会会長をົめており、2017 年の 50 回記ᛕ大会

の大会長を自らົめた࡯か、ࢩン࢞ポーࣝで開ദされた国際発生生物学会࢟、ࡸーࣝで開

ദされたࢶ࢖ࢻ発生生物学会との共同会議の௻画な࡝、会長としてわが国の発生生物学の

進ᒎと国際໬に大きく㈉⊩している。また、2008-2010 年には International Society of 

Differentiation の会長をົめ、年会の࢜ーࢨ࢖ࢼ࢞ーࡸ同学会の発行する Differentiation ㄅの

⦅㞟委員として、国際的な学会活動にも大きく㈉⊩している。 
 また、科研㈝新学⾡領域ࠕ先➃࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢ支援ࢵࣛࣉト࢛ࣇー࣒ࠖの中心࣓ン

ᢏ⾡のᬑཬと支援活動にも大きくࢢンࢪー࣓࢖࢜࢖ࣂーとして、ᖜᗈい研究者に対するࣂ

㈉⊩している。 

 基生研においても、2014 年から๪所長をົめており、NIBB-EMBL joint meeting の௻画ࡸ、

のᑓ㛛ᐙを招いてࢫࢡ࣑࢜ࢸࣟࣉトン大学のࢫリンࣉ joint practical courseを実᪋するな࡝、

国際的な共同研究の推進に尽力しており、研究所の運営にも大きく㈉⊩しているとุ᩿さ

れる。 

 以上のように、上㔝ᩍᤵは、᪥本発生生物学会会長、国際分໬学会会長、基生研๪所長

として、学会ࡸ研究所の運営に大きく㈉⊩しているだࡅでなく、国際共同研究の推進࢖ࡸ

࣓ーࢪンࢢᢏ⾡のᬑཬ、支援にも大きく㈉⊩しており、その活動は㧗く評価できる。 
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基礎生物学研究所㛗ࡲࡿࡼ࡟とࡵ 

 
上㔝┤ேᩍᤵは、平成９年に基礎生物学研究所に着௵して形ែ形成研究部㛛を୺ᐓ

し、⣽⬊外ࣝࢼࢢࢩ、㌿෗ㄪ⠇ᅉ子、⣽⬊᥋着分子な࡝による形ែ形成の分子࣓ࢽ࢝

のゎ明を目指して研究・ᩍ育に当たってきた。上㔝ᩍᤵは、基生研着௵๓後にな࣒ࢬ

された BMP による⫼⭡㍈形成のゎ明によって発生生物学分㔝に重せな進ᒎࣝࢼࢢࢩ

をもたらしたが、今回の評価期㛫である平成１９年度から平成２８年度の１０年㛫に

おいても、アࣇリ࢚࣓ࣝ࢞ࢶ࢝におࡅる⚄⤒⟶形成のไᚚ機構のゎ明ࣖ࣍、ࡸ⬇にお

いて๓後㍈にἢった⣽⬊分⿣をไᚚするとᛮわれる新つの⧄⥔状⭷構㐀発見な࡝、い

くつもの重せな研究業⦼をᣲࡆた。その成果は㸳０報㏆いཎⴭㄽᩥとしてබ⾲され、

３名の評価者から㧗い学⾡的価್をもつと評価されている。またこの㛫、᪥本発生生

物学会の会長をົめ、発生生物学分㔝の国際஺ὶを推進するな࡝、学界に対しても大

きく㈉⊩した。ᩍ育㠃では⥲ྜ研究大学㝔大学ᩍᤵとして後進の育成に尽くし、研究

所の運営においては研究୺ᖿ、運営会議議長、そして平成２６年からは๪所長として

研究所の研究力ᙉ໬ᡓ␎ࡸᑗ᮶構᝿の⟇ᐃに大きな力を発᥹した。࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪン

支援を中心に、大学共同利用機関である基生研の共同利用、共同研究のᣑ඘にもດࢢ

めた。研究㠃での業⦼にຍえて、これらのᩍ育および機関運営におࡅる㈉⊩もまた㧗

い評価に್するものである。 

 

 

Summary by the Director General of NIBB 
 

Professor Naoto Ueno became a professor of the Division of Morphogenesis 
of the National Institute for Basic Biology (NIBB) in 1997 and has conducted 
research and education centering on the molecular mechanisms of 
morphogenesis, which involve extracellular signals, transcription regulators, 
and cell adhesion molecules. Just before and after his commencement in 
NIBB, Professor Ueno led outstanding progress in the field of developmental 
biology by showing the importance of BMP signaling for dorsal-ventral 
patterning. He also continued his excellent work during the present ten-year 
evaluation period from April 2007 to March 2017. His achievements include 
the elucidation of the mechanisms underlying neural tube closure in 
Xenopus and the finding of a new filamentous membrane structure that may 
regulate cell division along the anterior-posterior axis in ascidian embryos. 
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The outcome of his work was published as nearly fifty original papers, and 
was evaluated by the three referees as bearing high academic value. During 
this period, Professor Ueno also greatly contributed to academic society as a 
President of the Japanese Society of Developmental Biologists, especially by 
promoting international exchange in the developmental biology field. He has 
been dedicated to training young researchers as a professor of SOKENDAI, 
and also contributed to the management of NIBB as a Department Chair and 
a Chairperson of the Advisory Committee, and above all, as the Vice-Director 
General since 2014. He put forth great effort in establishing a strategy to 
strengthen the research activities and the future plan of the Institute. He 
also contributed to the NIBB collaborative research program by developing 
the support system for bioimaging. In addition to his excellent achievements 
in research, these contributions of Prof. Ueno to the education and the 
management of the Institute should be highly evaluated. 
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Achievements for 10 years at NIBB 
2007-2016 

Naoto Ueno, Professor 
 
 

1.   Statement of research activity in the past 10 years (3-7p) 
My laboratory, Division of Morphogenesis, aims to understand the molecular and 

cellular mechanisms underlying various morphogenetic events during development. 

Although the division focused in the past on the signaling pathway of BMP (bone 

morphogenetic proteins), one of the members of the TGF-β superfamily, especially in the 
dorso-ventral patterning of vertebrate embryo, our research later extended to other signaling 

pathways essential for development. Furthermore, we have recently been interested in the 

biological significance of physical force in morphogenesis and are attempting to understand 

the importance of force in tissue remodeling, employing a variety of biomechanics-related 

methods. The three major projects in the past 10 years are as follows. 
 
1)   PCP (planar cell polarity signaling) in development 

The studies on the PCP signaling began in 2003 when our group demonstrated that the 

vertebrate orthologue of Drosophila Prickle that controls the orientation of wing hair is 

essential for Xenopus gastrulation. After the series of cell polarity- and gastrulation cell 

movements-related works with Xenopus, which include the identification of a new gene 

required for gastrulation (Chung et. al, Curr. Biol., 2007) fruited, we turned our interest into 

the PCP signaling in mammalian. Then, we collaborated with RIKEN CDB and generated 

knock-out mice of two prickle genes encoding Prickle1 (Pk1) and Prickle 2 (Pk2), 

respectively, expecting that the two closely related genes might have distinct functions at 

different stages and different places during development, especially in organogenesis. We 

found first that Pk1 gene is essential for early mouse development; the deletion of mpk1 

gene caused early embryonic lethality, associated with the failure of distal visceral 

endoderm migration and primitive streak formation (Tao et al., Proc. Natl. Acad. Sci., USA, 

2009). Based on cellular level analyses, we reasoned that apico-basal (AB) polarity of 

epiblast cells was lost, which was puzzling because defects of PCP resulted in aberrant AB 

polarity. Later, we have been able to show that Pk2(-/-) embryos die at E3.0-3.5, even earlier 

than Pk1(-/-) mice, without forming the blastocyst cavity and fail to maintain epithelial 

integrity of trophoectoderm (Tao et al., Dev. Biol., 2012). These phenotypes were again 

consistent with the loss of the AB polarity that is caused mainly by the disruption of 
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asymmetric redistribution of microtubule networks and improper accumulation of AB 

polarity components on cell membrane during compaction. From these studies on Pk1/2 

KO mice, we concluded that especially in the early phase of development, PCP pathway is 

in fact essential for the establishment of AB polarity and proposed that evolutionally, the 

ancestral PCP pathway may have been rather co-opted into the planar polarity regulation in 

mammals.   

During the course of these studies, we also had wonderful collaborations with groups 

in Iowa University and demonstrated that Pk genes have evolutionary conserved functions 

essential for normal neural activities and thus mutations of human Pk genes result in 

neuronal dysfunctions such as autism spectrum disorders (ASDs) and seizures (Tao, H., 

Am. J. Hum. Genet., 2011, Sowers et al., Mol. Psychiatry, 2013, and Paemka et al., PLoS 

One, 2013). 
 

2)   Neural tube formation 
One of the evident phenotypes of PCP abnormality in vertebrates higher than 

amphibian is neural tube defects (NTDs) which are often associated with spina bifida and 

exencephaly. In the last eight years, having Dr. Makoto Suzuki as an assistant professor in 

my laboratory and using Xenopus as a model, we have been tackling the problem of cellular 

mechanisms for neural tube closure to answer to the question as to how the sheet of 

neuroepithelial cell can be bent and form a tube-like structure. Cellular morphogenesis, 

particularly apical constriction (AC) in which only the apical surface of the neuroepithelial 

cell becomes minimized, has been known as the key event essential for the closure 

(reviewed in Suzuki et al. Dev. Growth Differ., 2012). We have demonstrated that cell 

elongation is also required to achieve AC, and identified microtubule-binding proteins 

MID1/MID2 expressed in the neural plate and required for neural tube closure.  We 

demonstrated that they play important roles in the stabilization and bundling of microtubule 

and contribute to the cell elongation which is closely linked to AC (Suzuki et al., 

Development, 2012).  

Furthermore, we have been able to show that not only neural ectoderm but also 

non-neural ectoderm, which itself does not give rise to neural tube, also contributes to the 

closure. We have demonstrated that the oriented cell migration of non-neural ectoderm, 

particularly its deep layer cells, toward the dorsal midline is necessary for the complete 

neural tube closure (Morita et al., Development, 2012) and suggested that temporally and 

spatially coordinated actions of AC/cell elongation and the dorsal migration of non-neural 
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ectoderm enable the complete closure of neural tube. In this study, we employed the 

technique of laser ablation to demonstrate the presence of a tensile force on the non-neural 

ectoderm.  

More recently, we have shown that intracellular Ca2+ transient is critical for AC of the 

neural epithelial cells contributing to the neural tube. By using chemical inhibitors and a 

caged ATP, we have been able to demonstrate that Ca2+ is necessary and sufficient for AC 

and thus for neural tube closure (Suzuki et al., Development 2017). We further investigated 

physiological difference of two distinct patterns of the spatio-temporally regulated Ca2+ 

transients visualized with a fluorescent probe GECO; one is at the single-cell scale and the 

other multi-cell scale. By the collaboration with a mathematician in NIBB, we constructed 

a vertex model assuming that each cell junction act as a spring, and performed a series of 

simulations to examine the effect of cell constriction that occurs immediately after Ca2+ 

transient, and finally proposed that the single-cell scale transient has a greater overall 

impact on the shrinkage of the mass of cells, namely the virtual tissue  (Suzuki et al., 

Development 2017).  
 
3)   Physical force in development 

Several of above-mentioned works prompted us to think of physical force in 

morphogenesis during development and particularly in the last several years, we have been 

studying asking when and where physical force is generated, how cells can sense the force 

signal and how cells can convert the force signal into chemical signal leading to various 

cellular behaviors.  

We first focused on gastrulation cell movements for which extensive studies have been 

carried out for clarifying molecular pathways regulating the process. In our study, we 

investigated whether the cells leading axial mesoderm indeed generate a force to pull the 

following mesoderm, which was previously expected from the observation that the leading 

cells actively produce cell protrusions such as lamellipodia. Using a fine needle with 

known spring constant placed in front of the migrating explant with the leading cell at the 

front row, we have been able to show that the force is indeed generated by the moving 

group of cells and the estimated magnitude ranges from 20-40 nN. We have also shown that 

the removal of the force results in the abnormal morphogenesis of notochord (Hara et al., 

Dev. Biol., 2013), suggesting that the force has an indispensable role for the 

morphogenesis. 

Regarding to neural tube formation, we have also been carrying out a long-standing 
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collaboration with a mathematician in Kyoto University with engineering background. He 

has employed a 3D vertex model and examined the mechanical contribution of three 

cellular events namely AC, cell elongation, and the oriented cell migration. By a number of 

simulations in which contribution of each parameter was differently changed, we found that 

all of each event are necessary but contributes differently to the morphogenesis (Inoue et al., 

Biomech. Model Mechanobiol., 2016). Interestingly, one of his simulations has led to the 

hypothesis which we have never examined experimentally. We then tested the possibility in 

our hands, by experimentally manipulating one of the parameters and have been able to 

prove that the hypothesis was actually correct (Inoue et al., Biomech. Model Mechanobiol., 

2016) . 

In addition to the works on neural tube closure, we have done an additional study 

related to physical force. During interphase of the last (11th) mitotic division of the 

epidermal lineage of ascidian embryo, we found that a unique membrane structure 

invaginates from the posterior to the center of the cell. We also found that the invagination 

projects toward centrioles on the apical side of the nucleus and associates with one of them, 

after which the nuclei and MTOC become posteriorly shifted before spindle formation. A 

laser ablation experiment showed that the invagination recoils immediately after the cut 

suggesting that the invagination is under tensile force and promotes the posterior 

positioning of the centrosome. Finally, we showed that the orientation of the invaginations 

is coupled with the polarized dynamics of centrosome movements and the orientation of 

cell division. Based on these findings, we propose a model whereby this novel membrane 

structure orchestrates centrosome positioning and thus the orientation of cell division axis 

(Negishi et al., eLife, 2016). 
 
2.     Perspective research 

Regarding to the tissue mechanics of neural tube formation, we have obtained a 

considerable amount of new knowledge, especially owing to the fruitful collaborations 

with mathematicians. However, we have still not been able to integrate actual physical 

parameter values into the models to comprehensively understand the cellular and tissue 

dynamics of the morphogenesis. It is also true that we have not considered other factors 

such as the physical contribution of basal membrane of the superficial neuroepitherial cells 

which also contribute to the neural tube. In order to achieve these and collect more 

information on the physical properties of tissues involved in the neural tube closure, we 

first introduce the laser ablation technique by which a target cell membrane is cut by laser 
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and the recoiling speed and extent are measured. This will allow us to estimate the 

orientation and magnitude of tensile force applied on the cell/tissue. We plan to ablate the 

membrane of cells located at different positions in the neural plate along developmental 

time. By this, we will be able to understand when and where the cells/tissue receive tensile 

force with in the neural plate. Second, we employ atomic force microscope (AFM) to 

measure stiffness of tissues undergoing neural tube closure. We have modified the 

commercially available model of AFM to optimize it to relatively large objects such as 

Xenopus embryo and enabled the measurement of stiffness of much broader areas 

compared to subjects of conventional AFM optimized for macromolecules. We are 

currently investigating the temporal and spatial changes of stiffness of neurula embryo. Our 

preliminary results show that the stiffness of the neural plate increases dramatically during 

the neural tube closure. We have also found that the stiffness of non-neural ectoderm is 

constantly and significantly lower compared to that of the neural plate. To understand the 

physical contribution of basal membrane for the morphogenesis, we also plan to surgically 

remove the neural plate from different stages of the nerula embryo, flip it over and measure 

the temporal change of stiffness of the basal membrane with AFM. Then, we aim to 

integrate these parameters to the model to have a more accurate mechanical insight into the 

neural tube formation. We are also challenging for the measurement of stiffness during AC 

in neural tube closure combined with fluorescent microscopy equipped with an electric 

motor stage, and setting up the dual observation system for both AFM and fluorescent live 

imaging, by which we will be able to demonstrate the profile of changing stiffness during 

AC and spatiotemporally correlate it with Ca2+ transients. 

The remaining questions regarding to physical force in development are how cells can 
sense the force signals and how they interpret the signals into cellular behaviors. In order to 
understand the entire force responses of cells from the earliest phase of mechanical stimuli, 
we decided to introduce mass spectrometry (MS) analysis and perform 
phospho-proteomics analysis, having the associate professor Dr. Noriyuki Kinoshita in my 
laboratory as the chief scientist of the project.  As a force application, we have chosen 
centrifugation that reflects gravity. After Xenopus gastrula embryos placed on a gel are 
centrifuged, they were immediately processed for protein extraction, and the supernatant 
was subjected to MS analysis. Although we have identified some interesting proteins that 
are specifically phosphorylated after the force application by 2D differential gel 
electrophoresis (2D-DIGE) and following MS analysis, we are currently moving to extend 
this approach to a more comprehensive analysis so-called “shotgun proteomics” or 
“data-dependent acquisition (DDA)”, in which all phosphorylated proteins are identified as 
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a whole in a non-biased manner. This approach is promoted by the international 
collaboration with an expert in Princeton University as described below. We have started to 
obtain some interesting data showing that proteins belonging to certain functional clusters 
are highly and specifically phosphorylated or de-phosphorylated by the force application. 
Once the pipeline of the MS analysis is optimized, we plan to further extend our analysis to 
other protein modifications such as acetylation and methylation, which might provide us 
another unexpected views on the epigenetic landscape responding to physical force. We 
also plan to apply a similar approach to cultured cell such as ES cell or some cells with 
pluripotency to understand how the gravity affects cell differentiation and behavior, and 
hopefully identify key genes in the force response pathways. We believe that these 
approaches, combined with bioinformatics, are promising in that we will be able to have the 
entire view of force responses of cells as a network, which leads to the understanding of 
how the force-responding network is developmentally formed and regulated, and can be 
altered by aging or diseases, and how the force responsive pathway cross-talk with known 
signaling pathways. 
 

3.     Description of other academic activities 
The role as the vice-director general of the institute, includes various works such as the 

planning of budget proposals, management of the office of strategic planning, coordination 

of institutional administrative works with the NIBB’s umbrella organization National 

Institutes of Natural Sciences (NINS), arrangement of personnel affairs, promotion of 

international collaborations with foreign institutes such as EMBL (EU), Temasek Life 

Science Institute (Singapore), Princeton University, etc., and so on. In the past, with the 

encouragement of the former president of NINS, I took an initiative of promoting the 

international collaborations with EMBL and myself organized several joint meetings on a 

variety of subjects from developmental biology to systems biology in several different 

countries (http://www.nibb.ac.jp/en/interchange/embl/). More recently, with the 

recommendation and financial support of NINS, I have initiated two international 

collaborations with Department of Molecular Biology at Princeton University and sent Dr. 

Makoto Suzuki to the laboratory of cell and developmental biology and one posdoc to the 

laboratory of proteomics, respectively. This year, by my arrangement, NIBB is going to 

organize the joint practical course with Princeton University on proteomics, by inviting a 

professor who is an authority of proteomics with MS analysis and one senior scientist of her 

laboratory. 

In addition to the above-mentioned works in NIBB, I have been one of the core 
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members of the Grant-in-Aid for Scientific Research on Innovative Areas - Platforms for 

Advanced Technologies and Research Resources "Advanced Bioimaging Support" (ABiS) 

from Ministry of Education, Culture, Sport, Science, and Technology (MEXT) which 

started from 2016. As I contributed to the establishment of the bioimage network in Japan 

prior to the grant acquisition, I am heavily involved in the management of the platform to 

which about 30 bioimaging experts from all over Japan contribute, and organizing the 

platform to support scientists who holds grants form MEXT. In addition, as the PI of 

bioimage analysis support section, I am coordinating the specialists of bioimage analysis in 

Japan for timely and efficient support for applicants. I am currently putting efforts to 

connect the Japanese bioimaging community to European bioimaging network (EuBI) and 

to further extend the connection to the global network Global BioImaing (GBI). 

I have been contributing to several academic societies. In the past, I was the president 

of International Society of Differentiation  (ISD) and organized one of the bi-annual 

meetings of ISD in Nara in 2010. I was also the senior editor and editorial board member of 

its official journal “Differentiation” and heavily involved in the journal management for 

many years. 

I have been the president of the Japanese Society of Developmental Biologists (JSDB) 

since 2015. As the leader of the society, I make a number of important decisions on the 

administration of the society with the help of board members, including the determination 

of the chairs and places for our annual meetings, summer courses for young investigators 

including students, and autumn symposia, each of which is held one time a year. As the 

president, I am also in charge of promoting the academic exchange with Asian Pacific 

Developmental Biology Network (APDBN). As the member society of International 

Society of Developmental Biology (ISDB), we have been helping the planning and 

organization of the ISDB meeting held in June this year in Singapore. This year, I myself 

played as the chair of the 50th anniversary annual meeting of JSDB held in May in Tokyo, 

and also contributed to the science exhibition “The Amazing Journey from Egg to Adult” 

held at The National Museum of Nature and Science held in conjunction with the annual 

meeting. In addition, as the Japanese representative of the developmental biology society, I 

organized the joint meeting with the German Society of Developmental Biologists (GfE) in 

the last March in Kiel and facilitated the bi-national academic interaction. Based on this 

meeting, both societies are now planning to extend the partnership and hold a summer 

meeting in Ulm, Germany for young investigators next year. 
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a. Name  Naoto Ueno 

b. Date of birth  
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OKAZAKI, 444-8585 

d. Research area Cell and developmental biology 
 
e. Education University of Tsukuba, Doctoral Program, Applied Biochemistry, Ph.D. 

in 1984, Department of Agricultural Chemistry, B.A. in 1979 
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National Institute for Basic Biology, 

National Institutes of Natural Sciences 

1997- 2014 Professor 
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h. Professional societies 
The Japanese Biochemical Society 

Japanese Society of Developmental Biologists (JSDB) 

The Molecular Biology Society of Japan (MBSJ) 

The Zoological Society of Japan 

International Society of Differentiation (ISD) 

International Society of Developmental Biology (ISDB) 
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i. Publications 

Class 1: Research articles in peer reviewed journals 
1. Chung, H.A., Yamamoto, T.S. and Ueno, N. ANR5, an FGF Target Gene Product, 

Regulates Gastrulation in Xenopus. Curr. Biol. 17, 932-939, 2007. 

2. Hotta, K., Yamada, S., Ueno, N., Satoh, N. and Takahashi, H. Brachyury-downstream 

notochord genes and convergent extension in Ciona intestinalis embryos. Dev. Growth. 

Differ. 49, 373-382, 2007. 

3. Ogata, S., Morokuma, J., Hayata, T., Kolle, G., Niehrs, C., Ueno, N. and Cho, K.W. 

TGF-beta signaling-mediated morphogenesis: modulation of cell adhesion via cadherin 

endocytosis. Genes Dev. 21, 1817-1831, 2007. 

4. Yoshikane, N., Nakamura, N., Ueda, R., Ueno, N., Yamanaka, S. and Nakamura, M. 

Drosophila NAT1, a homolog of the vertebrate translational regulator NAT1/DAP5/p97, 

is required for embryonic germband extension and metamorphosis. Dev. Growth Differ. 

49, 623-634, 2007. 

5. Gerth, V.E., Katsuyama, K., Snyder, K.A., Bowes, J.B., Kitayama, A., Ueno, N. and Vize, 

P.D. Projecting 2D gene expression data into 3D and 4D space. Dev. Dyn. 236, 

1036-1043, 2007. 

6. Hayes, J.M., Kim, S.K., Abitua, P.B., Park, T.J., Herrington, E.R., Kitayama, A., Grow, 

M.W., Ueno, N. and Wallingford, J.B. Identification of novel ciliogenesis factors using a 

new in vivo model for mucociliary epithelial development. Dev. Biol. 312, 115-130, 

2007. 

7. Shindo, A., Yamamoto, T.S. and Ueno, N. Coordination of cell polarity during Xenopus 

gastrulation. PLoS One 3(2), e1600, 2008. 

8. Gilchrist, M.J., Christensen, M.B., Harland, R., Pollet, N., Smith, J.C., Ueno, N. and 

Papalopulu, N. Evading the annotation bottleneck: using sequence similarity to search 

non-sequence gene data. BMC Bioinformatics 9, 442, 2008. 

9. Sugiura, T., Tazaki, A., Ueno, N., Watanabe, K. and Mochii, M. Xenopus Wnt-5a 

induces an ectopic larval tail at injured site, suggesting a crucial role for noncanonical 

Wnt signal in tail regeneration. Mech. Dev. 126, 56-67, 2009. 

10. Yamada, S., Hotta, K., Yamamoto, T.S., Ueno, N., Satoh, N. and Takahashi, H. 

Interaction of notochord-derived fibrinogen-like protein with Notch regulates the 

patterning of the central nervous system of Ciona intestinalis embryos. Dev. Biol. 328, 

1-12, 2009. 
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11. Hida, N., Awais, M., Takeuchi, M., Ueno, N., Tashiro, M., Takagi, C., Singh, T., Hayashi, 

M., Ohmiya, K. and Ozawa, T. High-sensitivity real-time imaging of dual protein-protein 

interactions in living subjects using multicolor luciferases. PLoS One 4(6), e5868, 2009. 

12. Tao, H., Suzuki, M., Kiyonari, H., Abe, T., Sasaoka, T. and Ueno, N. Mouse prickle1, the 

homolog of a PCP gene, is essential for epiblast apical-basal polarity. Proc. Natl. Acad. 

Sci. USA 106, 14426-14431, 2009. 

13. Goda, T., Takagi, C. and Ueno, N. Xenopus Rnd1 and Rnd3 GTP-binding proteins are 

expressed under the control of segmentation clock and required for somite 

formation. Dev. Dyn. 238, 2867-2876, 2009. 

14. Takahashi, H., Hotta, K., Takagi, C., Ueno, N., Satoh, N. and Shoguchi, E. Regulation of 

notochord-specific expression of Ci-Bra downstream genes in Ciona intestinalis embryos. 

Zoolog Sci. 27, 110-118, 2010. 

15. Shindo, A., Hara, Y., Yamamoto, T.S., Ohkura, M., Nakai, J. and Ueno, N. Tissue-tissue 

interaction-triggered calcium elevation is required for cell polarization during Xenopus 

gastrulation. PLoS One 5, e8897, 2010. 

16. Morita, H., Nandadasa, S., Yamamoto, T.S., Terasaka-Iioka,C., Wylie, C. and Ueno, N. 

Nectin-2 and N-cadherin interact through extracellular domains and induce apical 

accumulation of F-actin in apical constriction of Xenopus neural tube morphogenesis. 

Development 137, 1315-1325, 2010. 

17. Suzuki, M., Hara, Y., Takagi, C., Yamamoto, T.S. and Ueno, N.   MID1 and MID2 are 

required for Xenopus neural tube closure through the regulation of microtubule 

organization. Development 137, 2329-2339, 2010. 

18. Nojima, J., Kanomata, K., Takada, Y., Fukuda, T., Kokabu, S., Ohte, S., Takada, T., 

Tsukui, T., Yamamoto, T.S., Sasanuma, H., Yoneyama, K., Ueno, N., Okazaki, Y., 

Kamijo, R., Yoda. T. and Katagiri, T. Dual roles of smad proteins in the conversion from 

myoblasts to osteoblastic cells by bone morphogenetic proteins. J Biol Chem. 285, 

15577-15586, 2010. 

19. Yamada, S., Ueno, N., Satoh, N. and Takahashi, H. Ciona intestinalis Noto4 contains a 

phosphotyrosine interaction domain and is involved in the midline intercalation of 

notochord cells. Int. J. Dev. Biol. 55, 11-18, 2011. 

20. Tao, H., Manak, R., Sowers, L., Mei, X., Kiyonari, H., Abe, T., Dahdaleh, N.S., Yang, T., 

Wu, S., Chen, S., Fox, M.H., Gurnett, C., Montine, T., Bird, T., Shaffer, L.G., Rosenfeld, 

J.A., McConnell, J., Madan-Khetarpal, S., Berry-Kravis, E., Griesbach, H., Saneto, R., 

Scott, M.P., Antic, D., Reed, J., Boland, R., Ehaideb, S.N., El-Shanti, H., Mahajan, V.B., 
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Ferguson, P.J., Axelrod, J.D., Lehesjoki, A.E., Fritzsch, B., Slusarski, D.C., Wemmie, J., 

Ueno, N. and Bassuk, A.G.   Mutations in prickle orthologs cause seizures in flies, mice, 

and humans.   Am J Hum Genet. 88, 138-149, 2011. 

21. Takebayashi-Suzuki, K., Kitayama, A., Terasaka-Iioka, C., Ueno, N. and Suzuki, A. The 

forkhead transcription factor FoxB1 regulates the dorsal-ventral and anterior-posterior 

patterning of the ectoderm during early Xenopus embryogenesis. Dev. Biol. 360, 11-29, 

2011. 

22. Chen, Y., Ding, Y., Zhang, Z., Wang, W., Chen, J.Y., Ueno, N. and Mao, B. Evolution of 

vertebrate central nervous system is accompanied by novel expression changes of 

duplicate genes. J Genet Genomics 38, 577-584, 2011. 

23. Tao, H., Inoue, K., Kiyonari, H., Bassuk, A.G., Axelrod, J.D., Sasaki, H., Aizawa, S. and 

Ueno, N. Nuclear localization of Prickle2 is required to establish cell polarity during 

early mouse embryogenesis. Dev. Biol. 364, 138-148, 2012. 

24. Morita, H., Kajiura-Kobayashi, H. Takagi, C., Yamamoto, T.S., Nonaka, S. and Ueno, N. 

Cell movements of the deep layer of non-neural ectoderm underlie complete neural tube 

closure in Xenopus. Development 139, 1417-1426, 2012. 

25. Leblond, G.G., Sarazin, H., Li, R., Suzuki, M., Ueno, N. and Liu, X.J. Translation of 

incenp during oocyte maturation is required for embryonic development in Xenopus 

laevis. Biol Reprod. 86, 1-8, 2012. 

26. Sakamaki, K., Takagi, C., Kitayama, A., Kurata, T., Yamamoto, T.S., Chiba, K., 

Kominami, K., Jung, S.K., Okawa, K., Nozaki, M., Kubota, H.Y. and Ueno, N. Multiple 

functions of FADD in apoptosis, NF-κB-related signaling, and heart development in 

Xenopus embryos. Genes Cells 17, 875-896, 2012. 

27. Tran, L.D., Hino, H., Quach, H., Lim, S., Shindo, A., Mimori-Kiyosue, Y., Mione, M., 

Ueno, N., Winkler, C., Hibi, M. and Sampath, K. Dynamic microtubules at the vegetal 

cortex predict the embryonic axis in zebrafish. Development 139, 3644-3652, 2012. 

28. Suzuki, M., Morita, H. and Ueno, N. Molecular mechanisms of cell shape changes that 

contribute to vertebrate neural tube closure. Dev. Growth. Differ. 54, 266-276, 2012. 

29. Uno, Y., Nishida, C., Tarui, H., Ishishita, S., Takagi, C., Nishimura, O., Ishijima, J., Ota, 

H., Kosaka, A., Matsubara, K., Murakami, Y., Kuratani, S., Ueno, N., Agata, K. and 

Matsuda, Y. Inference of the Protokaryotypes of Amniotes and Terapods and the 

Evolutionary Processes of Microchromosomes from Comparative Gene Mapping. PLoS 

One 7(12), e53027, 2012. 
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30. Uno, Y., Nishida, C., Takagi, C., Ueno, N. and Matsuda, Y.  Homoeologous 

chromosomes of Xenopus laevis are highly conserved after whole-genome duplication.   

Heredity 111, 430-436, 2013. 

31. Takagi, C., Sakamaki, K., Morita, H., Hara, Y., Suzuki, M., Kinoshita, N. and Ueno, N.   

Transgenic Xenopus laevis for live imaging in cell and developmental biology.   Dev. 

Growth Differ. 55, 422-433, 2013. 

32. Hara, Y., Nagayama, K., Yamamoto, T.S., Matsumoto, T., Suzuki, M. and Ueno, N.    

Directional migration of leading-edge mesoderm generates physical forces: Implication 

in Xenopus notochord formation during gastrulation.   Dev. Biol. 382, 482-495, 2013. 

33. Paemka, L., Mahajan, V.B., Skeie, J.M., Sowers, L.P., Ehaideb, S.N., Gonzalez-Alegre, 

P., Sasaoka, T., Tao, H., Miyagi, A., Ueno, N., Takao, K., Miyakawa, T., Wu, S., Darbro, 

B.W., Ferguson, P.J., Pieper, A.A., Britt, J.K., Wemmie, J.A., Rudd, D.S., Wassink, T., 

El-Shanti, H., Mefford, H.C., Carvill, G.L., Manak, J.R., Bassuk, A.G. PRICKLE1 

interaction with SYNAPSIN I reveals a role in autism spectrum disorders. PLoS One 

8(12), e80737, 2013. 

34. Yajima, H., Suzuki, M., Ochi, H., Ikeda, K., Sato, S., Yamamura, K., Ogino, H., Ueno, N. 

and Kawakami, K. Six1 is a key regulator of the developmental and evolutionary 

architecture of sensory neurons in craniates. BMC Biol. 12, 40, 2014. 

35. Hashimoto, M., Morita, H. and Ueno, N. Molecular and cellular mechanisms of 

development underlying congenital diseases. Congenit. Anom. 54,1-7, 2014. 

36. Kai, M., Ueno, N. and Kinoshita, N. Phosphorylation-dependent ubiquitination of 

paraxial protocadherin (PAPC) controls gastrulation cell movements. PLoS One 10(1), 

e0115111, 2015. 

37. Uno, Y., Nishida, C., Takagi, C., Igawa, T., Ueno, N., Sumida, M., and Matsuda, Y. 

Extraordinary Diversity in the Origins of Sex Chromosomes in Anurans Inferred from 

Comparative Gene Mapping. Cytogenet Genome Res. 145, 218-229, 2015. 

38. Miyagi, A., Negishi, T., Yamamoto, T.S., and Ueno, N. G protein-coupled receptors 

Flop1 and Flop2 inhibit Wnt/ȕ-catenin signaling and are essential for head formation in 

Xenopus. Dev. Biol. 407, 131-144, 2015. 

39. Sakamaki, K., Iwabe, N., Iwata, H., Imai, K., Takagi, C., Chiba, K., Shukunami, C., 

Tomii, K., and Ueno, N. Conservation of structure and function in vertebrate c-FLIP 

proteins despite rapid evolutionary change. Biochem Biophys Rep. 3, 175-189, 2015. 

40. Suzuki, M., Takagi, C., Miura, S., Sakane, Y., Suzuki, M., Sakuma, T., Sakamoto, N., 

Endo, T., Kamei, Y., Sato, Y., Kimura, H., Yamamoto, T., Ueno, N., and Suzuki, K.T. In 

  － 70 －



 

vivo tracking of histone H3 lysine 9 acetylation in Xenopus laevis during tail 

regeneration. Genes Cells 21, 358-369, 2016. 

41. Inoue, Y., Suzuki, M., Watanabe, T., Yasue, N., Takeo, I., Adachi, T. and Ueno, N. 

Mechanical roles of apical constriction, cell elongation, and cell migration during neural 

tube formation in Xenopus. Biomech Model Mechanobiol. 15, 1733-1746, 2016. 

42. Negishi, T., Miyazaki, N., Murata, K., Yasuo, H. and Ueno, N. Physical association 

between a novel plasma-membrane structure and centrosome orients cell division. eLife 

e16550, 2016. 

43. Sakamaki, K., Ishii, T.M., Sakata, T., Takemoto, K., Takagi, C., Takeuchi, A., Morishita, 

R., Takahashi, H., Nozawa, A., Shinoda, H., Chiba, K., Sugimoto, H., Saito, A., Tamate, 

S., Satou, Y., Jung, S.K., Matsuoka, S., Koyamada, K., Sawasaki. T., Nagai, T., and 

Ueno, N. Dysregulation of a potassium channel, THIK-1, targeted by caspase-8 

accelerates cell shrinkage. Biochim Biophys Acta. 1863, 2766-2783, 2016. 

44. Tanaka, T., Ochi, H., Takahashi, S., Ueno, N., and Taira, M. Genes coding for 

cyclin-dependent kinase inhibitors are fragile in Xenopus. Dev. Biol. doi: 

10.1016/j.ydbio.2016.06.019. [Epub ahead of print], 2016. 

45. Nagasaka, A., Shinoda, T., Kawaue, T., Suzuki, M., Nagayama, K., Matsumoto, 

T., Ueno, N., Kawaguchi, A., and Miyata, T. Differences in the Mechanical Properties of 

the Developing Cerebral Cortical Proliferative Zone between Mice and Ferrets at both 

the Tissue and Single-Cell Levels. Front Cell Dev Biol. 4, 139. eCollection, 2016. 

46. Session, A.M., Uno,Y., Kwon, T., Chapman, J.A., Toyoda, A., Takahashi, S., Fukui, A., 

Hikosaka, A., Suzuki, A., Kondo, M., van Heeringen, S.J. Quigley, I., Heinz, S., Ogino, 

H., Ochi, H., Hellsten, U., Lyons, J.B., Simakov, O., Putnam, H., Stites, J., Kuroki, Y., 

Tanaka, T., Michiue, T., Watanabe, M., Bogdanovic, O., Lister, R., Georgiou, G., 

Paranjpe, S.S., van Kruijsbergen, I., Shu, S., Carlson, J., Kinoshita, T., Ohta, Y., 

Mawaribuchi, S., Jenkins, J., Grimwood, J., Schmutz, J., Mitros, T., Mozaffari, S.V., 

Suzuki, Y., Haramoto, Y., Yamamoto, T.S., Takagi, C., Heald, R., Miller, K., 

Haudenschild, C., Kitzman, J., Nakayama, T., Izutsu, Y., Robert, J., Fortriede, J., Burns, 

K., Lotay, V., Karimi, K., Yasuoka, Y., Dichmann, D.S., Flajnik, M.F., Houston, D.W., 

Shendure, S., DuPasquier, L., Vize, P.D., Zorn, A.M., Ito, M., Marcotte, E.M., 

Wallingford, J.B., Ito, Y., Asashima, M., Ueno, N., Matsuda, Y., Veenstra, G.J.C., 

Fujiyama, A., Harland, R.M., Taira, M., & Rokhsar, D.S. Genome evolution in the 

allotetraploid frog Xenopus laevis. Nature 538, 336–343, 2016. 
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47. Tokue, M., Ikami, K., Mizuno, S., Takagi, C., Miyagi, A., Takada, R., Noda, C., Kitadate, 

Y., Hara, K., Mizuguchi, H., Sato, T., Taketo, M.M., Sugiyama, F., Ogawa, T., 

Kobayashi, S., Ueno, N., Takahashi, S., Takeda, S., and Yoshida, S. SHISA6 confers 

resistance to differentiation-promoting Wnt/ȕ-catenin signaling in mouse spermatogenic 

stem cells. Stem Cell Reports, 2017 Feb 7. pii: S2213-6711(17)30021-8. doi: 

10.1016/j.stemcr.2017.01.006. [Epub ahead of print] 

48. Suzuki, M., Sato, M., Koyama, H., Hara, Y., Hayashi, K., Imamura, H., Fujimori, T., 

Nagai, T., Campbell, R.E., and Ueno, N. Distinct intracellular Ca2+ dynamics regulate 

apical constriction and differentially contribute to neural tube closure. Development 144, 

1307-1316, 2017. 

 

Class 2: Invited reviews, book chapters 
1. Sowers, L.P., Loo, L., Wu, Y., Campbell, E., Ulrich, J.D., Wu, S., Paemka, L., Wassink, 

T., Meyer, K., Bing, X., El-Shanti, H., Usachev, Y.M., Ueno, N., Manak, R.J., Shepherd, 

A.J., Ferguson, P.J., Darbro, B.W., Richerson, G.B., Mohapatra, D.P., Wemmie, J.A. and 

Bassuk, A.G. Disruption of the non-canonical Wnt gene PRICKLE2 leads to autism-like 

behaviors with evidence for hippocampal synaptic dysfunction. Molecular Psychiatry 

doi: 10.1038/mp.2013.71, 2013 

2. Morita, H., Suzuki, M. and Ueno, N.  Neural Tube Closure in Xenopus. Xenopus 

Development 163-185. Willy. doi: 10.1002/9781118492833.ch9, 2014 

 

j. Symposium presentations/Invited seminars (International) 

 
1. Naoto Ueno. A Novel Membrane Invagination Controls Oriented Cell Division in 

Ascidian Embryo. 18th International Congress of Developmental Biology, Singapore, 

June 18-22, 2017. 

2. Naoto Ueno. Membrane dynamics of ascidian embryo controls the orientation of cell 

division.  Joint meeting of the German and Japanese Societies of Developmental 

Biologists, Zoological Institute of the University of Kiel, Kiel, Germany, March 15-18, 

2017. 

3. Naoto Ueno. Membrane dynamics of ascidian embryo controls the orientation of cell 

division. Japan-Austria Joint Meeting “Understanding the logic behind developmetal 

dynamics”, IST Austria, Klosterneuburg, November 28-29, 2016. 
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4. Naoto Ueno.  Measurement of force field during the collective cell migration of Xenopus 

embryonic cells. 16th International Xenopus Conference, Orthodox Academy of Crete, 

Chania, Greece, August 28- September 1, 2016. 

5. Naoto Ueno, Makoto Suzuki, Hiroshi Koyama and Yasuhiro Inoue. Cell and Tissue 

Dynamics of Neural Tube Formation. iCeMS International Symposium “Hierarchical 

Dynamics in Soft Materials and Biological Matter”, Kyoto University, Kyoto, September 

23-26, 2015. 

6. Naoto Ueno. Calcium Dynamics Shapes the Neural Tube. The 3rd Asia-Pacific 

Developmental Biology Conference, Xi-An, China, September 11-14, 2015. 

7. Naoto Ueno. Vertebrate PCP and nose morphogenesis. Finnish-Japanese joint 

symposium on Morphogenesis and signaling, University of Helsinki, Helsinki, Finland, 

March 3-4, 2015. 

8. Naoto Ueno, Makoto Suzuki, Hitoshi Morita and Yusuke Hara. Ca2+ dynamics during 

neural tube formation of Xenopus. The 62nd NIBB Conference “Force in Development”, 

Okazaki, Japan, November 17-19, 2014. 

9. Naoto Ueno. Intracellular Ca2+ dynamics shapes the neural tube. The 7th APOCB 

Congress and ASCB Workshops, National University of Singapore (NUS), Institute of 

Molecular and Cell Biology (IMCB) and Tamasek Life Science Laboratory (TLL), 

Singapore, February 24-27, 2014. 

10. Makoto Suzuki and Naoto Ueno. Periodic actomyosin contractility contributes to 

convergence movements in zebrafish neurulation. MBI-Japan Joint Symposium 2014 

“The Mechanobiology of Development and Multicellular Dynamics”, National 

University of Singapore, Singapore, December 2-4, 2014. 

11. Takefumi Negishi, Naoyuki Miyazaki, Kazuyoshi Murata, Hitoshi Yasuo and Ueno 

Naoto. The novel membrane structure capturing centrosome determines the orientation 

of cell division. MBI-Japan Joint Symposium 2014 “The Mechanobiology of 

Development and Multicellular Dynamics”, National University of Singapore, 

Singapore, December 2-4, 2014. 

12. Naoto Ueno. Cell and Tissue Mechanics to Form Organs. German Science Days in Kyoto 

“Research for Sustainable Development”, Kyoto, Japan, October 26, 2013.  

13. Naoto Ueno. Characterization of forces generated by embryonic tissues during early 

development. The 86th Annual Meeting of the Japanese Biochemical Society, 

Yokohama, Japan, September 19-21, 2013. 
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14. Naoto Ueno, Makoto Suzuki. Control of apical constriction by dynamic calcium 

signaling during Xenopus neural tube closure. 17th International Congress of 

Developmental Biologoy, Cancun, Mexico, June 16-20, 2013. 

15. Naoto Ueno. Intracellular calcium dynamics and cell shape change during neural tube 

closure. The 14th International Xenopus Conference, Gien, France, September 9-13, 

2012. 

16. Naoto Ueno and Hitoshi Morita. How young scholars establish their scientific careers.  

BSCB/BSDB/JSDB Joint Spring Meeting, University of Warwick, Warwick, UK, April 

15-18, 2012. 

17. Naoto Ueno. Cellular mechanism of neural tube closure. Joint meeting of the German and 

Japanese societies of developmental biologists, Dresden, Germany, March 23-26, 2011. 

18. Naoto Ueno. Tissue-tissue interaction-triggered mechanical stress in the regulation of 

early embryogenesis. The 13th International Xenopus Conference, Alberta, Canada, 

September 12-16, 2010. 

19. Naoto Ueno. Notochord formation in Xenopus:establishment of cell polarity by a 

tissue-tissue interaction. 43rd Annual meeting for the Japanese Society of Developmental 

Biologists, Jointly by the Asia-Pacific Developmental Biology Network, Kyoto, Japan, 

June 20-23, 2010. 

20. Naoto Ueno. Invited speaker, Joint meeting of the French and Japanese Society for 

Developmental Biology, Paris, France, May 24-30, 2010.  

21. Asako Shindo and Naoto Ueno. Establishment of Cell Polarity in Xenopus Notochord 

Formation. CDB Symposium “Frontiers in Organogenesis”, Kobe, Japan, March 23-25, 

2010.  

22. Naoto Ueno. Regulation of neural tube closure by cell adhesion molecules. 17th 

International Congress of Developmental Biologoy, Edinburgh, UK, September 5-12, 

2009. 

23. Naoto Ueno. Mouse Princle 1 is essential for epiblast apical-basal polarity. Joint meeting 

of the Societe Francaise de Biologie du Development/Japanese Society of 

Developmental Biologists, Frontiers in Developmental Biology, Presqu’ile de Giens, 

Southern France, September 13-17, 2008. 

24. Naoto Ueno. Regulation of neural tube closure by cell adhesion and cytoskeltal 

reorganization.  The 12th International Xenous Conference, Lewin, Germany, 

September 8-12, 2008. 

25. Naoto Ueno. Coordination of cell polarity during Xenopus gastration. 1st ISB 
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International Symposium on Biology, New Ideas for Evolution, Environment, and 

Molecular Network, Chungnam National University, Korea, January 31, 2008. 

 

k. Organization of symposium (International) 
 
1.  Organizer (with Stephen Cohen, EMBL) 

The 5th NIBB-EMBL joint meeting "Cell and Developmental Biology"  

Okazaki, Japan, May 24-26, 2007 
2.  
3. Organizer (with Luis Serrano, CRG, Eileen Furlong, EMBL, Atsushi  

Mochizuki, NIBB) 

NIBB-EMBL workshop "Systems Biology and Functional Genoimcs"  

CRG, Barcelona, Apr. 18-19, 2008  
 
3.  Organizer (with Kunio Shiota, U. of Tokyo, Juerg Mueller, EMBL) 

The 6th NIBB-EMBL joint meeting "Evolution of Epigenetic Regulation"  

EMBL, Heidelberg, Mar. 17-19, 2008 
 

4. Organizer (with Detlev Arendt, EMBL, Shigeru Kuratani, CDB, Mitsuyasu  

 Hasebe, NIBB) 

The 8th NIBB-EMBL joint meeting "Evolution: Genomes, Cell Types and Shapes"  

Okazaki, Japan, Nov. 21-23, 2008 
 

5.  Organizer (with Jan Ellenberg, EMBL, Kuniaki Nagayama, OIB) 

The 9th NIBB-EMBL joint meeting "Functional Imaging from Atoms to Organisms"  

Okazaki, Japan, Apr. 20-22, 2009 
 
6. Organizer (with Nadia Rosenthal, Patrick Tam, Yoshiko Takahashi) 

The 16th International Conference of the International Society of  

Differentiation "From Stem Cells to Organisms"  

Nara, Japan, Nov. 15-18, 2010 
 
7. Organizer (with Toshihiko Fujimori, NIBB, Matthias Weiss, U. of Bayreuth,  

Rainer Pepperkok, EMBL) 

The 10th NIBB-EMBL joint meeting, The NIBB-EMBL-DKFZ Joint 

Symposium 2011 "Quantitative Bioimaging"  

Okazaki, Japan, Mar. 17-19, 2011 
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8. Organizer (with Lance Davidson, U. of Pittsburgh, Toshihiko Fujimori, NIBB, 

Shigeo Hayashi, CDB, Carl Philipp Heisenberg, IST, Kenji Matsuno, Osaka U., Hiroyuki 

Takeda, U. of Tokyo) 

The 62nd NIBB Conference "Force in Development"  

Okazaki, Japan, Nov. 17-19, 2014 
 
9. Organizer (with Carl-Philipp Heisenberg, IST) 

Japan-Austria joint meeting “Understanding the logic behind developmental dynamics” 

IST Austria, Klosterneuburg, Nov. 28-29, 2016 
 
10. Chief Organizer (as JSDB President) 

50th Annual Meeting of the Japanese Society of Developmental Biologists 

Co-sponsored by Asia-Pacific Developmental Biology network 

Tower Hall Funabori, Tokyo, May 10-13, 2017 

 

l. Grant awards                                                        
 
2004-2008 Grant-in-Aid for Scientific Research of Priority Area  

 “Dynamics of Developmental Systems” 
 
2005-2007 Grant-in-Aid for Scientific Research (A)                                   

 “Clarification of cell polarity formation mechanism in archenteron 

  formation” 
 
2009-2011 Grant-in-Aid for Scientific Research (B)                                   

 “Significance of membrane/protein trafficking for the establishment 

  of cell polarity in the vertebrate” 
 
2010-2010 Grant-in-Aid for Scientific Research on Innovative Areas (Research 

 in a proposed research area)                                  

 “Cellular analysis of cell polarity regulation in early mouse embryo” 
 
2010-2015 Grant-in-Aid for Scientific Research on Innovative Areas (Research 

 in a proposed research area)                                  

 “The logic of organogenesis based on cellular morphogenesis and  

  cell motility” 
 

  － 76 －



 

2012-2015 Grant-in-Aid for Challenging Exploratory Research  

 “Establishment of experimental systems for the studies on symbiosis 

  between Aiptasia and algae - toward the model for coral symbiosis” 
 
2015-2018 Grant-in-Aid for Scientific Research (B)                                   

 “Cellular dynamics in collective cell migration” 
 
2015-2020 Grant-in-Aid for Scientific Research on Innovative Areas (Research 

 in a proposed research area)                                  

 “Mechanical regulation of tissue folding and tube formation –  

  Neural tube formation as a model” 
 
2016-2022 Grant-in-Aid for Scientific Research on Innovative Areas (Research 

 in a proposed research area)                                  

 Advanced Bioimaging Support Platform 

 “Technical Support for Bioimage Analysis” 

 

m. Professional activities 

m-1: Activities in the societies 
 

1994 – Board member, The Japanese Biochemical Society 
1996 – 2015 Board member, Japanese Society of Developmental Biologists 
2000 – 2008 Board member, International Society of Differentiation 
2006 – 2008 President-elect, International Society of Differentiation 
2008 – 2010 President, International Society of Differentiation 
2015 – Present President, Japanese Society of Developmental Biologists 
 

m-2: Scientific Journals 
 

1999 –  Editorial Board Member, Development  
 (The Company of Biologists Ltd., Cambridge) 
2000 – Editorial Board Member, Differentiation Growth & 
 Development (Blackwell) 
2000 –2006 Senior Editor, Differentiation (Blackwell) 
2003 –   Associate Editor, Birth Defects Research Part C: Embryo Today: 
 Reviews (Wiley-Liss) 
2006 – Editorial Board Member, Mechanism of Development (Elsevier) 
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m-3: Scientific Council and Selection Committees 
 

2006 – 2010 Councilor, Noda Institute for Scientific Research 
2006 – 2007 External Reviewer, National Institute for Fusion Science 
2006 – 2010 Member of Selection Committee for KAKEN, Japan Society the 
 Promotion of Science 
2012 – 2016 External Advisory Board Member, Karlsruhe Institute of  
 Technology, Germany 
2012 – 2013 Reviewer for ERATO, JST 
2013 Ad hoc External Reviewer for Education and Research, Tokyo 
 Medical and Dental University 
2013 – 2014 Reviewer for KAKEN, Grant-in-Aid for Scientific Research on  
 Innovative Areas, MEXT 
2013 – 2014 Reviewer for KAKEN, Grant-in-Aid for Scientific Research on  
 Innovative Areas (Interdisciplinary Area), MEXT 
2014 – Associate Member, The Science Council of Japan 
2014 – 2015 Member of Selection Committee for KAKEN, Japan Society for the 
Promotion of Science 
2014 – 2015 External Reviewer, Japanese Association of Marine Biology 
2015 – 2016 Reviewer for KAKEN, Grant-in-Aid for Scientific Research on  
 Innovative Areas, MEXT 
2015 – 2016 Member of Selection Committee for KAKEN, Japan Society for the 
Promotion of Science 
2016 – 2017 Board Member, University of Tsukuba 
2016 – 2017 External Advisory Board, Amphibian Institute, Hiroshima 
 University 

 
KAKEN: Grants-in-Aid for Scientific Research 
ERATO: The Exploratory Research for Advanced Technology (Japan Science and 
Technology Agency) 

 

n. Teaching experience 
 
In addition to the teaching at SOKENDAI, the graduate school affiliated with NIBB, I have 

taught at other national and private universities and their graduate schools.  
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o. Other activities (if any) 
 
- Contribution as a core member of the committee for the science exhibition “The Amazing 

Journey from Egg to Adult” at the National Museum of Nature and Science (Tokyo), April 4 

to June 11, 2017. 
 
- Contribution as the presenter to the Niconico Live Broadcasting “Cell division of Xenopus 

embryo -from fertilization to hatching”, May 3-5, 2017 (gained 230,000 viewers and 120, 000 

live comments from the viewers). 
 
5.  Selected reprints (5 papers) 
Attached. 

1. Tao, H., Suzuki, M., Kiyonari, H., Abe, T., Sasaoka, T. and Ueno, N.  Mouse prickle1, 

the homolog of a PCP gene, is essential for epiblast apical-basal polarity. Proc. Natl. 

Acad. Sci. USA 106, 14426-14431, 2009. 
 
2. Morita, H., Nandadasa, S., Yamamoto, T.S., Terasaka-Iioka,C., Wylie, C. and Ueno, N. 

Nectin-2 and N-cadherin interact through extracellular domains and induce apical 

accumulation of F-actin in apical constriction of Xenopus neural tube morphogenesis. 

Development 137, 1315-1325, 2010. 
 
3. Suzuki, M., Hara, Y., Takagi, C., Yamamoto, T.S. and Ueno, N.   MID1 and MID2 are 

required for Xenopus neural tube closure through the regulation of microtubule 

organization. Development 137, 2329-2339, 2010. 
 
4. Negishi, T., Miyazaki, N., Murata, K., Yasuo, H. and Ueno, N. Physical association 

between a novel plasma-membrane structure and centrosome orients cell division. eLife 

e16550, 2016. 
 
5. Suzuki, M., Sato, M., Koyama, H., Hara, Y., Hayashi, K., Imamura, H., Fujimori, T., 

Nagai, T., Campbell, R.E., and Ueno, N. Distinct intracellular Ca2+ dynamics regulate 

apical constriction and differentially contribute to neural tube closure. Development 144, 

1307-1316, 2017. 
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平成 28 年度基礎生物学研究所እ㒊Ⅼ᳨ホ౯఍㆟ 
 
᪥᫬ 平成 29年 6 月 29 ᪥（ᮌ）12:20㹼16:00 

ሙ所 自然科学研究機構 ᒸᓮ事ົࢭンࢱーᲷ３㝵 第１会議ᐊ 
 

ཧຍ者 

す㇂ ࿴ᙪ ᮾ໭大学大学㝔生࿨科学研究科 ᩍᤵ 

⬟℩ ⪽┤ ᮾி大学大学㝔新領域創成科学研究科 ᩍᤵ 

┦㈡ ⏤⨾子 ᝟報・࣒ࢸࢫࢩ研究機構国❧㑇ఏ学研究所 ᩍᤵ 

⬌᱈ᆏ ோᚿ ᪩✄⏣大学⌮ᕤ学⾡㝔先進⌮ᕤ学部研究科 ᩍᤵ 

見学 ⨾᰿子 ி㒔大学 物㉁㸫⣽⬊⤫ྜ࣒ࢸࢫࢩᣐ点（iCeMS） ᩍᤵ 
 

基生研ഃ 

山本 正幸 基礎生物学研究所長  

上㔝 ┤ே ๪所長 

㔝⏣ ᫀᬕ 第１研究୺ᖿ 

㧗⏣ ៅ἞ 第２研究୺ᖿ 

ᕝཱྀ 正௦ྖ 第３研究୺ᖿ 

ⓙᕝ ⣧ 第㸲研究୺ᖿ 

長㇂部 ගὈ 第㸳研究୺ᖿ 

⸨᳃ ಇᙪ ⥲研大๪ᑓᨷ長 

すᮧ ᖿኵ 研究力ᙉ໬ᡓ␎ᐊ๪ᐊ長 ࢨࣈ࢜ーࣂー 
 

記録 

ඣ⋢ 㝯἞ 基礎生物学研究所 評価᝟報ᢸ当 ෸ᩍᤵ 
 
 

㈨ᩱ （P. 149 ཧ↷） 
㈨ᩱ１ 平成 28 年度実⦼のᴫせとᑗ᮶計画（࣡ーࣝ࢖࢓ࣇࢻ） 
㈨ᩱ２ Annual Report 2016（ᢤ⢋∧） 
㈨ᩱ３ 基礎生物学研究所のᴫせ̿平成 28 年度を中心に̿（࣡ࣃーポ࢖ントࣝ࢖࢓ࣇ） 

 
 
 
 
 
 

－ 83 －



 

  
 

  
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

  

 

 
 

 
 

 

 
  
 

 

 

 
 

 

 

 

 

㛤఍ 
 
（すᮧ） それでは、おそろいになりましたので、平成 28 年度の基生研の評価会議を開ദい

たします。私は、進行をົめさせていただきます基生研のすᮧと⏦します。 
 ึめに、山本所長からごあいさつを頂きたいとᛮいます。よろしくお願いします。 
 
所㛗ࠊࡘࡉ࠸࠶⮬ᕫ⤂௓ 
 
（山本） 基生研所長の山本でごࡊいます。あらためて、本᪥はありがとうごࡊいます。本

当におᛁしい先生方に㞟まっていただいてᜍ⦰なのですが、基生研のためによろしくお願い

したいとᛮっています。 
 まࡎ、こちらഃのฟᖍ者を私から紹介します。お㞄が๪所長の上㔝ᩍᤵです。そのお㞄が

第１୺ᖿ、㈈ົをᢸ当している㔝⏣ᩍᤵです。そのお㞄が第２୺ᖿで⥲ົ・共同研究な࡝を

ᢸ当している㧗⏣ᩍᤵです。それからお㞄が第３୺ᖿのᕝཱྀᩍᤵで、評価のᢸ当になってい

ます。そのお㞄が第㸲୺ᖿのⓙᕝᩍᤵで、Ᏻ඲ࡸ▱㈈な࡝のᢸ当です。そのお㞄が第㸳୺ᖿ

の長㇂部ᩍᤵで、᪋タのᢸ当です。そのお㞄が⸨᳃ᩍᤵで、⥲研大の๪ᑓᨷ長です。形の上

では所長がᑓᨷ長なのですが、実㉁は๪ᑓᨷ長が⥲研大の関ಀを௙切ってくれています。そ

れから、㝙ᖍとしてඣ⋢෸ᩍᤵが記録➼をྲྀってくれています。ということで、本当によろ

しくお願いしたいとᛮいます。 
 では、外部の先生方、お一ேࡎつ⡆༢に自ᕫ紹介していただくということでよろしいでし

 。うか。よろしくお願いしますࡻ
 
（す㇂） ᮾ໭大学のす㇂でごࡊいます。 
 
（⬟℩） ᮾி大学の⬟℩と⏦します。20 年ࡄらい๓にこちらで助手として㸳年㛫お世ヰに 

なって、基生研には㠀ᖖにឡ着があります。その㡭には㔝⏣先生によくᛣられていましたࡅ

れ࡝（➗）。 
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（㔝⏣） では、今᪥もᛣられてᖐってください（➗）。 
 
（⬟℩） よろしくお願いします。 
 
（┦㈡） 㑇ఏ研の┦㈡です。私は、㑇ఏ研に⛣って㛫もなくこちらの運営委員をさせてい

ただいて、まだ㑇ఏ研のこともよく分からないときに基生研の中というか、運営会議で委員

としていろいろຮᙉさせていただきました。それから十ᩘ年目になるのですが、もちろࢇ㑇

ఏ研と基生研というのは、いろいろな意࿡で㠀ᖖに῝い関ಀがあるとᛮいますので、私も㑇

ఏ研の方の意見というか❧ሙもヰしたいし、基生研の❧ሙもかなりよく分かるようなẼがし

ますので、そういう意࿡でཧ考になればとᛮいます。 
 
（⬌᱈ᆏ） ᪩✄⏣大学の⬌᱈ᆏです。３月まで㸲年㛫、運営委員をさせていただきました。

൅は私❧大学にいますので、඲く㐪う国❧の研究所の運営の௙方な࡝、いろいろຮᙉさせて

いただいて、大ኚཧ考になりました。今᪥は、また൅だࡅちࡻっと㐪うど点があるかもしれ

ないので、よろしくお願いします。 
 
（見学） ி㒔大学 iCeMS の見学と⏦します。㸳、６年๓でしࡻうか、一度この評価会議に

ཧຍさせていただいたことがあります。iCeMS はちࡻっと特別な⤌⧊なので、今、⤌⧊の生

きṧりにかࡅてというᡓ␎な࡝にちࡻっとẘされているところなので、そういう部分でちࡻ

っとኚな意見を⏦し上ࡆるかもしれませࢇが、ごཧ考になればとᛮいます。࡝うࡒよろしく

お願いいたします。 
 
（すᮧ） ࡝うもありがとうごࡊいました。 

 それでは、᭱ึに基生研のᴫせということで、࣡ࣃポのࠕ基礎生物研究所のᴫせ̿平成 28
年度を中心に̿ࠖの説明を、山本所長からお願いいたします。 
 
㸯㸬平成 28年度実績の概要 
 
（山本） それでは、㈨ᩱ３に基࡙きまして、基生研のᴫせをおヰししたいとᛮいます。こ

の後ࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹンしていただくのですが、もう本当に忌憚のないࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹンをし

ていただࡅればとᛮいます。 
 それでは、説明させていただきます。 
 
#１ 

 基生研は大学共同利用機関ということで、これは㑇ఏ研な࡝も同じですが、一つは㧗度な

研究を進めるというࣙࢩࢵ࣑ンと、同᫬に大学共同利用機関として国内の大学➼と連携して

わが国඲యの基礎生物学のᗏ上ࡆをᅗる、そういうお手ఏいをするという஧つのࣙࢩࢵ࣑ン

をᣢっています。 
 
#２ 

 ἢ㠉としては、ちࡻう࡝今年で創❧ 40 年になります。もともとはᒸᓮ国❧共同研究機構と

いって、お㞄の生⌮研、分子研と୕つで一つの機構となっていたのですが、大学共同利用機

関のἲே໬にకいまして、自然科学研究機構に⤫ྜされて、現ᅾは୕研究所ࢫࣛࣉ国❧ኳᩥ

ྎ、それからᅵᒱᕷにある᰾⼥ྜ科学研究所と、ࡸࡸከᒱにわたりますが、基礎研究を目指

している஬つの研究所で一つの機構を形成しています。 
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#３ 
 現ᅾ、部㛛別に⣽⬊生物学、発生生物学、⚄⤒生物学、進໬ከᵝ性、⎔ቃ生物学、あとᑠ

さいですが⌮ㄽ生物学࣓࢖ࡸーࢪン࢚࢖ࢧࢢンࠎ➼ࢫといった形で研究領域を分ࡅています。

生物学であれば඲ての領域をࣂ࢝ーしていると言っていいとᛮいます。ྛ領域のேᩘは᫬ࠎ

のே事によってከᑡ᣺れています。࡝こそこの領域にはఱ名という形で運営はしていませࢇ。 
 現状は、ྑୗの方に෇ࣇࣛࢢがありますが、今年の㸲月１᪥現ᅾで、学生さࢇたちも含め

て⥲員で 300 名ちࡻっとです。ᩍᤵが、客員・特௵・ව௵の方を含めて 16 名、෸ᩍᤵが 16
名、助ᩍが 37 名、それから研究員が 60 名㊊らࡎいます。あとᢏ⾡⫋員が 25 名、大学㝔生が

54 名です。これは⥲研大の学生とཷクでཷࡅධれている学生を㊊したᩘです。それから、実

㦂あるいは事ົを助ࡅてくださっている方が 100 ேవりいるという状ἣです。 

 ここに載っている㸲ேのᩍᤵが、᭱㏆のே事で着௵された方ࠎです。基生研は、これまで

ẚ㍑的まとまったᩘでே事をすることがከく、３ேとか㸲ேという形でබເをฟしています。

１名だったらかなり㑅考対㇟分㔝を㝈らないといࡅないな࡝の⦡りがฟてくるのですが、」

ᩘ同᫬බເによって、分㔝の中にࠕその௚ࠖという༊分を⨨くことができ、Ⰻい方ならࢇ࡝

な分㔝からでも᥇れる形にしてே事を行ってきています。今回は㟷ᮌさࢇ、上⏣さࢇ、中山

さࢇ、ᮾᓥさࢇと、それࡒれ特ᚩ的な方ࠎをリࣝࢡートできたと考えています。 
 
#㸲 

 それから、⤌⧊の現状はこのᅗのようになっています。後で、ࢭンࢱー➼についてはಶ別

にご説明があるとᛮいます。 
 
#㸳 

 㸳࣌ーࢪ目が㈈ᨻです。年㛫஧十ᩘ൨෇の㈈ᨻつᶍになっています。᫖年度と今年度はᘓ

物のᨵಟがあったので、┿ࢇ中あたりにある⣸Ⰽの᪋タ㈝ところがቑえています。その分が

あるのでちࡻっとྑ⫪上がりに見えていますが、඲యとしては運営㈝はῶᑡഴྥということ

です。 
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 ㈈ᨻについては、第１୺ᖿの㔝⏣先生が詳しい分ᯒをされていますので、ᑡし㏣ຍをお願

いします。 
 
（㔝⏣） 所長からῶᑡഴྥであるというヰがありましたが、ẖ年 1.6㸣の運営㈝஺௜㔠の

ῶᑡと科研㈝➼の自助ດ力による཰ධのῶᑡ、それからᴫ⟬せồ➼で新しい事業㈝が❧ち上

がらないこと、この୕つが୺なῶᑡ⌮⏤です。 
 ᭱ึに⏦し上ࡆますが、これは基生研ࣃࣟࣉーのண⟬でして、共㏻᪋タであるアࢯ࢖トー

 。ࢇーの⤒㈝は含まれておりませࢱンࢭࢫン࢚࢖ࢧ࢜࢖ࣂྜ⤫ーならびにࢱンࢭ実㦂ࣉ
 上から୕つまでの㈝目（ே௳㈝、研究⤒㈝、共同利用⤒㈝）を運営㈝஺௜㔠というくくり

で࿧ࢇでいます。自ᕫ཰ධというのは特チᩱࡸᐤ㝃㔠な࡝ですがࢢࢿリࣝࣈࢪな㔞ですので、

཰ධの大部分は運営㈝஺௜㔠ということになります。⣽かく見ていきますと、一␒上のே௳

㈝と⛠するものはᖖ໅と㠀ᖖ໅のே௳㈝で、౑用内ヂとしてはே௳㈝がࠥ60㸣になります。 
 ⷧい⣸Ⰽで♧した研究⤒㈝ 239（ⓒ୓෇）のうちの 79㸣がග⇕Ỉ・ᘓ物⥔ᣢ・⎔ቃᩚഛ➼

に౑われていまして、実際に研究⤒㈝として部㛛➼に㓄っているのはこのうちの 18㸣しかあ

りませࢇ。それから୕つ目に、共同研究⤒㈝ 278（ⓒ୓෇）というᩘᏐがありますが、この

中の 42㸣は IBBP ーのண⟬です。さらにࢱンࢭ 37㸣が௜属᪋タࡸᢏ⾡ㄢの⤒㈝で、㸵㸣が共

同利用のお㔠になります。先࡝࡯ே௳㈝が 60㸣と⏦しましたが、IBBP というのは༙分独❧

した形で運営しているので、共同研究㈝の中から IBBP 分を㝖きますと、ே௳㈝が運営㈝஺

௜㔠の 66㸣に達しております。 
 一␒ୗに科研㈝➼というのがありますが、この 388（ⓒ୓෇）というᩘᏐのうちの中で、

後࡝࡯説明があるとᛮいますが、ABiS のண⟬がこの中の 66（ⓒ୓෇）を༨めております。

したがって科研㈝のⴠち㎸ࡳも見られるということが᭱㏆の大きなኚ໬であるとᛮいます。 
 運営㈝஺௜㔠඲యの౑㏵内ヂを⡆༢に言いますと、ே௳㈝が 60㸣、ග⇕Ỉ㈝が 20㸣。ṧり

20㸣で研究所のᵝࠎな活動を運営しているということになります。大య、以上です。 
 
（山本） 私からもうᑡし説明したところでご意見ご㉁ၥをཷࡅたいとᛮいます。 
 
#６ 

 基生研の活動について、᭱ึに஧つの大きなࣙࢩࢵ࣑ンがあると⏦し上ࡆましたが、それ

をさらに⣽かく஬つࡄらいに分ࡅて考えると分かりࡸすいということで、この後のご説明も

そういう形でさせていただきます。 
 ஬ゅ形のᅗをᕥୗの方から見ていきますと、一つは学⾡研究の推進です。当然ながら研究

所としてⰋい研究をするということを目指します。それから２␒目が共同利用・共同研究を

推進する、ࣘーࢨーが౑いࡸすい形にいろいろなไ度をᩚえていくということをࡸっていま

す。୕つ目が国際連携とᗈ報活動、ア࢘トリーࢳ活動です。ᅄつ目が新領域の開拓。ಶࠎの

先生方がⰋい研究をすると同᫬に、研究所඲యとして᪥本の生物学の今後の研究方ྥをつく

っていく、そのような活動もしていかなࡅればいࡅないということで、新領域の開拓を考え

ています。஬つ目としては、当然ながらḟ世௦を育てるというᙺ目で、大学㝔生あるいは若

手の研究員の方ࠎに対していろいろな手当てをして、研究者としてఙびていくことをお手ఏ

いするという考え方で活動を進めています。 
 
#㸵 

 以上が大యのまとめなのですが、そのḟの࣌ーࢪには大㝮Ⰻ඾先生のことがᑡし書いてあ

ります。ここでは大㝮さࢇと࿧ばせていただきます。もう᪤にごᢎ▱かとᛮいますが、大㝮
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さࢇは、1996 年から 2009 年までの 13 年㛫、基生研で研究ᐊを୺ᐓされました。これもよく

ごᢎ▱のことだとᛮいますが、ᮾ大のᩍ㣴学部・㥖ሙにおられた㡭、もともとは㓝ẕ

（Saccharomyces）のᾮ⬊が࡝ういうᙺ๭を果たしているかということに⯆࿡をᣢたれて研究

されていたのですが、ࢸࣟࣉアーࢮの✺然ኚ␗ᰴな࡝を౑うとᾮ⬊にものがたまってくると

いうことを㢧ᚤ㙾で見つࡅられ、それが࢜ートࢪ࢓ࣇーを実際に目で見ているものだという

ことにẼが௜かれて、そこから研究が㣕㌍的に発ᒎしたわࡅです。ᮾ大におられた㡭にそう

いう発見をして、なおかつ࢜ートࢪ࢓ࣇーが㉳こらない✺然ኚ␗ᰴをྲྀろうということで、

㓝ẕでそういうものを見つࡅられました。そのような᫬点で基生研のᩍᤵに着௵されて、一

つには、㥖ሙのときは助ᩍᤵでご自分と大学㝔生しかいなかったのが、基生研ではࣝࢢーࣉ

が⤌めるということになりました。ྜྷ᳃助ᩍᤵ２ࡸ名の助手、それからᢏᐁの方と研究員１

名ということで一Ẽに６ࣇࢵࢱࢫ名のࣝࢢーࣉに大きくなりました。もう一つには、基生研

のᣢっていた DNA ーを୙⬟にࢪ࢓ࣇート࢜、に活用されてࣝࣇを࡝ーな࣡ࣃのࢫーケンࢩ

するཎᅉ㑇ఏ子のሷ基㓄ิを▷期㛫にỴめられました。ሷ基㓄ิが分かっても、実は先౛の

ない㑇ఏ子ばかりだったので༶座には機⬟が分からなかったのですが、研究ᐊに㞟まってき

た若手がඃ⚽な方ࠎで、研究を進めて㑇ఏ子の機⬟も✺きṆめていかれて、お௙事が大きく

ఙびました。 
 
#８ 

目に書いてありますように、1996ࢪー࣌８  年に基生研で௙事をጞめられてから、ㄽᩥのᘬ

用ᩘがうなࡂ上りにఙびていったことがお分かりになるとᛮいます。それから、࢜ート࢓ࣇ

ࢱンࢭࢫレン࢓ࣇンࢥーに関する᭱ึの国際会議が、ᒸᓮの３研究所が共同でᣢっているࢪ

ーで行われています。 
 そのような⤒⦋なので、先࡝࡯ちࡻっとヰにฟていましたが、世の中ではࠕᮾᕤ大の大㝮

先生ࠖになっていますが、㠀ᖖに大事なⱆがฟたのはᮾ大で、ⰼがဏくところまでいったの

は基生研でだとᛮっています。 
 以上が、私が説明する部分です。 
 
（すᮧ） ࡝うもありがとうごࡊいました。それでは、ただ今のᴫせに関ಀして、ఱかご㉁

ၥがごࡊいましたらཷࡅたいとᛮいますが、࡝うでしࡻうか。⬟℩さ࡝、ࢇうࡒ。 
 
（⬟℩） では、ண⟬に関して。これは３年㛫の分しか㈨ᩱがないのですが、౛えばちࡻう

らいῶࡄれ࡝てண⟬としては࡭大㝮先生が㉱௵された㡭、私もいたのですが、その㡭にẚ࡝

っているឤじなのですか。 
 
（㔝⏣） 正☜なところは分からないのですが、1990 年௦ごろには特別タഛ㈝というお㔠が

すࣉࢵトアࢵࢭを࣎らいㄆめられていて、そのお㔠を౑って新௵ᩍᤵがࣛࡄẖ年１൨෇ࡰ࡯

ることがྍ⬟だったわࡅです。大㝮先生が᮶られた㡭がከ分᭱後ではなかったかとᛮいます。

それ以㝆の方は、いわࡺる特別タഛ㈝を౑ってのࢵࢭトアࣉࢵは୙ྍ⬟となって、基生研が

自助ດ力で用意した❧ち上ࡆ⤒㈝ということで、1000ࠥ2000 ୓෇ࡄらいを‽ഛ㔠として提౪

してきました。それも᭱㏆はᅔ㞴となり、ここ２年࡝࡯は、300 ୓෇࡝࡯でࣛ࣎を❧ち上ࡆ

てくださいという状ែになっているのが現状です。 
 
（山本） ㈈ᨻがᨵၿすれば᭱⤊的には 1000 ୓෇ࡄらいᕪし上ࡆたいと考えてはいるのです

が。 
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（㔝⏣） できればそうしたいところですが、᭱㏆はⱞしい中でࣛ࣎を❧ち上ࡆるというこ

とが㉳きているということです。大㝮先生はྂきⰋき᫬௦の基生研のᜠᜨにあࡎかったேと

いうことで、基生研に᮶て研究が一ᣲにⰼ開いたというのは、この❧ち上ࡆのண⟬も大いに

㈉⊩したということではないかとᛮいます。 
 
 。らいになっているឤじなのですかࡄらい。༙分ࡄれ࡝っくりとࡊ （℩⬟）
 
（山本） いࡸ、そこまでではありませࢇ。さっきちࡻっと言ったように、平成 28 年度は᪋

タᩚഛのᘓ物のお㔠がධっているので、実㉁の運営㈝は 22㹼23 ൨෇が現状です。記᠈が᏶඲

ではないですが、ከ分、ከいときは 28㹼29 ൨෇ࡄらい、30 ൨෇㏆くまで上がったことがあ

ります。 
 それから、大㝮さࢇがいたときは科研㈝も特別推進研究な࡝がධっていたので、これがい

くらか上஌せせᅉになっていたとᛮいます。新学⾡領域研究にከᩘ᥇ᢥされていた㸲、㸳年

๓でしࡻうか、その㡭が運営㈝のࣆーࢡだったという記᠈はあります。 
 
（上㔝） もうᑡしྂい᝟報になりますが、ࡊっくりとしたᩘᏐで 10 年๓だと科研㈝を㝖い

た分で⣙ 15 ൨෇、そのうちの༙分がே௳㈝でした。 
 
（⬌᱈ᆏ） よろしいですか。それに関連してなのですが、この大㝮さࢇのときの࣓ンࣂー

だと、౛えば一つの研究ᐊに助ᩍᤵがいて助手が２ே、つまり３ேࣃーࢿ࣐ントのࣇࢵࢱࢫ

が支えてくれた上で、研究員とᢏᐁが௜いている。今はከ分一つの研究ᐊに助ᩍが２ேか෸

ᩍᤵが１ேかと。つまり、༙分以ୗの一研究ᐊの༢఩になっていますよࡡ。それでከくの᭱

㏆ࣀーࣝ࣋㈹をྲྀっている先生方のところというのは、ࢇࡳなこういう構成の᫬௦の௙事な

のです。名ྂᒇ大の㉥ᓮ研もኳ㔝さࢇがいたりという。だから、こういうのを⥔ᣢできなく

なっているのは、᪥本඲యにとって඲然Ⰻくないことではないかなと。もともとうちの大学

はㅮ座ではないので、一見ばらばらなので、ᢏ⾡の⥔ᣢࡸ⥅ᢎという意࿡で本当にⱞしい。

だから、基生研もࣗࢩリンࢡの方ྥにྥかっていると、あまりᮃましくないようなẼがした

のですࡅれ࡝も。 
 
（㔝⏣） 部㛛当たりのࣇࢵࢱࢫのᩘがῶっているཎᅉの一つは、2000 年に３研究所ྜ同で

ですが、௜いたのはࡅーを㐀るということでᴫ⟬せồをしたわࢱンࢭࢫン࢚࢖ࢧ࢜࢖ࣂྜ⤫

ᩍᤵのポࣙࢩࢪンだࡅだったのです。෸ᩍᤵ以ୗは௜かなかったので、３研究所からࢵࢱࢫ

 。をᣢちฟしたということでࣇ
 
（⬌᱈ᆏ） ๭いているわࡅですࡡ。 
 
（㔝⏣） その関ಀで一ᣲにῶっているというのが、一␒大きいとᛮいます。 
 
（┦㈡） 基生研は、ࣗࢽࢸアトࣛࢡࢵというポࣙࢩࢪンはあるのですか。 
 
（山本） いࡸ。㑇ఏ研のような形のものはタᐃしていませࢇ。 
 
（┦㈡） 助ᩍの௵期は࡝うなるのですか。 
 
（山本） 助ᩍの方は、一応㸳年が１期で、㸳年を㐣ࡂると２年、２年という形でᑂᰝをし

ながら௵期をᘏばしています。ただ、ごᢎ▱のように、ປാዎ⣙ἲがᨵ正になりましたので、
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そういう形で 10 年よりᘏばすのは㠀ᖖに㞴しいかなというၥ㢟が㉳こりつつあります。 
 
（┦㈡） その㎶のၥ㢟は、基生研に㝈らないですࡡ。今一␒ၥ㢟になっていて、ࢩࢽࢡࢸ

ࣕンにしてもఱにしても、ປാዎ⣙ἲᨵ正が行われて今年度が㸳年目なのですࡡ。 
 
（山本） そうです。 
 
（┦㈡） ⤖ᒁはその後ࣕࢩࢽࢡࢸンとか事ົ員を࡝うするか。なかでもࣃートさࢇな࡝の

事ົ員はかなりཝしいですࡡ。そういうのは、࡝ういうࡩうに。 
 
（山本） 基生研では、いわࡺるᢏ⾡⣔の⫋員の方は、研究をࢧポートしているというࢸ࢝

リーで考えて、㸳年ではなくてࢦ 10 年㛫。 
 
（┦㈡） ࡸはり 10 年にしているのですࡡ。 
 
（山本） はい。それをㄆᐃするか࡝うかというᑂᰝを行って、ఱ十ேもそういう形でㄆᐃ

をして、それࡒれの方にはዎ⣙を᭦ᨵするときにࠕあなたはこういう❧ሙですよࠖというこ

とをᢎㅙしていただいて進めています。事ົ⣔の方については᮶年３月で㸳年㛫が⤊わるケ

ーࢫになります。それに対しては、自然科学研究機構でᐃ年ไ⛣行をするか࡝うかというᑂ

ᰝ方式を一応Ỵめましたので、それにのっとってᐃ年ไ⛣行したいேは⏦ㄳをฟしてくださ

い、ᑂᰝをしますということで、現ᅾ手⥆きが進行中です。඲య的なまとめの⤖果はฟてい

ませࡅࢇれ࡝、そういう状ἣです。 
 
（┦㈡） あともう一つ、基生研がࢧポートするポࢡࢻࢫというไ度はあるのですか。 
 
（山本） はい。基生研の運営㈝஺௜㔠でࢧポートしているポࢡࢻࢫ、NIBB リࢧー࢙ࣇࢳ

ࣟーというのがあります。 
 
（┦㈡） それが NIBB リࢧー࢙ࣟࣇࢳーですか。大యఱேࡄらい᥇れていますか。 
 
（山本） 現ᅾ࢙ࣟࣇーはఱேでしたか。 
 
（すᮧ） ８名と書いてあります。 
 
（┦㈡） ８名も᥇っているのですࡡ。それは２年ですか、３年ですか。 
 
（山本） ௵期３年です。 
 
（┦㈡） ３年㛫。ではかなりいい方です。㑇ఏ研は㸲ேࡄらいになってしまいました。 
 
（⬌᱈ᆏ） そうですか。 
 
（すᮧ） 基本はྛ部㛛１名ということです。 
 
（┦㈡） ᥇れるということですか。 
 
（山本） ᩍᤵがいるところには基本᥇れるというྲྀりỴめで、現状８名ということはない、

もうᑡしቑえているのではないかというẼがするのだࡅれ࡝。 
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（すᮧ） ቑえているのですか。ここには８名と書いてある。 
 
（山本） そうですか。あと、独❧の෸ᩍᤵ、すなわち෸ᩍᤵで PI の方のところにも NIBB
リࢧー࢙ࣟࣇࢳーを௜ࡅているので、なかなか㈈ᨻ的には大ኚなのです。それで一᫬期、᫖

年度は㈈ᨻがかなりཝしいということで、NIBB リࢧー࢙ࣟࣇࢳーの新つ᥇用を෾⤖しまし

た。新௵のᩍᤵの方は౛外として、これまでᣢっていたところの方が㎡めたからḟ᥇りたい

というのは、ᑡしᢚえていただきました。その㎶はいつも所長の考えと㈈ົᢸ当の考えが⤖

構いろいろとࢥンࣇリࢡトがあるところで（➗）、現状はṆめていたのを෌開したという状ἣ

になっています。 
 
（すᮧ） 今、10 名だそうです。 
 
（山本） 10 名ですか。 
 
（すᮧ） はい。 
 
（┦㈡） 10 名が࢙ࣟࣇー。でも、それはẖ年 10 名というのではなくて。 
 
（すᮧ） ではなくて、基本はྛ部㛛１ேࡎつということですよࡡ。 
 
（┦㈡） そういうことですࡡ。 
 
（山本） はい。今、客員➼でないᩍᤵの方が 13 名いますので、13 名ࢫࣛࣉ、あと独❧෸

ᩍᤵが㸲ேですかࡡ。だから、17 名ࡄらいが࣒࣐ࢩ࣐࢟のᩘになります。だから、６๭ࡄら

いᇙまっているということですかࡡ。 
 
（┦㈡） では、新つに᥇るのは大య年㛫࡝れࡄらいなのですか。 
 
（すᮧ） ３年ࡎつですから、ちࡻっとࡎつኚわっていきますࡡ。 
 
（┦㈡） 㸳ேとか、そのࡄらいですかࡡ。 
 
（山本） ௵期はᘏ長はなしで３年でおしまいということになっています。 
 
（上㔝） NIBB リࢧー࢙ࣟࣇࢳーのヰがฟたので、ちࡻっと㏣ຍで⏦し上ࡆますと、私自

㌟、これはすごく基生研にとって大事な࣒ࢸࢫࢩだとᛮっています。その一つは、科研㈝に

書いていないような新しい研究をࡸろうとしたときに㠀ᖖに有ຠです。目的外౑用は㠀ᖖに

ཝしくไ㝈されているので、新しいことをࡸりたいとᛮったときに、私自㌟も発生学とちࡻ

っと㐪う௙事をጞめたのですが、このไ度でポࢡࢻࢫを㞠って研究できているという現状が

あります。 
 
（すᮧ） ࡝うも。それでは、見学さ࡝ࢇうࡒ。 
 
（見学） ⤌⧊ᅗの中で、所長のୗに研究力ᙉ໬ᡓ␎ᐊというところがあって、この஬つの

 。のようにされているのですか࡝の運営はࣉーࣝࢢに分かれているのですが、このࣉーࣝࢢ
 
（山本） 後で研究力ᙉ໬ᡓ␎ᐊは⣽かくご説明するので、そのときにご㉁ၥいただいた方

がいいかとᛮいます。ࡎっと後の方なのですが、㈨ᩱ３で言いますと、30 に⤌⧊ᅗがࢪー࣌
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書いてあります。 
 
（すᮧ） ௚にご㉁ၥごࡊいますか。では。 
 
（す㇂） ே௳㈝がண⟬、運営㈝஺௜㔠の大部分を༨めるようになっているという大きなၥ

㢟というご指᦬でしたが、部㛛のᩘはここ 20 年ࡄらいで࡝のようにኚ㑄しているのでしࡻう

か。 
 
（山本） ᑡなくとも、部㛛のᩘとしてはῶっていませࢇ。ただ、㠀ᖖに長期的に見ると、

私もここの客員ᩍᤵをしていた᫬期がありますし、⬟℩さࢇも➉ᕷさࢇが客員ᩍᤵをされて

いたときのࣇࢵࢱࢫだったのですが、᫇は客員部㛛というのがあって、そこにே員が௜いて

いたのです。しかし、その客員部㛛がࢇ࡝ࢇ࡝なくなっていって、そこに௜いていたே員を

いろいろなところに᣺り分ࡅていく形でኚ໬してきているのです。ですから、基ᖿ部㛛はそ

 。すᮧ先生が一␒ご存じかもしれない。ࢇなにኚわっていませࢇ
 
（すᮧ） そうですࡡ。基本的にはあまりᩘはኚわっていないとᛮいます。☜かに客員部㛛

が஬つ、භつありました。客員ᩍᤵのポࣙࢩࢪンというのは客員ですからே௳㈝とは関ಀな

いのですが、そこに助手２名௜いていたのが、࡯と࡝ࢇもう௜ࡅられなくなったということ

で、今、客員部㛛は１部㛛だࡅになっています。ですから、඲య的にはࡸはり཰ධがῶって

きて、そこのところにしわᐤせが᮶ているということになっています。 
 
（す㇂） ということは、部㛛のᩘというか、඲యの形をᏲるためにいろいろⱞປされてい

て、こういう状ែになっているということですࡡ。 
 もう１点。特別⤒㈝というのは、新௵ᩍ員のࣛ࣎の❧ち上ࡆに඘当されていたということ

でしたが、それ以外にもከ分大ᆺ機ჾ➼にも౑えていたとᛮうのですが、ண⟬の௙⤌ࡳがኚ

わったことによって、大学以上にこういう研究所のሙྜは大ᆺの共㏻機ჾの᭦新がᚲせだと

ᛮうのですが、そのあたりは࡝のように。 
 
（山本） 本当におっしࡷるとおりで、ある意࿡、ఱか⥘Ώり的に᫬ࠎධってきたண⟬でఱ

とか⥔ᣢしています。現ᅾも DNA のࢩーケンࢧーとそれからࢥンࣗࣆーࢱー、୧方ともも

うアࢹࣉࢵートが本当にⅆᛴな状ἣなのですが、特にண⟬の当てがあるわࡅでもありませࢇ。

ᴫ⟬せồでは基┙的タഛᩚഛとして２൨ 5000 ୓෇ࡄらいをせồしています。それから、ྛ ࢭ

ンࢱーのࢡ࢙ࢪࣟࣉトせồな࡝にそういう機ჾを⤌ࡳ㎸ࢇでいくようなことを行っています。

後でከ分、上㔝さࢇからᑡしご説明があるかもしれませࢇが、そういう形でఱとかつないで

いきたい、とࡸりくりしている状ἣです。ᩥ 科┬がそういうタഛはᚲせだとᖖにㄆめてくれ、

ᚲࡎᥐ⨨してくれるというものではないので、その᫬ࠎ、できる方⟇でࡸってきているとい

う状ἣです。 
 
（㔝⏣） ちࡻっと㏣ຍします。ே௳㈝が 60㸣というのがከいかᑡないかということですが、

大学では࡝れくらいのᩘᏐか。ከ分ᆅ方大学だともっと㧗いのだろうとᛮいますが。 
 
（山本） ᮾ大ࡸி大な࡝、大きな大学はከ分 50㸣ࡄらいにᢚえられるとᛮいます。ただᑠ

さいところになると、本当にもう 95㸣ࡄらいがே௳㈝というところもあるので、それは研究

なࢇかできないというか、研究をするなということですよࡡ。 
 
（㔝⏣） ᗄつかの大学で今、ே事を෾⤖しているということは⪥にします。⤠ろうとᛮっ
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たらே௳㈝を⤠るのが一␒手っྲྀり᪩いと言えば手っྲྀり᪩いので。 
 
（山本） ໭大な࡝も、本当にே௳㈝๐ῶということで、඲యとしてఱ年㛫かで 14㸣ῶらす

というヰになって、⥲長㑅ᣲでその説の⥲長が㈇ࡅたのです。ከ分、༙分ࡄらいのᩘ್をฟ

していた方が新しい⥲長になられたのだとᛮいますが、でも本当にそれでࡸっていࡅるのか

 。うか、㠀ᖖに῝้なၥ㢟だとᛮいます࡝
 
（すᮧ） ご指᦬されたタഛ㈝が࡯と࡝ࢇ௜かなくなったというのは、20㹼30 年๓は、ẖ年

ではありませࢇでしたが、３研究所で回って１൨෇ࡄらいࡎつタഛ㈝が௜いたりしていたの

ですが、その後、重点タഛ㈝というものになって、今度それはබເの形になって、タഛ㈝を

⏦ㄳすることができるようになったのですが、あるẁ㝵からもうそういうものは඲くなくな

って、基本的にはᴫ⟬せồ事㡯という形になってしまったものですから、基生研な࡝はそう

いう意࿡で新しい大ᆺの機Ეをもう一度導ධするとか、そのようなことが࡯と࡝ࢇできなく

なってきているということが㠀ᖖに大きなၥ㢟になっています。 
 
（す㇂） ே௳㈝ともう一つ、ග⇕Ỉ㈝が 20㸣を༨めているということですが、㏫に、運営

㈝஺௜㔠の 20㸣で研究所の඲てのග⇕Ỉ㈝を㈥っておられるということですか。ということ

は、研究㈝からはග⇕Ỉ㈝➼、㛫᥋⤒㈝は支ฟしなくてもいいということでしࡻうか。 
 
（山本） ಶேの研究㈝から྾い上ࡆなくていいか࡝うかということですࡡ。 
 
（す㇂） ええ。 
 
（山本） 今はࡸっていないですよࡡ。 
 
（す㇂） それは㠀ᖖにᜨまれた⎔ቃかもしれませࡡࢇ。 
 
（すᮧ） いࡸ。㛫᥋⤒㈝は඲部ᕪし上ࡆているわࡅですࡡ。 
 
（㔝⏣） 㛫᥋⤒㈝というのが㈨ᩱ３の㸳࣌ーࢪに書いてあります。156（ⓒ୓෇）というᩘ

Ꮠがฟていますが、これはいわࡺる科研㈝➼の外ᯟに௜いている 30㸣の㛫᥋⤒㈝の中で基生

研が౑ったお㔠ということになります。40㸣がいったࢇは事ົࢭンࢱーに㓄分され、そこで

３研究所に関わるお㔠を౑って、そのṧりについてはまた基生研に㏉ってくることになって

います。そのお㔠を含めて、この 156（ⓒ୓෇）というᩘᏐが㛫᥋⤒㈝として載っていると

いうことです。 
 
（⬌᱈ᆏ） ಶࠎの研究者にᡠったりはしないのですか。 
 
（㔝⏣） ᡠらないです。 
 
（⬌᱈ᆏ） 㑇ఏ研も㸽 
 
（┦㈡） 㑇ఏ研もᡠらないです。 
 
（㔝⏣） ですから、࡝こも同じだとᛮいますが、われわれ大学共同利用機関なのですが、

運営㈝஺௜㔠の中で実㉁的に研究㈝に౑っているのは本当にᑡないࣃーࢭンࢸーࢪで、実際

の研究はそれࡒれの先生が✌いでいる➇த的㈨㔠で回しているのが実᝟だということが分か
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るかとᛮいます。 
 
（すᮧ） よろしいですか。 
 
（す㇂） ありがとうごࡊいました。 
 
（すᮧ） それは今、㠀ᖖに重せなところですが、またいろいろなところでฟてくるかもし

れませࢇので、そこのところで含めてご討議いただきたいとᛮいます。 
 それでは、まࡎ、基生研の学⾡研究の推進に関して、࣡ࣃポですと９࣌ーࢪです。ⓙᕝさ

 。お願いします、ࢇ
 
Ϩ㸬学⾡研究の᥎㐍 
 
（ⓙᕝ） ࣡ーࢻの方の㈨ᩱ１、࣌ーࢪの２と３をごぴください。ࠕ平成 28 年度実⦼のᴫせࠖ

のࠕ学⾡研究の推進ࠖとして、基生研の᫖年度の一ぴになっています。基生研が力をධれて

いる⣽⬊生物学、発生生物学、⚄⤒生物学、進໬ከᵝ性生物学、⎔ቃ生物学➼の成果が一ぴ

としてฟています。ここにありますように、౛年のごとくいろいろ成果がฟています。一つ

一つྲྀり上ࡆると切りがないので、ご㉁ၥがあればᣲࡆていただきたいとᛮいますが、ここ

でࣛ࢝ーの࣡ࣃポの方をごぴください。 
 
#９ 

させていただいたものが୕つあります。᫖年ࡆになりますが、われわれがྲྀり上ࢪー࣌９ 

度は 22 てẚ㍑的ከい方だったかとᛮい࡭させていただきまして、౛年にẚࢫリリーࢫレࣉ௳

ます。᪥にちが新しい方から୕つあるのですが、われわれとして目❧った成果であるとᤊえ

ているものがこの୕つになります。 
 ẚ㍑的᭱㏆、今年の３月㸵᪥に発⾲したのがࠕ⣽⬊内࢜࢖࣒࢘ࢩࣝ࢝ンのᒁ所的な⃰度ኚ

໬が⬻のཎᆺ࡙くりに重せであるࠖというもので、これは上㔝研究ᐊを中心とした国際的な

共同研究の成果です。⣽⬊内の࢜࢖࣒࢘ࢩࣝ࢝ンが一㐣的・ᒁ所的な⃰度ኚ໬を㉳こしまし

て、それが⣽⬊の形ែኚ໬をᘬき㉳こし、ࡸがては⬻のཎᆺ࡙くりにおいて重せなᙺ๭をᢸ

っていることが明らかになったという大きな成果で、これはࠕDevelopmentࠖというⴭ名な㞧

ㄅにᥖ載されました。 
 ஧つ目が、それよりさかのࡰること２࢝月๓、ࠕ動物と᳜物に共㏻のᖿ⣽⬊໬ㄏ導ᅉ子を発

見したࠖというもので、これは長㇂部研究ᐊの成果です。ࢶ࣓ࣄリࢦࢿ࢞ケを用いまして、

ప ࢖࣓ࢻࢡࢵࣙࢩンࢱンࢡࣃ㉁㑇ఏ子（CSP）の進໬を研究したところ、᳜物ᆺのいわࡺ

る iPS ㄏ導ᅉ子と࿧ࢇでもいいような㑇ఏ子を発見したということで、ࠕNature 
Communicationsࠖにᥖ載されました。これは長㇂部研を中心とした国際共同研究の成果でし

た。 
 ୕つ目が᫖年の⛅に発⾲した、ࠕ㟷Ⰽගཷ容యがගྜ成にࣈレー࢟をかࡅることを発見したࠖ

というもので、これは私の研究ᐊが中心になって行ったもので、ࣛࣇンࢫのࣝࢢーࣉとの国

際共同研究です。 
 手๓ࡳそなのですが、もうᑡし詳しく説明させていただきます。これは基生研らしい研究

でして、基生研のᆅୗに、᫇、基生研のึめの㡭から目⋢としてタ⨨された大ᆺࢡ࣌ࢫトࣟ

という大きな分ගග度計のぶ⋢のような⿦⨨があって、あまり᭱㏆は利用されなくなࣇࣛࢢ

ってきたようなので、私が㉱௵して以᮶ఱとか౑えないかなとᛮっていたのですが、ྂくか

ら▱りྜいであったගྜ成研究者のࣛࣇンࢫேの཭ேが㐟びに᮶たときに見せてࡳたところ
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ろうというࡸఱとかこれを生かして研究しようではないかࠖと、それを౑って２ேでఱかࠕ

ことになって、ࢫࢼࣔࢻ࣑ࣛࢡという⸴㢮にいろいろなගを当てて、ᙉいගを当てたときに

、ような反応をするかということをヨしたことがありました。そうしたらࡄこでᦆയを㜵࡝

㟷いගを当てたときにගྜ成⿦⨨をᦆയからᏲる反応を㉳こすことがわかりました。それま

では㟷いගが特にそういう反応を㉳こすというようなᖖ識は、われわれගྜ成業界では඲く

なかったのですが、㠀ᖖに意外なことにそれが見つかりまして、㸳年ࡄらいかかってその詳

⣽を明らかにしました。それに関わっていたのが、࢛ࣇトトࣟࣆンという㟷Ⰽගཷ容యで、

そこまで✺きṆめたということで、ࠕNatureࠖᥖ載に⮳りました。 
 この୕つが᫖年の基生研の目⋢の௙事になりました。これを࡝のように఩⨨௜ࡅるかとい

うことに関しましては、㔝⏣先生の方からということでよろしいですか。 
 
（すᮧ） それでは、実際のその後のゎᯒについて、࣡ࣃポの 10 から、㔝⏣先生よろしくお

願いします。 
 
#10 

（㔝⏣） ㈨ᩱ３の 10 といࢫࢡ࢕ࢸリࢼト・ア࢖࣋リࣛࢡ、をごぴください。これはࢪー࣌

うところ、᫇はトࢯ࣒ン・ࣟࢱ࢖ーといっていた会♫が発⾲している、㧗⿕ᘬ用ᩥ⊩による

᪥本の研究機関ࣛン࢟ンࢢで、ᕥഃに⥲ྜの㡰఩が書いてあります。科学඲యを 22 の研究分

㔝に分㢮して、⿕ᘬ用ᩘが上఩１㸣のㄽᩥを Highly Cited Papers とᐃ⩏し、機関ごとに࡝れ

らいのㄽᩥᩘがฟてくるかということをࡄ 2006年から 2016年までの 11年㛫でࣛン࢟ンࢢし

たものです。自然科学研究機構は 18఩ということで、148報が該当していることになります。 
 それから、ྑ ഃは᳜物・動物学分㔝で、先࡝࡯言いました 22 の研究分㔝のうちの一つです

が、これが基生研に一␒㏆い関連分㔝ということです。10 ఩までしか発⾲されないのを、基

生研の URA が独自にㄪ࡭たところ、11 ఩に自然科学研究機構がࣛン࢟ンࢢされていたとい

うことです。この 11 ఩の自然科学研究機構というのは、100㸣基生研とᛮっていただいて構

いませࢇ。 
 
#11 

 ᘬき⥆いて、11 ーをᣢつ学⾡ㄅにᥖࢱࢡ࢓ࣇトࢡࣃン࢖は、基生研が発⾲した㧗いࢪー࣌

載されたㄽᩥᩘということで、࢖ンࢡࣃトࢱࢡ࢓ࣇーが 10 らいまでのㄽᩥをまとめてありࡄ

ます。そこに書いてあるᩘᏐが実ᩘですが、ẖ年同じࡄらいのᩘが発⾲されていると考えて

いいのではないかとᛮいます。 
 
#12 

 それから、12 です。これはẖ年科学新⪺にฟてࢢン࢟ンࣛࣉࢵは科研㈝⋓ᚓ機関トࢪー࣌

きますが、ᕥഃがྜ計㔠㢠による㡰఩で、基生研は 65 ఩にࣛンࢡされています。ᒱ㜧大学が

45 ఩にありますが、ఱ年か๓はこれࡄらいの㡰఩だったとᛮいます。ちࡻっとⴠちてきてい

るなというឤじはします。ただ、᥇ᢥ௳ᩘが 77 ௳ですので、このྑഃにありますように、１

௳当たりの㔠㢠にしますと㡰఩は３఩に上がりまして、௳ᩘはᑡないࡅれ࡝も、大ᆺの科研

㈝をྲྀっていることが見てྲྀれるかとᛮいます。 
 
#13 

 13 がその内ヂのようなもので、平成ࢪー࣌ 28 年度をࣂ࢝ーする期㛫の科研㈝および科学

ᢏ⾡᣺⯆機構からのண⟬をリࢫトアࣉࢵしてあります。いわࡺる大ཱྀண⟬がここにリࢫトア
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 。されています。以上ですࣉࢵ
 
（すᮧ） ࡝うもありがとうごࡊいました。 

 それではこのẁ㝵で、学⾡研究に関する活動に関して、所内の研究者の研究内容および研

究のỈ‽について、いろいろご意見いただきたいとᛮいます。このような形で、今、一つは

㧗⿕ᘬ用ᩥ⊩というような指標が、いろいろなẁ㝵で౑われる状ἣになってきて、いろいろ

な形で評価の指標になっていたりするのですが、そういう点も含めて、࡝のようなことに関

してでも、アࢹ࢖アがありましたらᩍえていただきたいのですが、࡝うでしࡻうか。お願い

します。 
 
（⬌᱈ᆏ） 㧗⿕ᘬ用ᩥ⊩を評価の指標にຍえるというのは、もちろࢇ世界的なࢱࢫンダー

でもそうなっているとᛮうので௙方がないことだとᛮうのですが、౛えば基生研のようなࢻ

しも᭱ึから㧗⿕ᘬ用分㔝ではࡎーをうたっている研究所のሙྜ、ᚲࢪࣟ࢜࢖ࣂࢡࢵࢩー࣋

ないものを育てていかなࡅればいࡅない❧ሙにከ分あるのではないかとᛮうのです。大㝮さ

も、᭱ึは年㛫大య࡝れࡅのㄽᩥも、あるところからᛴ㏿にఙびてきているࢇ 100 回です。

年㛫 100 回でももう᪤にすごいとᛮうのですが、もっと๓はもっとᑡなかったはࡎですよࡡ。

だから、そういうところを࡝のようにされているのか、ちࡻっとఛいたいとᛮったのですࡅ

れ࡝。 
 
（すᮧ） そうですࡡ。そこのところが㠀ᖖに㞴しくて、㧗⿕ᘬ用ㄽᩥであるとか、そのඖ

になるᘬ用ᩘといったものは分㔝によって㐪うということもあります。ですから、今、඲国

レࣝ࣋でそのような指標を౑うഴྥになっていますࡅれ࡝も、本当にそのᩘ್だࡅでいいの

かというᛮいもあります。 
 
（⬌᱈ᆏ） そうですࡡ。⤖ᒁ、➇ᢏேཱྀのከい࢕ࣇーࣝࢻのேの方がᘬ用௳ᩘは⤯対に上

がるので。そうすると、➇ᢏேཱྀのከい࢕ࣇーࣝࢻのேばかりを᥇るという㛫㐪った方ྥに

なってしまいかࡡないです。 
 
（すᮧ） そうですࡡ。ただ、㧗⿕ᘬ用ㄽᩥもࡸはり分㔝を分ࡅていますので、そこの中で

౛えば今の᳜物・動物学分㔝といった形になりますから、㠀ᖖにከいㄽᩥが㞟まっている分

㔝では、１㸣ㄽᩥになるのにも㠀ᖖにたくさࢇᘬ用されないといࡅない、ということになり

ます。 
 
（⬌᱈ᆏ） そうなのですが、分㔝が஧十ᗄつですよࡡ。஧十ᗄつというのは඲然大きいで

すよࡡ。その஧十ᗄつに分ࡅた分㔝の中の、せするにこれから✀になるような、㠃ⓑく成長

するような研究はከ分඲然ᘬ用されないですよࡡ。それを育てていࡅるのは、まさに基生研

 。も࡝れࡅしろするのですࡴでないと↓⌮なのではないかなというẼが࡝㑇ఏ研なࡸ
 
（上㔝） この指標というのは、あくまでも評価のためにわれわれはࡸっていると考えてい

て、ᩥ科┬の方でもト１ࣉࢵ㸣ㄽᩥが࡝れࡄらいあるかということがあってこういうことを

していますが、ᜍらく今先生が言われたことというのは、ே事㑅考のところでわれわれはᢸ

ಖして、ᚲࡎしも࢖ンࢡࣃトࢱࢡ࢓ࣇーの㧗いேに㝈るわࡅではなく、独創性のあるいい研

究者を᥇って研究を育てようというところでࡸってはいるつもりです。 
 
（⬌᱈ᆏ） 分かりました。 
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（すᮧ） 基生研のሙྜで今この１㸣ㄽᩥに当たっている内容を実際にㄪ࡭てࡳますと、ᚲ

ࣗࣅーが㧗い㞧ㄅにのったㄽᩥではないということとともに、レࢱࢡ࢓ࣇトࢡࣃン࢖しもࡎ

ー➼がධっているのです。そうすると、実際それが本当に成果としてㄆめられるのか࡝うか

というၥ㢟もฟてきます。だから、そのᩘ್自యが独りṌきしてしまう状ἣになってきます

ので、ࡸはり内容を見ていく、あるいは先࡝࡯の大㝮さࢇのところのように、分㔝でㄽᩥに

よって࡝のようにቑえてきたかとか、そういうᕤኵをしないといࡅないのではないか、内容

をຍ࿡したุ᩿がᚲせではないか、というのを私はᛮっているところです。 
 
（⬌᱈ᆏ） そうですࡡ。だから、説明にᩘᏐをຍえなくても、おᙺ所のᙺேさࢇが⣡ᚓで

きる説明ができるようなయไができるといいですよࡡ。㞴しいのは分かっていますࡅれ࡝も。 
 
（山本） 本当におっしࡷるとおりで、こういうᩘᏐに࡝れだࡅ意࿡があるかというのは基

本的に␲ᛕがあるのです。ただ、世の中にฟすとき、対ᩥ科┬にఱか上ࡆるということにな

ると、こういうものが࡝うしてもᖜを利かせてしまって、機構としても඲యとしてࡸはりこ

ういうア࢘トࢵࣉトが、ᩘ್ࢹーࢱがすࡄฟせるようにᣢっていこうという方ྥなのです。

౛えばある࢟ー࣡ーࢻで検⣴すれば࡝れだࡅᘬ用されたか分かるようにしようとか、そうい

うことをいろいろ考えておられます。本᮶そこにࢠࣝࢿ࢚ーをかࡅる࡭きか࡝うかというこ

とについては、基本的な␲ᛕはありつつ、ある⛬度は௙方がないのでお௜きྜいしていると

いうឤじだとᛮいます。 
 ただ、基生研にいる先生方はከ分ᜍらくこういうことはఱもẼにせࡎに研究をࡸられてい

る方ばかりだとᛮいます。そういうࡩうにࡸっていて、⤖果的にいい௙事がฟてくる、そう

いう状ἣが⥆ࡅば、世の中もそれでいいのかなとᛮっていただࡅるのではないかとᛮってい

ますࡅれ࡝。 
 
（上㔝） それに関連したことなのですが、３、㸲年๓、まだトࢯ࣒ン・ࣟࢱ࢖ーのときに、

ྛ分㔝の平ᆒᘬ用ᩘから見たỈ‽に対して࡝れࡄらい㧗いかపいかという分ᯒ方ἲがあった

ので、そういうのをちࡻっとྲྀりධれて㈨ᩱにすることも考えてもいいかなとᛮうのですࡅ

れ࡝。 
 
（すᮧ） そうですࡡ。 
 
（上㔝） ➇ᢏ者ேཱྀをࣀーࢬ࢖࣐ࣛするという意࿡でですࡡ。 
 
（⬌᱈ᆏ） ええ。 
 
（すᮧ） 今、機構で NOUS ンで共同研究を඲部ྲྀりまとめてເ࢖ンࣛ࢜、という࣒ࢸࢫࢩ

㞟し、࢜ンࣛ࢖ンで応ເでき、そして共同研究の成果も඲部㞟めて、それらが࡝れだࡅ大学

に㈉⊩しているかということをゎᯒする࣒ࢸࢫࢩをつくろうとしているのです。あと２年で

そういうものをసっていくというのが今の方ྥで、࡝のようにࡸるのかということは今まさ

に検討されているところです。 
 ただ、分㔝によって状ἣがかなり㐪っていて、౛えばኳᩥྎな࡝はኳᩥの関ಀのㄽᩥで、

そのうちኳᩥྎが関わっている研究が஬十ᩘ㸣あると。ኳᩥの関ಀのㄽᩥというのは、ᮾ大

とኳᩥྎしか࡯と࡝ࢇないឤじのところですよࡡ。だ࡝ࡅ、私たちの基礎生物学な࡝は、基

生研が共ⴭになっているようなものがఱ㸣あるかといったらそれは඲然㐪うわࡅです。だか

ら、そういうのを研究所ごとに࡝のような形のᩘ್をฟしていったらいいかというのは、ま
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さに今検討がጞまっている、そういう状ἣになっています。 
 はい、࡝うࡒ。 
 
（㔝⏣） ே事の大事さということをおっしࡷったのだとᛮうのですが、࡝れだࡅᑗ᮶を見

㉺して目利きとしての⬟力があるかというのは、所長をはじめとするே事委員会の࣓ンࣂー

の目ḟ第ということになるのだとᛮいます。大㝮先生の౛をྲྀっても、ᜍらく基生研に᮶ら

れる๓はㄽᩥᩘで言っても 15 報もなかったのではないかとᛮいます。そういう意࿡で、当᫬

のุ᩿としてはࣕࢳレンࢪンࢢなỴᐃだったとᛮうのです。そして、実際それが機⬟したか

うかというのは࡝ 10 年、15 年ᚅたないと分からないわࡅで、基生研では᭱㏆、᭱ึの方の

うかというのは࡝ですが、そのุ᩿が正しかったかࡅにあった㸲ேのᩍᤵを᥇ったわࢪー࣌

こういうᩘ್では れないとᛮいます。 
 
（⬌᱈ᆏ） ええ、そうですࡡ。 
 
（すᮧ） ௚は࡝うでしࡻうか。 
 
（⬟℩） さっき上㔝先生がおっしࡷったことと関ಀするのか分からないのですが、こうい

ったࣛン࢟ンࢢのሙྜ、それࡒれの機関もそもそもつᶍが㐪いますよࡡ。基生研というのは

ேᩘがすごくᑠさいので、それを考えるとࡴしろすごく೺㜚されているのではないかなとᛮ

うのですࡅれ࡝。 
 
（⬌᱈ᆏ） だから、その１௳当たりのというのが正しい評価なのでしࡻうࡡ。 
 
（⬟℩） ఱか、構成員のᩘとかそういうものをࣀーࢬ࢖࣐ࣛするようなࣛン࢟ンࢢにする

と、かなりもっと上に行くのかなとᛮったりもしました。 
 
（すᮧ） ௚に࡝うでしࡻうか。はい、す㇂さࢇ、お願いします。 
 
（す㇂） 先࡝࡯の⬌᱈ᆏ先生の研究成果の評価の方ἲは、もちろࢇトࢯ࣒ン・ࣟࢱ࢖ーが

できたのはそࢇなにఱ十年も๓ではないので、それ以๓はまた別の評価の方ἲがあったはࡎ

です。ということで、基生研は基生研の、

あるいは大学は大学のそれࡒれのࢩࢵ࣑

ࣙンに応じた評価をされればよくて、実

際われわれはࢇࡳなが今の、トࢯ࣒ン・

・ト࢖࣋リࣛࢡーが新しくなったࢱ࢖ࣟ

アࢼリࢫࢡ࢕ࢸのࢱࢡ࢓ࣇーを౑ってい

ますが、実はそれを発信するഃもそࢇな

に信じていないところがあるとᛮいます。

また、♫会のከくの方ࠎはこれにそࢇな

にᕥྑされない。ࡴしろ、先࡝࡯紹介さ

れた９࣌ーࢪの౛は、たまたま࢖ンࢡࣃ

トࢱࢡ࢓ࣇーの㧗い㞧ㄅにฟたㄽᩥです

が、だからⰋいのではなくて、ⓙᕝ先生

のㄽᩥにしても長㇂部先生のㄽᩥにして

も今回のᛌᣲにしても、これはከ分一言
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で、一行で言えることだとᛮうのです。ですから、基礎研究であれば、ࡴしろ基生研がそう

いう重せ性の分かる評価方ἲ、評価のࣔࣝࢹをసられたらいいくらいかなというẼがします。

一ཱྀで、ఱを発見したということを、つまりගྜ成のᙉいගをఱとかする௙⤌ࡳを発見した

とか、あるいは動物・᳜物共㏻の༢⣽⬊の生࿨に関わる共㏻ᅉ子を発見したとか、そういう

一ཱྀで言えるような௙事をしようとすると、先࡝࡯おっしࡷったように、ࡸはり所内での評

価もᕤኵするᚲせがある。 
 これは私は๓回のアンケートか࣓ࢥントのときに書かせていただいたのですが、年ḟ報告

書がいろいろ㑧㨱をしているのではないかとᛮうのです。つまり１年、あるいは２年、３年

でも▷いとᛮうのですが、その㛫にఱかをฟさないといࡅないというࣉレࣕࢩࢵーがあって、

ればということになってしまうと、大きくなࡅはりそれなりのものを一応まとめておかなࡸ

らない。私のようなே㛫が⏦し上ࡆるのは大ኚཱྀᖜったいことなのですが、大㝮先生はከ分

そういうことを一切Ẽにされないで研究を進めておられたから、あれだࡅの大きな௙事をな

されたのではないかと。私のようなᑠ物は、ࡸはりそういうࣉレࣕࢩࢵーにはすごくᩄឤに

なるものですから、ますます㥏目になってしまうということもあるかと。 
 特になかなかࡩつうの大学ではできないことなのですが、基生研はࡸはり別᱁ですから、

そういう㞺ᅖẼをసられれば、ますますそういうことを生ࡳฟす方ࠎが㞟まってこられると

いうࡩうにもᛮって、᱌外、研究の成果の評価というのは、研究推進という点ではかなり本

㉁的なことになるのではないかなというẼがしました。以上です。 
 
（すᮧ） ࡝うもありがとうごࡊいます。長期的にということですよࡡ。その点、基生研も

年度評価というものをጞめたりしていますが、実際にはࡸはり基本的にᩍᤵに㉱௵してから

10 年たつとᩍᤵは඲員国際評価をཷࡅるということと、それから大య 10 年くらいごとに海

外から㠀ᖖに有名な方をお招きして評価をཷࡅるという、その஧つを౑っています。ですの

で、ある⛬度ᜥの長い評価は実᪋しているとはᛮうのですが、一方で、ẖ年ẖ年いろいろ提

ฟしないといࡅない報告➼もあるものですから、そことのࣉࢵࣕࢠはࡸはり㠀ᖖに大きくあ

るとᛮいます。ですから、そこを考えていかないといࡅないということは、ከ分、ᖖに考え

られているとᛮいます。 
 
（山本） 大㝮先生より൅はちࡻっとୗの世௦ですが、ᡃࠎの若い᫬௦は、せするに඲యが

そࢇなに評価をẼにせࡎに、かなりいいຍῶにࡸっていࡅたことが大きいのだとᛮいます。

そういう状ἣでないと、ࡸはり本当に㠃ⓑいことࡸࡸりたいことに㞟中はできないので、今

のように、᥃ࡅた㔠㢠に見ྜうものは⤯対回཰しろというヰになってくると、本当にⓙさࢇ

がᑠさくまとめようとⴎ⦰してしまって、㠀ᖖにⰋくないとᛮう。それに対して、大㝮さࢇ

はࠕそういうのは㛫㐪っているよࠖとはっきり言ってくれているので、現状、ᑡし大㝮ຠ果

というのがあるのかなとᛮいます。これもいつまでᣢつか分かりませࡅࢇれ࡝も。 
っている中からうまくいったࡸはり学ၥというのは本当に、ある⛬度ዲき຾手なことをࡸ 

ところでばࢇとఙびるのだという、そういうࢥンࣉࢭトが♫会にᐃ着してくれないと、基礎

研究はࡸっていられないとᛮいます。発言する機会があればそういうことは言っているので

すが、なかなかそれが現状、⛯㔠を౑ったら♫会のために成果を回཰しないといࡅないとか、

ఱ年たったら実⿦できないといࡅないとか、そういうヰばかりになってきているので、大ኚ

かなとはちࡻっとᛮっています。 
らいまࡄつがいるなというࡸっているࡸっているか分からない、ኚなことをࡸはりఱをࡸ 

でチ容できるようでないと、本当にいい௙事はฟてこないのだろうとᛮっていますし、私自
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㌟は基生研ではそういう状ἣでいいとᛮっているのですが、そのうち࡝こかからおしかりを

 。（➗）ࢇるかもしれませࡅཷ
 
（すᮧ） ௚に、研究活動に関しては࡝うでしࡻうか。よろしいですか。 
 
（見学） こういったㄽᩥ業⦼の評価というのは、࡝なたが考えてࡸっておられるのですか。

トࢯ࣒ン・ࣟࢱ࢖ーの分㔝別のࡸつでࡸったらࣛンࢡが࡝うなるとか、ᑡしでも基生研を上

に見せるようなことをする࡭きだとᛮうのですが、それはㄡが。研究者の࡝なたかが㸽 
 
（すᮧ） それは、ᡓ␎ᐊである⛬度ጞめているところでして、今、NOUS という࣒ࢸࢫࢩ

のをつくろうという形で、機構レࣝ࣋でそういうゎᯒに࡝ういうものを目Ᏻにするかという

のを進めようとしていますが、基生研のいいࢹーࢱというのが࡝ういうものかというのを今

検討しているところで、まだその⤖ㄽはฟていませࢇ。だから、ちࡻっと２年ࡄらい、まだ

その࣒ࢸࢫࢩができるのにはかかりますので、その㛫にこちらでもって考えていかないとい

 。ないࡅ
 
（見学） ࣉレࢫリリーࢫを๭とたくさࢇฟされている研究ᐊと、あまり✚ᴟ的にはそうい

うものは౑わない研究ᐊがあるとᛮうのですが、࡝なたか、ࡊࠕっくりヰしてくださったら඲

部まとめてくれますよࠖࡳたいな、㠃ಽを見てくれるேはいますか。 
 
（⸨᳃） ᗈ報委員長をࡸっているのでお答えしますが、ࣉレࢫリリーࢫには、」ᩘのࡸり

方があります。一␒⾲にฟる方ἲは、記事を記者ࣈࣛࢡにᢞࡆておいて、ᒸᓮのሙྜがከい

のですが記者ࣈࣛࢡで会見をするというものです。もうちࡻっと⡆༢な形だと、記者ࣈࣛࢡ

に記事をᢞࡆて⤊わり。あと、᭦に⡆᫆にࡸってしまうのもあるのですが、そのうちの࡝の

レࣝ࣋でࡸるかというのは、まྛࡎㄽᩥを書いた研究者からのせᮃというのが第一にあって、

それにຍえて、一⯡ྥࡅに࡝の⛬度ᙳ㡪があるだろうかということも考៖して、ᗈ報ᐊに

URA の特௵助ᩍが１名おりますが、そのᩍ員が中心となって᭱もຠ果的な方ἲでいこうとい

うุ᩿をして進めるということです。 
 
（⬌᱈ᆏ） そのࣉレࢫリリーࢫの記事自యは、研究者が自分で書いているのですか。 
 
（⸨᳃） 基本的に、まࡎは研究者が書きますが、そのままだととても一⯡にฟせないので、

特௵助ᩍ URA が୺になってಟ正して、ẚ㍑

的一⯡に分かりࡸすい形でฟす。そこまでࡸ

ります。 
 
（⬌᱈ᆏ） なる࡝࡯。౛えば、私は⌮໬学

研究所というところに以๓おりまして、今は

᪩✄⏣大学におります。୧方ともでそれを⤒

㦂したのですが、⌮໬学研究所のሙྜ、書く

ことがᢸ当の、࡝ちらかといったらᩥ⣔ᐤり

の⫋員の方が࢖ンࣗࣅࢱーに᮶てくれて、研

究者がとうとうとし࡭ࡷったのをその方が記

事にするので、もうࣉレࢫリリーࢫにᢞࡆる

ẁ㝵でかなりこなれた、そして分かりࡸすい
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ものになっていたのです。 
 研究者୺導でのࣉレࢫリリーࢫになると、一⯡のேには㞴しいままのものが記者ࣈࣛࢡに

ᢞࡆられて、ࡸはりࠕ㞴しいࠖと言われてしまうのです。記者発⾲した後も記者から一応ၥ

いྜわせをཷࡅるのですが、⤖ᒁ㞴しいということになってしまう。㞴しいというのはఱか

というと、記者は、᮶たからにはᙼらの௙事なので記事を書いてくれるのです。書いて⦅㞟

に஌せて、⦅㞟長に᧕ࡡられるのです。だから、ᙼらもすごくṧᛕなᛮいをしてしまう。わ

 。よく分からないࠖと言われてしまうのですࠕ、な㞴しいヰを書かされてࢇ᮶たのにそࡊわࡊ
 だから、౛えば助ᩍな࡝だとࣟࣉではないですか。こちらഃのே㛫ではないですか。だか

ら、そこにもうちࡻっと本当にᩥᡯのある事ົ⣔のᢸ当の方がもう１ே௜いて、ࠕ分かりませ

ࢇ分かりませ、ࢇ とࠖᶓで言ってもらうとⰋくなるのかもしれないなという༳㇟はあります。 
 
（⸨᳃） ᒸᓮの特Ṧ事᝟がまࡎ一つあります。ᮾிࡸ大㜰と㐪うのは、ここはᆅ方なので、

新⪺記者も࢜ーࣝ࢕ࢸ࢖࣐の記者なのです。せするに、科学記者ではない記者たちで、ᬑẁ

はࢫポーࢶの記事を書くとかᆅ域の記事を書くとかそういうேたちなので、まࡎᙼらには分

かりࡸすく説明しないと記事にしてもらえない。それが第一です。 
 特௵助ᩍは、もともと⥲研大とここの基生研のฟ㌟なのですが、ᙼዪ自㌟はかなり科学ࢥ

、はᣢっていますのでࣝ࢟ࢫンについても自分でຮᙉしていて、それなりのࣙࢩケーࢽ࣑ࣗ

一⯡の科学者が書くものよりははるかに一⯡ཷࡅできる、かつ、記者に࡝うࡸって኎り㎸ࡴ

かというところまで㋃ࡳ㎸ࢇでࡸっているので、ẚ㍑的記事にしてもらいࡸすいということ

はあります。 
 
（すᮧ） ௚に࡝うでしࡻうか。研究に関してよろしいでしࡻうか。 
 それでは、⥆いてのヰに⛣りたいとᛮいます。⥆いては共同利用・共同研究です。基生研

のࣙࢩࢵ࣑ンのことを᭱ึ、㈨ᩱ３の１࣌ーࢪのところでおヰししましたが、その中のࢵ࣑

に対して共同研究のሙを提౪して先➃研࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥンの一つとして、国内外の研究者ࣙࢩ

究を推進するというのがあります。それに関連して説明していただくということで、まࡎ㧗

⏣先生、お願いいたします。 
 
ϩ㸬ඹྠ฼⏝࣭ඹྠ研究の᥎㐍 
 
（㧗⏣） では、まࡎ共同利用の現状をおヰししたいとᛮいます。࣡ࣃーポ࢖ントの 14 ー࣌

 。をごぴになってくださいࢪ
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 ここに、平成 24 年度から、今年度㏵中までの共同利用研究➼の実᪋௳ᩘをまとめてありま

す。その内容を⡆༢にご説明しておきます。 
 基生研の共同利用研究は、基本的には運営㈝஺௜㔠により運営されています。14 のࢪー࣌

⾲にᥖࡆた共同利用研究のうち、重点共同利用研究から実⩦ᐊ᪋タ利用（トレーࢽンࢥࢢー

 。実᪋）までが、ᚑ᮶の基生研の共同利用研究⤒㈝により進められているものですࢫ
 一方、その一つୗにある生物㑇ఏ㈨※新つಖ存ᢏ⾡開発共同利用研究は、先࡝࡯からఱ度

か言ⴥがฟている IBBP トに関するもࢡ࢙ࢪࣟࣉࣉࢵアࢡࢵࣂ࢜࢖ࣂーによる大学㛫ࢱンࢭ

のであり、新つಖ存ᢏ⾡の開発に㝈ᐃした共同利用研究になっています。それから、そのୗ

に記載された୕つの共同利用研究は、᳜物科学᭱先➃研究ᣐ点ࢵࢿト࣡ーࢡのண⟬のඖ、᫖

年度まで行われていたものです。共同利用の実᪋௳ᩘのトーࣝࢱが、一␒ୗの⥳のḍに書か
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れていますが、௳ᩘそのものは、平成 24 年度から平成 28 年度までとࡰ࡯同ᩘです。 
 もうᑡし⣽かく、特に᫖年度の実᪋内容に関してご説明します。ࠕ平成 28 年度ࠖと書かれ

たḍがありますが、᫖年度からはそれまでの共同利用研究のᯟ⤌ࡳを若ᖸኚ᭦し、共同利用

研究の㡯目をᩚ⌮いたしました。⤫ྜ࣓࢖ーࢪンࢢ共同利用研究、それから⤫ྜࢫࢡ࣑ࣀࢤ

共同利用研究という஧つの新しい共同利用研究をつくり、それまでにありました DSLM 共同

利用研究ࡸḟ世௦ࢩーケンࢧー共同利用研究といったものをその஧つに⤫ྜしました。 
共同利用研究は、生物画ീฎ⌮ゎᯒ共同利用研究として、自然科学研究ࢢンࢪー࣓࢖ྜ⤫ 

機構・新分㔝創成ࢭンࢱーの࣓࢖ーࢪン࢚࢖ࢧࢢンࢫ研究分㔝の特௵助ᩍであるᮌ᳃先生、

ຍ⸨先生にᢸ当していただいた生物画ീฎ⌮に関する共同利用研究に、DSLM 共同利用研究

として、㔝中෸ᩍᤵにᢸ当していただいたもの、それに DSLM 㢧ᚤ㙾以外の㢧ᚤ㙾を౑った

ಶ別共同利用研究としてග学ゎᯒᐊのட஭෸ᩍᤵがཷࡅධれておられたもの➼を඲て⤫ྜ・

ᨵ⤌したものです。㢧ᚤ㙾画ീのྲྀᚓࡸその後の画ീฎ⌮までの共同利用研究が඲てここに

含まれます。᫖年度からタᐃいたしました。 
 一方、⤫ྜࢫࢡ࣑ࣀࢤ共同利用研究は、᝟報⟶⌮ゎᯒᐊの内山助ᩍがᢸ当する大ᆺ計⟬機

を用いた࣒ࣀࢤ᝟報ゎᯒと、ḟ世௦ࢩーケンࢧー共同利用研究を一つの共同利用研究㡯目に

ᨵ⤌したものです。ここでは有機的連携をྲྀりながらࢫࢡ࣑ࣀࢤ関連の研究をࢧポートする

ことを目指しており、ࡸはり᫖年度から実᪋しました。 
 ᫖年度の実᪋௳ᩘは、⤫ྜ࣓࢖ーࢪンࢢが 38 がࢫࢡ࣑ࣀࢤྜ⤫、௳ 59 ௳ということで、

㠀ᖖにうまくいっている共同利用研究であると、われわれは考えています。今年度に関して

は現ᅾトーࣝࢱ 131 ௳ですが、この後は㝶᫬ເ㞟によるཷࡅධれがまだ⥆きますので、ᜍら

くこの࣌ーࢫでいきますと౛年୪ࡳの共同利用研究の実᪋௳ᩘになるのではないかと考えて

います。 
 
（すᮧ） ࡝うもありがとうごࡊいます。 

 ⥆いて、共同利用研究の推進ということで、長㇂部さࢇの方からお願いします。 
 
#15 

（長㇂部） ࣡ࣃポのࣝ࢖࢓ࣇの 15 をごぴください。今、㧗⏣先生から説明のありまࢪー࣌

した共同研究を実際に࡝のように運営しているかというので、஧つのࢭンࢱーについて説明

させていただきます。 
ポートの᪋タとしてはいろいろな⤒⦋がありまして、ばらばらしていたのですが、2010ࢧ 
年に෌⦅して、今は計 機ჾを中心とした生物機⬟ゎᯒࢭンࢱーと、実㦂生物を中心とした

ーがあります。ただ、これは୧方とも所ࢱンࢭポートࢧーの、஧つのࢱンࢭ生物研究ࣝࢹࣔ

内でつくったࢭンࢱーですので、ண⟬的なࢧポートはもともとありませࢇ。生物機⬟ゎᯒࢭ

ンࢱーの方には࣒ࣀࢤゎᯒを中心として行っている生物機⬟᝟報分ᯒᐊ、࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪン

を行っている᝟報⟶⌮ゎᯒᐊの୕つࢫࢡ࢕ࢸ࣐࢛ࣇン࢖࢜࢖ࣂ、を行っているග学ゎᯒᐊࢢ

のᐊと、ࣔࣝࢹ生物研究ࢭンࢱーには動物と᳜物の㣫育᪋タ・ᇵ㣴᪋タがあります。 
 それࡒれ機ჾを༢に利用するだࡅではなく、その機ჾを用いた研究、特に᭱新の機ჾとい

うのは機Ეを㈙っても౛えば新ᆺࢩーケンࢧーな࡝は動きませࢇので、それを࡝ういうࡩう

に౑って᭱⤊的に࡝のようなࢹーࢱをまとめてㄽᩥ໬するかというところまで共同研究を῝

い形で進めていくということを目指しています。 
 ただ、᭱ึに㔝⏣先生からおヰがありましたように、ண⟬がなかなか㐕㏕していまして、

今年度も๓年度の 70㸣で運営するようにというお達しのୗ、ఱとか先࡝࡯㧗⏣さࢇのおヰに
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ありましたように、౛年࡝おりの活動ができるように㡹ᙇっています。 
 成果としては、㈨ᩱ１の９࣌ーࢪです。そこに、௦⾲的なものだࡅを㑅ࢇでありますが、

このࢭンࢱーを利用していただいた共同研究の成果がᣲࡆられています。以上です。 
 
（すᮧ） ありがとうごࡊいます。 

 ⥆いて、新つࣔࣝࢹ生物開発ࢭンࢱー、上㔝先生からお願いします。 
 
#17 

（上㔝） 新つࣔࣝࢹ生物開発ࢭンࢱーというのは、第２期中期計画の㏵中の平成 25 年にᴫ

⟬せồでㄆめられたࢭンࢱーです。࣡ࣃーポ࢖ントの 17 にあるように、これまではᕥࢪー࣌

上に書いてあるようなᏳᐃした⎔ቃୗで育てられたࣔࣝࢹ生物（㓝ẕ、࢚ࣂ࢘ࣙࢪ࢘ࣙࢩ、

⥺⹸➼ࠎ）を用いて研究が進められてきました。もちろࢇこの研究によって生物の基本ཎ⌮

のゎ明が㠀ᖖに進ࢇだわࡅですが、今後の生物学はこういったᏳᐃ⎔ቃୗで育てられるいわ

㠀ᖖࡸまな生物、ከᵝ性を♧すものࡊではなく、ᆅ⌫上に存ᅾするさまࡅ生物だࣝࢹるࣔࡺ

に⯆࿡῝い㧗ḟ行動を♧すもの、そういった生物を用いてその現㇟のㅦをゎき明かすことが

重せだろうということで、タ⨨目的をそのようにしました。 
 ὀ目する生物機⬟の౛としては、ྑୗにあるような、Ꮨ⠇による生Ṫのኚ動ࡸ形ែのከᵝ

性、あるいは共生、♫会性、進໬といったことを研究対㇟として、生物⣔⤫をᶞ❧したりࢤ

ではなく、国内のࡅを明らかにしたり、㑇ఏ子の導ධ・ᨵኚᢏ⾡を☜❧する。基生研だ࣒ࣀ

研究者࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥとともに、そういった新しいࣔࣝࢹを☜❧していこうという活動を行っ

ています。そのために、育成⿦⨨、ᇵ㣴⿦⨨を基生研で用意するとか、先࡝࡯のḟ世௦ࢩー

ケンࢧーを౑ったࡸ࣒ࣀࢤ RNA ゎᯒを基生研がࢧポートする。あるいは、今後特に㑇ఏ子

◚ቯἲな࡝を☜❧することによって、いわࡺる㠀ࣔࣝࢹ生物といわれていた生物を実際に研 
究に౑えるようにしていこうという活動を行っていまして、それに௜㝶して研究会、ᢏ⾡ㅮ

⩦会、ࢩンポ࣒࢘ࢪ➼も行っています。実際には、౛えばࣝࢱ࣍の࣒ࣀࢤのゎ読ࣟࢩ、ࡸア

リの࣒ࣀࢤゎ読ࡸ㑇ఏ子発現ゎᯒも進ࢇでいて、いわࡺる㠀ࣔࣝࢹ生物がかなりࣔࣝࢹ໬さ

れつつあるのかなとᛮっています。以上です。 
 
（すᮧ） ࡝うもありがとうごࡊいました。それでは、࢜࢖ࣂリࢯーࢫの関ಀを㧗⏣先生。 
 
（㧗⏣） 基生研で今࢖ࣂリࢯーࢫ事業を୕つᢸ当しておりまして、一つは࣓ダ࢝、もう一

つはア࢜࢞ࢧ、それからもう一つがࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮです。この࣡ࣃーポ࢖ントの㈨ᩱの 18
㹼20  。を౑って、⡆༢にご説明いたしますࢪー࣌
 
#18 

 まࡎ、࣓ダ࢝の࢜࢖ࣂリࢯーࢫです。基生研は᪥本の࣓ダ࢜࢖ࣂ࢝リࢯーࢫ事業の中᰾機

関に఩⨨௜ࡅられています。現ᅾ第３期の࢜࢖ࣂリࢯーࢫ事業が行われていますが、第２期

以㝆基生研が中᰾機関となり、現ᅾに⮳っています。事業の内容は、࣓ダ࢝の㏆஺⣔、㔝生

⣔⤫、✺然ኚ␗⣔⣔⤫な࡝の཰㞟、ಖ存、提౪が中心であり、࣓ダ࢝の࣒ࣀࢤ BAC ࣈ࢖ࣛ

ࣛリーࡸ、༸Ẇを⁐かすためのᏤ໬㓝⣲の提౪、さらにㅮ⩦会、ࢩンポ࣒࢘ࢪの開ദも行な

っています。実⦼が㈨ᩱのྑୗに、年度ごとに分ࡅて書かれていますが、㠀ᖖに㡰ㄪに、࣓

ダ࢝のリࢯーࢫ事業は進ࢇでいることがお分かりになるかとᛮいます。 
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 ḟに、ア࢜࢞ࢧの࢜࢖ࣂリࢯーࢫ事業について説明します。この事業の中᰾ᣐ点は஑ᕞ大

学なのですが、基生研はその分ᢸ機関として、リࢯーࢫ事業の一⩼をᢸっています。ᫍ㔝助

ᩍがᢸ当です。実際に基生研でᢅっているリࢯーࢫは、EST ࡸーンࣟࢡ BAC ーン、さࣟࢡ

らにከくのア࢜࢞ࢧの⣔⤫です。౪⤥実⦼は、࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥの大きさにもよりますので一ᴫ

にẚ㍑はできませࢇが、それでもẖ年着実なᩘの提౪実⦼があります。 
 
#20 

 ḟに、ࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮの࢜࢖ࣂリࢯーࢫ事業の説明をします。先࡝࡯平成 28 年度からᮾ

ᓥᩍᤵが新たに基生研にຍわられたというヰがありましたが、このࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮの࢖ࣂ

⥆てからᢸ当されていたものであり、基生研に␗動後もᘬきࡡはᮾᓥᩍᤵが、かࢫーࢯリ࢜

きᢸ当されています。ࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮのሙྜ、中᰾ᣐ点が⌮研の BSI にありますが、それ

以外に分ᢸ機関が２࢝所あり、その一つが基生研です。 
 ᮾᓥ先生のሙྜ、特に中ᯡ⚄⤒⣔で領域特␗的に発現するようなࣔࣟࣉーࢱーをከᩘゎᯒ

されており、その発現をྍど໬できるようなࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮ⣔⤫ࡸ、᭱㏆ではそれに Cre
を௜ࡅたり、GAL4 を௜ࡅたりという形で、ᑡし手の㎸ࢇだ⣔⤫もたくさࢇసられています。

そういったものを提౪されているということで、着実に事業が進ࢇでいるということです。 
 
（すᮧ） ࡝うもありがとうごࡊいます。 

 ⥆きまして、大学連携ࢡࢵࣂ࢜࢖ࣂアࢡ࢙ࢪࣟࣉࣉࢵトについて、ᕝཱྀさࢇお願いします。 
 
#21 

（ᕝཱྀ） 21 トは、ᮾࢡ࢙ࢪࣟࣉࣉࢵアࢡࢵࣂ࢜࢖ࣂをごぴください。この大学連携ࢪー࣌

᪥本大㟈⅏の⩣年 2012 年にࢱࢫートしたࢡ࢙ࢪࣟࣉトです。21 のᕥഃに෗┿がありࢪー࣌

ますが、ࢭンࢱーは࡝こにあるかというと、基生研の明大ᑎと山手ᆅ༊のうち、山手ᆅ༊に

あります。このࢡ࢙ࢪࣟࣉトでは、このࢭンࢱーと、㸵つの大学࢖ࣛࢸࢧトᣐ点と連携して、

実㦂㏵上の貴重な生物㑇ఏ㈨※をࢡࢵࣂアࣉࢵಖ⟶しています。᫖年も㡰ㄪにࢡࢵࣂアࣉࢵ

ಖ⟶ができまして、当ึの目標を㉸えるࢧンᩘࣝࣉをಖ⟶しております。 
 それともう一つ、IBBP ࡯トで進めている重せなᢏ⾡開発に、先ࢡ࢙ࢪࣟࣉーのこのࢱンࢭ

㧗⏣先生から説明がありましたが、新つಖ存ᢏ⾡開発の共同利用研究があります。㈨ᩱの࡝

ྑഃに♧されています。ᚑ᮶の研究ではࣔࣝࢹ生物が基礎研究の୺యだったのですが、᭱㏆

は新つࣔࡸࣝࢹ㠀ࣔࣝࢹ生物な࡝、ᢅう生物✀がᗈがっている状ἣがあります。しかしなが

ら、そのような新しい㠀ࣔࣝࢹ生物ࡸ新つࣔࣝࢹ生物のಖ存ᢏ⾡開発はᩚഛされておりませ

でもかなり᫬㛫とປ力がᚲせとされます。３年より共ࡅので、それを⥔ᣢ⟶⌮しているだࢇ

同利用研究ということでබເしておりまして、᫖年度は 12 ㄢ㢟᥇ᢥして、新しい生物のಖ存

ᢏ⾡の開発を進めました。 
 また、この෾⤖ಖ存ࡸప ಖ存の࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥは、さ࡝࡯大きくないので、᝟報஺᥮とࢥ

ていくということを目的として、年に一度ࡆをᗈ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ Cryopreservation Conference を開

ദしています。᫖年は１０月に開ദしました。以上です。 
 
（すᮧ） ࡝うもありがとうごࡊいました。もう一つ共同研究に関した事㡯がありまして、

᫖年から開ጞした先➃࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢ支援ࢵࣛࣉト࢛ࣇー࣒に関して、それでは上㔝先

生。 
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（上㔝） ࣡ࣃーポ࢖ントの 22 になります。この事業は、新学⾡領域研究（研究領域ࢪー࣌

提᱌ᆺ）という、ⓙさࢇがよくご存じの研究㈝が基┙になっているのですが、これは特Ṧな

学⾡研究支援基┙形成というものでして、もともとはが࣒ࣀࢤ・ࢇ・⬻という３分㔝支援事

業があったわࡅですが、が࣒ࣀࢤ・⬻・ࢇに㝈る࡭きではないのではないか、ᚲせな重せな

分㔝があればそういった研究もࢧポートす࡭きだろうということで議ㄽがあり、᫖年大きく

 。ኚわりましたࡳ⤌
 この事業は、科研㈝をྲྀᚓしたேの研究をࢧポートする支援事業なのですが、私たち基生

研ではこれに先❧って、᪥本国内の࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢ関連᪋タでのே員の☜ಖࡸ先࡝࡯ᑡ

しおヰがありましたග学機ჾ（࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢのሙྜ㢧ᚤ㙾が୺な機ჾになるわࡅです

が）の᭦新が㠀ᖖに㞴しい状ἣになってきているということで、ఱ回か意見஺᥮会を行って

きました。ちࡻう࡝そういったときにこの支援事業が⤌ࡳኚわって、࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢが

ྲྀり上ࡆられるྍ⬟性があるということで、応ເいたしました。 
 この中᰾となっているのは、このᅗの┿ࢇ中にある基生研と生⌮研で、基生研がග学㢧ᚤ

㙾と画ീゎᯒをᢸ当し、生⌮研が㟁㢧と☢Ẽ共㬆をᢸ当するという形で、それにさらに基礎

的なᢏ⾡を指導するようなトレーࢽンࢥࢢーࢫを開ദするという、この㸲本のᰕと一つのト

レーࢽンࢢをຍえて計画を書いて応ເしました。 
 ௦⾲は、ᮾ大་学研究科の⊁㔝先生という方です。この方は生⌮研の客員ᩍᤵでいらっし

の支援なので、基生研・生⌮研外の方を領域௦⾲にᤣ࡬࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥはりࡸ、るのですがࡷ

えるのがいいだろうということで、そういう形で進めております。 
 
#23 

 この ABiS におࡅる基生研のࢥントリࣗࣅーࣙࢩンなのですが、⥲ᣓ⌜は、実᪋機関㈐௵

者として山本先生になっていただいています。この事業は、機関、ྛ研究所の௦⾲が㈐௵を

ᣢって進めることが᮲௳になっていまして、そういうことで山本先生には実᪋機関㈐௵者と

して⥲ᣓ⌜࣓ンࣂーになっていただいています。あとは運営・事ົ➼で私、┿㔝さࢇ、トレ

ーࢽンࢥࢢーࢫは画ീゎᯒのᢸ当者でもあるᮌ᳃さࢇ、連携研究者として⸨᳃研のᑠ山さࢇ。

そして、この事業は基生研の本᮶の共同利用研究➼の௙分ࡸࡅ連携がᚲせだということで、

㧗⏣先生にも運営ഃの⥲ᣓ⌜࣓ンࣂーになっていただいています。 
 そして㡯目として、4D 㢧ᚤ㙾観ᐹ支援は⸨᳃先生・ட஭先生、ගࢩート㢧ᚤ㙾は㔝中先生、

画ീゎᯒは私はᑓ㛛ではないのですが❧ሙ上分ᢸ研究者としてධっていまして、同じく新分

㔝創成ࢭンࢱーのᮌ᳃先生と一⥴に画ീゎᯒをᢸ当しているຍ⸨先生にも連携研究者になっ

ていただいています。 
 
#24 

 ḟの࣌ーࢪが᫖年度の実⦼です。᫖年度が開ጞ年度ということでヨ行㘒ㄗを⧞り㏉しなが

らබເを進めて、඲య的に見ますと 237 ௳の応ເがあって、᥇ᢥは 185 ௳、᥇ᢥ⋡が⣙８๭

ですが、画ീゎᯒの方は、᪤存のࣇࢯト࢚࢘アでもできるだろうというㄢ㢟についてはお᩿

りしたものもありますので、若ᖸ᥇ᢥ⋡がపくなっています。これが ABiS の事業です。 
 
（すᮧ） ࡝うもありがとうごࡊいました。以上で、共同利用・共同研究に関しての説明を

⤊えますが、この推進に関して、ご㉁ၥご意見をฟしていただࡅればありがたいです。࡝う

 。ࡒ
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（⬟℩） 支援に関して、私も㔝中先生の

ートでお世ヰになࢩるගࡷっていらっしࡸ

っていて大ኚ助かっています。ఱ度か運営

委員会でも⏦し上ࡆているのですが、本当

に᭱㏆研究に౑う機ჾというのがࢇ࡝ࢇ࡝

ከᵝ໬・㧗㢠໬しているので、ྛ 研究ᐊで、

あるいは大学のᑓᨷのレࣝ࣋でさえもなか

なか機ჾをそろえるのは㞴しいということ

で、こういった研究所でそういった支援活

動をࡸっていただくというのは、᪥本඲య

にとって㠀ᖖに大事なことだとᛮっていま

す。 
 これに関して、私がここに㉱௵したとき

というのはもう஧十ᩘ年๓なのですが、そ

のときはࣂーࢡレーに␃学していて、᪥本

にᖐってきてちࢇࡷと᭱新の機ჾがあるのかと㠀ᖖに୙Ᏻだったのですが、ᖐってきてࡳる

とྥこうと඲く㐯Ⰽのないものが඲部そろっているような状ἣで、㠀ᖖにありがたいなとᛮ

ったのです。そのような状ἣを⥔ᣢしていくのも、だࢇだࢇいろいろな㠃でも大ኚになって

きているのかなとᛮいます。 
 それで、もともとの共同利用研究と、ABiS でࡸっていらっしࡷるものとの関ಀがいまいち

よく分からなかったのです。せするに、共同利用研究でࡸっているときというのは、ከ分、

᭱新の機ჾを㈙うண⟬はそちらの方で十分あって㊊りていたのだࡅれ࡝、それで㊊りなくな

ってきたので ABiS のようなものを౑いながらఱとか新しい機ჾをそろえなࡅればいࡅない

状ἣになってきているという⌮ゎでよろしいでしࡻうか。 
 
（上㔝） いいえ。この事業は、ண⟬☜ಖの点とは඲く別にጞまったものです。まࡎ᪥本඲

యを見たときに࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢ関連᪋タを⥔ᣢして運営していくのは㠀ᖖに㞴しい状ἣ

であったということで、国内でࢵࢿト࣡ーࢡをつくるᚲせがあるという議ㄽの中からጞまり

ました。 
 ጞめてࡳて、一つ大事な点は、今おっしࡷったように、今までࡸっていた共同利用研究と

この支援事業を࡝のように༊別するのかということなのですが、これはᩥ科┬の方からこの

支援では先➃的な研究をࢧポートするようにという指導がありまして、そこで名๓は先➃ࣂ

ⱥㄒで）࣒ー࢛ࣇトࢵࣛࣉ支援ࢢンࢪー࣓࢖࢜࢖ Advanced Bioimaging Support）となってい

ます。われわれもこの⥺ᘬきをするのが㠀ᖖに㞴しいのですが、᪤存の共同利用研究ではよ

り基礎的なࢧポートをして、㠀ᖖに㞴しいᢏ⾡をせするような画ീྲྀᚓ、画ീゎᯒについて

はこちらでࢧポートしましࡻうということで一応分ࡅてࡸっていて、応ເがあったときに、

これは共同利用研究がࡩさわしいとかこれは ABiS がࡩさわしいという助言のもとに応ເし

ていただくような௙⤌ࡳをᣢっています。 
 それと、機ჾの᭦新については㠀ᖖに㞴しくᝎましいၥ㢟なのですが、この ABiS でも機

ჾの᭦新をするண⟬は௜いていませࢇ。支援事業として、支援するためのᾘ⪖ရな࡝はࢧポ

ートしていただࡅるのですが。ただ、いろいろᩥ科┬と஺΅している中で、リーࢫዎ⣙で導

ධすることであれば構わないということで、㠀ᖖに大きなものとしてはࣛ࢖トࢩート㢧ᚤ㙾

のࢫ࢖࢓ࢶ♫のものをリーࢫでධれたという状ἣがあります。ただ、今後さらに㢧ᚤ㙾を᭦
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新するᚲせがฟてきたときには、これ以上リーࢫዎ⣙分のண⟬を౑うと支援事業自యが成り

❧たないので、別にఱらかの方ἲを考えるᚲせがあるとᛮっています。 
 
（⬟℩） ᚑ᮶の共同利用研究の機ჾに関しても、ࡸはり⪁ᮙ໬したり新しいࣔࣝࢹがฟた

りしたら、ࢇ࡝ࢇ࡝アࢹࣉࢵートしていかないといࡅないですࡡ。そちらの方のண⟬は࡝う

なっていますか。 
 
（上㔝） それも㠀ᖖにཝしい状ἣなのですが、先࡝࡯おヰがあったように、運営㈝஺௜㔠

の中から共同利用研究分を☜ಖしてࡸっているので、特別に機ჾ᭦新のண⟬があるわࡅでは

ないのですが、所長が先࡝࡯⏦し上ࡆたように、ண⟬にవ⿱がฟてきたときに大きな機ჾを、

 。この年度はこれ、この年度はこれࠖとྍ⬟な᭦新を行っているという状ἣですࠕ
 
（すᮧ） 今の点に関して、またᑗ᮶的なၥ㢟としてはᑗ᮶計画ということで、説明ができ

るとᛮいます。 
 
（長㇂部） あと新しい機ჾな࡝については、大ᆺண⟬の新学⾡領域研究な࡝で導ධした機

ჾを、その領域が⤊わった後にᐤ௜してもらって有ຠ利用するという利用の௙方も一つです。 
 
（⬟℩） 大ᆺண⟬というのは、ྛ先生がಶேでྲྀっていらっしࡷるものですか。 
 
（長㇂部） はい、そうです。そういう機ჾは⤖構あります。 
 
（すᮧ） ከ分、先࡝࡯からのタഛをᩚഛしていくというのは㠀ᖖに重せなところで、それ

に対してᑗ᮶計画のところで、基生研は࡝のようにྲྀり⤌ࢇでいくかということをまた説明

させていただきたいとᛮいます。 
 ௚に࡝うでしࡻうか。はい、┦㈡さࢇ。 
 
（┦㈡） 本当はいっࡥい⪺きたいこと

があるのですが、私たち㑇ఏ研でも一␒

よく議ㄽになるのが、こういう事業も⤖

ᒁ研究者がࡸることになるわࡅですよࡡ。

だから、研究と事業のවྜࡡいがẼにな

ります。事業ᑓ௵というேならはっきり

していますが、上㔝さࢇも඲然事業はᑓ

௵ではないし、ࢇࡳなそうですよࡡ。そ

の㎶の考え方というか、࡝のように考え

て基生研ではࡸっていらっしࡷるのです

か。 
 
（上㔝） それはᩥ科┬からもまた㠀ᖖ

にᙉい指導があります。研究の࢛ࣇ࢚ートẚをちࢇࡷと☜ಖするようにという。それは、࣓

きと言われています。そ࡭ンにこの⤒㈝で㞠われているேに対しても、そういう㓄៖をす࢖

の௚に、༠力していただいている方も、ึ年度は正┤⏦し上ࡆて、࡝のくらいの௳ᩘをわれ

われがࡸれるのか、あるいは࡝れࡄらいせᮃがあるのか分からなかったので、かなり↓⌮を

お願いしたところはあるのですが、２年度目を㏄えて、ࡸはり実際に༠力いただいている先

生たちが、きちࢇと自分たちの研究でも成果をฟしていࡅるような㓄៖は特別にす࡭きだな
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とᛮっています。特別にఱかそういう௙⤌ࡳをつくっているわࡅではないのですࡅれ࡝も、

それࡒれ分ᢸ研究者が目㓄りをする中でࡸっていますので、そういった㓄៖はす࡭きだとᛮ

います。 
 
（┦㈡） 事業ᑓ௵というឤじのேはいるのですか。 
 
（上㔝） ᢏ⾡支援員➼ではいます。 
 
（┦㈡） ᢏ⾡支援ではなくて、PI とかでは㸽 
 
（上㔝） PI ではいないです。 
 
（┦㈡） それはいないと。 
 私は、基生研としてはこの新つࣔࣝࢹ生物開発ࢭンࢱーというのが一␒㠃ⓑいとᛮったの

ですが、これは今、᪤に動いているࢭンࢱーとしてあるのですか。 
 
（上㔝） これはある意࿡ࣂーࣝࣕࢳなところがあって、ሙ所があるわࡅではないですし、

ᑓ௵ᩍ員がいるわࡅではないのですが、ጞまって３年目です。所内の新つࣔࣝࢹ開発に関わ

るᩍᤵあるいはᩍ員を༠力研究部㛛・研究ᐊとしてཧຍいただいています。ですから、ࢭン

 。ーにే௵していただいている形で進めていますࢱ
 
（┦㈡） ண⟬も௜いているのですか。 
 
（上㔝） ええ。ண⟬はẖ年 3000 ୓෇ᙅですが、௜いています。それを新つࣔࣝࢹ生物開発

に関連するものにもᇳ行しています。 
 
（すᮧ） よろしいですか。それでは、見学さࢇ。 
 
（見学） また ABiS に関することです。レーࢨーな࡝はࡸはりᾘ⪖ရだとᛮうのですが、

この ABiS のお㔠というのは、ಖᏲዎ⣙する分とかࢧポートの分はあるのですか。 
 
（上㔝） はい。ಖᏲዎ⣙もྍ⬟ですし、レーࢨー➼のᾘ⪖ရにこのお㔠を౑うことはㄆめ

られているので、現ᅾのᇳ行分にはそういうものもかなり含まれています。 
 
（見学） ௚の共同᪋タも含めて、外部・内部から利用者に対するㄢ㔠のようなことは行っ

ているのですか。 
 
（上㔝） それも㠀ᖖに㞴しいၥ㢟です。今᪥ここに用意した㈨ᩱで、生࿨科学連携推進༠

議会という大きなࣃンࣇレࢵトと、その㛫に ABiS のࣃンࣇレࢵトがධっていますが、支援

事業の大きなものᅄつが⾲⣬に書かれています。࢜レンࢪⰍの先➃࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢥ、ࢢ

ゎᯒという、このᅄつの支援事業をྲྀりま࣒ࣀࢤ動物、先進ࣝࢹࣔ➃ート・生యヨᩱ、先࣍

とめる⤌⧊として༠議会ができているのですが、ここを㏻してなる࡭くㄢ㔠ไ度を導ධする

ようにと、ᩥ科┬の方から今かなり言われているところです。ただ、共同利用機関というの

は、そもそものࣙࢩࢵ࣑ンが研究者を支援することであり、↓ൾでと言いますか、ㄢ㔠をせ

ってきたṔྐがあります。ですので、そのၥ㢟をゎỴするためには、共同利用機関をࡸにࡎ

ᤸᥱする機関ㄢと研究㈝をᤸᥱする助成ㄢの㛫で、本当はそういう௙⤌ࡳをきちࢇとつくら

なࡅればいࡅないのですが、そういう議ㄽは今、基生研・生⌮研についてはጞめなࡅればい
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 。ないというẁ㝵ですࡅ
 ただ、ㄢ㔠ไ度を᪤に行っている大学もあります。࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢだࡅで 19 の機関が

ཧຍしているのですが、その中でㄢ㔠ไ度を導ධしているところはすࡄにでもጞめられる状

ἣなのかなというところで、ྍ⬟なところからᑡしࡎつ進めていくことになるのではないか

とᛮいます。 
 
（㧗⏣） ㄢ㔠ไ度に関してᑡし⿵㊊いたしますと、基生研ではᗄつかの࢜࢖ࣂリࢯーࢫ事

業を行なっていますが、それらに関してはㄢ㔠ไ度が動いています。 
 
（すᮧ） よろしいですか。௚に共同利用に関して࡝うでしࡻうか。ⓙさࢇ౑っていただい

ているとᛮいますし、基生研としてもかなり力をධれていまして、ᑗ᮶構᝿に関しても、᭱

新のタഛができるように⋡先して考えていこうとしています。それについては᭱後のところ

でまた説明させていただきます。 
 それでは⥆きまして、３␒目の国際連携およびᗈ報に関する活動についてということで、

まࡎ国際連携の上㔝さࢇ。 
 
Ϫ㸬ᅜ㝿㐃ᦠとᗈሗάືのᒎ㛤 
 
#25 

（上㔝） ࣡ࣃーポ࢖ントの 25 をごぴください。いろいろな大学➼でも国際໬というࢪー࣌

のが࢚ン࢝レࢪࢵされているのですが、基生研も、特にḢᕞ分子生物学研究所は、自然科学

研究機構ができたときに、当᫬の機構長だったᚿᮧ先生が現ᅾの所長である࢖アン・࢖ࢱ࣐

༤ኈをよくご存じだったということで国際஺ὶがጞまりました。ですから 10 年くらいになる

のですが、᝟報஺ὶ、ேᮦ஺ὶ、ᢏ⾡஺ὶということで進めており、౛えばᢏ⾡஺ὶでは、

ート㢧ᚤ㙾を部ရとして、᪥本にึめて導ධして運用しጞめたという実⦼がありまࢩト࢖ࣛ

す。 
 ᝟報஺ὶとしては、ྜ 同のࢩンポ࣒࢘ࢪを 10 回開ദし、ேᮦ஺ὶとしては、２年ごとに基

生研の⥲研大の大学㝔生を EMBL の学生が୺ദする学生ࢩンポ࣒࢘ࢪにὴ㐵して、その大学

㝔生と஺ὶしてもらうことを行ってきました。 
 その௚に、EMBL と関連することなのですが、先࡝࡯の ABiS というのは᪥本国内の࢖ࣂ

ࣂというḢᕞのࢢンࢪー࣓࢖࢜࢖ࣂなのですが、今はࣘーࣟࢡト࣡ーࢵࢿのࢢンࢪー࣓࢖࢜

が❧ち上がっています。さらにࢡト࣡ーࢵࢿのࢢンࢪー࣓࢖࢜࢖ EMBL の中に事ົᒁを⨨く

ࣘー࣓ࣟ࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢは、ࣟࢢー࣓࢖࢜࢖ࣂࣝࣂーࢪンࢢというアࣝࢮンࢳン、࢖ンࢻ、

༡アࣇリ࢜、࢝ーࢫトࣛリア➼ࠎの国ࠎをつなࢵࢿࡄト࣡ーࢡの構⠏を進めており、それに

基生研を介して ABiS がཧຍすることを現ᅾ検討しているところです。 
 あと、ࢡࢭ࣐ࢸ（TLL）との共同研究では、ྜ同のࢩンポྜࡸ࣒࢘ࢪ同のࣝ࢝࢕ࢸࢡࣛࣉ

ーࣝ࣍ࢡࢭ࣐ࢸというのは、これに㈨本をฟしているࢡࢭ࣐ࢸ。を開ദしてきましたࢫーࢥ

、の方針によって応用ഃにഴいたり基礎にᡠったりということを⧞り㏉していてࢫࢢン࢕ࢹ

なかなか࡝ういうレࣝ࣋で஺ὶしていくか㞴しいのですが、この TLL は National University of 
Singapore（NUS）のࣕ࢟ンࢫࣃの中にあって、当然、NUS との関ಀも㠀ᖖに῝く、᭱㏆、基

生研と NUS のே⬦もᑡしࡎつできつつあって、トレーࢽンࢥࢢーࢫな࡝には実際に NUS の

ᩍᤵにも᮶ていただいたりということで、஺ὶをしています。ですから、今後、ࢡࢭ࣐ࢸに

ついては、ࢡࢭ࣐ࢸだࡅではなく NUS を含めたというか、NUS の方が大きな⤌⧊なのです

 

 
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

 
 

 

 
 

  
 

 

 
 

  
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

－ 109 －



 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

  
 

 

 
 

 

 

が、NUS として行うような形ែになっていくのではないかとᛮっています。 
 その௚、ࣉリンࢫトン大学は、自然科学研究機構の中でኳᩥ物⌮学の分㔝では、᪤にኳᩥ

ࡆ生࿨科学の分㔝にも஺ὶをᗈࡦࡐ、᰾⼥ྜ研究所と஺ὶの実⦼のある大学なのですがࡸྎ

て࡯しいという機構ഃからのせᮃもあり、私の研究ᐊからもேをὴ㐵したり、国際共同研究

をಁ進したり、あるいはᑡし๓になりますが、㉁㔞分ᯒに関してྜ同ࢩンポ࣒࢘ࢪを開ദし

ました。また㸵月にはその関連で、ྥ こうのᩍᤵとࣇࢵࢱࢫのேに基生研に᮶ていただいて、

㉁㔞分ᯒと࢜ࢸࣟࣉー࣒のࢥーࢫを実᪋することになっています。 
 こうした国際連携というのは、࡝うしてもトࣉࢵダ࢘ンになりがちなのですが、ࡸはり研

究者のレࣝ࣋で、実際にࡸっている研究者同ኈの஺ὶを、さらに大きな国際連携࡬と発ᒎさ

せるものがあってもいいのではないかということで、ᩘ年๓に࣎ト࣒アࣉࢵᆺ国際共同研究

というものをጞめました。これはまさにその名のとおり、研究の進ᒎ状ἣに応じて、海外と

の連携がᚲせになったところに対して研究所が⿵助をして、その研究を支援する。後にはう

まくそれが発ᒎすれば、連携༠ᐃを⤖ࡪということをど㔝にධれた共同研究です。 
 その௚には、᪤に一᫬的に⤊஢しているのですが、ࣛࣉࢫࢡࢵ࣐ンࢡ（MPIPZ）ともᩘ回

のྜ同࣑ー࢕ࢸンࢢを行ったりしています。先方から、またいつか෌開したいというせᮃが

あるので、これについてもᑗ᮶また஺ὶを෌開するྍ⬟性はあります。 
 その௚、基生研内では、ᩘࠎのࢥン࢓ࣇレンࢥࡸࢫーࢫを開ദしております。一つは生物

学国際㧗➼ࢥン࢓ࣇレンࢫ（OBC）というもので、これは生物学におࡅる新たな分㔝を᥈⣴

するような、長期的など㔝で見た重せなࢸー࣐について、ࣟࢡーࢻࢬのሙྜがከいのですが、

ẚ㍑的ᑡேᩘで㠀ᖖに⃰ᐦなࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹンができる⎔ቃで行うࢥン࢓ࣇレンࢫです。 
 NIBB しろ㠀ᖖに発ᒎ目ぬましい分㔝の、実際、基生研のࡴ、というのはࢫレン࢓ࣇンࢥ

ᩍ員がその分㔝のリーダーの１ேであるというような分㔝に関するものです。先࡝࡯大㝮先

生の౛がありましたࡅれ࡝も、ึめて࢜ートࢪ࢓ࣇーの国際会議が開かれたのもこうした先

➃的な国際ࢥン࢓ࣇレンࢫのࡦとつとしてでした。 
 ᭱後はࢥーࢫですが、NUS（ࢩン࢞ポーࣝ大学）との㛫でᑠᆺ㨶㢮研究のࢥーࢫをᣢった

り、あるいはࢥケ᳜物をࢸー࣐にしたࢥーࢫ➼、外国ேのㅮᖌをお࿧びしたり、国外からも

ཷㅮ生をබເして行っています。以上です。 
 
（すᮧ） それでは⥆きまして、ᗈ報とア࢘トリーࢳ活動について、⸨᳃さࢇからお願いし

ます。 
 
#26 

（⸨᳃） ᗈ報とア࢘トリーࢳ活動についてですが、先࡝࡯も⏦し上ࡆましたとおり、URA
でᗈ報ᢸ当の特௵助ᩍがいるᗈ報ᐊが୺に中心となって行っています。26 にまとめてࢪー࣌

ありますが、一␒重せなものは研究成果の᝟報発信で、ࣉレࢫリリーࢫを 22 ௳行っています。

これは㝶᫬行っているもので、᭱㏆は機構の国際リリーࢫの࣒ࢸࢫࢩが動きጞめていて、

EurekAlert!というものを用いて国際的にも発信していくことがጞまっています。 
 研究成果の内容な࡝によって、新⪺にྲྀり上ࡆられࡸすいものとそうでないものがありま

すので、その㎶もྲྀᤞ㑅ᢥしながら行っております。᫖年では 60 ௳の新⪺報㐨につながって

います。 
 １点は、先࡝࡯も共同利用のヰがありましたが、共同利用についてもࣉレࢫリリーࢫをఱ

௳か行っています。特にẚ㍑的つᶍのᑠさな大学でᗈ報ᐊ➼をᣢたないところについては、

基生研のᗈ報ᐊが中心となってࣉレࢫリリーࢫを行います。᭱㏆では、ி㒔⏘業大学との共
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同利用でのࣉレࢫリリーࢫを行いまして、新⪺でもఱ௳かᥖ載していただいたという実⦼が

あります。 
 それから基本的に༳ๅ物としては、本᪥㓄ᕸのせぴを中心に発行していますが、その௚ࣃ

ンࣇレࢵト➼の発行を行っていると。᭱ ㏆ですと、特に若い世௦のேたちは SNS を中心とし

た᝟報をᣠうということがධってきていますので、Facebook ➼を活用しጞめているẁ㝵です。 
 ３年に１度、ᒸᓮの３研究所の回りᣢちで一⯡බ開を行っていますが、᫖年度が基生研の

ᢸ当に当たっておりました。実は一⯡බ開はᅵ᭙᪥にあったのですが、その㐌の月᭙᪥にࣀ

ーࣝ࣋㈹の発⾲がありまして、ᛴ㑉大㝮さࢇのࣈーࢫをసるな࡝の対応を行いました。⤖果

として、これは記録的なᩘなのですが、4,716 名の᮶所がありました。㏻ᖖの年ですと 1,500
名ධればከいかなというところなので、㠀ᖖにከくの᮶ሙ者があったということです。実際

に࢜ート࢕ࢹ࣎ࢡࢵࢪ࢓ࣇを㢧ᚤ㙾でのࡒいてもらえるᒎ♧をしたりしました。それに関連

して、ᒸᓮᕷのᕷẸ会㤋を೉りて、ᒸᓮᕷな࡝とも༠力してㅮ₇会を行ったことが特Ṧな࢖

 。ントでした࣋
 それから、ᩍ育委員会とのᆅ域連携ということで、ᒸᓮᕷには中学ᰯが඲ 20 ᰯありますが、

今のところᒸᓮの３研究所で඲ての学ᰯにฟ๓ᤵ業をࡸっており、᫖年は基生研が８ᰯをᢸ

当しました。こちらについては、助ᩍࡸ෸ᩍᤵのேがฟて行って中学生にヰをするというこ

とで、ẚ㍑的若手のᩍ員のトレーࢽンࢢのሙとしてもわれわれのഃは考えていて౑わせてい

ただいているという状ἣです。 
 それから、これもẖ年行っているのですが、ឡ▱┴のࢫーࣃー࢚࢖ࢧンࢡࢫ࢖ࣁࢫーࣝと

の༠力ということで、ᗄつかのᤵ業を行うことと、ᒸᓮࢥン࢓ࣇレンࢭࢫンࢱー（OCC）で

の࣋࢖ントについても༠力しています。ᗈ報については、以上です。 
 
（すᮧ） 国際連携とᗈ報に関しての活動について、今説明していただきました。それでは、

この点に関してご意見、それから今後࡝のような形の活動にしていったらいいかというよう

なことがありましたら、お願いいたします。 
 
（⬌᱈ᆏ） この EMBL トンとの連携というのは、基本的には共同でࢫリンࣉ、ࢡࢭ࣐ࢸࡸ

、それはよくあるというか。ࡡをしたりして、᝟報共有することが中心ですよࢫレン࢓ࣇンࢥ

あっても඲然いいことだとᛮうのですが、ࡸはり重せなのは࣎ト࣒アࣉࢵᆺの国際共同研究

が࡝のࡄらい発ᒎしていっているかということです。このࢧポートはすごくいいとᛮうので

すが、࡝うなのですか。これは、実際にこの㈨ᩱを見ただࡅではなかなか、それが࡝のくら

いの成果がฟているかがちࡻっとよく分からないのですが。 
 
（すᮧ） 上㔝先生、࡝うですか。 
 
（上㔝） 年に平ᆒすると㸳௳ࡄらい、ᩘ十୓෇⛬度の᪑㈝をࢧポートしているのですが、

ㄽᩥ成果としてはᚎࠎにฟております。ただ、実際にそれを基に新たに༠ᐃを⤖ࢇだという

ケーࢫはまだ生まれていませࢇ。それをᚲࡎしも⩏ົにしているわࡅではないですが、そう

いうことを᝿ᐃしているので、いࡎれ１対１の共同研究からࣝࢢーࣉ対ࣝࢢーࣉの共同研究

になったりすることは、今後期ᚅしたいとᛮいます。 
 
（⬌᱈ᆏ） それはそうなるともちろࢇ⣲ᬕらしいのですが、ࡻࡦっとしたら若手の、౛え

ば助ᩍࢫࣛࢡが実ാ部㝲としてこういうヰが┒り上がっているሙྜもあるかとᛮうので、そ

うすると、ࡴしろア࢘トࢵࣉトとしてࣈࣃリケーࣙࢩンが࡝のくらいฟているのかがẼにな
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ります。というのは、別にいいࣕࢪーࣝࢼにฟるᚲせはないのだࡅれ࡝、若手がそれをまた

⣊に、ࡻࡦっとして独❧できるとか、そういうࡩうにつながっていくといいかなというࡩう

にᛮいます。 
 
（上㔝） ≺いはࡸはりそこで、トࣉࢵダ࢘ンの連携というのは、ಶࠎの研究者にとってࡳ

れば、ᚲࡎしもそのᚲせ性がそれ࡝࡯ないẁ㝵からጞまることがከいのですが、࣎ト࣒アࢵ

、がᚲせで、研究者と共同研究するᚲせがあるというところからጞまるのでࢱーࢹは本当にࣉ

まさにࢹーࢱを共有することによってㄽᩥが書ࡅるものだとᛮいます。 
 
（⬟℩） 今のご意見とఝたヰなのですが、ࡸはりこういった国際໬というのは、もちろࢇ

ることではないのかなと正┤ᛮっࡸるのはいいことだとᛮうのですが、ఱか↓⌮してまでࡸ

ています。大学な࡝では大学のࣛン࢟ンࢢを上ࡆるためとか、ࣉレࣕࢩࢵーな࡝でࡸらせら

れるから、↓⌮ࡸりࡸっているというものはあったりするのですが、この研究所では、そう

いったࣉレࣕࢩࢵーもከᑡはあるのですか（➗）。そうでなࡅれば、↓⌮にࡸらなくて、実㉁

的なものだࡅ進めればいいのかなとᛮったりもしたのですが。 
 
（上㔝） ࣉリンࢫトン大学については、かなりࣉレࣕࢩࢵーはឤじましたࡡ。機構として

 。しいという࡯進めてࡦࡐ
 ただ、私自㌟もこれに῝く関わっているのですが、考えようで、そういう連携で、༢に㈉

⊩だࡅして⤊わろうというより、そういうࣕࢳンࢫをいかに利用して自分の研究を発ᒎさせ

るかというࡩうにも私自㌟考えているので、ᚲࡎしもᝏいことばかりではないとᛮいます。 
 
（山本） 自然科学研究機構඲యで、ᩥ 科┬の方から研究力ᙉ໬のためのお㔠を頂いていて、

そのࣟࣉポーࣝࢨをしたときに、౛えば海外㥔ᅾᆺの URA を⨨く、ࣚーࣟࣃࢵに１名、ア

࣓リ࢝に１名、アࢪアに１名、アࢪアはまだ実現していないのですが、そういう形で、海外

との連携をᙉめていくことを提᱌しており、それがかなり評価されている㠃はあります。 
 ですから、ࡸはりそういうྲྀ⤌ࡳを生かした形で研究力ᙉ໬が進ࢇでいるというࡩうにᣢ

っていかなࡅればいࡅないという意識はあります。 
 
（すᮧ） よろしいですか。┦㈡さ࡝ࢇうࡒ。 
 
（┦㈡） この関ಀなのか分からないのですが、ࡸはり海外のேをアࢨ࢖ࣂࢻリー࣎ーࢻの

ような形で࿧ࢇで、評価というと大ࡆさですが、そういうことをࡸったりはしていないので

すか。 
 
（山本） 実はこれまではなかったのですが、アࢨ࢖ࣂࢻリー࣎ーࢻというものを᫖年సり、

現ᅾ海外から３名の方にཧຍしていただいています。ẖ年ではないのですが、ఱ年かに１回

は基生研に᮶ていただいて、現ᆅࣄアリンࢢしていただくことにしていて、実は᫖年行いま

した。 
 目的はಶ別の研究者の評価ということではなく、඲యとしての研究所のア࢕ࢸࣅ࢕ࢸࢡが

でุ᩿していただくということだったのですが、研究ᐊのࣝ࣋うかということを国際レ࡝ PI
のⓙさࢇには඲員ࣉレࢮンをしていただいて、⥲ྜ評価を頂きました。レポートはもらって

いるのですが、まだබ⾲はしていませࢇ。今年度ฟす、平成２８年度の外部点検評価報告書

には載せるつもりです。 
 ᮶てもらったのは、ࢠ࢖リࢫのࣛࣇンࢡ・ࢫࢩリࢡࢵ研究所の所長のポーࣝ・ࢼーࢫ、今
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は大学を㎡めましたが、発生学のᩍ科書を書いたア࣓リ࢝のࢵࢥࢫト・ࣂࣝࢠート、それか

らアࢪアからは、ࢩン࢞ポーࣝ国❧大学のࢧࢵ࢙ࣇࣟࣉーでࢡࢭ࣐ࢸ生࿨科学研究所の所長

のࣘ࢜ࣁ・࢘の３名です。ᛁしい方ばかりなので２᪥㛫の大ኚなࢫケࣗࢪーࣝでしたࡅれ࡝

も、われわれのヰを඲部⪺いていただいて、レポートも頂いているという状ἣです。 
 
（すᮧ） ௚は࡝うでしࡻうか。それではす㇂さࢇ、お願いします。 
 
（す㇂） 㠀ᖖにこれはຠ果的と言いますか、基生研にとっても、あるいは基生研がわが国

の基礎研究を支える基┙という点で、᪥本の基礎研究のࣉレࢮンࢫを海外に発信するという

意࿡では、NIBB も、ࢫࣛࣉ㠀ᖖにຠ果的だとᛮいますが、それࢇはもちろࢫレン࢓ࣇンࢥ

しవ⿱があれば、௚のḢ⡿の中心的な研究所とそれなりの連携をするということは、ࢫࢥト

 。は᱌外いいのではないかなというẼはしますࢫン࣐ー࢛ࣇࣃ
 㛫᥋的ではあるのですが、ࡸはり᪥本の基礎研究を࣎ト࣒アࣉࢵといいますか、その基┙

をつくるという点では、㠀ᖖに重せな活動だとឤじました。 
 
（すᮧ） ࡝うもありがとうごࡊいます。௚、よろしいでしࡻうか。 
 
（⬌᱈ᆏ） ⯆࿡本఩なのですが、一⯡බ開の 4,700 ேは⤖構すごいとᛮうのですࡅれ࡝、

これはࡸはりឡ▱┴、ᮾ海ᆅ方の若者が中心ですか。いࡸ、㧗ᰯ生くらいがいっࡥい㞟まっ

ていると、すごくいいかなとちࡻっとᛮったのですが。 
 
（すᮧ） では、⸨᳃さࢇに。 
 
（⸨᳃） 一応、年㱋分ᕸ、あと࡝こから᮶られたかもㄪ࡭てはあるのですがᮾ海ᆅ方の方

がከく、ẚ㍑的年㱋は㧗いです。ᑠ中学生とそのぶというのはࢵࢭトなので、その㎶はẚ㍑

的ከいです。 
 
（⬌᱈ᆏ） ᑠ中学生ですよࡸ。ࡡはり今、研究者になりたい若者がすごくῶっているでは

ないですか。特にわれわれ大学生をいっࡥい見ていると、研究者になりたいという子は࡯と

研究者になりたいࠕいないのです。だから࡝ࢇ とࠖ言っている子に࡝ࠕうして㸽 とࠖ⪺くと、

そういう⤒㦂がすごく大切なのですよ。ᑠ学生のときに࡝こかに連れて行かれて見た࢚ࣝ࢝

がすごく࢖ンࣉレࣈࢩࢵだったとか、ࣔ࢖リがすごかったとか、そういうところから研究者

はできてくるのだなとᛮうと、この基生研の 4,700 ேのうち 3,000 ேࡄらいがᑠ中学生だっ

たらいいかなとᛮって⪺いたのです。 
 
（⸨᳃） ᑠ中学生、特に中学生よりも上になってくると、学ᰯ行事な࡝がከくあって、な

かなかここ࡬᮶るࣕࢳンࢫがないのです。今回はたまたま月᭙᪥の発⾲があった上でのᅵ᭙

᪥でしたので、ẚ㍑的ᮾ海ᆅ༊はᗈく୕重┴ࡄらいまで含めて、こういう研究所があるのだ

というすごいᐉఏになったので、㠀ᖖにᗈく᮶ていただいたという点はあります。 
 
（すᮧ） ௻画㈐௵者の㧗⏣さࢇから。 
 
（㧗⏣） ᒸᓮᕷのᑠ中学ᰯに対しては、こちらの方から㈨ᩱを㓄ᕸして、生ᚐさࢇ一ே一

ேにそれが行きΏるような形でᗈ告をしました。そのຠ果は若ᖸはあったようにᛮいます。

㧗ᰯは、᫬期がᝏくて、中㛫ࢫࢸトに重なってしまいました。 
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（⬌᱈ᆏ） 重なってしまった。 
 
（㧗⏣） それがあって㧗ᰯ生の᮶ሙ者がᑡなかったのではないかと考えています。⸨᳃先

生からのヰもありましたが、いࡎれにせよ今回は大㝮先生のࣀーࣝ࣋㈹ཷ㈹のຠ果が大きく、

大ேの方がより⯆࿡をᣢたれたようでした。実際に㠀ᖖに᮶ሙ者がከく、ධሙするのに 90
分かかるというឤじでした。そのため、⤊஢᫬้も１᫬㛫ᘏ長したりしました。うれしいᝒ

㬆ではありましたが。 
 
（⬌᱈ᆏ） それに対して１点お願いなのですが、大学に᮶るのは、その大学をཷ㦂したい

とか、ఱか別の目的で᮶ることが࡯と࡝ࢇなので、研究者の༸をそこで見つࡅるのはなかな

か㞴しいのです。だ࡝ࡅ、㑇ఏ研ࡸ基生研に見学に᮶るᑠ中学生がもしもいたら、これはࢳ

ࣕンࢫなのです。⌮研もそうだったのですが。 
 そのときに若者に対応してもらうというのはいいのですが、若者の中には本当に᱁ዲᝏい

若者がいるのですよ。᱁ዲᝏいというのは、中㌟が᱁ዲᝏい。ఱかᴦしそうにしていない。

そこですごくᴦしそうに、࡯ࠕら、見てよ、見てよ ࡆってあࡸだよࠖとࢇなに見えるࢇこࠕࠖ

られるேが対応しないと、せっかくのࣕࢳンࢫをኻうのです。だから、ちࡻっと先生方にそ

こはお願いしたい。 
 
（長㇂部） 実際にうちの研究ᐊの大学㝔生の２ேは、１ேは中学のときに見学に᮶て、１

ேは㧗ᰯで見学に᮶た子がධっていますࡡ。 
 
（⬌᱈ᆏ） ࡸはりそうですよࡡ。 
 
（⸨᳃） 今回に関してឤゐとしてですが、子౪ではないのですが、ẚ㍑的年㱋が㧗いぶの

レࣝ࣋とかだと、ここに᮶てࠕ研究者のேたちがすごくᴦしそうだࠖࡡと言ってᖐっていっ

たேたちはఱ名か┤᥋⪺いています。 
 
（⬌᱈ᆏ） そうですࡡ。それを若者にឤじさせなࡅればいࡅないのですよ。ぶは㥏目なの

です。なࡐかというと、ぶの言うことは⪺かないのですよ。ぶが言いጞめると、子౪はࠕ᎘ࠖ

となるのです。 
 
（山本） 今回、大㝮さࢇのことを▱りたいとᛮって᮶たேもいるのですが、基本はࡸはり

ᑠ学生の子౪とそのぶというᐙ᪘༢఩で᮶ているケーࢫがከくて、౛えば、長㇂部さࢇのと

ころの᛹しࡆな㣗⹸᳜物࣐࢟࢝ࢼࣁࡸリ、それから新⨾さࢇのところは᪻⹸ですࣈ࢝、ࡡト

を見せているので、その࿘㎶にはもう⇕中して⩌がっているというឤじ࡝なࢱ࢞࣡ࢡࡸࢩ࣒

でした。 
 
（⬌᱈ᆏ） ᑠ中学生は、あっという㛫に大学生になりますからࡡ。ものすごく重せですよ。

われわれは㸳年ごとにண⟬を❧てるࡅれ࡝、㸳年たったらᙼらはもう大学生ですから。だか

ら㸳年たったら研究ᐊに᮶ておかしくない年になる、若者がᴦしそうにヰさないとࣕࢳンࢫ

をኻうということを、ちࡻっとࢇࡳな分かっていない。 
 
（すᮧ） 若いேにもっとアࣆーࣝをしなࡅればいࡅないということですࡡ。 
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（見学） 今回、一⯡බ開は、大㝮先生ຠ

果でお客さࢇがከくて、すごくࢇࡳなᴦし

いᛮいをしてᖐったࡅれ࡝、ᛀれてしまっ

たらもったいないとᛮうのです。一回ᴦし

かったࡅれ࡝、でも今の子たちは SNS 
ト世௦なので、๓のときもࢵࢿーࢱン࢖ࡸ

ちࡻっと言ったのですが、今の࣍ー࣒࣌ー

ではないというࣝࣈࢩࢭࢡなにアࢇがそࢪ

か、ࠕ研究成果がありました 的ࠖなものがከ

くて、見てもあまり㠃ⓑくないのではない

かと。その中で、上㔝先生のところで 48
᫬㛫の࢚ࣝ࢝のࣛࣈ࢖観ᐹ、㕥ࢳࣛࢸࢫ࢝

ー࣒とか。 
 
（上㔝） 見ていたのですか。お᜝ࡎかしい（➗）。 
 
（見学） ࢱ࢟ࠕーࠖࢵな࡝、ああいうのは、子౪たちはࡸはり㠃ⓑいとᛮうのかなと。ۑࠕ

ンをቑ࢓ࣇでなく、ḟに研究者になっていく世௦にࡅがありましたࠖとかだ࣒࢘ࢪンポࢩۑ

 。して㞳さないດ力もあってもいいのかなとࡸ
 
（すᮧ） なる࡝࡯、それは࣍ー࣒࣌ーࢪをもっと、そのような形にしたらという意࿡です

か。 
 
（⸨᳃） 実は、⾲の࣍ー࣒࣌ーࢪはሀいのですよ。それでᑠさい❆があって、そこからዟ

 。動画がฟてきたりࡸっと画ീࡻ行くと、もうち࡬
 
（⬌᱈ᆏ） それは分かりにくいですࡡ（➗）。 
 
（⸨᳃） 分かりにくいですが、そういうのがあるのですよ。 
 
（すᮧ） それは所内ᑓ用ということですか。 
 
（⸨᳃） 㐪います。外から見られます。౛えば࢚ࣝ࢝の発生な࡝でも࣒ーࣅーが⨨いてあ

りますので、そこからすࡄ見られるし、WEB ンというところがあって、そうするともࢪ࣐࢞

うᑡし研究者の⦆いጼな࡝も見られます。 
 
（⬌᱈ᆏ） それを分かりࡸすくしたらいいですよࡡ。見学先生がおっしࡷることは、൅は

ものすごくᛮい当たることがあって、൅は࣍ー࣒࣌ーࢪが᫛࿴と言われたのです。本当に᝟

報だ࡮ࡅた࡮たとᙇってあるだࡅで、ࢇ࡝ࢇ࡝研究生からேẼがなくなって。今年ࠕちࡻっ

とまࡎいࠖというので一生ᠱ࿨సり┤しのᕤసをしていて、そのために私も上㔝先生の࣍ー

 。をᣏ見しましたࢪー࣒࣌
 ౛えば基生研の中だと、ࡸはり大学生レࣝ࣋だとᐑ成さࢇの࣍ー࣒࣌ーࢪはすごくかっこ

いいのです。࣡ࣗࢩーࢵとฟてきて、⣽⬊の映ീが࣡ࣉーࢵとฟてきて、ࢵࣗࣄとᾘえると

とḟの⣽⬊がฟてくる。あれを見せられると、ఱか意࿡もなくそこに೵⁫します。そのࢵ࣎

うち⯆࿡がฟてくる。ࡸはりఱか、ちࡻっとそういうのは、今の若者にはとても大切なのだ
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なと᭱㏆③ឤしています。 
 
（⸨᳃） 今、࣍ー࣒࣌ーࢪもわれわれだとࢥࢯࣃンでしか見ないのだࡅれ࡝、ከ分、若い

ேたちは࣐࣍ࢫしか見ないので、࣐࣍ࢫ対応をࢇ࡝ࢇ࡝進めるといった対応はだいࡪ進ࢇで

います。 
 
（すᮧ） なる࡝࡯。 
 
（⸨᳃） ࣐࣍ࢫからもうᑡし⿬࣌ーࢪが見えࡸすいようにとか、ᕤኵはできます。 
 
（山本） ఱか༴ない YouTube  。（➗）たいになっていくなࡳ
 
（すᮧ） ᕤኵができるということですࡡ。はい、࡝うもありがとうごࡊいました。 
 ᗈ報と国際連携に関して、௚はよろしいですか。 
 それでは、ḟに⛣らせていただきます。㸲␒目に、若手研究者の育成に関する活動につい

てということで、࣡ࣃーポ࢖ントではࠕ若ࠖとྑ上に書いてあるところですが、ここは⸨᳃

さࢇにお願いします。 
 
ϫ㸬ⱝᡭ研究⪅の⫱成 
 
#27 

（⸨᳃） ๪ᑓᨷ長ということでヰをさせていただきます。࣡ࣃーポ࢖ントの 27 、にはࢪー࣌

୺に大学㝔生のᩍ育に㝈った᝟報が書いてあります。若手というと、先࡝࡯おヰがありまし

たが、NIBB リࢧー࢙ࣟࣇࢳーという形で研究所㞠いの、༤ኈをྲྀって 10 年以内というẚ㍑

的若い世௦の研究者を育成しているということもありますが、ここでは大学㝔生のヰをさせ

ていただきます。 
 ⓙさࢇご存じのように、基礎生物学研究所としては、⥲ྜ研究大学㝔大学の中の基礎生物

学ᑓᨷをᢸ当しており、基本的には研究者㣴成なのですが、ᅾ⡠者が現ᅾ㸳年一㈏ไで 29
名と༤ኈ後期ㄢ⛬ 20 名です。外国ேが若ᖸいまして、㸳年一㈏で㸳名と༤ኈ後期ㄢ⛬が２名

です。 
 こちらの特Ⰽとしては、ⓙさࢇご存じのように、ᩍ員はẚ㍑的ከいのに対して学生のᩘが

ᑡないということで、それࡒれの学生に応じた⣽ࡸかなᩍ育をするということが一つです。 
 それから、ࡸはり⤒῭的支援が重せになってきており、現状では年㛫⣙ 70 ୓෇の⤒῭的支

援を行っています。これは㏻ᖖの大学でいうಟኈㄢ⛬から᪤にࢧポートしています。この⤒

῭的ࢧポートについては、特に外国ேの学生がୗᐟを᥈すな࡝大ኚな状ἣもありますので、

現ᅾは࢙ࢩアࢫ࢘ࣁということで、ᒸᓮࢥン࢓ࣇレンࢭࢫンࢱーがあるᅵᆅと同じ所にᐟ⯋

があるのですが、それを学生にも開ᨺしており、現ᅾは基礎生物学ᑓᨷの学生が㸲名そちら

にఫࢇでいます。ࣝࢻࢵ࣋ー࣒はそれࡒれಶ別で、࢙ࢩアするリࣅンࢢな࡝があるという状

ἣで、ᐙල௜きの部ᒇになっています。 
 その௚では、⥲研大以外にཷク学生が現ᅾ 15 名おります。特に新௵のᩍᤵの先生がከいの

で、そちらの学生が一⥴に᮶ているというのがከいのですが、その学生たちに対しても、⥲

研大生と同ᵝに RA でࢧポートする࣒ࢸࢫࢩをྲྀっています。┤᥋の༠ᐃとしては、名ྂᒇ 
大学のリー࢕ࢹンࢢ大学㝔と༠ᐃを⤌ࢇで、学生のཷࡅධれもྍ⬟にしているというところ

です。 

 学఩のྲྀᚓについては、࣡ ーࣝ࢖࢓ࣇࢻの㈨ᩱ１の 15 にありますが、本年度は㸲名ࢪー࣌
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に対して༤ኈの学఩をᤵ୚し、１名に対してಟኈの学఩をᤵ୚しました。以上です。 
 
（すᮧ） ࡝うもありがとうごࡊいました。若手研究者の育成ということで、今、୺として

⥲ྜ研究大学㝔大学のことをおヰししましたが、NIBB リࢧー࢙ࣟࣇࢳーということで研究

所として若手研究者をࢧポートして、今後育成を推進するということで進めておりますが、

この点に関してご㉁ၥ、ご意見がごࡊいましたらお願いいたします。 
 
（⬌᱈ᆏ） この 70 ୓෇のࢧポートは、ࡸはり学㈝は別㏵ᡶわなࡅればいࡅないわࡅですか。 
 
（⸨᳃） はい。基本的に学㈝はᡶっていただいております。ただ、学㈝ච㝖になっている

学生がఱ名かはおります。それは⤒῭的な事᝟によるものです。 
 
（⬌᱈ᆏ） なる࡝࡯。だから学㈝ච㝖にならないと、⤖ᒁ、学㈝が 50 ୓෇࡝࡯᥃かってし

まう。 
 
（⸨᳃） 大య学㈝┦当が RA くらいだとᛮいます。 
 
（⬌᱈ᆏ） なる࡝࡯。だから生活㈝はࡸはり別㏵自分でఱとかしなࡅればいࡅないという

のが現状なのですࡡ。 
 
（⬟℩） 今、おヰがあった大学㝔生ではなく若手研究者の௳なのですが、私自㌟、ここで

助ᩍでお世ヰなって、客員の研究ᐊの助手だったのですが、独❧して自分の研究を進めさせ

ていただいて、㠀ᖖにいい⎔ቃで研究させていただいてよかったとᛮっています。 
 ここの研究所のሙྜ、共㏻機ჾがすごく඘実しているので、実際に大きなつᶍの研究ᐊの

୺ᐓではなくても、若手研究者が研究を進めるにはすごくいい⎔ቃだなとᛮっています。そ

ういった⎔ቃというか、そういう機会を若いேにࡎࡦࡐっと⥅⥆してṧしていただࡅるとい

いなとಶே的に、自分の⤒㦂からᛮっているのですが。もちろࢇண⟬を๐ῶしている中で、

なかなかそういったところにண⟬を๭くのは㞴しいのかなとᛮうのですが、客員部㛛という

のは今ࢇ࡝ࢇ࡝なくなっていて、その௦わり NIBB リࢧー࢙ࣟࣇࢳーというのは、その形に

なっているのでしࡻうか。 
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（すᮧ） NIBB リࢧー࢙ࣟࣇࢳーは、ྛ部㛛に௜いております。 
 
（⬟℩） それは独❧というわࡅではないですࡡ。 
 
（山本） 一応、基本は運営㈝஺௜㔠で、中にはちࡻっと別㏵のお㔠で㞠用した方を NIBB
リࢧー࢙ࣟࣇࢳーと࿧ࢇでいるケーࢫもありますが、基本はそうです。だから研究部㛛でᡶ

わなくてもいい、先生がྲྀってきたお㔠で㞠うのではなくて、研究所としてࢧポートすると

いう形ですࡡ。 
 
（⬟℩） 先࡝࡯┦㈡先生からもࣗࢽࢸアトࣛࢡࢵというおヰがありましたが、ࣗࢽࢸアト

れくらいの࡝、ఱ年かの期㛫で研究してもらうという若手の研究者は、ࡸのような形ࢡࢵࣛ

ᩘいらっしࡷるのですか。 
 
（山本） NIBB リࢧー࢙ࣟࣇࢳーは、一応、఩⨨௜ࡅとしては、一⯡の研究員と助ᩍの㛫

とわれわれは఩⨨௜ࡅているのですが、ᚲࡎしもそういうࡩうに࢓ࣇンࣙࢩࢡンしているか

 。ࢇうかには、ၥ㢟がないヂではありませ࡝
 
 。というのはあるのですかࢡࢵアトࣛࣗࢽࢸ （℩⬟）
 
（山本） それはないです。┦㈡先生からご㉁ၥがありましたが、㑇ఏ研で⨨いているよう

な形のものはありませࢇ。ᩥ科┬が開ጞした༟㉺研究員ไ度のཷࡅධれのሙྜもࣗࢽࢸアト

ධれも⤖ᒁのところ自然科学研ࡅを用意して行う形になるのですが、そういう形のཷࢡࢵࣛ

究機構の研究所は࡝こもࡸっていないですࡡ。 
 研究者のഃから見ていると、ࣗࢽࢸアトࣛࢡࢵというのは、もちろࢇ若い方が᪼進してい

るという意࿡でいいのですが、研究所ഃから見れば、ఱか先のே事を⣙᮰しているようなࡅ

形になって、この先生が㎡めた後はこうなるという⤌ྜࡳわせが分かってしまうឤじがあっ

て、今のところは、基生研は᥇用していませࢇ。 
 
（⬟℩） ただ、今は若い方で、そういう機会を᥈している方がすごくከくて、そういうの

をཷࡅධれるᯟとしては、㠀ᖖにこの研究所はいいところだなとᛮって。 
 
（山本） ༟㉺研究員というไ度をつくるのだったら、研究所ഃࡸ大学ഃにもそういうもの

をཷࡅධれるポࣙࢩࢪンをきちࢇとつくるとか、そういうࡩうにすればいいとᛮうのですが。 
 
（⬟℩） もちろࢇそうなのですが。㞴しいことは分かっているのですが、このไ度をでき

るだࡅṧしていただくというか、そういったᯟを検討していただࡅるとうれしいなとᛮいま

す。 
 
（山本） はい。われわれも本当はそういう形にᣢっていࡅるのがいいのかなとᛮっている

のですが、今のところちࡻっと、なかなかそういう形に㋃ࡳ切るのは㞴しい状ἣです。 
 
（すᮧ） ┦㈡さ࡝、ࢇうࡒ。 
 
（┦㈡） ⥲研大だから一⥴なので、ఱか基生研だࡅでࡸっているいいことはないかなとᛮ

うࢇですが。 
 
（すᮧ） こちらは㏫で、いいことをᩍえてもらえないかなと。 
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（┦㈡） でも一つ、この名大リー࢕ࢹンࢢ大学㝔とのという、これはもうそこの学生を基

生研で᥇れるという形で、名大が஢ゎしていることなのですか。 
 
（すᮧ） ᕝཱྀさ࡝、ࢇうですか。 
 
（ᕝཱྀ） そうですࡡ。名大が஢ゎしていて、名大の所属で、基生研で研究できる。 
 
（┦㈡） ࠕできるࠖというのはあるとᛮうのですが、✚ᴟ的に基生研が名大の学生として

㏄え、ሙ所が基生研になるということですࡡ。 
 
（ᕝཱྀ） そうです。名大の学生として㏄えています。 
 
（┦㈡） ⥲研大ではないということですࡡ。 
 
（ᕝཱྀ） はい。⥲研大ではありませࢇ。 
 
（┦㈡） その学生を⥲研大に…というឤじではないということですࡡ。分かりました。 
 
（⸨᳃） それは⤀ኈࣝーࣝで本᮶ࡸらないはࡎなのだࡅれ࡝、学生がたまたま⥲研大をཷ

 。てධ学した౛はありますࡅ
 
（上㔝） ちなࡳに RA の㔠㢠なのですが。 
 
（┦㈡） そこはちࡻっと㧗いなとᛮったのですよ。 
 
（山本） 㑇ఏ研はᗄらですか。 
 
（┦㈡） ከ分、うちは 60 ୓෇ではないですか。だから、ちࡻっとそちらの方が㧗い。 
 
（山本） ᒸᓮでは、生⌮研はうちよりもうᑡしከくて、分子研は㠀ᖖに㧗㢠をᡶえるไ度

までྲྀりධれているのです。┦対的には基生研が一␒Ᏻいことになっていて、学生の㛫に₯

ᅾ的な୙‶があると言われてはいるのですࡅれ࡝も。 
 
（┦㈡） ただ、㑇ఏ研は一応ࢪ࢘ࣁンࢢをᑡし඘実させたので、学生はᕼᮃすれば大యࡳ

 。なධれるような形にはなっていますࢇ
 
（⬌᱈ᆏ） ここもそのດ力はしていますよ࢙ࢩ。ࡡアࢫ࢘ࣁという形で。 
 
（⸨᳃） ただ、඲員はධれませࢇ。 
 あと、᫖年度から RA に 70 ୓෇というのは、実は 12 １年୸ごと。ࢇ月でᡶっていませ࢝

で 70 ୓෇ではなくて、㸵࢝月で 70 ୓෇をᡶい切るという形をྲྀっていて、そうすると、学

生にとってປാする᫬㛫的వ⿱がฟるわࡅです。それについての᫬㛫の活用は、ྛ研究ᐊで

ある⛬度自⏤度をᣢたせるというのが᫖年度からጞまって、そうすると若ᖸ௜ࡅ㊊しができ

るという。 
 
（山本） なかなか㞴しいですࡡ。RA としては㸵࢝月しか㞠用していないので、✵いてい

る᫬㛫を先生が自分の手ᣢちのお㔠で、㏣ຍで㞠用できるか࡝うかというようなことが、ᑡ

しၥ㢟になっています。 

 

  
 

  
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

  
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

  
 

 

 
 

  

－ 119 －



 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

  
 

  
 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

  
 

 

 
 

 

 

 基生研の基本的な考え方としては、そういう㞠用をチして、₶っている研究ᐊに行ࡅば有

利になるという形にはしたくないというのがあります。ただしಶ別に㠀ᖖにᅔっている状ἣ

にある学生は☜かにいるので、そういう方については 70 ୓෇を㉸えてᡶってもいいというこ

とをᑓᨷ委員会でㄆめる、あるいは␃学生な࡝、⤒῭的に㠀ᖖにᅔ❓していることが明らか

であれば、㏣ຍ㞠用ができることにはしてあります。 
 
（⬌᱈ᆏ） 今の点で１点だࡅなのですが、㸵࢝月だと、㞠用ዎ⣙が切れる期㛫が１年㛫で

㸳࢝月ではないですか。私の記᠈だと、༙年切れていないと、せするにそのまま⥅⥆で学఩

をྲྀった後、基生研の࡝こかで㞠用されようとしたときに、そのேは学生の RA のときの㞠

用が࢘࢝ントされてしまうので、研究者だから᭱長 10 年であるにしても、その分、年ᩘがῶ

らされてしまうྍ⬟性があることに、今Ẽが௜いたのですࡅれ࡝も。 
 
（⸨᳃） その議ㄽはあって、事ົ的には当たらないとุ᩿されているらしく、ポࢡࢻࢫと

して⥅⥆のときはࣟࢮからࢱࢫートというヰを⪺いています。 
 
（⬌᱈ᆏ） そうなのですか。うちの大学は、RA で学生を㞠用したሙྜ、඲部それにᘬっ

かかっています。 
 なので、☜か⣽切れで㞠用したሙྜ、３࢝月ࢡーリンࣇ࢜ࢢ期㛫があれば、そのたびにࢮ

ࣟになるのだࡅれ࡝、ある一ᐃ期㛫以上㞠用したሙྜは、༙年㛫⤯対にࢡーリンࣇ࢜ࢢがな

いと㥏目だというヰで、ࡻࡦっとしたら㸵࢝月・㸳࢝月はいいのかもしれないですࡡ。その

㎶、൅は⣲ேなので分からないですが。 
 
（㧗⏣） その⌮ゎで正しいとᛮいます。そのために、わࡊわࡊ㸵࢝月連⥆という形にして

います。 
 
（⬌᱈ᆏ） なる࡝࡯。 
 
（見学） ௚大学からのཷク大学㝔生とか、名大のリー࢕ࢹンࢢ大学㝔というのは、先生方

が、౛えば名大のリー࢕ࢹンࢢ大学㝔のᢸ当ᩍᤵになっておられるということですか。ㅮ座

をᣢっているという形になっているのでしࡻうか。 
 
（ᕝཱྀ） ㅮ座はᣢっていないのですが、基生研には２名の客員ᩍ員がいます。私はこの３
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年㛫客員ᩍ員をࡸっていて、あとⓙᕝ先生もされています。 
 実際ఱをするかというと、౛えば名大の方でリー࢕ࢹンࢢ大学㝔の大学㝔生がポࢱࢫー発

に対し࡝ー発⾲なࢱࢫ助ᩍがฟྥいて、ポࡸ成果発⾲をするときに、基生研から研究員ࡸ⾲

ていろいろ࣓ࢥントをしてポࢱࢫー㈹をฟすとか、あとは名大と基生研のఱேかのᩍ員が連

携してࢩンポ࣒࢘ࢪを開ദするな࡝ということをしています。あとは基生研から名大のㅮ⩏

をᢸ当することがありまして、ẖ年２名の基生研ᩍ員が名大の方にฟྥいて、リー࢕ࢹンࢢ

大学㝔生に対して、自分の研究を含めてㅮ⩏をするということをしています。 
 
（見学） ᫇から学生はࢥンࣈ࢕ࢸࣂࢧというか、ฟ㌟大学からฟようとしないഴྥがある

し、学部のときにᩍえてもらった先生でないと、わࡊわࡊ外までฟて行くேはᑡないかなと

ᛮうのですが、先生方はⓙさࢇ客員ᩍᤵな࡝という形で、学部ᩍ育な࡝に関わるࣕࢳンࢫと

いうのはᚓることができるのでしࡻうか。ఱかኚな㉁ၥなのですが。 
 
（山本） 今のヰは、学部ではないのですよࡡ。リー࢕ࢹンࢢ大学㝔は、大学㝔に㝈った形

なのですࡡ。 
 
（ᕝཱྀ） はい。大学㝔です。 
 
（見学） 名大に関してはそういうことですࡡ。 
 
（⸨᳃） 一応、௚の大学でも客員なりではᢸ当できるということにはなっていて、それが

一つです。 
 
#29 

 先࡝࡯説明しませࢇでしたが、࣡ࣃーポ࢖ントの 29 を見ていただきますと、学生のࢪー࣌

ເ㞟方ἲが若ᖸ書いてあります。特に㏻ᖖの説明会はࡸっていますが、３年生、㸲年生にな

ってくると、ࡸはり先࡝࡯言われたように、それࡒれのฟ㌟大学にṧりたいという意ḧがす

ごくᙉくなるのです。 
 うちでࡸっていて、実は目的として、⾲には大学㝔生を᥇りたいからࡸっているというこ

とはうたっておりませࢇが、その中の一つで、大学生のためのኟの実⩦というものがありま

す。これは学部の１年生からཧຍできる࣋࢖ントで、２Ἡ３᪥で⁫ᅾしてもらって、10 くら

いのࣛ࣎が学生２㹼３名をそれࡒれཷࡅධれて実⩦をする。᭱後の᪥に研究発⾲までࡸるの

ですが、ここに᮶る学生というのは、実は私❧大学も含めて、かなりいい意࿡で೫った、㏻

ᖖの大学だと௚の学生と⯆࿡がྜわࡎにᾋいてしまうような学生が、生物の研究をがっつり

できるというのでここに᮶てయ㦂する。当然、こちらの研究⎔ቃも見てもらえるということ

で、࣋࢖ントの᭱後にはࠕ௰㛫がいてすごくよかったࠖというឤじでᖐっていくேたちがい

ます。ですので、᪩い᫬期にࢳࢵࣕ࢟するという点では、ẚ㍑的機⬟しているかなとはᛮい

ます。 
 
（すᮧ） す㇂さ࡝、ࢇうࡒ。 
 
（す㇂） ⪺きそびれたのですが、⥲研大の今のࢱࢡࢻーࢥーࢫの඘㊊⋡は、ࢇ࡝な推⛣な

のでしࡻうか。 
 
（⸨᳃） もともとᐃ員は、㸳年一㈏ไが３名、それから後期ㄢ⛬が６名なのですが、それ

で言うと、後期ㄢ⛬の方は‶たしていませࢇ。㸳年一㈏の方は、平ᆒすると大యᐃ員よりも
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ከくなっているかとᛮいます。⥲研大からこの඘㊊⋡についてはあまりᙉく言われていなく

て、実はᐃ員を㏫㌿したいというヰをしたのですが。 
 
（┦㈡） ㏫㌿したのではなかったですか。 
 
（⸨᳃） いࡸ、していませࢇ。それがᴫ⟬せồ事㡯になっていて、本当は㸳年一㈏を６名、

後期ㄢ⛬を３名にしたいのですが、そのヰは成❧しなかったので、現状ではこのᐃ員のまま

です。඘㊊⋡的にはᚲࡎしも‶たされていないとはᛮうのですが、あまりᙉくఱか言われた

ということはありませࢇ。 
 
（す㇂） これはࡸはりཷ㦂生というか、学生の方からすれば、ಟኈからධりたいというこ

とですよࡡ。 
 
（⸨᳃） それもありますし、ᩍ員のഃからしても、ࡸはり長くしっかり研究させたいとい

うところもあるので、㸳年一㈏の方がᕼᮃはከいです。 
 
（す㇂） ᴫ⟬せồに関連してᐃ員を㏫㌿できないというのは、ᩥ科┬のつไが᥃かって㸽 
 
（⸨᳃） ⥲研大のၥ㢟なのか、ᩥ科┬のၥ㢟なのかはちࡻっとはっきりしませࢇ。 
 
（すᮧ） これは௚の研究科と状ἣが඲く㐪うので、ࡸはり⥲研大඲యとしてᴫ⟬せồして

いますから、ࡸはり自然科学だࡅの状ἣでኚえてということは、なかなかできないのではな

いですか。 
 
（⸨᳃） 一応、ᐃ員をኚ᭦したいというのは඲学レࣝ࣋でヰがあって、ᐃ員の⾲まででき

てはいたのですが。 
 
（すᮧ） 本当に。そこまでいっているのですか。 
 
（す㇂） ከくの大学では、ࢱࢡࢻーࢥーࢫのᐃ員๭れが㠀ᖖに῝้になっているときに、

㠀ᖖにこれは、ࡸはりここは㨩力のあるという⾲れかなとᛮいますࡡ。 
 
（山本） ただ、大学㝔ධ学者は、本当に年ごとにものすごくቑῶします。その๓の年にఱ

があったとかఱかよく分からないࢱࢡ࢓ࣇーでኚ໬しているところもあって、ẖ年、ẖ年、

 。でいるというឤじですࢇしながら進ࡸࡦࡸࡦ
 
（すᮧ） またఱかいい方ἲがごࡊいましたら、ⓙさࢇのところにもアンケートをお㓄りし

ておりますので、Ẽが௜かれましたらそこのところに書いていただくようお願いいたします。 
 それでは、若手研究者は⤊わります。 
 
Ϭ㸬研究ຊᙉ໬ᡓ␎ᐊ 
 
#30 

（すᮧ） ⥆いて、研究力ᙉ໬ᡓ␎ᐊの活動についてということで、30 にその⤌⧊ᅗࢪー࣌

があります。研究力ᙉ໬ᡓ␎ᐊというのは、自然科学研究機構が、᭱㧗レࣝ࣋の自然科学研

究の推進と᭱㧗レࣝ࣋の共同利用・共同研究を目指すという஧つの目標を達成するために、

研究力のᙉ໬推進事業に応ເして᥇ᢥされました。 

  － 122 －



 

 その中で、研究力ᙉ໬のᅄつのᰕをᣢっております。一つが国際先➃研究の推進支援、こ

れに関連しては国際連携ࣝࢢーࣉが対応します。そして国外の共同利用・共同研究の推進支

援、これに関しては共同利用ࣝࢢーࣉで、先࡝࡯説明があった分ᯒᐊの重信、ட஭୧先生に

50㸣URA として㈉⊩していただいています。それともう一つ、国内外࡬の᝟報発信・ᗈ報力

ᙉ໬に関しては、ᗈ報ࣝࢢーࣉ、಴⏣特௵助ᩍ（URA）がᢸ当します。そしてもう一つ、研

究者支援ということで、これは若手・ዪ性・外国ே、それࡒれᩘを࡝れだࡅቑࡸすかという

ことを⏦ㄳのところでබ⣙しているような状ἣで、それを基にそれをྍ⬟にするような支援

をきちࢇと、それࡒれの研究所で行うということで進めています。 
 ⏨ዪ共同ཧ画推進ࣝࢢーࣉにはᆤ内෸ᩍᤵが関わっておりまして、若手研究者支援ࣝࢢー

には、現ᅾ、大学㝔の関ಀも含めていますが、ᑠᓠ⏤㔛子助ᩍが関わっています。それにࣉ

ຍえて、評価・᝟報ࣝࢢーࣉには、ඣ⋢෸ᩍᤵが関わり、඲యとして研究力ᙉ໬ᡓ␎ᐊとい

う形で活動している状ἣです。 
 今回はᡓ␎ᐊのそれࡒれの活動に関して、ᗈ報、共同利用、国際連携に関しては先࡝࡯᪤

におヰししていますので、それ以外に関して、౛えば࡝のようなことを行っているかという

ことをおヰしします。 
 ᫖年度に関しては、大学の第２期中期目標期㛫の評価を中心とする評価࢛ࣇࢡࢫࢱーࢫస

成支援、それから大㝮先生のࣀーࣝ࣋㈹ཷ㈹を記ᛕする自然科学研究機構ࢩンポ࣒࢘ࢪをᒸ

ᓮで行いましたので、その開ദの支援。それから、後でฟてきますが、᪥本学⾡会議が⟇ᐃ

するࢱࢫ࣐ーࣛࣉンの⏦ㄳに関する支援を行ってきています。 
 今回、アンケートとしておఛいしたいと書いておりますのは、特にዪ性・外国ே・若手研

究者に対しての支援を࡝のように考えたらいいだろうかということについて、力をὀ࡭ࡄき

ྲྀり⤌ࡳについて、ご意見がありましたらお願いしたいということです。 
 ᡓ␎ᐊに関しては、そのようなことですが、ఱかご㉁ၥがごࡊいましたら。 
 
（┦㈡） ᑓ௵の方というのは、この中にいらっしࡷるのですか。 
 
（すᮧ） 私が今、๪ᐊ長でᑓ௵しております。URA としては、国際連携ࣝࢢーࣉの❧ᯇ特

௵助ᩍ、それから಴⏣ᗈ報ࣝࢢーࣉ特௵助ᩍ。 
 
（┦㈡） 研究とは別にですࡡ。 
 
（すᮧ） はい。 
 
（山本） ᑠᓠさࢇは助ᩍですが、研究ではなく、௚の活動にᑓᛕするという❧ሙになって

います。あと、重信さࢇとட஭さࢇは、URA としての業ົが 50㸣で、あと 50㸣がご自分の

研究という形の㞠用形ែになっています。 
 ㈨ᩱでは上から஧つ目の国際連携ࣝࢢーࣉの上㔝さࢇが๪ᐊ長になっていますが、๪所長

の㛫㐪いですࡡ。 
 
（すᮧ） そうですࡡ。 
 
（山本） ௚であまりおヰしする機会がなさそうな⏨ዪ共同ཧ画について、㧗⏣さࢇに説明

してもらってもいいのですが、今᪥は┦㈡さࢇと見学さࢇに᮶ていただいているので、この

ၥ㢟にࡦࡐご意見を頂きたいとᛮっています。基生研は、ごᢎ▱のように、今のところ෸ᩍ

ᤵ以上のポࢫトのዪ性はᆤ内さ１ࢇ名だࡅです。それからᩍᤵは開㜣以᮶１ேもいないとい
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う、ある意࿡㄂る࡭きṔྐをᣢっているのですが（➗）、外部から見ていて࡝うかということ

をおఛいしたい。 
 事᝟だࡅおヰしすると、実は助ᩍには現ᅾዪ性が６名います。第３期中期目標期㛫には、

ᩍ員の 13㸣をዪ性にするという目標を❧てていまして、その๓ẁに研究大学ᙉ໬ಁ進事業の

目標というのがあって、平成 30 年にまࡎ 10㸣に฿達させるということになっています。今

は 10㸣㊊らࡎなのです。ఱとかいࡅるかなとはᛮってはいますが。 
 ၏一のዪ性෸ᩍᤵのᆤ内さࢇはࠕዪ性ᩍ員を᥇ります とࠖいう形のே事で᥇用した方です。

このときは෸ᩍᤵに㝈ったබເだったのですが、現ᅾ、᪤に࢜ーࣉンにしていますが、ᩍᤵ

もしくは෸ᩍᤵという形で１名、ዪ性に㝈るබເをฟしています。㸵月ᮎが⥾め切りです。 
 以上のような現状なので、特に┦㈡先生、見学先生には、基生研の⏨ዪ共同ཧ画に᪥ごろ

からఱかᛮっておられることがあれば言っていただきたいということと、それからいいዪ性

研究者、できればᩍᤵを᥇りたいとᛮっていますので、ࠕこういうேがいますよ とࠖいうこと

があれば、ࡦࡐ✚ᴟ的にኌ᥃ࡅをしていただきたいとᛮいます。本当に⏨ばかりのところだ

とト࢖レさえ‶㊊にタ⨨できていないのではないかとか、いろいろなことが心㓄になるかも

しれませࢇが、そういうことはありませࢇので。 
 ዪ性に㝈ったබເをしていますが、別にఱか㝈ᐃ的な᮲௳を௜ࡅているわࡅではなく、᥇

用になれば、᥇れるࣇࢵࢱࢫのᩘとか、いろいろな研究᮲௳は一⯡のබເと同じく඲部ᩚえ

るつもりです。௚に議ㄽするሙ所がないのでここで✚ᴟ的に⏨ዪ共同ཧ画のことをおヰしし

ていただࡅればとᛮいます。 
 
（すᮧ） ி大も㑇ఏ研もዪ性の PI の方が㠀ᖖにከいとఛっています。特に㑇ఏ研は┦当ከ

かったと。 
 
（┦㈡） いࡸ、ከくはないです。⤖ᒁ、助ᩍがẚ㍑的ከいのですが、PI としては෸ᩍᤵが

ከ分今は２ேなので、そࢇなにከくないですࡸ。ࡡはり PI を᥇らないと㥏目ですࡡ。助ᩍは

もちろࢇ重せなのですが、ࡸはり PI を᥇って。 
 私は᭱ึに࡝うしてかなとᛮったのは、基生研はᩍᤵを㸲ேࡄらいཤ年は᥇ったのですよ

 。はり応ເが㠀ᖖにᑡなかったのですかࡸこのときは、ዪ性は。ࡡ
 
（山本） そうですࡡ。 
 
（┦㈡） 㸲ேもເ㞟してዪ性が１ேも᥇れなかったのは、とてもṧᛕだなとᛮったのです

 。も࡝れࡅ
 
（山本） 一⯡でබເすると࡝れࡄらいですか。ዪ性の応ເ者は 10㸣ちࡻっとࡄらいですか。

ぬえていますか。 
 
（上㔝） そうですࡡ、๓回のබເのときはもうᑡしᑡなかった。 
 
（山本） 10㸣切っていた㸽 
 
（㧗⏣） 切っているとᛮいます。 
 
（┦㈡） この㸲ேは同᫬にࡸったのですか。 
 
（山本） 同᫬です。඲యでは 100  。も࡝れࡅらい応ເがあったのですࡄ
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（┦㈡） ࣕࢳンࢫだっただろうとᛮったのです。㑇ఏ研でも１ேとかにすると⤖構ཝしい

ので、ࡸはり２ே、３ேというᯟをసってできるだ１ࡅேは᥇りたいというດ力はしていま

す。でないと、ࡸはりなかなかཝしいとᛮいますࡡ。 
してもらうということをしないと。ᚅって࢖ࣛࣉて、アࡅはり✚ᴟ的にいいேにኌを᥃ࡸ 

いてもなかなか㞴しいですࡡ。 
 
（⬌᱈ᆏ） 今、┦㈡さࢇがおっしࡷったとおり、✚ᴟ的なዪ性࡬のኌ᥃ࡅがなかったので

はないかとᛮいます。⤖ᒁ、ೃ⿵にᣲがってきてしまうと、あとはできる㝈りいいேを᥇り

たいというのはもちろࢇ当然のことになって、でもそこでいい຾㈇するዪ性がいたら、かな

り有利になったとᛮうのです。それは基生研だࡅではなく、࡝こでもそうなるとᛮうのです。

ただ、それにも㊊らないレࣝ࣋のೃ⿵者しか㞟まらなかったということが൅の記᠈ではあっ

て、だから議ㄽにすらならなかった。ちࡻっとでも目❧てば、ࠕあっࠖとᛮったはࡎなのです

よࡡ。ⓙさࢇ、ዪ性を᥇りたいというẼᣢちはもちろࢇあるわࡅだから。 
 それはなࡐかとᛮったら、ࡸはりኌ᥃ࡅがなかったのかなとᛮって。もっと✚ᴟ的にࠕ今

度ࡸるからࠖと。ⓙさࢇ学会な࡝に行って、このேはいいなとᛮったேに、ࠕ応ເしなよ、応

ເしなよࠖと✚ᴟ的に言うと、඲然㐪ったかもしれませࡡࢇ。 
 
（すᮧ） ி㒔な࡝は、実際にዪ性㝈ᐃのබເという形でࡸっておられたりしてはいるので

すか。 
 
（見学） ከ分、それはしていなくて、බເをฟすẁ㝵で、ࠕこういうබເがありますࠖとい

う手⣬を、ೃ⿵になりそうなேに送っているとᛮいます。 
 
（すᮧ） ಶ別にということですか。 
 
（見学） はい。その中に、ዪ性がḧしかったらዪ性を。 

 本当のことを言うと、こういうࡩうなዪ性㝈ᐃというポࢫトに応ເしたいかというと、ఱ

となく、それよりもきちࢇとබ平に㑅ばれたいというのがあります。 
 
（すᮧ） ㏫ຠ果かもしれない。 
 
（見学） ええ。でも、そうも言っていられないということもあるとᛮいます。 
 だから、ࡸはりཤ年、㸲ேの中から㑅ࡪときに、࡝ࠕうࡒ᮶てください とࠖいうのではなく、

 。っとࡻはりもっと一本㔮り的にዪ性をもうちࡸ
 
（⬌᱈ᆏ） それがከ分、ຠ果があったでしࡻうࡡ。┤᥋そのேに送る࣓ーࣝはࠕዪ性をḧ

しいとᛮっていますよࠖࡳたいなことを一言௜ࡅて送る。別にࠕඃ㐝しますよࠖと書かなく

てもࠕḧしいとᛮっているのですよ。だから、あなた、考えませࢇかࠖというものをಶ別に

送られると、ࠕおࡸっࠖとᛮいますよࡡ。 
 
（山本） 私は今、機構の⏨ዪ共同ཧ画ᢸ当の⌮事で、これまでもそういう関ಀをいろいろ

見てきました。その⤒㦂から一つࡸはり大きいのは、⏨から見て、ዪ性は一ᵝに考えている

だろう、とᛮうことが㛫㐪いだと重ࠎ分かったことです。今、見学先生が言われたように、

ఱかࠕ特別ᢅいしてもらって㑅ࢇでもらうなࢇてとてもじࡷないよࠖというዪ性がいるのも

よく分かりますし、でもࠕちࡻっとそういうࡩうにしていただくとありがたいࠖというேが
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いるのも、分かるのですよࡡ。 
 ๓にዪ性෸ᩍᤵをເ㞟したときには、25 名くらい応ເがあったのです。ᬑẁはࠕ基生研で

෸ᩍᤵをබເしていますࠖと言ってもฟさないようなேが、ዪ性㝈ᐃであるということでそ

れだࡅฟしてきてくれているということもあるので、それはそれでよかったのかなとᛮって

います。それから、බເせ領に書いてあることは本当にᬑ㏻のබເ、ᬑ㏻のᩍᤵとしてのᚅ

㐝なので、㑅ばれ方はẼになると言えばẼになるかもしれないࡅれ࡝も、もう㑅ばれた後は、

 。ࡡも࡝れࡅばいいという考え方でいるのですࡅン研究していただ࢞ン࢞
 基生研としては、࡝うしてዪ性が✚ᴟ的に応ເしてくれないのだろうかということについ

て、分かっているようで分かっていないこともあるかなとᛮうので、もしఱかᬑẁから見て

いて、お๓らはここがᝏいというようなことがあれば、おっしࡷっていただࡅれば㠀ᖖにあ

りがたいとᛮうのですが。 
 
（すᮧ） お願いします。 
 
（⬌᱈ᆏ） వ計なことかもしれないのですが、ࡸはり生活ができることが᮲௳ではないで

すか。౛えば、子౪をᣢってࡸるとなったときに、子౪を⨨いておくሙ所もなࡅれば᭱ึか

らㄽ外になってしまいますよࡡ。そうすると、࡝うしてもそういう࣒ࢸࢫࢩが౑いࡸすい㒔

ᕷ部に行きますよࡡ。㒔ᕷ部なのだࡅれ࡝も、名ྂᒇ大学な࡝は先㥑的にそれを一生ᠱ࿨ࡸ

ろうとしていて、⤖構、ዪ性研究者がቑえています。ඃ⚽なዪ性研究者が名ྂᒇ大にቑえつ

つある。それを名ྂᒇですらࡸっているのなら、ᒸᓮではなおさらࡸって、ዪ性をເ㞟する

๓にࠕこࢇなにዪ性にാきࡸすい⎔ቃをわれわれは用意していますよࠖとアࣆーࣝするだࡅ

でも、だいࡪ㐪うようなẼがします。 
 
（山本） 子౪のケアに関しては、ここはちࢇࡷとಖ育ᅬがあるので㠀ᖖに඘実していると

ᛮいます。だから、౛えば RPD（᪥本学⾡᣺⯆会特別研究員）な࡝でാいているேもたくさ

ですが、若いே達には特にၥ㢟になっていないとᛮいます。ある意࿡、研究所ഃࡅいるわࢇ

は本当にそこにかなりのᢞ㈨をしています。 
 
（⬌᱈ᆏ） なる࡝࡯。それをࡸはりᗈ報す࡭きではないですか。すごいのだと。᪥本の中

で見てもാきࡸすいところであると。 
 
（山本） ࡴしろၥ㢟なのは、本当は外国ேもቑࡸさなࡅればいࡅないのですが、外国ேに

とってࡳれば㞴しいၥ㢟がいろいろあります。౛えば、ᐙ᪘連れで᮶たときに、子౪のᩍ育

を࡝うするか、ⱥㄒのᩍ育はできるのか、そういうことになってくるのだࡅれ࡝、ከ分、ዪ

性に関しては、そこまで㞴しいၥ㢟はないですよࡡ。⸨᳃さࢇのところな࡝はዪ性のேがい

たから分かるでしࡻう。 
 
（⸨᳃） うちも助ᩍが、うちに着௵してから⤖፧されて子౪も⏘ࡳましたが、そういう点

では、ここのಖ育所は㠀ᖖに᪩い᫬期からཷࡅධれてくれるし、それから、今だとア࣑ࢹ࢝

ントといって、ዪ性研究者に対して一ᐃの▷い期㛫ですが、支援員を研究所のࢱࢫࢩアࢡࢵ

方から௜ࡅてもらえる࣒ࢸࢫࢩもあるので、かなり࣓リࢵトがあるとᛮいます。 
 
（⬌᱈ᆏ） それは⣲ᬕらしい。せするに、それを൅が▱らないことがၥ㢟なのです。 
 
（山本） ᐉఏが㊊りないということ。 
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（⬌᱈ᆏ） だからそれがばーっとࢇࡳなに▱らせないといࡅない。 
 ൅は分子生物学会でࣕ࢟リアࢫࣃ委員をࡸっていて、⏨ዪ共同ཧ画のၥ㢟をࡸらされてい

るのですが、名ྂᒇ大学のことは▱っていたࡅれ࡝、基生研がそれなりに඘実していること

を運営委員だったのに▱らなかったというのは、大ၥ㢟（➗）。だから、ちࡻっと分かるよう

に、ࡸはりすごくᐉఏするといいとᛮいます。 
 
（すᮧ） බເせ㡯な࡝にもಖ育ᅬがあるな࡝ということは書いてあるのかな。 
 
（┦㈡） ලయ的に書いた方がいいですよࡡ。༢にࢧポートしますというだࡅではなくて、

こういうࢧポートがありますよと。 
 
（㧗⏣） ಖ育所のことはከ分書いたはࡎです。 
 
（⬌᱈ᆏ） あと、利用者の言ⴥのようなものがあると、ከ分いいですよ。ࠕ実際にここを౑

って、私は研究できていますよࠖという。 
 
（㧗⏣） ࣍ー࣒࣌ーࢪ➼で載せてあるといいですよࡡ。 
 
（⬌᱈ᆏ） 本当はྛ㝵ᒙがいたらいいのですが。ᩍᤵ、෸ᩍᤵ、助ᩍで、࡝の㝵ᒙでもそ

れを利用して、研究がちࢇࡷとできていますよという。 
 
（㧗⏣） ☜かにそうですࡡ。機構の⏨ዪ共同ཧ画推進委員会ではࣃンࣇレࢵトをసってい

ますが、その中にはࢧポートをཷࡅたලయ౛がᥖ載されています。自然科学研究機構の中で

も、基生研のዪ性のᩍ員ࡸ研究員は、ࢧポートを✚ᴟ的に利用されており、そのኌがከᩘ載

せられています。そういう意࿡では、基生研ではዪ性研究者に対するࢧポートがẚ㍑的利用

されているようにᛮいます。 
 ただ、おっしࡷるように、そういったኌというのは、内部用の㈨ᩱとしては☜かにฟてき

ていますが、࣍ー࣒࣌ーࢪな࡝に載せてはいないので、☜かにもうᑡし考えるᚲせがあるか

なとᛮいました。࡝うもありがとうごࡊいます。 
 
（⸨᳃） 今回のዪ性ே事については、࣍ー࣒࣌ーࢪでた࡝っていくと、࡝ういうྲྀり⤌ࡳ

をしているかというリンࢡが௜いていて、そこに先࡝࡯言ったアࢡࢵ࣑ࢹ࢝アࢱࢫࢩントの

ヰもありますし、ಖ育所の利用についても書いてあります。なので、た࡝っていࡅば見える

状ែにはなっています。 
 
（すᮧ） 目❧つところにありますか。 
 
（⸨᳃） 一応、見えます。 
 
（┦㈡） それはዪ性㝈ᐃの今回のሙྜで、๓回もࡸっていましたか。 
 
（⸨᳃） ๓回はᛀれました。 
 
（㧗⏣） ๓回はࡸりませࢇでした。 
 
（⸨᳃） ちなࡳに大学㝔生も、こちらでฟ⏘して学఩ྲྀᚓまで行った学生がおりますので、

そういう点では学生でもできます。 
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（⬌᱈ᆏ） ࡸはり൅は利用者のኌがちࢇࡷとあった方が、本当に信用度がそこでึめて上

がる。⏦しヂないですが、ከくの機関でありがちな上っ㠃の、Ꮠ㠃だࡅ見るといかにもࡸっ

ていますよというようなところがあるので、機関が、きちࢇとࡸっている基生研までそれに

ᕳき㎸まれてしまう。ですので、利用者のኌさえあれば。 
 
（見学） 今、おっしࡷるとおりで、ி大は☜かࠕめ࡝ࢇり学部ࠖという、そういう学生ࡸ

所属のேたちが、࡝うࡸってಖ育所を利用してࢇࡳなⱞປしてࡸりくりしているかというこ

とを、ᥖ♧ᯈのようなところでࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹンするようなものがあります。それは学生た

ちが຾手にࡸっているのですが、私も学内のዪ性ᩍ員஫助会のようなものの運営をࡸらされ

たことがあって、育ඣな࡝のᝎࡳを共有したいという学生ࡸዪ性ᩍ員がከくいることを▱り

ました。学生で᮶て、これから⤖፧してฟ⏘したいࡅれ࡝、基生研のようにちࡻっと外れた

ところに行って大୔ኵかなとか（➗）、୙Ᏻがあるとᛮうのだࡅれ࡝、そういうのが見えると

ከ分Ᏻ心できます。実際、基生研はそࢇなことはないかもしれないですが、本当は中にいる

ேで๭とᏙ❧してᅔってしまうேはいるとᛮうのです。もっと基生研として࣍ー࣒࣌ーࢪの

ᶓにᙇり௜ࡅておいてあࡆるとか、そういう形でዪ性が㡹ᙇっているࡒというのを見せると

いいのかもしれませࢇ。 
 
（すᮧ） 実際にዪ性がಖ育ᅬも౑って㡹ᙇっているところを、ලయ的に見せていかないと

いࡅないということですࡡ。 
 
（┦㈡） あと、若手のዪ性でありがちなのですが、᪦㑣さࢇの方も⫋がなくてというேが

⤖構ከくて、⤖ᒁ、そういうዪ性がࣛ࣎に᮶たときに、ዪ性が PI になったሙྜ、⏨性をポࢫ

 。に᥇れるのですか࡝なࢡࢻ
 
（上㔝） そういうケーࢫはあります。 
 
（┦㈡） それは大୔ኵなのですか。 
 
（⬌᱈ᆏ） ᭱㏆のࣈࣃリケーࣙࢩンでも同じ名Ꮠが⤖構୪ࢇでいたので、そうかなとᛮっ

たのですが。 
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（山本） はい。一᫬そういう状ἣがありました。でも、ࡸはり᪥本だとなかなか㞴しいで

すࡡ。本当に࣌アでാいているときに２ேともに‶㊊できるようなポࣙࢩࢪンがあるかとい

うのは。 
 
（すᮧ） ࡝うもありがとうごࡊいました。いろいろලయ的なࣙࢳࢫ࢙ࢪࢧンを頂いたので、

また基生研も新たなዪ性研究者のே事を進めていくことになるとᛮいます。 

 それでは᫬㛫もだいࡪ᮶ましたので、᭱後のᑗ᮶計画で、まさに今行っているところでし

ンࣛࣉーࢱࢫ࣐はࡎも、ᴫ⟬せồについてご説明をお願いします。ま࡝れࡅうࡻ 2017 に関し

て、山本所長から。 
 
２㸬将来計画㸦概⟬要ồ㸧 
 
㸯㸧ࣥࣛࣉ࣮ࢱࢫ࣐ のᙧࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿの኱学㐃ᦠ研究ᣐⅬࡵࡓ生物の㐺ᛂᡓ␎研究のࠕ2017

成ࠖ 
 
#31 

（山本） だいࡪ᫬㛫が㏕ってきました。᪥本学⾡会議は、ྛ分㔝から大ᆺ研究計画という

のをබເして、そのうち重せなものについてはࢱࢫ࣐ーࣛࣉンとしてㄆめて、わが国として

は、ᑗ᮶的にこういう研究が大事ですよということをබにしています。  
 ３年๓の 2014 年にࢱࢫ࣐ࠕーࣛࣉン 2014ࠖをỴめることが行われて、そのときには 200
らいの大ᆺ研究が㑅ばれたのですが、さらにその大ᆺ研究計画の中から、๓回はࡄ 27 だった

とᛮいますが、それࡄらいのᩘの特に⥭ᛴ性の㧗いものという形で、重点大ᆺ研究計画とい

うものを㑅ࢇでいます。 
 今回ᡃࠎが提᱌したࠕ生物の㐺応ᡓ␎研究のための大学連携研究ᣐ点ࢵࢿト࣡ーࢡの形成ࠖ

というのは、๓回も基生研からฟしていて、そのときは長㇂部さࢇが中心にまとめてくれた

のですが、ࢱࢫ࣐ーࣛࣉン 2014 に᥇ᢥされました。それを 2017 にリࣗࢽーアࣝするか࡝う

かについて、関ಀ者の意見もఛって、生物学࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥとしてはそうした方がいいだろう

と考えました。 
 提᱌のᴫせがୗに♧してありますࡅれ࡝も、実はࣈࣁになるのが基生研と㑇ఏ研の２つの

大学共同利用機関で、๓回は９大学の 11 部ᒁがその࿘りにࢵࢿト࣡ーࢡを⤌ࡴという形だっ

たのですが、今回は 11 大学 14 部ᒁとࢵࢿト࣡ーࢡを⤌ࡴという形に、ᑡし⤌⧊を大きくし

ています。 
 それから、๓回から３年たったので、提᱌の内容を᫬௦にྜうようにアࢹࣉࢵートするこ

とを行い、学⾡会議に応ເしました。学⾡会議ではまࢱࢫ࣐ࡎーࣛࣉンに㑅ばれて、その後

も⤒て、今回は㤳ᑿⰋく重点大ᆺ研究計画という、上఩からࢢアリンࣄ 28 ㄢ㢟と考えられて

いるものの中にධれていただきました。 
 そこから先は࡝うなるかというと、学⾡会議は研究㈝の㓄分機関ではなく、ࠕこういう研究

は大事ですよࠖというおቚ௜きを୚えているだࡅです。ண⟬໬を含めた㡰఩௜ࡅは、ᩥ科┬

がࣟーࣉࢵ࣐ࢻをసっていて、それに載せるか࡝うかというࣄアリンࢢをཷࡅることになり

ます。以๓はࣟーࣉࢵ࣐ࢻはᩥ科┬独自に㑅ᐃされていたのですが、学⾡会議がࢱࢫ࣐ーࣉ

ࣛンの㑅ᐃをጞめてから、2014 年には、学⾡会議の重点大ᆺ研究計画に㑅ばれた計画をそっ

くりそのままᩥ科┬がࣄアリンࢢするという形になり、その中からఱㄢ㢟かをࣟーࣉࢵ࣐ࢻ

に載せたという⤒⦋があったのです。今回、われわれの提᱌は重点大ᆺ研究計画に㑅ばれた
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のですが、2014 年と㐪って、ᩥ科┬は༢⣧に１対１対応で඲重点大ᆺ研究計画をࣄアリンࢢ

するというのではなく、重点にならなかったものからもᕼᮃがあればࢡࢵࣆアࣉࢵするし、

重点に㑅ばれたものも、事๓の書㠃ᑂᰝでそれ࡝࡯㐺切でないとᛮわれるものはࣄアリンࢢ

しないことにすると言われました。幸いわれわれのㄢ㢟はࣄアリンࢢまでいきました。つい

この㛫、６月 22 ᪥に、基生研からは私と上㔝๪所長とྜྷ⏣ᩍᤵ、㑇ఏ研からは᱇所長とᇛ▼

๪所長の計㸳ேでࣄアリンࢢに行って᮶ました。 
 ただ、これまでこういう形でࣟーࣉࢵ࣐ࢻに載せてもらった研究計画は、࡯と࡝ࢇが⌮ᕤ

⣔の㠀ᖖに大きな⿦⨨をᚲせとするものばかりで、現ᅾ実際にண⟬が௜いているのは、ኳᩥ

ྎのᮃ㐲㙾、᰾⼥ྜ研の⿦⨨、㧗ࢿ࢚研のຍ㏿ჾな࡝だࡅなのです。一౛だࡅちࡻっとኚわ

ったものとしては、᝟報科学とᩥ⣔の⼥ྜで、᪥本のྂ඾ᩥ学の㈨ᩱをアーࣈ࢖࢝໬すると

いうものがありますが、生࿨⣔のㄢ㢟ではこれまで大ᆺண⟬が௜いたことはありませࢇ。 
つかっていくしかあࡪはࡎはりቨはまだかなりきついとᛮっているのですが、とりあえࡸ 

りませࢇ。生物の㐺応ᡓ␎というのは生物学඲యに関わってくることなので、そう言ってし

まうとまた㏫のᢈุがฟますࡅれ࡝も、連携ࢵࢿト࣡ーࢡの形で研究が進められるయไがで

きることは、᪥本඲యにとって㠀ᖖに大事だとᛮっています。 
 生࿨⣔では、特に一つだࡅ大ᆺの機ჾをࣂンとつくるのではなくて、うまい形にࢵࢿト࣡

ーࢡを⤌ࢇで研究を進めていくことがᚲせなのだということをㄆめていただきたいと、今、

㡹ᙇっているところです。まだ⤖果はฟていませࢇが、なかなかቨは㧗いということは重ࠎ

自ぬしています。 
 ⌮ᕤ⣔の研究者からは、もともとは大学ἲே໬後に⌮ᕤ⣔が大ᆺ機ჾを㈙うお㔠が࡝こか

らもฟせなくなったので、ࣟーࣉࢵ࣐ࢻがసられているのに、そこにまた生࿨⣔が㣗い㎸ࢇ

でくるのかという言い方もされて、ࠕ生࿨⣔は研究㈨㔠☜ಖのために AMED（᪥本་⒪研究

開発機構）だってసっているではないかࠖというようなヰになってくるので、生࿨科学のㄢ

㢟をࣟーࣉࢵ࣐ࢻにྲྀり上ࡆてもらうにはなかなか㞴しい㠃はあるかとᛮいます。 
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 われわれとしては、生物の㐺応ᡓ␎を⌮ゎする基本的な研究を、ここにᅗ♧してあるよう

に、ᅄつのᰕを❧てて進めようとしています。第一は、これまで基生研でࡸってきた新つࣔ

⬟も㠀ᖖに㧗い⎔ቃ㐺応࡝れࡅ໬されていないࣝࢹ生物開発のような、これまでまだࣔࣝࢹ

力をᣢった生き物を研究ᮦᩱとして開発していくということ。第஧は、⎔ቃをいろいろに࣑

ーを同᫬にኚえられるような、ගもࢱࢡ࢓ࣇいろいろな࡝できる、 度、‵度、ගなࢡࢵ࣑

一ᐃのᙉ度ではなくて、࿘期的にちらつかせるとか、そういった性⬟を⿦ഛした、㧗度の生

育᪋タをసりたいということ。第୕は、それらからฟてくる⤖果を᭱先➃のゎᯒᢏ⾡を౑っ

てゎᯒし、᭱⤊的にᚓられたࢹࢢࢵࣅーࢱを生࿨⣔にྜった形でฎ⌮できるようにするとい

う、ᅄつのᰕを඲部つなࡆていくࢵࢿト࣡ーࢡをつくりたいということで᱌をฟしています。 
 ୗᅗにあるように、ṧᛕながら私❧大学はまだࢵࢿト࣡ーࢡにධっていただいていないの

ですが、໭大、ᮾ໭大、⟃Ἴ大、ᮾ大、ᮾᕤ大、名ྂᒇ、ி㒔、大㜰、ዉⰋ先➃、஑大と OIST
（Ἀ⦖科学ᢏ⾡大学㝔大学）にධってもらっています。 
 この研究提᱌は、基生研のᑗ᮶にとっても、わが国の基礎生物学඲యにとっても㠀ᖖに大

事なものなので、今回のࣟーࣉࢵ࣐ࢻでは࡝うなるか分かりませࢇが、これからも私が所長

でなくなっても、ࡸはり基生研としては⥆ࡅていっていただきたいとᛮっています。そうい

うࢡ࢙ࢪࣟࣉトです。以上でよろしいですか。 
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（すᮧ） はい、ありがとうごࡊいます。 

 では、⥆きまして、30 年度のᴫ⟬せồに関ಀして、ࠕ大学連携ࢡࢵࣂ࢜࢖ࣂアࢪࣟࣉࣉࢵ

 。生物の開発ᣐ点形成ࠖについてですࣝࢹ大学㛫連携による新つࣔࠕトࠖཬびࢡ࢙
 
２㸧基礎生物学研究所 概⟬要ồࠕ኱学㐃ᦠࠖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣉࢵ࢔ࢡࢵࣂ࢜࢖ࣂཬࠕࡧ኱学

㛫㐃ᦠࡿࡼ࡟᪂つࣔࣝࢹ生物の㛤ⓎᣐⅬᙧ成ࠖ 
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（上㔝） 先ࢭ࡝࡯ンࢱーのところでご説明したので、タ❧目的と活動については┬␎させ

ていただきます。これはẖ年 3000 ୓෇ᙅのせồをしてᥐ⨨いただいているものなのですが、

᮶年度のせồは３ಸくらいቑ㢠しております。それは先࡝࡯から議ㄽになっている㧗㢠機ჾ

の DNA ዎ⣙をする、それを年㛫のண⟬にࢫーのリーࢱーࣗࣆンࢥーとゎᯒ用のࢧーケンࢩ

 。ということで、⤖果的に１൨෇㏆いせồになっていますࡴ㎸ࡳ⤌
 ቑ㢠せồというのは、今はなかなか㞴しいとᛮうのですが、㏫に議ㄽの㉁␲応答の中で、

ᩥ科┬の方からࠕ㧗㢠機ჾをリーࢫ௦としてせồの中に⤌ࡳ㎸ࡴというのは今後ጇ当なのかࠖ

という㉁ၥがうまいලྜにあったこともありまして、ᩥ科┬の方も国のண⟬がなくなってい

る中で、࡝うࡸって大学ࡸ研究所の研究活動を⥔ᣢするか、その一方⟇としてリーࢫ௦を⤌

ことも考えጞめているのかなと。これからのၥ㢟で、このせồとは┤᥋関ಀないですࡴ㎸ࡳ

が、そういうこともありました。 
 DNA ことで、33ࡴ㎸ࡳ⤌ーをࢧーケンࢩ 生物開発にはఱがᚲせࣝࢹղࣔࠕにあるࢪー࣌

か㸽ࠖという、⣔⤫のᶞ❧、㑇ఏ子㓄ิのỴᐃ、㑇ఏ子導ධ・ኚ␗・◚ቯἲ、そして᭱後に

⾲現ᆺゎᯒ、こういったものをࢩー࣒レࢫにつな࣒ࢸࢫࢩࡄをつくるというせồにしていま

す。以上です。 
 
（すᮧ） ࡝うもありがとうごࡊいました。 
 もう一つ、ḟの᭱後の࣌ーࢪになりますが、ࠕḟ世௦生࿨科学研究を≌ᘬする先導的共同利

用・共同研究ᣐ点の形成ࠖということで、㧗⏣さࢇ、お願いします。 
 
㸱㸧⮬↛⛉学研究ᶵᵓ 概⟬要ồࠕḟୡ௦の生࿨⛉学研究ࢆ≌ᘬࡿࡍඛᑟⓗඹྠ฼⏝࣭ඹྠ研

究ᣐⅬのᙧ成ࠖ 
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（㧗⏣） ᭱後の࣌ーࢪに௜ࡅたポンࢳ⤮をごぴになってください。35 目です。自然ࢪー࣌

科学研究機構は、㸳研究所から成っていますが、それとはまた別に機構┤属の研究⤌⧊とし

て、新分㔝創成ࢭンࢱー、アࢫトࣟࢪࣟ࢜࢖ࣂーࢭンࢱーというものがあります。それに⥆

くというのはኚな言い方かもしれませࢇが、新たな研究ࢭンࢱーを機構の┤属の⤌⧊を㐀る

ことが計画されており、その計画を࣋ーࢫにしてฟされたのがこのᴫ⟬せồです。 
 このࢭンࢱーのあり方に関しては、ᒸᓮの３研究所からఱ名かの委員が㞟まり、᫬㛫をか

中あたり、㯤Ⰽの生࿨創成᥈ồࢇ┿の⤮ࢳていろいろと議ㄽをしました。その⤖果、ポンࡅ

生きているとはఱかࠕ、ーのୗに㟷いところに記載がありますようにࢱンࢭ とࠖいうことをゎ

明するために、これまでのࠕ生࿨を観ᐹすることから学ࠖࡪ研究からࠕ生࿨をつくることか

ら学ࠖࡪ研究࡬という方ྥ性を意ᅗしようことになりました。 
 ⤌⧊的には、現ᅾ新分㔝創成ࢭンࢱーの中にあるࣈレ࢖ン࢚࢖ࢧンࢫ研究分㔝と࣓࢖ーࢪ

ン࢚࢖ࢧࢢンࢫ研究分㔝に、ᒸᓮにある基生研、生⌮研、分子研の３機関の一部ࢫࣛࣉ⤫ྜ
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ーを㐀るということࢱンࢭーをຍえて෌⦅することにより、新しいࢱンࢭࢫン࢚࢖ࢧ࢜࢖ࣂ

を考えています。その意࿡では、⤌⧊の෌⦅が一つの目⋢になっています。 
 研究内容については、新ࢭンࢱー名๓に生࿨創成という⤖構大きな࢖ࢱトࣝがついており、

その中にࡳࠕる ࡴよࠕࠖ つくるࠖという୕つのᰕがฟています。これは、いろいろな新しࠕࠖ

い方ἲを౑って生࿨現㇟をࡳࠕる 、ࠖそこでᤊえてきた᝟報から新たな意࿡௜ࡅを᥈していく

という意࿡でࠕよࡴ 、ࠖそういったものを࣋ーࢫにして෌構成実㦂➼により、生࿨現㇟を෌現

することによって生࿨の基本ཎ⌮を᥈していくという意࿡でのࠕつくるࠖということを୕つ

のᰕにして、研究ࢭンࢱーを動かしていくという意࿡です。 
 平成 30 年度から新ࢭンࢱーができることになっており、今、そのタ⨨‽ഛᐊ➼も動きጞめ

ました。第１回の会議が先᪥あったところです。この後、その新ࢭンࢱーの開所にྥࡅて、

いろいろなワめのస業が行われていくことになっていくとᛮいます。 
 平成 28 年度から新ࢭンࢱーの‽ഛにྥࡅたᴫ⟬せồが㏻っており、新ࢭンࢱーは実際には

平成 30 年度から動きฟします。30 年度からとりあえࡎまࡎ㸲年㛫という形でせồをฟして

います。実際にはもうᑡし長く、10 年࡝࡯のࣃࢫンを考えています。 
 
（すᮧ） ࡝うもありがとうごࡊいました。 

 今から議ㄽさせていただきたいという状ἣなのですが、ちࡻっとྖ会の手ⴠちで、もう㸲

᫬に㏆くなっておりますので、ここでఱか一言言いたいということがありましたら言ってい

ただいて、あとは今᪥説明させていただきましたので、そのことに関してࠕこういうことがࠖ

ということがあれば、アンケートの方にධれていただいて、それをこちらで検討をさせてい

ただくということで、よろしいでしࡻうか。 
 
（山本） おᖐりの᫬㛫のணᐃのある方もいらっしࡷるでしࡻうし。 
 
（すᮧ） あと３分ありますが、࡝うでしࡻうか。 
 
（┦㈡） せっかくだからちࡻっと⪺きたかったのですが、ここに᮶て中㌟を見て、඲然㐪

࿴ឤがないということは、ࡸはり㑇ఏ研と基生研はかなりఝているのですよ。ࡸはりᖖに、

私たちが㑇ఏ研で議ㄽするときには基生研との㐪いを意識し、基生研もከ分そういうことを

意識してࡸっていらっしࡷるから、今、こうࡸって㑇ఏ学という言ⴥをわࡊわࡊ౑っていな

いようなẼもしたのです。それがいいのか࡝うかというのはよく分からないのですが、ྛ研

究所でᛮいྜっていろいろ検討するだࡅでではなくて、ࡸはりᑡしはお஫いにヰしྜうこと

もᚲせかとᛮいます。今回はࢱࢫ࣐ーࣛࣉンな࡝について所長とかでヰしているので、ከ分、

上の方はつながっているのだろうなとᛮうのですࡅれ࡝も、私たちの方はあまりよく分かっ

ていなかったので。今回の説明内容は、඲て分かりࡸすいですࡡ、私にとっては㠀ᖖに。 
 
（山本） だから、ᩥ科┬に行くと、ࠕ㑇ఏ研でこれだࢥࡅンࣗࣆーࢱーを㈙うのに、ఱでま

だ基生研にࢥンࣗࣆーࢱーがせるのࠖと言われるわࡅですよࡡ。 
 
（┦㈡） そうだとᛮうのです。だから、今後の生き方をࡸはりお஫いにヰしྜって、本当

に分かれていくのか、それとも࡝こかで࣐ーࢪして一⥴に考えた方がᘓタ的なのかというこ

とは、私も⯆࿡があるし、考えていった方がいいとᛮいました。 
 
（すᮧ） ࡝うもありがとうごࡊいます。௚に一言言わせてくださいということがありまし

たら。 
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（⬟℩） ከ分、㑇ఏ研ࡸ基生研は、特໬してఱかこれはというものを⤠って、あるいは┦

談してࡸらなࡅればということかなとᛮいます。ண⟬が㝈られ、඲てそれࡒれの研究所で඲

部そろえるのは㞴しい᫬௦になってきているので、᪥本の中でఱか඲యとして一㏻りそろえ

るようなឤじにするということかなとᛮいます。 
 ே事に関して、๓回ちࡻっと関わらせていただきましたが、今、᏶඲にබເではබ平で、

いろいろな分㔝のேが見られるという࣓リࢵトはあるとᛮうのですが、㏫にᡓ␎的にこうい

う分㔝のேですごいேをᘬっᙇってくるという✚ᴟ性をあまりឤじませࢇでした。なので、

こういったᴫ⟬せồな࡝に⤡ࢇで、こういうところを重点的にࡸるのだったら、それにྜわ

せて、ものすごく目⋢になるேを࿧ࢇできて、そのேを中心にしてᴫ⟬せồをࡸっていくと

いうようなことができたらいいのではないかなと。㞴しいかとはᛮうのですが、そういうこ

とをឤじたのでちࡻっと࣓ࢥントさせていただきました。 
 
（すᮧ） ࡝うもありがとうごࡊいます。今後のே事࡬のࣙࢳࢫ࢙ࢪࢧンですࡡ。 
 
（山本） ちࡻっと⿬ヰ的なことを言うと、๓回のᩍᤵே事は、᭱ 後に説明があったように、

のᑗ᮶࢜࢖ࣂྜ⤫、のᨵ⦅というか、そういうことがある⛬度見えていた状ἣで࢜࢖ࣂྜ⤫

にも関ಀするே事でしたので、⤫ྜ࢜࢖ࣂのࢭンࢱー長にもே事委員にධっていただいてい

ました。そこではࢭンࢱー長として、ᑗ᮶を見ᤣえた形のே事㑅考になるようにご意見をฟ

して頂きましたし、われわれもそれをㄆめていたということはあります。 
 
（すᮧ） ࡝うもありがとうごࡊいます。௚によろしいですか。 

 それでは、᫬㛫になりましたので、所長の方から᭱後にごあいさつをお願いします。 
 
（山本） 本当に長᫬㛫にわたって議ㄽしていただきまして、いろいろ有┈なご意見を頂き

まして、ありがとうごࡊいました。もうᑡしきついことを言っていただいてもよかったかな

とᛮうのですが、大ኚࢧポーࣈ࢕ࢸなご意見をたくさࢇ頂いたので、㠀ᖖにありがたかった

とᛮいます。これを⣊に、またいろいろ考えていきたいとᛮいますので、今後ともよろしく

お願いいたします。 
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５．外部点検評価アンケート結果

－ 135 －



 

 
 

   

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
      

  



እ㒊Ⅼ᳨ホ౯ࢺ࣮ࢣࣥ࢔ 

 
１）学⾡研究に関する活動について 

基生研では、基礎生物学において世界を先導する研究を推進するとともに、新しい領域の創成を

目指しています。平成 28 年度のࣉレࢫリリーࢫに基࡙く୺せ成果については㈨ᩱ１P6-7、研究

部㛛ཬび研究ᐊごとの成果のᴫせ、発⾲ㄽᩥについては㈨ᩱ２ Annual Report 2016 ᢤ⢋∧（年

度ではなく年༊切りですので若ᖸのࡎれがあります）をཧ↷していただき、所内研究者の研究内

容ならびに研究Ỉ‽についてご意見をお⪺かせୗさい。 
 
意見１ ඃれた業⦼をฟしておられるとᛮいます。ࣛン࢟ンࢢ➼におࡅる㡰఩について、大学ᩍ

員ᩘ➼、研究所のつᶍを考៖してࣀーࢬ࢖࣐ࣛすれば、さらに㢧ⴭな業⦼をあࡆている

ことがᙉㄪできるのではないかとឤじました。 
 
意見２ 研究を成果として世にฟすことの重せさと大ኚさは重ࠎわかっているが、本当に重せな

成果の評価は後になってわかってくるものもከいので、༢年度の成果にとらわれࡎ、よ

い研究を⥆ࡅていࡅる⎔ቃをᩚえ、所として、ࣛࣂンࢫのྲྀれた状ἣになっていればよ

い。若手には、それなりの࢖ンࢡࣃトでもㄽᩥを書いてฟすこと自యも重せだし、大ᚚ

所が目先の成果にとらわれて、㍈がࡪれてはᅔる。 
 
意見３ 研究内容については基礎生物学において、⚄⤒、発生、進໬、行動な࡝、分㔝をᗈく࢝

る基礎生物学研究を௦⾲しているとࡅーし、᪥本におࣂ࢝生物をࣝࢹーし、ከᵝなࣔࣂ

ᛮいます。また、⥅⥆的に研究成果がฟされていて、ᴫࡡ㧗いỈ‽を⥔ᣢしています。 
 
意見㸲 」ᩘの分㔝の研究成果が、Nature を含࢖࢖ࣁࡴンࢡࣃトな㞧ㄅに報告されていることか

ら、研究所として十分な研究成果があがっているとุ᩿できる。それࡒれの研究領域で

よく成果が発⾲されている。一方で、基礎生物学研究所が目指す新しい領域のࢫンࣛࣂ

創成を考えると、重点分㔝をタࡅ、▷期的あるいは中期的に研究所として発ᒎさせる方

ྥ性を♧すことも重せと考えられる。 
 
意見㸳 ㈨ᩱから、活発でレࣝ࣋の㧗い学⾡研究活動が行われていることがわかりました。ಶே

的には、ࠕ㣗⹸᳜物の㣗⹸性の進໬に関わる㑇ఏ子特ᐃࠖな࡝のような、基礎生物学研究

所ならではのࣘࢽーࢡな研究成果を今後も期ᚅしています。 
 
意見６ ࢫケーࣝの大きな研究ࢸー࣐が、長い年月を᥃ࡅて㐙行され、大きな成果をࢥンࢱࢫン

トに⏘ࡳฟしているᵝ子が、ẖ年発⾲されるㄽᩥから❚える。いࡎれの成果も現௦の基

礎生物学のᰕとなるࢵ࣍トࢸー࣐で、研究者࡬࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥの࢖ンࢡࣃトの大きなもの

である。また、これらの成果の中には、基生研独自の࢜࢖ࣂリࢯーࢫと大ᆺ研究⿦⨨を

十分に活用した独自性の㧗いものがከい点で、基生研の存ᅾឤを♧す成果でもある。こ

れらの点で、ᡃが国を௦⾲する基礎生物学の研究ࢭンࢱーに┦応しい成果を上ࡆている

と評価できる。 
      ౛えば、㟷Ⰽගཷ容యによるගྜ成ᢚไが、ගྜ成⿦⨨の◚ቯの㜵Ṇにാくことの発見

は、基生研の大ᆺࢡ࣌ࢫトࣟࣇࣛࢢの活用によりึめてྍ⬟となったものであると言え

る。また、᫖年のア࣒ࣀࢤ࢜࢞ࢧのゎ読に⥆く、㣗⹸᳜物ࢱࢩࣀ࢟ࣘࣟࢡࣇの࣒ࣀࢤゎ
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読の成果ࡸ 動物と᳜物に共㏻のᖿ⣽⬊໬ㄏ導ᅉ子の発見は、᳜ࣔࣝࢹ物と㠀᳜ࣔࣝࢹ

物をうまく౑いこなして成し㐙ࡆられた、基生研のおᐙⱁとも言える成果だ。また、࢖

࣓ーࢪンࢢを㥑౑した⬻のཎᆺ࡙くりにおࡅる࢜࢖࣒࢘ࢩࣝ࢝ン分ᕸのᙺ๭のゎ明も基

生研のリࢯーࢫが活用された成果である。 
 
意見㸵 研究所が目指すࠕ基礎ࠖ生物学分㔝に特໬しつつも研究対㇟と研究領域にᗈがりも見ら

れ、ᴟめて独創的かつ㧗いỈ‽の研究をᒎ開している。生࿨科学の᰿※的に重せな現㇟

に関する研究ࡸ、ከᵝ性の点からも独創性の㧗い現㇟をࣛࣂンࢫよく推進している。ま

た、ḟ世௦ࢩーケンࢧー࣓࢖ࡸーࢪンࢢに௦⾲される研究᭱先➃のᢏ⾡をྲྀりධれた研

究を✚ᴟ的に推進し、先➃的な成果を上ࡆている。また、これらの成果を一ὶ国際ㄅに

ከᩘ報告している。これらの研究が特ᐃの研究ᐊに೫ることなくࡰ࡯す࡭ての研究ᐊに

おいて実᪋されていることは㧗く評価できる。研究所としての研究Ỉ‽ࡸ研究力はᴟめ

て㧗い。 
 
意見８ 研究所඲యとしてࢥンࢱࢫントに࢖࢖ࣁンࢡࣃトのㄽᩥが発⾲されており、科研㈝の１

௳あたりの⋓ᚓ㢠もᖖに上఩に఩⨨するな࡝、⏦し分のないỈ‽にあるとᛮいます。 
 
 
２）共同利用・共同研究に関する活動について 
大学共同利用機関ἲேである基生研は、ྛ✀の共同利用・共同研究活動を行っています。平成

28 年度には᪤存の共同利用をᩚ⌮⤫ྜして、ග学機ჾを用いた観ᐹ・᧯సࡸ生物画ീฎ⌮を対

㇟とした࣓࢖ྜ⤫ࠕーࢪンࢢ共同利用研究 、ࠖ୪びにḟ世௦ DNA ྲྀࢱーࢹーによるࢧーケンࢩ

ᚓࡸ大つᶍ計⟬機࣒ࢸࢫࢩによるゎᯒを対㇟とするࢫࢡ࣑ࣀࢤྜ⤫ࠕ共同利用研究 がࠖࢱࢫート

しました。これらの共同利用研究においては、実㦂の❧᱌からࢹーྲྀࢱᚓ、ゎᯒまで一㈏したࢧ

ポートを行い、᪤にከᩘの共ⴭㄽᩥとして成果をᣲࡆています。大学連携ࢡࢵࣂ࢜࢖ࣂアࣉࣉࢵ

を推進するとともに、よりከᵝな生物㑇ఏࣉࢵアࢡࢵࣂト(IBBP)では生物㑇ఏ㈨※のࢡ࢙ࢪࣟ

㈨※をࢡࢵࣂアࣉࢵಖ⟶するために、生物㑇ఏ㈨※新つಖ存ᢏ⾡開発共同利用研究を行っていま

す。また࢜࢖ࣂࣝࢼࣙࢩࢼリࢯーࢡ࢙ࢪࣟࣉࢫト(NBRP)のᣐ点として、࣓ダ࢝、ア࢜࢞ࢧཬび

ࢩ提౪を行っています。さらに、これらの研究支援活動に関連したࢫーࢯのリࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮ

ンポࡸ࣒࢘ࢪ実⩦ࢥーࢫを開ദして、ᗈく研究者࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥの研究を支援しています。また平

成 28 年度からࠕ先➃࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢ支援ࢵࣛࣉト࢛ࣇー࣒（ABiS）ࠖ事業がጞまりました。

㈨ᩱ１P8-13、㈨ᩱ３P36-41 にまとめたこれらの活動についてご意見をお⪺かせୗさい。また、今

後、大学共同利用機関として基生研が࡝のようなᙺ๭を果たす࡭きか、ご意見がごࡊいましたら

お⪺かせୗさい。 
 
意見１ 私自㌟、共同研究利用、AbiS ➼でご支援をいただき大ኚ助かっています。研究にᚲせと

される機ჾがከᵝ໬、㧗㢠໬している᫖今、このような支援はᡃが国の基礎研究を支え

ていく上で、ますます重せになっていくとᛮいます。今後も、ண⟬⋓ᚓにດ力され、機

ჾのアࢹࣉࢵートを含め、㉁の㧗い共同利用研究を⥔ᣢされることを願っています。 
 
意見２ ᩥ科┬の࣓࢖ーࢪンࢢ事業は共同研究をさらにຍ㏿໬させる意࿡があるとᛮいますが、

共同研究との重」はྍ⬟なのでしࡻうか㸽๓者が科研㈝⦡りであることからそれ以外の
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研究者をᩆうのが共同研究になっているのでしࡻうか㸽利用者にとってはࢫ࢖ࣙࢳがい

ろいろあるのは、Ⰻいこととᛮいますが、その௙分が外から見るとよくわかりませࡡࢇ。

また⤫ྜࢫࢡ࣑ࣀࢤ共同利用研究の఩⨨࡙ࡅも、いまいちよくわかりませࢇでした。㑇

ఏ研の࣒ࣀࢤ支援に⏦ㄳできないேをᣠう࣒ࢸࢫࢩなのですか㸽中㌟が㐪うのでしࡻう

か㸽これもࢫ࢖ࣙࢳをቑࡸすという意࿡では、Ⰻいのかもしれませࢇが、ᚲせ性㸽とい

う␲ၥはあります。 
大学共同利用機関としてᩥ科┬のせㄳにこたえて、いかに大学にࢧーࢫࣅをするかいう

ことは、࡝のような事業を࡝のような形（ண⟬を࡝うするか）で進めるかというᡓ␎を

⦎るしかなく、その点で、᫇から基生研が力をධれてきた࣓࢖ーࢪンࢢを⾲にฟした事

業をつかࢇだ意࿡は大きいとᛮいます。これは࣒࢖ࢱリーに見えますが、᫬㛫をかࡅて

先を見㉺していろいろとᡓ␎的に✚ࡳ重ࡡてきたດ力が報われたのだとᛮいます。しか

し、これをࡸるために、࡝のようなே事が行われて、実際に࡝のようなࢧポートをして

いるのかという点は、もうᑡし詳⣽にお⪺きできればよかったです。 
 
意見３ 共同利用・共同研究に関して、ከᩘの共同研究をこなしている。ᗈく国内から⏦し㎸ࡳ

が᮶ている。運営㠃において成ຌしていると言えます。 
㹆28 年より開ጞしたࢫࢡࢵ࣑ࣀࢤྜ⤫ࠕ共同利用研究ࠖは᫬௦のࢽーࢬをⰋくᤊえてお

り、ከくの共同研究を⋓ᚓしています。⤫ྜ࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢ共同研究、㢧ᚤ㙾利用

のࢧポート、ࢼ࣑ࢭーࡸトレーࢽンࢥࢢーࢫの開ദな࡝を㏻じてこの分㔝のᬑཬに㈉⊩

しています。新つࣔࣝࢹ生物の開発、࢜࢖ࣂリࢯーࢫ、生物㈨※ಖ存ᢏ⾡開発、᳜物研

究に研究ᣐ点࣡ࢵࢿーࢡ、先➃࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢ支援ࢵࣛࣉト࢛ࣇー࣒な࡝、௚の᪋

タではなかなかฟ᮶ないような研究支援を㏻じて、基礎生物学の特Ⰽをฟしています。

ᩘከくの共同研究成果がฟされています。 
 
意見㸲 ࣓࢖ーࢪンࢢとࢫࢡ࣑ࣀࢤに関する共同利用・共同研究活動ࡸ ABiS 事業は、これらの

先➃タഛࡸᢏ⾡をᣢたないᆅ方大学ࡸ研究機関にとって重せな研究支援となっている。

IBBP のಖ存・研究活動は、ᆅ㟈大国である᪥本として重せであり、大つᶍにこの事業

をᒎ開できる研究所は国内では㝈られている。これらの共同利用研究は、基礎生物学研

究所を特ᚩ࡙ࡅる活動であり、⥅⥆・発ᒎが期ᚅされる。 
 
意見㸳 大学共同利用機関として、研究者࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥーがồめるᵝࠎな支援事業が活発に行わ

れているとᛮいます。今後も、リࢯーࢫ提౪ࡸ᪋タ利用だࡅでなく、実㦂の❧᱌からࢹ

ーྲྀࢱᚓ、ゎᯒまで一㈏したࢧポートを඘実させていただきたいとᛮいます。 
 
意見６ 大学共同利用機関としての基生研が、その౑࿨の一つであるࠕ共同利用ࠖࠕࡸ共同研究ࠖ

のためにᩚഛしてきた大ᆺ機ჾ࢜࢖ࣂࡸリࢯーࢫ、共同研究支援ไ度は、これまでの実

⦼を見れば、所外の大学研究者の研究推進に㈨するだࡅでなく、基生研内の独創的な研

究推進にもᙺ❧ってきたことが、研究成果より❚える。㏆年では、࣓ダࡸ࢝ア࢜࢞ࢧの

研究成果ࡸ大ᆺࢡ࣌ࢫトࣟࣇࣛࢢを用いた研究成果がその一౛である。㝈られたண⟬で

所外の研究を共同研究として推進するሙྜには、このど点が重せであると考える。すな

わち、共同利用ࡸ共同研究は、඲国の大学からの࣎ト࣒アࣉࢵ式බເだࡅでなく、基生

研のྛ部㛛が୺導して、ࢸー࣐をເり、基生研が中᰾となり研究ࢥンࢯーࢩア࣒をసる
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形がຠ⋡的であるようにᛮわれる。 
      また、今後の共同研究用のリࢯーࢫとして、㠀ࣔࣝࢹ生物が重せなࢸー࣐であることは

㛫㐪いないので、࢜࢖ࣂࣝࢼࣙࢩࢼリࢯーࢡ࢙ࢪࣟࣉࢫト(NBRP)を᰾として、㠀ࣔࣝࢹ

生物のリࢯーࢫを、基生研の研究推進を㍈にして、ᡓ␎的にᩚഛするのがよいのではな

いか。この点では、平成 30 年度ᴫ⟬せồ事㡯であるࠕ大学㛫連携による新つࣔࣝࢹ生物

の開発ᣐ点形成ࠖがㄆめられ、基生研をࣈࣁとした研究ࢥンࢯーࢩア࣒が実現すること

を期ᚅしたい。 
      先➃࣓࢖࢜࢖ࣂーࢪンࢢ支援ࢵࣛࣉト࢛ࣇー࣒（ABiS）はࠕ研究手ἲのࣇࢯト࢙࢘アࠖ

の共同利用・共同研究という点で、新しい共同研究ࣔࣝࢹとも言え、期ᚅされるが、そ

れを一Ṍ先に進め、㏆いᑗ᮶に┤㠃するであろうࠕAI を用いた研究ࠖのためのࢵࣛࣉト

࡝アの開発な࢙࢘トࣇࢯの構⠏とそれを利用するための（ࢫー࣋ࢱーࢹ⫣ᩥ）࣒ー࢛ࣇ

も、基生研が先㥑ࡅてその計画を検討しては࡝うであろうか。 
 
意見㸵 ࡎれも先➃的かつ研究所の特Ⰽを生かしたྲྀり⤌ࡳである。༢なる機ჾの提౪ではなく、

研究の❧᱌から実᪋までを支援する共同利用ᣐ点として推進されている。その成果も業

⦼としてᣲがっている。これらの活動がయ⣔的にᩚ⌮され、外部の研究者にもわかりࡸ

すい形で提౪されている。 
生物学研究の機ჾの㧗度໬が進ࡳ、඲国共同利用活動は重せ性をቑしている。そのなか

でᚲせな᪑㈝、研究者࡬の助言、機ჾの有ຠ利用といった共同研究を進めている点は඲

国共同利用機関としてのᙺ๭を期ᚅ以上に果たしている。今後も現ᅾのような実㉁的な

共同研究を推進してもらいたい。 
 
意見８ 共同利用・共同研究に関しては大学共同利用機関として十分な活動をしておられるとᛮ

います。一方でࡸ࣒ࣛࢢࣟࣉ㈨㔠によりไ度が⣽分໬されており、඲యが見え࡙らくな

りつつある༳㇟をཷࡅました。౛えば、࣓࢖࢜࢖ࣂྜ⤫ࠕーࢪンࢢ共同研究ࠖとࠕ先➃ࣂ

でࡅう㐪うのか、一読しただ࡝が支援の㠃で࣒ࠖー࢛ࣇトࢵࣛࣉ支援ࢢンࢪー࣓࢖࢜࢖

は分かりませࢇでした。 
      今後果たす࡭きᙺ๭については、ࡸはり研究者࡬࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥの㈉⊩、特に先➃機ჾに

手がᒆかなくなりつつあるᆅ方国බ❧大学の支援をお願いしたいとᛮいます。しかしそ

のような共同利用・共同研究は、ᚲࡎしも࢖࢖ࣁンࢡࣃトの成果に⤖びつかないሙྜも

あるでしࡻう。そのため、共同利用・共同研究については࢖࢖ࣁࠕンࢡࣃトのㄽᩥࠖ以

外の指標を導ධすることもᚲせではないでしࡻうか。౛えば、࢖ンࢡࣃトはపくともᰝ

読௜ࣕࢪーࣝࢼに発⾲した、成果が（ᑠ㢠でもいいので）科研㈝の⋓ᚓに⧅がった、新

学⾡領域のබເにධれてもらえた、᪼進ࡸⰋいポࢫトの⋓ᚓに⧅がった➼ࠎ。つまり先

生がたご自㌟は⋓ᚓした➇த的㈨㔠で大いに࢖ࣁレࣝ࣋の共同利用・共同研究をࡸって

いただき、共同利用・共同研究ไ度ではከᵝな研究を支えていただࡅればとᛮいます。 
 
 
３）国際連携ཬびᗈ報に関する活動について 
所内研究者が先導する先➃研究の国際的な議ㄽのሙとしての NIBB の開ദにຍࢫレン࢓ࣇンࢥ

え、Ḣᕞ分子生物学研究所(EMBL)、ࢡࢭ࣐ࢸ生࿨科学研究所(TLL)、ࣉリンࢫトン大学な࡝の
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海外のඃれた研究機関との連携活動を行いました。また、ಶࠎの研究ᐊから生まれた国際共同研

究を所として支援する࣎ࠕト࣒アࣉࢵᆺ国際連携 ➼ࠖを実᪋しています。また、ᗈ報活動として、

facebook、ࢪー࣒࣌ー࣍ ➼の SNS を活用した᝟報発信にຍえ、国内外にྥࡅたࣉレࢫリリーࢫ

を行っています。生物学のᬑཬࡸḟ世௦の育成を目的として、ᑠ・中・㧗ᰯ生対㇟のᤵ業ࡸ実⩦

も開ദしました。㈨ᩱ１P14-18、㈨ᩱ３P41-42 にまとめたこれらの活動についてご意見をお⪺か

せୗさい。また、今後の国際連携ཬびᗈ報活動について、ご意見がごࡊいましたらお⪺かせୗさ

い。 
 
意見１ ࣎ト࣒アࣉࢵ的で実㉁的な研究ಁ進につながるような海外との共同研究は✚ᴟ的に進め

る࡭きだが、トࣉࢵダ࢘ン的で↓⌮に஺ὶをしようとするような活動はしなくてもよい

のではないか。 
 
意見２ ᢡにゐれ、基生研から送られてくるࣃンࣇレࢵトࡸ㈨ᩱは、送らなくてもいいのになあ

とᛮいつつも、一応開ᑒして目を㏻すという࡝࡯でもないですが、ᣏ見しています。特

に若手がᑠ・中学生な࡝にᤵ業ࡸ、実⩦しているᵝ子は㠀ᖖにዲましくᣏ見していまし

た。ࡸはり基生研のᙉࡳはከᵝな生物を౑って、研究しているところだとᛮいます。ま

だ୙ᛮ議な生物が඲く手つかࡎになっていることもከࠎあるとᛮうので、子౪たちのዲ

ወ心をさらにかきたて、研究する心を育てていࡅるようになればとᛮいます。国際஺ὶ

より、㌟㏆なᩍ育というⓙさࢇの意見に㈶成です。 
 
意見３ ᗈく国内外࡬の᝟報発信、ᗈ報活動、㧗ᰯ生࡬の実⩦の開ദな࡝、〈㔝をᗈࡆるための

活動は大ኚ重せとᛮいます。 
一⯡ᕷẸ、♫会が科学に対して⌮ゎしていただくことが大事です。㧗ᰯ生、大学生のࡳ

でなく、㧗ᰯのᩍ員ࡸぶの༤ኈ進学࡬の⌮ゎ、会♫から༤ኈேᮦの᥇用、な࡝も〈㔝を

ᗈࡆることに⧅がります。 
 
意見㸲 EMBL をはじめとする国際連携は、国内ᒅ指の生物学研究所として十分なᙺ๭果たして

いる。特に EMBL の Euro-BioImaging と ABiS との連携は、基礎生物研究所を国内ࣂ

 。として期ᚅされるࡳ⤌発ᒎさせるྲྀ࡬ᣐ点ࢢンࢪー࣓࢖࢜࢖
独自の࣎ࠕト࣒アࣉࢵᆺ国際連携ࠖについては、そのຠ果について検ドするとともに、

研究所の国際連携活動につなࡆる࣒ࢸࢫࢩを構⠏するᚲせがある。また、ᗈ報活動、一

⯡බ開ࡸア࢘トリーࢳ活動は、十分に行われており、ྍ⬟なレࣝ࣋で⥅⥆していくこと

がᮃまれる。一方で、研究活動に支㞀をきたすような㐣๫なᗈ報・ア࢘トリーࢳ活動は

㑊ࡅる࡭きである。 
 
意見㸳 ಶࠎの研究ᐊから生まれた国際共同研究を所として支援する࣎ࠕト࣒アࣉࢵᆺ国際共同

研究事業 はࠖ、新たな国際連携を発ᒎさせる上でຠ果的なྲྀり⤌ࡳだとᛮいました。ᑠ・

中・㧗ᰯ生対㇟のᤵ業ࡸ実⩦、研究所一⯡බ開事業も活発に行われており、ከくの若手

の研究者がア࢘トリーࢳの⤒㦂を✚ࣝ࢟ࢫ、ࡳアࣉࢵするⰋい機会になっているのでは

ないかとᛮいます。 
 
意見６ 基生研は、国内では国❧大学共同利用機関という఩⨨࡙ࡅではあるが、海外から見たሙ

ྜには、⣮れもなく基礎生物学分㔝で᪥本を௦⾲する၏一の国❧研究所である。この点
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で、海外の研究機関に対しては、ᖖにᡃが国の基礎生物学の᭱㧗ᓠに఩⨨する研究機関

としての᱁式を♧すような連携活動を⥅⥆することが重せであると考える。このど点か

らࡳて、NIBB はすでに内外から㧗い評価をᚓている。また、Ḣᕞ分子ࢫレン࢓ࣇンࢥ

生物学研究所 (EMBL)、ࢡࢭ࣐ࢸ生࿨科学研究所 (TLL)、ࣉリンࢫトン大学な࡝の海外

の௦⾲的な研究所との連携の⥅⥆も重せであるとᛮわれる。 
      また、今後は、国内の若い世௦に対しては、ࠕᡃが国の生物学の基礎研究の中心ࠖである

ことをこれまで以上に発信することが、ᑗ᮶の基生研の発ᒎにはḞかせない。そのため

には、ᒸᓮᆅ域のࡳを対㇟とした࢜ーࣉンࢫ࢘ࣁのࡳでなく、ࢵࢿトを介して基生研で

の研究活動を⮫ሙឤのあるࢥンࢸンࢶで、♫会に発信することがᚲせであると考える。 
 
意見㸵 NIBB ている。これࡡ重ࡳ✚の開ദに௦⾲される⥅⥆的な活動を☜実にࢫレン࢙ࣇンࢥ

にຍえて、EMBL、TLL といったḢᕞࡸアࢪアのᣐ点研究所との連携にもດ力している

ことがうかがえる。౛えば TLL は࿘期的にయไがኚわるというヰも⪺くが、形式的活動

ではなく、ࢸー࣐を㑅び実㉁的な実⩦ࢥーࢫを実᪋しているという点はᕤኵがឤじられ

る。その点でも࣎ト࣒アࣉࢵᆺ活動を⤌ࡳ㎸ࡴことで研究の進ᒎにྜわせた実㉁的かつ

ຠ⋡的な国際連携がはかれていると言える。 
ᗈ報活動は、᭱新の࣓࢕ࢹアを活用し、ຠ⋡よく行われている。ࣉレࢫリリーࢫも㐺度

に行われている。大㝮先生のࣀーࣝ࣋㈹は、一⯡的には現ᅾの所属の成果としてྲྀり上

と研究者が独自に発ᒎさせる㐣⛬が重せであるのࡡ重ࡳ✚られることがከい。研究はࡆ

で基生研からの成果であることをもっと୺ᙇするとよいかもしれない。 
 
意見８ 㠀ᖖに活発に国際連携活動をしておられるとᛮいます。特に、ᐃ期的に国際実⩦ࢥーࢫ

を実᪋しておられることにឤ心しました。（ཷㅮ者の᪥本ே㸸外国ேのᩘとẚ⋡はいかが

でしࡻうか㸽）また、SNS を含めたᗈ報活動ࡸア࢘トリーࢳ活動も㐺切になされている

とᛮいます。大㝮先生のごཷ㈹は大いにࢫࣛࣉとᛮいますので十分に発信してください。 
 
 
㸲）若手研究者の育成に関する活動について 
基生研は、⥲ྜ研究大学㝔大学の基礎生物学ᑓᨷの基┙機関として大学㝔ᩍ育を行っています。

௚大学の大学㝔生を特別共同利用研究員としてཷࡅධれ、研究指導を行うことで大学㝔ᩍ育に༠

力しました。また、学఩をྲྀᚓしたඃ⚽な若手研究者育成するために NIBB リࢧー࢙ࣟࣇࢳー

ไ度をタࡅています。㈨ᩱ１P19-20、㈨ᩱ３P42-43 にまとめたこれらの活動についてご意見をお

⪺かせୗさい。また今後、若手研究者の育成に関して基生研が࡝のようなᙺ๭を果たす࡭きか、

ご意見がごࡊいましたらお⪺かせୗさい。 
 
意見１ 大学㝔ᩍ育については㐺切なດ力をされているとᛮいます。若手研究者の支援について、

を後ᢲしするような支援について、もࣉࢵートアࢱࢫの独❧研究者の➼ࢡࢵアトࣛࢽࢸ

っと✚ᴟ的に進められることをᕼᮃします。基生研は共㏻機ჾが඘実しており、若手研

究者がᑠつᶍなࣝࢢーࣉで独自の研究を❧ち上ࡆるのに᭱㐺のሙ所だとᛮいます。この

⣲ᬕらしい⎔ቃをいかしඃ⚽なேᮦを研究者内で育てるのは研究所にとっても࣓リࢵト

がありますし、ᡃ が国におࡅる当該分㔝の若手育成においてもᴟめて重せかとᛮいます。 
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意見２ 学部のない大学㝔大学で学生をࢥンࢱࢫントにリࣝࢡートすることは᪥本の今のไ度で

は㠀ᖖに㞴しい。ア࣓リ࢝のように、学部とは␗なる大学㝔を推進するような࣒ࢸࢫࢩ

にならないと、⤖ᒁ、所属した大学にと࡝まることになる。学生のὶ動性をあࡆるດ力

がᚲせですࡡ。 
 
意見３ 大学㝔ᩍ育をᢸい、若手研究者が基礎生物学研究所で研究する機会をᚓることがⰋい⤒

㦂となるとᛮいます。大学㝔生をࡦきつࡅるためのไ度には、たとえば⤒῭的な支援を

඘実させることも一つの方⟇として有用とᛮいます。また、᭱㏆␃学する学生がῶって

いますが、外国࡬の␃学をಁ進できるようにするのも一つの方ἲ。࡝のような㈨㔠があ

るかについての議ㄽはありますが、ᩥ科┬を説ᚓしてฟさせたいです。 
 
意見㸲 大学㝔ᩍ育࣒ࣛࢢࣟࣉは、タᐃ科目のᩘࡸ科目名からุ᩿して㐺切に運営されているこ

とがわかる。特に国際໬のためのⱥㄒᩍ育に力をධれている点は評価できる。㨩力的な

ᩍ育࣒ࣛࢢࣟࣉを運営している一方で、ཷࡅධれ大学㝔生はከいとは言えࡅཷ、ࡎධれ

ᩘをቑຍさせるດ力がᚲせである。大学㝔の説明会の関す方㠃での開ദ、学᣺研究員࡬

の✚ᴟ的な⏦ㄳ指導ࡸ RA 支援のቑ㢠な࡝がຠ果的と考えられる。また、༟㉺大学㝔ไ

度な࡝大学㝔ᩍ育࣒ࣛࢢࣟࣉを大学と連携して⏦ㄳするな࡝の検討もᚲせがある。 
 
意見㸳 大学㝔生が年㛫⣙ 70 ୓෇の཰ධをᚓられるリࢧーࢳアࢱࢫࢩントไ度ࡸ、学఩をྲྀᚓ

したඃ⚽な若手研究者を運営㈝で㞠用する NIBB リࢧー࢙ࣟࣇࢳーไ度は若手研究者育

成にຠ果的な⣲ᬕらしいไ度だとᛮいます。今後も⥅⥆、඘実を期ᚅします。 
 
意見６ ከくの国❧大学で、基礎生物学の大学㝔༤ኈㄢ⛬࡬の進学者が⃭ῶしている状ἣの中に

あって、⥲ྜ研究大学㝔大学の基礎生物学ᑓᨷは、㝶分೺㜚しているといえる。特に 2004
年発㊊の 5 年一㈏ไ༤ኈㄢ⛬はᐃ員を㐭かに㉸えるᅾ⡠者が㞟い、成ຌしているといえ

る。඘㊊⋡は、このままで඲くၥ㢟はない。一方、研究に対する♫会の意識が大きくኚ

わりつつある状ἣを考えると、ᑗ᮶のཷ㦂者にᒆくように、ᗈ報活動をᖖに見┤し⥆ࡅ

ることがᚲせである。特に 5 年一㈏ไ༤ኈㄢ⛬の学生ᐃ員が３名であることを考えると、

トを⤠っࢵࢤーࢱをᣢった中㧗生にࣝࣕࢩンࢸントでᑗ᮶の進学者としてのポ࢖ンポࣆ

た進学┦談ࡸ、中学㧗ᰯ࡬のア࢘トリーࢳが有ຠと考えられる。その際、大学㝔ಟ஢生

の、その後の活㌍実⦼ࡸ状ἣをᗈ報することがຠ果的であるとᛮわれる。 
 
意見㸵 学生とᩍ員のẚ⋡は඲国的に౛がない࡝࡯にᜨまれていると言える。ᑡேᩘᩍ育がなさ

れている点ࡸ学生に対しての⤒῭的支援が行われている点は㧗く評価できる。 
඲国的には大学生のῶᑡ、進学⋡のపୗというၥ㢟があり、⥲研大はఏ⤫ᰯとの➇ྜと

いったၥ㢟もあるとண᝿される。しかしながら、ఏ⤫ᰯもỴして学生のẕᩘが☜ಖされ

ているのでᏳὈという状ἣにはない。༢なる࢖ࣃのዣいྜいではなく、௚の大学㝔との

連携を進めることで特Ⰽを生かしたり、༠力したりすることが重せであろう。✚ᴟ的に

若手のᩍ員を᥇用し、また成果をあࡆたᩍ員を㌿ฟさせるな࡝ᩍ員のὶ動性が㧗いこと

は、学生の஺ὶᣐ点としての機⬟の助ࡅになるとண᝿する。 
 
意見８ 今後ともඃ⚽な大学㝔生の⋓ᚓにດめ、⥲ྜ研究大学㝔大学のࢸࢫーࢫࢱをさらに㧗め

ていただきたいとᛮいます。基礎科学の㠃ⓑさをఏえ⥆ࡅていただきたい。 
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㸳）研究力ᙉ໬ᡓ␎ᐊの活動について 
自然科学研究機構では、研究力ᙉ໬の 4つのᰕとして、1）国際的先➃研究の推進支援、2）国内

の共同利用・共同研究の推進支援、3）国内外࡬の᝟報発信・ᗈ報力ᙉ໬、4）研究者支援（若手・

ዪ性・外国ே）と、自然科学⣔研究力ᙉ໬ࢵࢿト࣡ーࢡの構⠏からなる研究力ᙉ໬事業を行い、

機構の研究力のᙉ໬をᅗるとともに大学➼の研究力ᙉ໬にも㈉⊩できるよう活動を進めました。

㈨ᩱ１P21-24、㈨ᩱ３P44 にまとめたこれらの活動について、特に 4）研究者支援（ዪ性・外国ே）

についてご意見をお⪺かせୗさい。また今後、基礎生物学研究所が特に力をὀ࡭ࡄきྲྀ⤌につい

てご意見がありましたらお⪺かせୗさい。 
 
意見１ ዪ性・外国ேの PI ᥇用について、ດ力はされているとᛮう。外国ேの᥇用について、๓

回のබເでೃ⿵者がいたものの᮲௳➼がᢡりྜわなかったことはṧᛕだが、❧ᆅ➼の㠃

でࡴつかしい㠃があるのも⌮ゎできる。またዪ性ᩍ員について、ዪ性を対㇟としたබເ

を開ጞしたのは㐺切だとᛮう。以上のດ力をしても、外国ே・ዪ性のⰋいೃ⿵者を見つ

一本㔮りする➼、より✚ᴟ的ࡅにくいということであれば、これはというೃ⿵を見つࡅ

な方⟇をとることがᚲせかもしれない。 
 
意見２ ᫖年度㸲名、今年度１名と PI をこれだࡅとれるవ⿱があるのならこれらはࣗࢽࢸアトࣛ

᭱。として、ある⛬度まわしていってもⰋかったのではとᛮいますࢡࢵ ึから PI をとる

となると、かなり、実⦼のあるேになるのはᚲ⮳ですので。考え方はⰍࠎありますが、

ྍ⬟性を信じて、ᣠい上ࡆて、まあダ࣓ならࣗࢽࢸアを୚えなࡅればよいので、ከᑡは

ෑ㝤ができます。ዪ性もとれたかも。まあ、ዪ性は今࡝こでもྲྀらなࡅればということ

で、よさそうなேはᘬっᙇられていって、බເには上がってこないということかもしれ

ませࡸ。ࢇはり本当にྲྀりたいなら、≺って、ᘬっᙇってくる࡭きでしࡻう。 
 
意見３ 㨩力的な࣒ࢸࢫࢩసりが重せで、外国ேをリࣝࢡートするためには、事ົを含めたⱥㄒ

໬が重せとᛮいます。そういう意࿡では、ࢧポートࣇࢵࢱࢫの㓄⨨はとてもⰋいとᛮい

ます。ዪ性研究者のാき᫆い⎔ቃのᩚഛも同ᵝ。ࢧポートの඘実、ᆅ域での子育て支援

な࡝に関する᝟報提౪、㈨㔠⋓ᚓの支援の඘実もᚲせ。現状ではዪ性研究者がᑡないよ

うなので、᫝㠀ඃ⚽なዪ性研究者の᥇用を進めていただきたい。 
 
意見㸲 ዪ性研究者のための࢖ンᩚࣛࣇഛ（外部ಖ育の支援ไ度ࡸアࢡࢵ࣑ࢹ࢝アࢱࢫࢩントไ

な࡝）が着実に進ࢇでおり、ዪ性研究者育成に対する✚ᴟ的なጼໃが見られる。現ᅾ進

行しているዪ性 PI 㝈ᐃබເについても、研究所の方針を♧す上で重せなே事となること

から、国内外࡬✚ᴟな応ເを࿧びかࡅるᚲせがある。 
 
意見㸳 新たな支援ࣝࢢーࣉを発㊊させて若手研究者支援のᙉ໬をᅗっていることは評価できま

す。ዪ性 PI のබເࡸ子育て支援も重せなྲྀり⤌ࡳだとᛮいます。 
 
意見６ ᡃが国の基礎生物学の研究の中心であるというࢱࢫンࢫで内外の研究者・研究所と連携

共同研究を進めるᚲせがある。また♫会に対しても、༢に一つの研究所からの発信でࡸ

なく、ᡃが国の生物学研究の中心からの発信というࢱࢫンࢫで、一⯡の方にࢥンࢸンࢶ

を発信することが㐺当とᛮわれる。ලయ的にはいろいろな連携・༠力をしている研究者

研究機関のࡸ website な࡝を⤫ྜしたリン࢖ࢧࢡトをⱥᩥ・᪥本ㄒ୧方で NIBB の࢖ࢧ

  － 144 －



トにᩚഛするのも一つの方ἲである。 
 
意見㸵 重点大ᆺࢱࢫ࣐ーࣛࣉンを⏦ㄳ・᥇ᢥされるといった進ᒎが見らえたことは評価できる。

国際連携はす࡭ての大学でも࢟ー࣡ーࢻとなっているが、基生研としての特Ⰽある国際

会議ࡸ実⩦が開ദされている。 
。る特ᐃᩍ員の有ຠ㓄⨨は見⩦いたいࡅにおࢫࢡ࢕ࢸ࣐࢛ࣇン࢖࢜࢖ࣂ、ࢫࢡ࣑ࣀࢤྜ⤫

今後は、特ᐃᩍ員が（௚機関で㸽）ࣉࢵࢸࢫアࣉࢵし、࢘ࣁ࢘ࣀを生かして新たなᩍ員

を育成するといったことにも期ᚅしたい。 
ዪ性研究者ࡸ外国ேが活㌍する⣲ᆅは十分にあると考えられる。ዪ性 PI を育成するබເ

には大いに期ᚅする。ただし、目的を㝈ᐃして㝈られたᐃ員を切りฟすこと࡬の୙Ᏻࡸ、

᥇用されたዪ性ᩍ員が共同利用機関としてのࢧーࢫࣅの㈇ᢸの大きさに⪏えられるかと

いったᠱᛕがある。 
 
意見８ ዪ性・外国ேの支援はできうるດ力を十分にࡸっておられるようにᛮいます。一方で、

研究所の❧ᆅ（大㒔ᕷ名ྂᒇの㏆㑹）、国際連携ດ力、Ḣ⡿の生物学分㔝のዪ性ᩍ員のẚ

⋡な࡝を考៖すると、基生研のዪ性 PIのᩘがᑡない、外国ே PI がいないのは୙ᛮ議で

す。今回のዪ性ᩍ員ே事では᫝㠀ᩍᤵࢫࣛࢡのேᮦを⋓ᚓされることを期ᚅしています。

また、௚大学のྲྀり⤌ࡳもཧ考にされてはいかがでしࡻうか㸽౛えば஑ᕞ大学ではඃれ

た研究者ࣝࣉࢵ࢝を同᫬に㞠用する（同一部ᒁでも௚部ᒁでもよい）ᖏ同㞠用ไ度を開

ጞしました（ண⟬ᥐ⨨な࡝でඃ㐝）。現ᅾは学内ᥐ⨨ですが、㏆㞄の大学・研究所にも࿧

びかࡅてࢥンࢯーࢩア࣒を形成すれば実ຠ性が上がるのではないかと考えています。ご

ཧ考まで。 
 
 
６）ᑗ᮶計画➼について 
基礎生物学研究所が᪥本学⾡会議のࢱࢫ࣐ーࣛࣉン 2017 に提᱌した大ᆺࢡ࢙ࢪࣟࣉトは、重点

大ᆺ研究計画として᥇ᢥされました。また平成 30 年度ᴫ⟬せồでは、基礎生物学研究所として

トࢡ࢙ࢪࣟࣉࣉࢵアࢡࢵࣂ࢜࢖ࣂ大学連携ࠕ ཬࠖびࠕ大学㛫連携による新つࣔࣝࢹ生物の開発ᣐ

点形成ࠖを、自然科学研究機構としてࠕ生࿨創成᥈究ࢭンࢱー（௬⛠）ࠖ タ⨨のためのண⟬せồ

を行っています。㈨ᩱ１P25-26、㈨ᩱ３P44-46 にまとめたこれらの計画について、また今後、基

生研が研究ᣐ点として生物学࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥのために࡝のようなᙺ๭を果たす࡭きか、ご意見がご

ーをもたらす研究を育てᒎ開しࣝࢫࢡ࢖レࣈいましたらお⪺かせୗさい。また、今後生物学にࡊ

ていくためにᚲせな方⟇について、ே事㠃・ไ度㠃を含めてご意見がごࡊいましたらお⪺かせୗ

さい。 
 
意見１ ᑗ᮶にྥࡅ、大ᆺண⟬の⋓ᚓについて㐺切なດ力をされているとᛮう。会議において、

㑇ఏ研とのᕪ␗についてのヰ㢟もฟたが、研究所の特ᚩを生かせるࣘࢽーࢡなࢸーࡸ࣐

それに関わる機ჾ➼に、より先㗦໬させることも重せかもしれない。これに関連し、ே

事において、よりᡓ␎的に、研究所が重点的に進めようとするࢸー࣐にἢった研究分㔝

において目⋢となるような研究者をᘬっᙇってきて、ᴫ⟬せồ➼をよりᙉ力に進めるこ

とをྍ⬟にできればⰋいのではないかとᛮう。 
 
意見２ 基生研の特ᚩを᭱も生かせるࢡ࢙ࢪࣟࣉトは、㠀ࣔࣝࢹ生物の生物学だとᛮいます。ࣔ
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こか࡝らなくてもࡸ生物はもういい、というẼが私自㌟もしていて、別に基生研がࣝࢹ

がࡸる研究より、ここでないとできない研究だったといわれるようなྲྀり⤌ࡳが今後ᚲ

せになるとᛮう。生物のከᵝ性は、↓㝈であり、㠃ⓑい生物が山のようにある。ㄡも手

を௜ࡅていない生物をいかに㣫育し、研究ᮦᩱにするかは、ಶேのດ力が一␒重せでし

にはいかないࡅでもというわࢇでもかࢇはりཝしい。なࡸうが、᪋タとお㔠がないとࡻ

でしࡻうが、これまでの基礎生物を基┙として、特ᚩ的な動物・᳜物をᡓ␎的にྲྀり⤌

 。りたいࡸーࣝするし、ᴦしいに㐪いない。実は私もࣆでもらえると若い学生にもアࢇ
 
意見３ ඲య的に基礎研究が㍍どされる㢼₻がある中で、ᖖに基礎研究の重せ性をッえていくこ

とが大切です。上にも書きましたが、生物学࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥのために、ᖖに先導して頂き

たい。♫会に対しても、科学ᢏ⾡❧国の᪥本発の科学ㄽᩥが᭱㏆௚の国にẚ࡭てᑡなく

なっていることが៧៖す࡭きことである。これは基┙的な科学研究㈝の඲య㢠がᑡなく

なっているためと言われています。科学者の自⏤な発᝿による研究を進められるような

⎔ቃ࡙くり（研究㈝の඘実な࡝）がᚲせとᛮいます。そのためには、⥅⥆的に発信して

いくことが大事です。そのようなᙺ๭を᫝㠀ᢸっていただきたいとᛮいます。 
 
意見㸲 学⾡会議のࢱࢫ࣐ーࣛࣉン大ᆺࢡ࢙ࢪࣟࣉトࠕ⎔ቃ㐺応ᡓ␎ࠖࡸᴫ⟬せồㄢ㢟ࠕ新つࣔ

形成を目指している。基礎生物科ࢡト࣡ーࢵࢿ生物開発ࠖでは、౪に大学㛫連携のࣝࢹ

学研究所の研究力と NBRP での実⦼を含ࡴከᵝな生物での研究を基┙としたྲྀ⤌ࡳと

なっており、新しい研究分㔝の開拓に┤⤖するࢡ࢙ࢪࣟࣉトとして大きく期ᚅされる。

大学㛫連携によって、ᆅ方大学の研究力アࣉࢵにつながる活動がᙉくᮃまれる。 
 
意見㸳 ࠕ生物の㐺応ᡓ␎研究のための大学連携研究ᣐ点ࢵࢿト࣡ーࢡの形成ࠖが、重点大ᆺ研

究計画として᥇ᢥされたことは大きく評価できます。今後も、▱ᜨのᐆᗜである生物ከ

ᵝ性からᵝࠎな▱ᜨ࣋ࣀ࢖ࡸーࣙࢩンをᘬきฟす、ࠕ基礎生物学研究所ならではのࠖࣘ ࢽ

ーࢡでከᵝな研究࡬の㈉⊩を期ᚅしています。 
 
意見６ ࠕ大学連携ࢡࢵࣂ࢜࢖ࣂアࢡ࢙ࢪࣟࣉࣉࢵトࠖཬびࠕ大学㛫連携による新つࣔࣝࢹ生物

の開発ᣐ点形成ࠖについては、大いに期ᚅしたい。 
      基生研が研究ᣐ点として生物学࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥのために࡝のようなᙺ๭を果たせるかにつ

いては（㸳）にも書いた㏻り、ᡃが国の基礎生物学の⥲ඖ⥾めの研究所であるというࢫ

 。で内外の研究者・研究所と連携をᙉめていただきたいࢫンࢱ
      生物学にࣈレࣝࢫࢡ࢖ーをもたらすࢫケーࣝの大きな研究をዡບし、また、研究所とし

ても、長いど点でࢫケーࣝの大きな研究の推進を見Ᏺり、それを支援するのも研究推進

の一つのᡓ␎ではないかとᛮう。すࡄฟ᮶ることの一つは、一年ẖの研究評価をせࡎ、

長期ࢡ࢙ࢪࣟࣉトによる研究を見Ᏺる運営方針を明☜にして、所の内外に発進すること

である。Ⰻいேᮦを⋓ᚓするうえでも、ຠ果があるのではないかとᛮう。 
 
意見㸵 ḟ世௦࣒ࣀࢤゎᯒᢏ⾡がいきわたり、トࣛン࣒ࣀࢤࡸࢫࢡ࣑࢜ࢫ⦅㞟ᢏ⾡を⫼ᬒとして

のᙺ๭としての方ྥ性は㛫㐪い࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ生物がᗈがること明らかで、生物学ࣝࢹࣔ

ない。ࠕ基礎ࠖ生物学にこだわり、༢なる分子⣽⬊生物学ᣐ点ではなく、独創的な研究所

としてᙺ๭を果たし⥆ࡅることを期ᚅする。 
とは性㉁が␗なる。目的࣒ࣛࢢࣟࣉトは௚の研究ᚿྥのࢡ࢙ࢪࣟࣉࣉࢵアࢡࢵࣂ࢜࢖ࣂ
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がᴟめて明☜で㠀ᖖに重せかつᚲせな事業ではある。⏦ㄳ௳ᩘは着実にቑຍしているも

のの඲研究者に対する利用者ẚ⋡は㧗いとは言えないといったㄢ㢟はある。▱名度を㧗

め᪥ᖖ的な利用につなࡆるには᫬㛫がかかるとᛮうが⥅⥆的な活動が重せである。 
トࣉࢵダ࢘ン形式の大学ᨵ㠉で඲国の大学ᩍ員は⑂ᘢしているとᛮわれる。ே事㠃では

඲国のᩍ⫋員のᐃ員ቑがᮃめないなか、基生研の機⬟の重せ性はቑすとᛮわれる。౛え

ば、基生研のᜨまれた研究機⬟および大学㝔生のᩍ育機⬟を生かして、国内外からࣂࢧ

 。ධれることができるのではないかࡅᩍ員を✚ᴟ的にཷࣝ࢝࢕ࢸ
 
意見８ ண⟬⋓ᚓはなかなか㞴しい状ἣが⥆くのではないかとᛮいますが、大学共同利用機関な

らではの活動をᒎ開していただきたい。౛えば、ᩍ育ࡸᆅඖ࡬の㈉⊩のⰍྜいがᙉい大

学、ࢡ࢙ࢪࣟࣉト中心の⌮໬学研究所➼では、ᜥの長い活動・事業は㠀ᖖに㞴しい状ἣ

です。ࣈレࣝࢫࢡ࢖ーをもたらす研究を育てるには、࣎ࢶࢥࢱ໬を㜵ࡂ、研究ᐊのቨを

ྲྀりᡶい、࢜ーࣉンで自⏤な発᝿を重どする⎔ቃを⥔ᣢし⥆ࡅることが重せとᛮいます。

また、大きなࣛ࣎とᑠさなࣛ࣎をࣛࣂンࢫよく㓄⨨し、若手を育てていってください。 
 
 
 

－ 147 －



  － 148 －



外部点検評価会議 および

アンケートのための資料

資料１  基礎生物学研究所 平成 28 年度実績の概要と将来計画

資料２  Annual Report 2016（研究成果に関する部分の抜粋版）

資料３  基礎生物学研究所の概要 －平成 28年度を中心に－
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資料１

基礎生物学研究所 平成 28 年度実績の概要と将来計画

（本誌 P.3 に掲載）
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pdf ୗグࠊࡣࣝ࢖࢓ࣇ URL  ࠋࡍࡲࡁ࡛ࢻ࣮ࣟࣥ࢘ࢲ࡛
http://www.nibb.ac.jp/pressroom/pdf/annual2016.pdf 

資料２

Annual Report 2016

（研究成果に関する部分の抜粋版）
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資料３

基礎生物学研究所の概要

－平成 28年度を中心に－

（本誌 P. 27 に掲載）
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６．国際外部評価について
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ᅜ㝿እ㒊ホ౯概要 
 

基礎生物学研究所では、平成 28 年（2016 年）11 月 6-7 ᪥に研究所内の研究ᐊ௦⾲者を対

㇟に国際外部評価を実᪋した。これは、創タ３０࿘年を㏄えたのを機に平成 19 年（2007
年）12 月 6-7 ᪥に実᪋したᩍ員外部評価にḟࡄものである。ྛ௦⾲者は、๓回の評価以㝆

の 10 年㛫の研究内容（๓回以㝆の着௵者は着௵以㝆）を発⾲し、評価をいただいた。ま

た同᫬に、この 10 年㛫に研究所が行ったྛ✀事業についても忌憚のないご提᱌ࡸご意見

をいただいた。 

 

外部評価委員 

1. Paul M. Nurse 
   Director, The Francis Crick Institute (FRS) 
   ༤ኈは 2001 年のࣀーࣝ࣋生⌮学・་学㈹をጞめとしたᩘࠎのཷ㈹⤒㦂をᣢち、 
   1999 年にはⱥ国で Knight の⛠ྕをᤵ୚されている。 

 
2. Scott Gilbert 
   Professor of Biology (emeritus), Swarthmore College  
   ༤ኈは発生生物学分㔝の世界的ᶒጾである。Gilbert ༤ኈがᇳ➹した 
 は発生生物学のᩍ科書ࠖ（ート発生生物学ࣂࣝࢠ㑥㢟㸸）Developmental Biologyࠕ  
  として、世界ྛ国で౑用され、同分㔝のࠖࣝࣈ࢖ࣂࠕと支ᣢされている。 

 
3. Hao Yu 
   Professor, National University of Singapore  
   Executive Director, Temasek Life Sciences Laboratory 
   ༤ኈは、ࢩン࢞ポーࣝ国❧大学のᩍᤵおよびࢡࢭ࣐ࢸ生࿨科学研究所の⌮事 
   および Senior Principal Investigator であり、᳜物࣒ࣀࢤ科学のᶒጾである。 
   現ᅾは、ࢡࢭ࣐ࢸ生࿨科学研究所の所長をົめ、基生研との㛫で⥾⤖した国際 
   連携༠ᐃに基࡙き、୧研究所㛫での連携活動にᐤ୚している。 

 

 

評価は２᪥㛫にわたる㠃᥋により行われた。評価委員にはணめ、ྛ 研究ᐊ௦⾲者の評価期

㛫におࡅる研究内容のᴫせと௦⾲的ㄽᩥ㸳⦅を A4 一ᯛにまとめた㈨ᩱ、および基生研発

行の Annual Report 2015 を送௜した。㠃᥋においては、発⾲࣡ࣃーポ࢖ント内容を༳ๅし

たもの、学会活動・研究㈝⋓ᚓ状ἣ・♫会㈉⊩➼についてⱥᩥ⟠᮲書きにした㈨ᩱ、およ

び発⾲者の㐣ཤ 10 年㛫（2007-2016)のㄽᩥ業⦼リࢫトをᖍ上㈨ᩱとして提ฟした上で、

発⾲ 20 分、㉁␲応答 10 分（2015 年以㝆に着௵した研究部㛛・ᐊ、෸ᩍᤵ研究部㛛は発

⾲᫬㛫 15 分）で実᪋した。研究所が実᪋したྛ✀事業➼については、所長・๪所長が説

明し㉁␲応答を行った。 
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㻾㼑㼢㼕㼑㼣 㼛㼒 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔 㻡 㻹㼍㼟㼍㼔㼍㼞㼡 㻺㼛㼐㼍 㻼㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼛㼞 㻰㼕㼢㼕㼟㼕㼛㼚 㼛㼒 㻹㼛㼘㼑㼏㼡㼘㼍㼞 㻺㼑㼡㼞㼛㼎㼕㼛㼘㼛㼓㼥

㻾㼑㼢㼕㼑㼣 㼛㼒 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔 㻢 㻹㼕㼠㼟㼡㼥㼍㼟㼡 㻴㼍㼟㼑㼎㼑 㻼㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼛㼞 㻰㼕㼢㼕㼟㼕㼛㼚 㼛㼒 㻱㼢㼛㼘㼡㼠㼕㼛㼚㼍㼞㼥 㻮㼕㼛㼘㼛㼓㼥

㻾㼑㼢㼕㼑㼣 㼛㼒 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔 㻣 㻹㼍㼟㼍㼥㼛㼟㼔㼕 㻷㼍㼣㼍㼓㼡㼏㼔㼕 㻼㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼛㼞 㻰㼕㼢㼕㼟㼕㼛㼚 㼛㼒 㻿㼥㼙㼎㼕㼛㼠㼕㼏 㻿㼥㼟㼠㼑㼙㼟

㻾㼑㼢㼕㼑㼣 㼛㼒 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔 㻤 㻶㼡㼚 㻹㼕㼚㼍㼓㼍㼣㼍 㻼㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼛㼞 㻰㼕㼢㼕㼟㼕㼛㼚 㼛㼒 㻱㼚㼢㼕㼞㼛㼚㼙㼑㼚㼠㼍㼘 㻼㼔㼛㼠㼛㼎㼕㼛㼘㼛㼓㼥

㻾㼑㼢㼕㼑㼣 㼛㼒 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔 㻥 㻭㼗㼕㼞㼍 㼅㼍㼙㼍㼟㼔㼕㼠㼍 㻭㼟㼟㼛㼏㼕㼍㼠㼑 㻼㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼛㼞
㻸㼍㼎㼛㼞㼍㼠㼛㼞㼥 㼛㼒 㻯㼑㼘㼘 㻾㼑㼟㼜㼛㼚㼟㼑㼟
㻔㻸㼍㼎 㼛㼒 㻰㼕㼞㼑㼏㼠㼛㼞 㻳㼑㼚㼑㼞㼍㼘㻕

㻵㼚㼠㼑㼞㼕㼙 㻱㼢㼍㼘㼡㼍㼠㼕㼛㼚

㻣 㻯㼔㼍㼕㼞 㼙㼍㼚㻦 㻹㼕㼗㼕㼛 㻺㼕㼟㼔㼕㼙㼡㼞㼍 㻼㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼛㼞

㻾㼑㼢㼕㼑㼣 㼛㼒 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔 㻝㻜 㼀㼛㼙㼛㼙㼕 㼀㼟㼡㼎㼛㼡㼏㼔㼕 㻭㼟㼟㼛㼏㼕㼍㼠㼑 㻼㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼛㼞 㻸㼍㼎㼛㼞㼍㼠㼛㼞㼥 㼛㼒 㻿㼠㼑㼙 㻯㼑㼘㼘 㻮㼕㼛㼘㼛㼓㼥

㻾㼑㼢㼕㼑㼣 㼛㼒 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔 㻝㻝 㻱㼕㼖㼕 㼃㼍㼠㼍㼚㼍㼎㼑 㻭㼟㼟㼛㼏㼕㼍㼠㼑 㻼㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼛㼞 㻸㼍㼎㼛㼞㼍㼠㼛㼞㼥 㼛㼒 㻺㼑㼡㼞㼛㼜㼔㼥㼟㼕㼛㼘㼛㼓㼥

㻾㼑㼢㼕㼑㼣 㼛㼒 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔 㻝㻞 㻿㼔㼡㼖㼕 㻿㼔㼕㼓㼑㼚㼛㼎㼡 㻭㼟㼟㼛㼏㼕㼍㼠㼑 㻼㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼛㼞 㻲㼡㼚㼏㼠㼕㼛㼚㼍㼘 㻳㼑㼚㼛㼙㼕㼏㼟 㻲㼍㼏㼕㼘㼕㼠㼥

㻾㼑㼢㼕㼑㼣 㼛㼒 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔 㻝㻟 㼅㼍㼟㼡㼔㼕㼞㼛 㻷㼍㼙㼑㼕 㻭㼟㼟㼛㼏㼕㼍㼠㼑 㻼㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼛㼞 㻿㼜㼑㼏㼠㼞㼛㼓㼞㼍㼜㼔㼥 㼍㼚㼐 㻮㼕㼛㼕㼙㼍㼓㼕㼚㼓 㻲㼍㼏㼕㼘㼕㼠㼥

㻾㼑㼢㼕㼑㼣 㼛㼒 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔 㻝㻠 㻿㼔㼕㼓㼑㼗㼕 㻺㼛㼚㼍㼗㼍 㻭㼟㼟㼛㼏㼕㼍㼠㼑 㻼㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼛㼞 㻸㼍㼎㼛㼞㼍㼠㼛㼞㼥 㼒㼛㼞 㻿㼜㼍㼠㼕㼛㼠㼑㼙㼜㼛㼞㼍㼘 㻾㼑㼓㼡㼘㼍㼠㼕㼛㼚㼟

㻾㼑㼢㼕㼑㼣 㼛㼒 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔 㻝㻡 㻷㼕㼥㼛㼟㼔㼕 㻺㼍㼞㼡㼟㼑 㻼㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼛㼞
㻵㼚㼠㼑㼞㼡㼚㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼥 㻮㼕㼛㻙㻮㼍㼏㼗㼡㼜 㻼㼞㼛㼖㼑㼏㼠 㼒㼛㼞 㻮㼍㼟㼕㼏
㻮㼕㼛㼘㼛㼓㼥 㻛 㻸㼍㼎㼛㼞㼍㼠㼛㼞㼥 㼛㼒 㻮㼕㼛㼞㼑㼟㼛㼡㼞㼏㼑㼟

㻾㼑㼢㼕㼑㼣 㼛㼒 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔 㻝㻢 㻺㼛㼎㼡㼥㼡㼗㼕 㻿㼔㼕㼕㼚㼍 㻭㼟㼟㼛㼏㼕㼍㼠㼑 㻼㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼛㼞 㻸㼍㼎㼛㼞㼍㼠㼛㼞㼥 㼛㼒 㻺㼑㼡㼞㼛㼚㼍㼘 㻯㼑㼘㼘 㻮㼕㼛㼘㼛㼓㼥

㻾㼑㼢㼕㼑㼣 㼛㼒 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔 㻝㻣 㼀㼑㼞㼡㼥㼡㼗㼕 㻺㼕㼕㼙㼕 㻼㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼛㼞 㻰㼕㼢㼕㼟㼕㼛㼚 㼛㼒 㻱㼢㼛㼘㼡㼠㼕㼛㼚㼍㼞㼥 㻰㼑㼢㼑㼘㼛㼜㼙㼑㼚㼠㼍㼘 㻮㼕㼛㼘㼛㼓㼥

㻾㼑㼢㼕㼑㼣 㼛㼒 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔 㻝㻤 㻷㼍㼦㼡㼔㼕㼞㼛 㻭㼛㼗㼕 㻼㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼛㼞 㻰㼕㼢㼕㼟㼕㼛㼚 㼛㼒 㻽㼡㼍㼚㼠㼕㼠㼍㼠㼕㼢㼑 㻮㼕㼛㼘㼛㼓㼥

㻾㼑㼢㼕㼑㼣 㼛㼒 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔 㻝㻥 㻿㼔㼕㼚㼕㼏㼔㼕 㻴㼕㼓㼍㼟㼔㼕㼖㼕㼙㼍 㻼㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼛㼞 㻰㼕㼢㼕㼟㼕㼛㼚 㼛㼒 㻮㼑㼔㼍㼢㼕㼛㼞㼍㼘 㻺㼑㼡㼞㼛㼎㼕㼛㼘㼛㼓㼥

㻾㼑㼢㼕㼑㼣 㼛㼒 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔 㻞㻜 㼀㼍㼗㼍㼟㼔㼕 㼁㼑㼐㼍 㻼㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼛㼞 㻰㼕㼢㼕㼟㼕㼛㼚 㼛㼒 㻯㼑㼘㼘㼡㼘㼍㼞 㻰㼥㼚㼍㼙㼕㼏㼟

㻾㼑㼢㼕㼑㼣 㼛㼒 㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏㼔 㻞㻝 㻶㼥㼡㼚㼕㼏㼔㼕 㻺㼍㼗㼍㼥㼍㼙㼍 㻼㼞㼛㼒㼑㼟㼟㼛㼞 㻰㼕㼢㼕㼟㼕㼛㼚 㼛㼒 㻯㼔㼞㼛㼙㼍㼠㼕㼚 㻾㼑㼓㼡㼘㼍㼠㼕㼛㼚

㻻㼢㼑㼞㼍㼘㼘 㻱㼢㼍㼘㼡㼍㼠㼕㼛㼚
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DEPARTMENT OF BIOLOGY (610) 328-8047
EDWARD MARTIN BIOLOGICAL LABORATORIES FAX (610) 328-8663

SWARTHMORE COLLEGE, 500 COLLEGE AVENUE, SWARTHMORE, PA  19081-1397

Evaluation Comments on NIBB Research Activities 

      We wish to thank Director General Dr. Masayuki Yamamoto, Vice Director Dr. Naoto 
Ueno, and Professor Mikio Nishimura for their remarkable organizational and logistical 
abilities to get us to the meeting and to provide us with such superb hospitality. The 
scientific sessions were excellent, and the presentational skills of the researchers 
(especially their fluency in English and their instructional PowerPoint figures) were 
commendable. Each of the evaluators praised the leaders of the conference. 

    Below, we have placed our findings and recommendations. 

I. NIBB’s science appraisal
1. The overall quality of the research carried out in NIBB is of a high international standard,
with half of the groups performing at the very highest quality, and some groups being
world-leaders in their respective areas.

2. The breadth of biology being pursued was impressive, particularly for an institute of this
size.  Many research topics being pursued had unique qualities and were being undertaken
in creative ways.  Certain unique research areas in NIBB, such as symbiosis genomics and
insect diversity, have potentials to not only lead in the relevant fields, but to also
significantly push forward the frontiers of the biological sciences.

NIBB science recommendations: 

1. Every opportunity should be taken to encourage interactions between the different
research groups.  We found that the laboratory directors may not have realized that there
was overlap in the interests or methods of several presentations. Realization of common
interests could be promoted by frequent lectures, workshops between groups, retreats, and
other social and academic activities.

2. The Institute should consider a regular horizon-scanning exercise to identify newly
emerging research areas.  Care should be taken to recruit beyond present interests to
constantly renew the research program.  One support area that is lacking is proteomics,
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which is a powerful methodology that could help a number of on-going activities.  Thought 
should be given as to whether such a facility should be established. 
 
 
II. NIBB’s mission as a member of the Inter-University Research Institute Cooperation 
(IURIC) 
 
1. The IURIC system allows Japanese institutions to develop new research areas and 
effectively take advantage of state-of-the art facilities across institutions through research 
collaborations. The IURIC has real merits, particularly at providing support and 
collaboration to help develop universities that may be lacking resources, either intellectual 
or technical, which are required for specific research initiatives.   NIBB has played an 
important and positive role in this system to initiate and promote many key research 
agenda, such as the recent “Inter-university collaborative research network to understand 
adaptive strategy in living organisms.”  
2. A project focusing on “adaption of organisms to environmental changes” should be 
particularly well suited to NIBB’s strengths.  This is a topic that will be of interest 
throughout the 21st century, given the increasing impact of humanity on the rest of the 
biosphere.  The breadth of biological processes and organisms studied at NIBB are critical 
for such a project, and the fact that NIBB works with organisms beyond the normal models 
studied in most research institutions means that it stands out compared with most other 
research venues.  Also the ability to combine genetic, evolutionary, environmental and 
molecular approaches as would be the case at NIBB, is also attractive.  This area is of great 
interest to society as a whole and should increase the potential of NIBB to have important 
impact. We believe that IURIC will continue to play an important role in effectively 
managing biological resources and facilities among the institutions involved and that the 
NIBB should be crucial in consolidating resources to address key research areas of top 
national interest.  
 
       NIBB and the IURIC recommendations: 
 
 1. It is difficult for an institute the size of NIBB to provide services that could support all 
the demands of Japanese universities, so care needs to be taken with respect to projects 
taken on.  It might be necessary to prioritize the resource and manpower recruitment to 
establish niche facilities that support key research areas in NIBB. Criteria for choosing who 
and what to support could include where there can be effective collaboration with groups of 
NIBB, assistance for early career investigators in universities, and helping others to set up 
effective core facilities in their own home institution based on a successful NIBB model. The 
NIBB should strategize the allocation of resources and development of such research areas, 
which is reflected programs such as the Center for National BioResource Project and 
Collaborative Research Using the Large Spectrograph. 
 
 

   

                 
          

             
          

             
 
 

    
              

             
    

 
   

 
                  
               

           
             

               
           

              
          

  
 

                
             
               
            

              
                  

                
                

                
                
              

              
               

               
            

          
              

                
               
              

  － 162 －



   

2. NIBB should plan to be a major leader in the research project “Adaption of organisms to 
environmental changes.” Environmental changes, such as climate change, are affecting 
multiple aspects of human life, such as impairing development, causing systemic disease or 
cancer, and compromising agricultural production. This could integrate ecological networks 
with laboratory networks and would thus be a critical force in Japanese biology. 
 
 
III. Visibility of NIBB 
1. Over the years, high-quality research and its function as a collaborative center for 
biological sciences have established NIBB as a very highly regarded research institution in 
the Asia-Pacific region.  
 

Recommendations on visibility 
 

1. Visibility is a very important issue for the survival of the NIBB. While NIBB is very visible 
in Asia, it needs to be more generally known by the international (especially European and 
American) biological communities. The recent Nobel Prize to Dr. Yoshinori Ohsumi 
provides an excellent opportunity to enhance that reputation further.  To further promote 
NIBB as an international leading institution in the world, it is important to further extend 
the commitment of NIBB to connect and collaborate with other well-established 
international partners. There are many different ways to achieve these, such as exchange of 
research personnel and exchange of knowledge through seminars, workshops and 
symposiums.  
 
2. The mission ‘What is Life’ and the IURIC mission to study adaptive changes in organisms 
provide excellent topics for extending public outreach, both through NIBB research and also 
through a public lecture series of visiting speakers.  Every opportunity should be used to 
promote NIBB locally, perhaps through a regular newspaper column, participating in local 
fairs such as the one running during the review, and through school interactions.  
3. To accomplish such tasks, the NIBB may want to consider the hiring or the expansion of a 
public relations team (such as that of RIKEN). For instance, the NIBB was absent at the 
cultural fair in Okazaki the week we were there. This would have been an opportunity to 
inform people in the community what you are doing. Not all researchers are good at public 
interactions but if NIBB has good communicators on their staff (at all levels), they should be 
encouraged to write articles for newspapers, get interviewed on television, and so forth.  
4. The NIBB could consider setting up a small international scientific board that could 
improve visibility.  This could meet every 1-2 years and the members act as ‘ambassadors’ 
for NIBB.  An alumnus program for researchers, some of whom will leave Japan for 
elsewhere may also help.  Hosting international conferences at NIBB provides another 
mechanism although may be expensive.  International collaborations should be 
encouraged but should be driven bottom-up by the interests of group leaders.   
5. The hiring of women is lagging behind at NIBB and probably at most Japanese research 
institutes. If NIBB wants to be seen as international and not merely regional, it should 
definitely hire more women into positions of group leaders. There has been one new 
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woman hired, and she is an excellent start. However, in order to make the job something 
that women will want, one must not only seek out excellently trained women scientists, but 
also provide support money for childcare. 
6. Training of future scientists is critical.  There should be a well-defined graduate 
program organized institutionally.  Thought should also be given to establishing a similar 
program for post-doctoral researchers.  This would allow there to be a network of people 
who are familiar with the program and who could recommend it. 
 
 
 
   Sincerely yours, 
 
          Dr. Paul Nurse, Director, Francis Crick Institute, UK 
   Dr. Yu Hao, Director, Temasek Life Sciences Laboratory,  

     Singapore 
   Dr. Scott Gilbert, Professor emeritus, Swarthmore College, USA 
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研究所からのὀ記 
 
163 㡫 Recommendations on visibility  3. にある “For instance, the NIBB 
was absent at the cultural fair in Okazaki the week we were there. This would have 
been an opportunity to inform people in the community what you are doing.” に関

して㸸 

上記で指᦬されている “the cultural fair in Okazaki” は ᒸᓮᇛୗᐙᗣබ⛅まつ

りၟࠕᕤ࢙ࣇアࠖに該当し、ࣇリー࣐ーケࢵトࡸయ㦂ࣈーࢫの࣋࢖ントが中心

で、科学研究に特ẁ関わるものではなかった。このため研究所としては Advisory 
Board Members に対してḟのような説明を㏉信した。 

The culture fair mentioned in the comment was one specified for commerce and 
industry, and hence not much related to science. Earlier this year, we participated 

in a regional art fair, called the Aichi Triennale. We will attempt to take every 

opportunity to publicize NIBB, in addition to the all-out “Open House” held every 3 
years. 
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７．発表論文資料

１）２０１６－２０１４発表原著論文リスト

２）２０１６－２０１４ プレスリリースと新聞報道

－ 167 －



                                                                                                                          

 
 

 
 

               
               
   

 
                

               
            

         
 

 
               

             
         

 
               

             
             

 
               

    
 

               
               

      
 
 

 
 

             
               

             
 

              
           

   
 
 

 
 

              
                

          
 

                
             

            
     

 
                 

             
             

 
              

            
        

  



                                                                                                                          

㸯㸧２㸮㸯㸴㸫２㸮㸯㸲Ⓨ⾲ࣝࢼࢪࣜ࢜ㄽᩥࣜࢺࢫ 
 
㧗ḟ⣽⬊ᶵᵓ㸦すᮧ研㸧㸦2015.3.31 ⤊஢㸧 
2015 年 
Motomura, K., Le, Q.T.N., Hamada, T., Kutsuna, N., Mano, S., Nishimura, M., and Watanabe, Y. 
(2015). Diffuse DCP2 accumulates in DCP1 foci under heat stress in Arabidopsis thaliana. Plant Cell 
Physiol. 56, 107-115. 
 
Oikawa, K., Matsunaga, S., Mano, S., Kondo, M., Yamada, K., Hayashi, M., Kagawa, T., Kadota, A., 
Sakamoto, W., Higashi, S., Watanabe, M., Mitsui, T., Shigemasa, A., Iino, T., Hosokawa, Y., and 
Nishimura, M. (2015). Physical interaction between peroxisomes and chloroplasts elucidated by in 
situ laser analysis. Nature Plants 1, 15035.  㸦P232ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と㈨ᩱࢆᥖ㍕） 
 
2014 年 
Goto-Yamada, S., Mano, S., Nakamori, C., Kondo, M., Yamawaki, R., Kato, A., and Nishimura, M. 
(2014). Chaperone and protease functions of LON protease 2 modulate the peroxisomal transition 
and degradation with autophagy. Plant Cell Physiol. 55, 482-496. 
 
Mano, S., Nakamura, T., Kondo, M., Miwa, T., Nishikawa, S., Mimura, T., Nagatani, A., and 
Nishimura, M. (2014). The Plant Organelles Database 3 (PODB3) update 2014: integrating electron 
micrographs and new options for plant organelle research. Plant Cell Physiol. 55, e1. 
 
Shibata, M., Oikawa, K., Mano, S., and Nishimura, M. (2014). Measurement of the number of 
peroxisomes. Bio-Protoc. 4, e1284. 
 
Yoshimoto, K., Shibata, M., Kondo, M., Oikawa, K., Sato, M., Toyooka, K. Shirasu, K. Nishimura, 
M., and Ohsumi, Y. (2014).  Organ-specific quality control of plant peroxisomes is mediated by 
autophagy. J. Cell Sci. 127, 1161-1168. 
 
 
⣽⬊㛫ࣝࢼࢢࢩ㸦ᯇᯘ研㸧㸦2014.3.31 ⤊஢㸧 
2014 年 
idadi, H., Matsuoka, K., Sage-Ono, K., Fukushima, J., Pitaksaringkarn, W., Asahina, M., Yamaguchi, 
S., Sawa, S., Fukuda, H., Matsubayashi, Y., Ono, M., and Satoh, S. (2014). CLE6 expression 
recovers gibberellin deficiency to promote shoot growth in Arabidopsis. Plant J. 78, 241-252. 
 
Tabata, R., Sumida, K., Yoshii, T., Ohyama, K., Shinohara, H., and Matsubayashi, Y. (2014). 
Perception of root-derived peptides by shoot LRR-RKs mediates systemic N-demand signaling. 
Science 346, 343-346. 
 
 
⣽⬊ືែ㸦ୖ⏣研㸧㸦2016.4.1 㛤タ㸧 
2016 年 
Ebine, K., Hirai, M., Sakaguchi, M., Yahata, K., Kaneko, O., Saito-Nakano, Y. (2016). Plasmodium 
Rab5b is secreted to the cytoplasmic face of the tubovesicular network in infected red blood cells 
together with N-acylated adenylate kinase 2. Malar. J. 17, 323. 
 
Inada, N., Betsuyaku, S., Shimada, T., Ebine, K., Ito, E., Kutsuna, N., Hasezawa, S., Takano, Y., 
Fukuda, H., Nakano, A., and Ueda, T. (2016). Modulation of plant RAB GTPase-mediated 
membrane trafficking pathway at the interface between plants and obligate biotrophic pathogens. 
Plant Cell Physiol. 57, 1854-1864. 
 
Mbengue, M., Bourdais, G., Gervasi, F., Beck, M., Zhou, J., Spallek, T., Bartels, S., Boller, T., Ueda, 
T., Kuhn, H. and Robatzek, S. (2016). Clathrin-dependent endocytosis is required for immunity 
mediated by pattern recognition receptor kinases. Proc. Natl. Acad. Sci. USA 113, 11034-11039. 
 
Sakurai, H., Inoue, T., Nakano, A. and Ueda, T. (2016). ENDOSOMAL RAB EFFECTOR WITH 
PX-DOMAIN, an Interacting Partner of RAB5 GTPases, Regulates Membrane Trafficking to Protein 
Storage Vacuoles in Arabidopsis. Plant Cell 26, 1490-0503. 
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Yoshinari, A., Fujimoto, M., Ueda, T., Inada, N., Naito, S. and Takano, J. (2016). DRP1-dependent 
Endocytosis Is Essential for Polar Localization and Boron-induced Degradation of the Borate 
Transporter BOR1 in Arabidopsis thaliana. Plant Cell Physiol. 57, 1985-2000. 
 
2016 年㸦༳ๅ࡟ඛ❧࡚ࡗ㟁Ꮚฟ∧㸧 

Akita, K., Kobayashi, M., Sato, M., Kutsuna, N., Ueda, T., Toyooka, K., Nagata, N., Hasezawa, S., 
and Higaki, T. Accumulation of fluorescent proteins derived from a trans-Golgi cisternal membrane 
marker and paramural bodies in interdigitated apoplastic space in Arabidopsis leaf epidermis. 
Protoplasma 2016 Mar 9. 
 
Cui, Y., Zhao, Q., Xie, HT., Wong, WS., Gao, C., Ding, Y., Tan, Y., Ueda, T., Zhang, Y. and Jiang, 
L. MON1/CCZ1-mediated Rab7 activation regulates tapetal programmed cell death and pollen 
development in Arabidopsis. Plant Physiol. 2016 Oct 31. 
 
 
ᐃ㔞生物学㸦㟷ᮌ研㸧㸦2016.4.1 㛤タ㸧 
2016 年 
Yamao, M., Aoki, K., Yukinawa, N., Ishii, S., Matsuda, M., and Naoki, H. (2016). Two new FRET 
imaging measures: linearly proportional to and highly contrasting the fraction of active molecules. 
PLoS One 11, e0164254. 
 
Kamezaki, A., Sato, F., Aoki, K., Asakawa, K., Kawakami, K., Matsuzaki, F., and Sehara-Fujiwara, 
A. (2016). Visualization of Neuregulin 1 ectodomain shedding reveals its local processing in vitro 
and in vivo. Sci. Rep. 6, 28873.  
 
Maryu, G., Matsuda, M., and Aoki, K. (2016). Multiplexed fluorescence imaging of ERK and Akt 
activities and cell-cycle progression. Cell Struct. Funct. 41, 81-92.  
 
Inaba, K., Oda, K., Aoki, K., Sone, K., Ikeda, Y., Miyasaka, A., Kashiyama, T., Fukuda, T., Makii, 
C., Arimoto, T., Wada-Hiraike, O., Kawana, K., Yano, T., Osuga, Y., and Fujii, T. (2016). 
Synergistic antitumor effects of combination of PI3K/mTOR and MEK inhibition (SAR245409 and 
pimasertib) in mucinous ovarian carcinoma cells by fluorescence resonance energy transfer imaging. 
Oncotarget 7, 29577-29591. 
 
 
ไᚚ㸦୰ᒣ研㸧㸦2016.10.1ࣥࢳ࣐ࣟࢡ 㛤タ㸧 
2016 年 
Shimojo, H., Kawaguchi, A., Oda, T., Hashiguchi, N., Omori, S., Moritsugu, K., Kidera, A., 
Hiragami-Hamada, K., Nakayama, J., Sato, M., and Nishimura, Y. (2016). Extended string-like 
binding of the phosphorylated HP1D N-terminal tail to the lysine 9-methylated histone H3 tail.  Sci. 
Rep. 6, 22527. 
 
Mitsumori, R., Shinmyozu, K., Nakayama, J., Uchida, H., and Oki, M. (2016). Gic1 is a novel 
heterochromatin boundary protein in vivo.  Genes Genet. Syst. 91, 151-159. 
 
Kamata, K., Shinmyozu, K., Nakayama, J., Hatashita, M., Uchida, H., and Oki, M. (2016). Four 
domains of Ada1 form a heterochromatin boundary through different mechanisms. Genes Cells. 21, 
1125-1136. 
 
 
⣽⬊ᛂ⟅㸦ᒣᮏ所㛗研㸧 
2015 年 
Cotobal, C., Rodríguez-López, M., Duncan, C., Hasan, A., Yamashita, A., Yamamoto, M., Bähler, J., 
and Mata, J. (2015). Role of Ccr4-Not complex in heterochromatin formation at meiotic genes and 
subtelomeres in fission yeast. Epigenet. Chromatin 8, 28. 
 
Fujita, I., Yamashita, A., and Yamamoto, M. (2015). Dynactin and Num1 cooperate to establish the 
cortical anchoring of cytoplasmic dynein in S. pombe. J. Cell Sci. 128, 1555-1567. 
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2014 年 
Aoi, Y., Kawashima, S.A., Simanis, V., Yamamoto, M., and Sato, M. (2014). Optimization of the 
analogue-sensitive Cdc2/Cdk1 mutant by in vivo selection eliminates physiological limitations to its 
use in cell cycle analysis. Open Biol. 4, 140063. 
 
Arata, M., Sato, M., Yamashita, A., and Yamamoto, M. (2014). The RNA-binding protein Spo5 
promotes meiosis II by regulating cyclin Cdc13 in fission yeast. Genes Cells 19, 225-238. 
 
Hirai, H., Arai, K., Kariyazono, R., Yamamoto, M., and Sato, M. (2014). The kinetochore protein 
Kis1/Eic1/Mis19 ensures the integrity of mitotic spindles through maintenance of kinetochore factors 
Mis6/CENP-I and CENP-A. PLoS One 9, e111905. 
 
Okada, N., Toda, T., Yamamoto, M., and Sato, M. (2014). CDK-dependent phosphorylation of 
Alp7-Alp14 (TACC-TOG) promotes its nuclear accumulation and spindle microtubule assembly. 
Mol. Biol. Cell 25, 1969-1982. 
 
Otsubo, Y., Yamashita, A., Ohno, H., and Yamamoto, M. (2014). S. pombe TORC1 activates the 
ubiquitin-proteasomal degradation of the meiotic regulator Mei2 in cooperation with Pat1 kinase. J 
Cell Sci. 127, 2639-2646. 
 
Shichino, Y., Yamashita, A., and Yamamoto, M. (2014). Meiotic long non-coding meiRNA 
accumulates as a dot at its genetic locus facilitated by Mmi1 and plays as a decoy to lure Mmi1. 
Open Biol. 4, 140022. 
 
Togashi, N., Yamashita, A., Sato, M., and Yamamoto, M. (2014). Functional significance of nuclear 
export and mRNA binding of meiotic regulator Spo5 in fission yeast. BMC Microbiol. 14, 188. 
 
 
⚄⤒⣽⬊生物学㸦᳝ྡ㸧 
2016 年 
Ohashi, R., Takao, K., Miyakawa, T., and Shiina, N. (2016). Comprehensive behavioral analysis of 
RNG105 (Caprin1) heterozygous mice: Reduced social interaction and attenuated response to 
novelty. Sci. Rep. 6, 20775.  㸦P218  （ᥖ㍕ࢆと㈨ᩱࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
2015 年 
Tsuboi, D., Kuroda, K., Tanaka, M., Namba, T., Iizuka, Y., Taya, S., Shinoda, T., Hikita, T., 
Muraoka, S., Iizuka, M., Nimura, A., Mizoguchi, A., Shiina, N., Sokabe, M., Okano, H., Mikoshiba, 
K., and Kaibuchi, K. (2015). Disrupted-in-schizophrenia 1 regulates transport of ITPR1 mRNA for 
synaptic plasticity. Nat. Neurosci. 18, 698-707. 
 
2014 年 
Shiina, N., and Nakayama, Kei. (2014). RNA granule assembly and disassembly modulated by 
nuclear factor associated with double-stranded RNA 2 and nuclear factor 45. J. Biol. Chem. 289, 
21163-21180. 
 
 
ᖿ⣽⬊生物学㸦ᆤෆ㸧 
2015 年 
Leung, W.-K., Humphryes, N., Afshar, N., Argunhan, B., Terentyev, Y., Tsubouchi, T., and 
Tsubouchi, H. (2015). The synaptonemal complex is assembled by a polySUMOylation-driven 
feedback mechanism in yeast. J. Cell Biol. 211, 785-793. 
 
 
⣽⬊♫఍学㸦℈⏣㸧㸦2016.3.31 ⤊஢㸧 
 
 
ᙧែᙧ成㸦ୖ㔝研㸧 
2016 年 
Inoue, Y., Suzuki, M., Watanabe, T., Yasue, N., Takeo, I., Adachi, T., and Ueno, N. (2016). 
Mechanical roles of apical constriction, cell elongation, and cell migration during neural tube 
formation in Xenopus. Biomech. Model Mechanobiol. 15, 1733-1746. 
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Nagasaka, A., Shinoda, T., Kawaue, T., Suzuki, M., Nagayama, K., Matsumoto, T., Ueno, N., 
Kawaguchi, A., and Miyata, T. (2016). Differences in the mechanical properties of the developing 
cerebral cortical proliferative zone between mice and ferrets at both the tissue and single-cell 
levels. Front. Cell Dev. Biol. 4, 139.  
 
Negishi, T., Miyazaki, N., Murata, K., Yasuo, H., and Ueno, N. (2016). Physical association between 
a novel plasma-membrane structure and centrosome orients cell division. eLife 5, e16550. 
㸦P208  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Sakamaki, K., Ishii, T.M., Sakata, T., Takemoto, K., Takagi, C., Takeuchi, A., Morishita, R., 
Takahashi, H., Nozawa, A., Shinoda, H., Chiba, K., Sugimoto, H., Saito, A., Tamate, S., Satou, Y., 
Jung, S.K., Matsuoka, S., Koyamada, K., Sawasaki. T., Nagai, T., and Ueno, N. (2016). 
Dysregulation of a potassium channel, THIK-1, targeted by caspase-8 accelerates cell shrinkage. 
Biochim. Biophys. Acta 1863, 2766-2783. 
 
Sekiguchi, T., Kuwasako, K., Ogasawara, M., Takahashi, H., Matsubara, S., Osugi, T., Muramatsu, I., 
Sasayama, Y., Suzuki, N., and Satake, H. (2016). Evidence for conservation of the calcitonin 
superfamily and activity-regulating mechanisms in the basal chordate Branchiostoma floridae: 
insights into the molecular and functional evolution in chordates. J. Biol. Chem. 291, 2345-2356. 
 
Session, A.M., Yamamoto, T.S., Takagi, C., Ueno, N., et al. (2016). Genome evolution in the 
allotetraploid frog Xenopus laevis. Nature 538, 336–343.  
㸦P206  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Suzuki, M., Takagi, C., Miura, S., Sakane, Y., Suzuki, M., Sakuma, T., Sakamoto, N., Endo, T., 
Kamei, Y., Sato, Y., Kimura, H., Yamamoto, T., Ueno, N., and Suzuki, K.T. (2016). In vivo tracking 
of histone H3 lysine 9 acetylation in Xenopus laevis during tail regeneration. Genes Cells 21, 
358-369. 
 
Suzuki, M.M., Mori, T., and Satoh, N. (2016). The Ciona intestinalis cleavage clock is independent 
of DNA methylation. Genomics 108, 168-176. 
 
2015 年 
Kai, M., Ueno, N., and Kinoshita, N. (2015). Phosphorylation-dependent ubiquitination of paraxial 
protocadherin (PAPC) controls gastrulation cell movements. PLoS One 10, e0115111. 
 
Miyagi, A., Negishi, T., Yamamoto, T.S., and Ueno, N. (2015). G protein-coupled receptors Flop1 
and Flop2 inhibit Wnt/β-catenin signaling and are essential for head formation in Xenopus. Dev. Biol. 
407, 131-144. 
 
Negishi, T., and Yasuo, H. (2015). Distinct modes of mitotic spindle orientation align cells in the 
dorsal midline of ascidian embryos. Dev. Biol. 408, 66-78. 
 
Sakamaki, K., Iwabe, N., Iwata, H., Imai, K., Takagi, C., Chiba, K., Shukunami, C., Tomii, K., and 
Ueno, N. (2015). Conservation of structure and function in vertebrate c-FLIP proteins despite rapid 
evolutionary change. Biochem. Biophys. Rep. 3, 175-189. 
 
Uno, Y., Nishida, C., Takagi, C., Igawa, T., Ueno, N., Sumida, M., and Matsuda, Y. (2015). 
Extraordinary diversity in the origins of sex chromosomes in anurans inferred from comparative gene 
mapping. Cytogenet. Genome Res. 145, 218-229. 
 
2014 年 
Yajima, H., Suzuki, M., Ochi, H., Ikeda, K., Sato, S., Yamamura, K., Ogino, H., Ueno, N., and 
Kawakami, K. (2014). Six1 is a key regulator of the developmental and evolutionary architecture of 
sensory neurons in craniates. BMC Biol. 12, 40. 
 
 
Ⓨ生㑇ఏ学㸦ᑠᯘ研㸧㸦2015.3.31 ⤊஢㸧 
2015 年 
Mukai, M., Hira, S., Nakamura, K., Nakamura, S., Kimura, H., Sato, M., and Kobayashi, S. (2015). 
H3K36 trimethylation-mediated epigenetic regulation is activated by Bam and promotes germ cell 
differentiation during early oogenesis in Drosophila. Biology Open 4, 119-124. 
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Ohhara, Y., Shimada-Niwa, Y., Niwa, R., Kayashima, Y., Hayashi, Y., Akagi, K., Ueda, H., 
Yamakawa-Kobayashi, K., and Kobayashi, S. (2015). Autocrine regulation of ecdysone synthesis by 
β�-octopamine receptor in the prothoracic gland is essential for Drosophila metamorphosis. Proc. 
Natl. Acad. Sci. USA 112, 1452-1457. 㸦P235ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
2014 年 
Chanut-Delalande, H., Hashimoto, Y., Pélissier-Monier, A., Spokony, R., Dib, A., Kondo, T., Bohère, 
J., Niimi, K., Latapie, Y., Inagaki, S., Dubois, L., Valenti, P., Polesello, C., Kobayashi, S., Moussian, 
B., White, K., Plaza, S., Kageyama, Y., and Payre, F. (2014). Pri peptides are mediators of ecdysone 
for the temporal control of development. Nature Cell Biol. 16, 1035-1044. 
 
Hayashi, M., Sato, M., Iwasaki, Y., Onozawa, T., Katayama, N., Nagasaka, Y., Sadaie, S., Kobayashi, 
S., and Yoshizaki, G. (2014). Enrichment of spermatogonial stem cells using side population in 
teleost. Biol. Reprod. 91, 1-8. 
 
Lim, R., Anand, A., Nishimiya-Fujisawa, C., Kobayashi, S., and Kai, T. (2014). Analysis of Hydra 
PIWI proteins and piRNAs uncover early evolutionary origins of the piRNA pathway. Dev. Biol. 386, 
237-251. 
 
Nishimura, T., Herpin, A., Kimura, T., Hara, I., Kawasaki, T., Nakamura, S., Yamamoto, Y., Saito, 
T., Yoshimura, J., Morishita, S., Tsukahara, T., Kobayashi, S., Naruse, K., Shigenobu, S., Sakai, N., 
Schartl, M., and Tanaka, M. (2014). Analysis of a novel gene, Sdgc, reveals sex chromosome–
dependent differences of medaka germ cells prior to gonad formation. Development 141, 3363-3369. 
㸦P247  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
 
ศᏊⓎ生学㸦㧗⏣研㸧 
2016 年 
Chen, Q., Takada, R., Noda, C., Kobayashi, S., and Takada, S. (2016). Different populations of 
Wnt-containing vesicles are individually released from polarized epithelial cells. Sci. Rep. 6, 35562. 
 
Kawamura, A., Ovara, H, Ooka, Y., Kinoshita, H., Hoshikawa, M., Nakajo, K., Yokota, D., Fujino, 
Y., Higashijima, S.I., Takada, S., and Yamasu, K. (2016). Posterior-anterior gradient of zebrafish 
hes6 expression in the presomitic mesoderm is established by the combinatorial functions of the 
downstream enhancer and 3'UTR. Dev. Biol. 409, 543-554.   
 
Ohta, Y., Kamagata, T., Mukai, A., Takada, S., Nagai, T., and Horikawa, K. (2016). Nontrivial effect 
of the color-exchange of a donor/acceptor pair in the engineering of Förster resonance energy 
transfer (FRET)-based indicators. ACS Chem. Biol. 11, 1816-1822.  
 
Okada, K.*, Inohaya, K., Mise, T., Kudo, A., Takada, S.*, and Wada, H.* (2016). Reiterative 
expression of pax1 directs pharyngeal pouch segmentation in medaka. Development 143, 1800-1810. 
(*: Co-corresponding authors) 㸦P214  （ᥖ㍕ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Takemoto, T., Abe, T., Kiyonari, H., Nakao, K., Furuta, Y., Suzuki, H., Takada, S., Fujimori, T., and 
Kondoh, H. (2016). R26-WntVis reporter mice showing graded response to Wnt signal levels. Genes 
Cells 21, 661-669.   
 
Yabe, T., Hoshijima, K., Yamamoto, T., and Takada, S.  (2016). Mesp quadruple zebrafish mutant 
reveals different roles of mesp genes in somite segmentation between mouse and zebrafish. 
Development 143, 2842-2852.  
 
2015 年 
Kametani, Y., Chi, N.C., Stainier, D.Y.R., and Takada, S. (2015). Notch signaling regulates venous 
arterialization during fin regeneration. Genes Cells 20, 427-438. 
 
Okubo, T., and Takada, S. (2015). Pharyngeal arch deficiencies affect taste bud development in the 
circumvallate papilla with aberrant glossopharyngeal nerve formation. Dev. Dyn. 244, 874-887. 
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2014 年 
Kimura, T., Nagao, Y., Hashimoto, H., Yamamoto-Shiraishi, Y., Yamamoto, S., Yabe, T., Takada, S., 
Kinoshita, M., Kuroiwa, A., and Naruse, K. (2014). Leucophores are similar to xanthophores in their 
specification and differentiation processes in medaka. Proc. Natl. Acd. Sci. USA 111, 7343-7348.  
㸦P252ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
Osipovich, A.B., Long, Q., Manduchi, E., Gangula, R., Hipkens, S.B., Schneider, J., Okubo, T., 
Stoeckert, C.J. Jr., Takada, S., and Magnuson, M.A. (2014). Insm1 promotes endocrine cell 
differentiation by modulating the expression of a network of genes that includes Neurog3 and 
Ripply3. Development 141, 2939-2949. 
 
Wanglar, C., Takahashi, J., Yabe, T., and Takada, S. (2014). Tbx protein level critical for 
clock-mediated somite positioning is regulated through interaction between Tbx and Ripply. PLoS 
One 9, e107928. 
 
 
ึᮇⓎ生㸦⸨᳃研㸧 
2016 年 
Toyooka, Y., Oka, S., and Fujimori, T. (2016). Early preimplantation cells expressing Cdx2 exhibit 
plasticity of specification to TE and ICM lineages through positional changes. Dev. Biol. 411, 50-60. 
㸦P217ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と㈨ᩱࢆᥖ㍕） 
 
Takemoto, T., Abe, T., Kiyonari, H., Nakao, K., Furuta, Y., Suzuki, H., Takada, S., Fujimori, T., and 
Kondoh, H. (2016). R26-WntVis reporter mice showing graded response to Wnt signal levels. Genes 
Cells 21, 661-669. 
 
Shi, D., Usami, F., Komatsu, K., Oka, S., Abe, T., Uemura, T., and Fujimori, T. (2016). Dynamics of 
planar cell polarity protein Vangl2 in the mouse oviduct epithelium. Mech. Dev. 141, 78-89. 
 
Koyama, H., Shi, D., Suzuki, M., Ueno, N., Uemura, T., and Fujimori, T. (2016). Mechanical 
regulation of three-dimensional epithelial fold pattern formation in the mouse oviduct. Biophys. J. 
111, 650-665.  㸦P209ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と㈨ᩱࢆᥖ㍕） 
 
2015 年 
Fujii, S., Nishikawa-Torikai, S., Futatsugi, Y., Toyooka, Y., Yamane, M., Ohtsuka, S., and Niwa, H. 
(2015).  Nr0b1 is a negative regulator of Zscan4c in mouse embryonic stem cells. Sci. Rep. 5, 9146. 
 
Horikawa, S., Ishii, Y., Hamashima, T., Yamamoto, S., Mori, H., Fujimori, T., Shen, J., Inoue, R., 
Nishizono, H., Itoh, H., Majima, M., Abraham, D., Miyawaki, T., and Sasahara, M. (2015). PDGFRα 
plays a crucial role in connective tissue remodeling. Sci. Rep. 5, 17948.  
 
Komatsu, K., and Fujimori, T. (2015). Multiple phases in regulation of Nanog expression during 
pre-implantation development. Dev. Growth Differ. 57, 648-656. 
 
Nakayama, S., Arima, K., Kawai, K., Mohri, K., Inui, C., Sugano, W., Koba, H., Tamada, K., Nakata, 
Y.J., Kishimoto, K., Arai-Shindo, M., Kojima, C., Matsumoto, T., Fujimori, T., Agata, K., and 
Funayama, N. (2015). Dynamic transport and cementation of skeletal elements build up the 
pole-and-beam structured skeleton of sponges. Curr. Biol. 25, 2549-2554.  
 
Reyes de Mochel, N.S., Luong, M., Chiang, M., Javier, A.L., Luu, E., Fujimori, T., MacGregor, G.R., 
Cinquin, O., and Cho, K.W. (2015). BMP signaling is required for cell cleavage in 
preimplantation-mouse embryos. Dev. Biol. 397, 45-55. 
 
2014 年 
Imuta, Y., Koyama, H., Shi, D., Eiraku, M., Fujimori, T., and Sasaki, H. (2014). Mechanical control 
of notochord morphogenesis by extra-embryonic tissues in mouse embryos. Mech. Dev. 132, 44-58. 
 
Ishino, Y., Hayashi, Y., Naruse, M., Tomita, K., Sanbo, M., Fuchigami, T., Fujiki, R., Hirose, K., 
Toyooka, Y., Fujimori, T., Ikenaka, K., and Hitoshi, S. (2014). Bre1a, a histone H2B ubiquitin ligase, 
regulates the cell cycle and differentiation of neural precursor cells. J. Neurosci. 34, 3067-3078. 
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Nakagawa, S., Shimada, M., Yanaka, K., Mito, M., Arai, T., Takahashi, E., Fujita, Y., Fujimori, T., 
Standaert, L., Marine, J.C., and Hirose, T. (2014). The lncRNA Neat1 is required for corpus luteum 
formation and the establishment of pregnancy in a subpopulation of mice. Development 141, 
4618-4627. 
 
Shi, D., Komatsu, K., Hirao, M., Toyooka, Y., Koyama, H., Tissir, F., Goffinet, A.M., Uemura, T., 
and Fujimori, T. (2014). Celsr1 is required for the generation of polarity at multiple levels of the 
mouse oviduct. Development 141, 4558-4568. 㸦P240ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
 
生Ṫ⣽⬊㸦ྜྷ⏣研㸧 
2015 年 
Ikegami, K., Atsumi, Y., Yorinaga, E., Ono, H., Murayama, I., Nakane, Y., Ota, W., Arai, N., Tega, A., 
Iigo, M., Darras, V.M., Tsutsui, K., Hayashi, Y., Yoshida, S., and Yoshimura, T. (2015). Low 
temperature-induced circulating triiodothyronine accelerates seasonal testicular regression. 
Endocrinology 156, 647-659. 
 
Ikami, K., Tokue, M., Sugimoto, R., Noda, C., Kobayashi, S., Hara, K., and Yoshida, S. (2015). 
Hierarchical differentiation competence in response to retinoic acid ensures stem cell maintenance 
during mouse spermatogenesis. Development 142, 1582-1592.  
㸦P230 ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
2014 年 
Hara, K., Nakagawa, T., Enomoto, H., Suzuki, M., Yamamoto, M., Simons, B.D., and Yoshida, S. 
(2014). Mouse spermatogenic stem cells continually interconvert between equipotent singly isolated 
and syncytial states. Cell Stem Cell 14, 658-672.  㸦P253ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
 
生Ṫ㑇ఏ学㸦⏣୰ G㸧㸦2016.5.31 ⤊஢㸧 
2015 年 
Nishimura, T., Sato, T., Yamamoto, Y., Watakabe, I., Ohkawa, Y., Suyama, M., Nakamura, S., Saito, 
T.L., Yoshimura, J., Morishita, S., Kobayashi, S., and Tanaka, M. (2015). foxl3 is a germ 
cell-intrinsic factor involved in sperm-egg fate decision in medaka. Science 349, 328-331. 
㸦P228  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
2014 年 
Nishimura, T., Herpin, A., Kimura, T., Hara, I., Kawasaki, T., Nakamura, S., Yamamoto, Y., Saito, 
T.L., Yoshimura, J., Morishita, S., Tsukahara, T., Kobayashi, S., Naruse, K., Shigenobu, S., Sakai, 
N., Schartl, M., and Tanaka, M. (2014). Analysis of a novel gene, Sdgc, reveals sex 
chromosome-dependent differences of medaka germ cells prior to gonad formation. Development 
141, 3363-3369.  㸦P247  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Okuyama, T., Yokoi, S., Abe, H., Isoe, Y., Suehiro, Y., Imada, H., Tanaka, M., Kawasaki, T., Yuba, 
S., Taniguchi, Y., Kamei, Y., Okubo, K., Shimada, A., Naruse, K., Takeda, H., Oka, Y., Kubo, T., 
and Takeuchi, H. (2014). A neural mechanism underlying mating preferences for familiar 
individuals in medaka fish. Science 343, 91-94. 
 
 
⤫ྜ⚄⤒生物学㸦㔝⏣研㸧 
2016 年 
Kuboyama, K., Fujikawa, A., Suzuki, R., Tanga, N., and Noda, M. (2016). Role of chondroitin 
sulfate (CS) modification in the regulation of protein tyrosine phosphatase receptor type Z (PTPRZ) 
activity: Pleiotrophin-PTPRZ-A signaling is involved in oligodendrocyte differentiation. J. Biol. 
Chem. 291, 18117-18128.  㸦P212  （ᥖ㍕ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Fujikawa, A., Nagahira, A., Sugawara, H., Ishii, K., Imajo, S., Matsumoto, M., Kuboyama, K., 
Suzuki, R., Tanga, N., Noda, M., Uchiyama, S., Tomoo, T., Ogata, A., Masumura, M., and Noda, M. 
(2016). Small-molecule inhibition of PTPRZ reduces tumor growth in a rat model of Glioblastoma. 
Sci. Rep. 6, 20473.  㸦P219  （ᥖ㍕ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
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Sakuta, H., Nishihara, E., Hiyama, T.Y., Lin, C.-H., and Noda, M. (2016). Nax signaling evoked by 
an increase in [Na+] in CSF induces water intake via EET-mediated TRPV4 activation. Am. J. 
Physiol. Regul. Integr. Comp. Physiol. 311, R299-R306.  
㸦P211  （ᥖ㍕ࢆと㈨ᩱࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Doura, T., Kamiya, M., Obata, F., Yamaguchi, Y., Hiyama, T.Y., Matsuda, T., Fukamizu, A., Noda, 
M., Miura, M., and Urano, Y. (2016). Detection of lacZ-positive cells in living tissue with single-cell 
resolution. Angew. Chem. Int. Ed. Engl. 55, 9620–9624. 
 
2016 年㸦༳ๅ࡟ඛ❧࡚ࡗ㟁Ꮚฟ∧㸧 

Hiyama, T.Y., Utsunomiya, A.N., Matsumoto, M., Fujikawa, A., Lin, C.-H., Hara, K., Kagawa, R., 
Okada, S., Kobayashi, M., Ishikawa, M., Anzo, M., Cho, H., Takayasu, S., Nigawara, T., Daimon, 
M., Sato, T., Terui, K., Ito, E., and Noda, M. Adipsic hypernatremia without hypothalamic lesions 
accompanied by autoantibodies to subfornical organ. Brain Pathol. 2016 Aug 2. 
㸦P210  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Matsuda, T., Hiyama, T.Y., Niimura, F., Matsusaka, T., Fukamizu, A., Kobayashi, K., Kobayashi, K., 
and Noda, M. Distinct neural mechanisms for the control of thirst and salt appetite in the subfornical 
organ. Nat. Neurosci. 2016 Dec 19. 㸦P203ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
2015 年 
Almuriekhi, M.*, Shintani, T.*, Fahiminiya, S.*, Fujikawa, A., Kuboyama, K., Takeuchi, Y., Nawaz, 
Z., Nadaf, J., Kamel, H., Kitam, A.K., Samiha, Z., Mahmoud, L., Ben-Omran, T., Majewski, J., and 
Noda, M. (2015). Loss-of-function mutation in APC2 causes Sotos Syndrome features. Cell Repotrs 10, 
1585-1598. *Co-first authors. 㸦P234ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
Fujikawa, A., Matsumoto, M., Kuboyama, K., Suzuki, R., and Noda, M. (2015). Specific 
dephosphorylation at Tyr-554 of Git1 by Ptprz promotes its association with Paxillin and Hic-5. PLoS 
One 10, e0119361. 
 
Kuboyama, K., Fujikawa, A., Suzuki, R., and Noda, M. (2015). Inactivation of protein tyrosine 
phosphatase receptor type Z by pleiotrophin promotes remyelination through activation of 
differentiation of oligodendrocyte precursor cells. J. Neurosci. 35, 12162-12171.  
㸦P227  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Matsumoto, M., Hiyama, T.Y., Kuboyama, K., Suzuki, R., Fujikawa, A., and Noda, M. (2015). 
Channel properties of Nax expressed in neurons. PLoS One 10, e0126109. 
 
Shintani, T., Higashi, S., Takeuchi, Y., Gaudio, E., Trapasso, F., Fusco, A., and Noda, M. (2015). The 
R3 receptor-like protein-tyrosine phosphatase subfamily inhibits insulin signaling by 
dephosphorylating the insulin receptor at specific sites. J. Biochem. 158, 235-243.  
㸦P229  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Sun, L.O., Brady, C.M., Cahill, H., Al-Khindi, T., Sakuta, H., Dhande, O.S., Noda, M., Huberman, A.D., 
Nathans, J., and Kolodkin, A.L. (2015). Functional assembly of accessory optic system circuitry critical for 
compensatory eye movements. Neuron 86, 971-984. 
 
2014 年 

Suzuki, R., Matsumoto, M., Fujikawa, A., Kato, A., Kuboyama, K., Shintani, T., Sakuta, H., and 
Noda, M. (2014). SPIG1 negatively regulates BDNF maturation. J. Neurosci. 34, 3429-3442.  
㸦P257  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Unezaki, S., Katano, T., Hiyama, T.Y., Tu, N.H., Yoshii, S., Noda, M., and Ito, S. (2014). Involvement 
of Nax sodium channel in peripheral nerve regeneration via lactate signaling. Eur. J. Neurosci. 39, 
720-729. 
 
 
⬻生物学㸦ᒣ᳃研㸧㸦2015.3.31 ⤊஢㸧 
2015 年 
Watakabe, A., Ohtsuka, M, Kinoshita, M. Takaji, M. Isa, K Mizukami, H., Ozawa, K. Isa, T., and 
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Yamamori, T. (2015). Comparative analyses of adeno-associated viral vector serotypes 1, 2, 5, 8 
and 9 in marmoset, mouse and macaque cerebral cortex. Neurosci. Res. 93, 144-157. 
 
Nakamura, T., Sato, A., Kitsukawa, T., Sasaoka, T., and Yamamori, T. (2015). Expression pattern of 
immediate early genes in the cerebellum of D1R KO, D2R KO, and wild type mice under 
vestibular-controlled activity. Front. Cell Dev. Biol. 3, 38.  
 
Sadakane, O., Masamizu, Y., Watakabe, A., Terada, S., Ohtsuka, M., Takaji, M., Mizukami, H., 
Ozawa, K., Kawasaki, H., Matsuzaki, M., and Yamamori, T. (2015). Long-term two-photon calcium 
imaging of neuronal populations with subcellular resolution in adult non-human primates. Cell Rep. 
13, 1989-1999. 㸦P222  ᥖ㍕㸧ࢆと㈨ᩱࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Sadakane, O., Watakabe, A., Ohtsuka, M., Takaji, M., Sasaki, T., Kasai, M., Isa, T., Kato, G., 
Nabekura, J., Mizukami, H., Ozawa, K., Kawasaki, H., and Yamamori, T. (2015). In vivo 
two-photon imaging of dendritic spines in marmoset neocortex. eNeuro doi:  
10.1523/ENEURO.0019-15.2015 
 
2014 年 
Nakamura, T., Sato, A., Kitsukawa, T., Momiyama, T., Yamamori, T., and Sasaoka, T. (2014). 
Distinct motor impairments of dopamine D1 and D2 receptor knockout mice revealed by three types 
of motor behavior. Front. Integr. Neurosci. 8, 56. 
 
Shukla, R., Watakabe, A., and Yamamori, T. (2014). mRNA expression profile of serotonin receptor 
subtypes and distribution of serotonergic terminations in marmoset brain. Front. Neural Circuits 8, 
52. 
 
Watakabe, A., Ohsawa, S. Ichinohe, N., Rockland, K.S., and Yamamori, T. (2014). Characterization 
of claustral neurons by comparative gene expression profiling and dye-injection analyses. Front. Syst. 
Neurosci. 8, 98.  
 
Watakabe, A., Takaji, M., Kato, S., Kobayashi, K., Mizukami, H., Ozawa, K., Ohsawa, S., Matsui, 
R., Watanabe, D., and Yamamori T. (2014). Simultaneous visualization of extrinsic and intrinsic 
axon collaterals in Golgi-like detail for mouse corticothalamic and corticocortical cells: a double 
viral infection method. Front. Neural Circuits 8, 110.  
 
 
ග⬻ᅇ㊰㸦ᯇᓮ研㸧㸦2016.3.31 ⤊஢㸧 
2016 年 
Terada, S., Matsubara, D., Onodera K., Matsuzaki M., Uemura T., and Usui T. (2016). Neuronal 
processing of noxious thermal stimuli mediated by dendritic Ca2+ influx in Drosophila sensory 
neurons. eLife 5, e12959. 
 
2015 年 
Hira, R., Terada, S., Kondo, M., and Matsuzaki, M. (2015). Distinct functional modules for discrete 
and rhythmic forelimb movements in the mouse motor cortex. J. Neurosci. 35, 13311-13322.   
㸦P226  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Sadakane, O., Masamizu, Y., Watakabe, A., Terada, S., Ohtsuka, M., Takaji, M., Mizukami, H., Ozawa, 
K., Kawasaki, H., Matsuzaki, M., and Yamamori, T. (2015). Long-term two-photon calcium imaging 
of neuronal populations with subcellular resolution in adult non-human primates. Cell Rep. 13, 
1989-1999. 㸦P222  ᥖ㍕㸧ࢆと㈨ᩱࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
2014 年 
Hira, R., Ohkubo, F., Masamizu, Y., Ohkura, M., Nakai, J., Okada, T., and Matsuzaki, M. (2014). 
Reward-timing-dependent bidirectional modulation of cortical microcircuits during optical single 
neuron operant conditioning. Nature Commun. 5, 5551.  
㸦P239  ᥖ㍕㸧ࢆと㈨ᩱࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 

－ 177 －



Masamizu, Y., Tanaka, Y.R., Tanaka, Y.H., Hira, R., Ohkubo, F., Kitamura, K., Isomura, Y., Okada, 
T., and Matsuzaki, M. (2014). Two distinct layer-specific dynamics of cortical ensembles during 
learning of a motor task. Nature Neurosci. 17, 987-994. 㸦P250ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
 
⚄⤒⾜ື学㸦ᮾᓥ研㸧㸦2016.4.1 㛤タ㸧 
2016 年 
Ota, S., Taimatsu, K., Yanagi, K., Namiki, T., Ohga, R., Higashijima, S., and Kawahara, A. (2016). 
Functional visualization and disruption of targeted gene using CRISPR/Cas9-mediated eGFP reporter 
integration in zebrafish. Sci. Rep. 6, 34991. 
 
Chou, M.-Y., Amo, R., Kinoshita, M., Cherng, B.-W., Shimazaki, H., Agetsuma, M., Shiraki, T., 
Aoki, T., Yamazaki, M., Higashijima, S., and Okamoto, H. (2016). Social conflict resolution 
regulated by two dorsal habenular subregions in zebrafish. Science 352, 87-90.  
 
 
⚄⤒生⌮学㸦Ώ㎶ G㸧 
2016 年 
Yasugi, M., and Hori, M. (2016). Predominance of parallel- and cross-predation in anglerfish. 
Marine Ecol. 37, 576-587. 
 
Hoshino, A., Jayakumar, V., Nitasaka, E., Toyoda, A., Noguchi, H., Itoh, T., Shin-I, T., Minakuchi, 
Y., Koda, Y., Nagano, A., Yasugi, M., Honjo, M., Kudoh, H., Seki, M., Kamiya, A., Shiraki, T., 
Carninci, P., Asamizu, E., Nishide, H., Tanaka, S., Park, K.I., Morita, Y., Yokoyama, K., Uchiyama, 
I., Tanaka, Y., Tabata, S., Shinozaki, K., Hayashizaki, Y., Kohara, Y., Suzuki, Y., Sugano, S., 
Fujiyama, A., Iida, S., and Sakakibara, Y. (2016). Genome sequence and analysis of the Japanese 
morning glory Ipomoea nil. Nat. Commun. 7, 13295.  㸦P205ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
2014 年 
Nakayasu, T., and Watanabe, E. (2014). Biological motion stimuli are attractive to medaka fish. 
Animal Cognition 17, 559-575.  㸦P261ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
 
生物㐍໬㸦㛗㇂㒊研㸧 
2016 年 
Tong, W., Imai, A., Tabata, R., Shigenobu, S., Yamaguchi, K., Yamada, M., Hasebe, M., Sawa, S., 
Motose, H., and Takahashi, T. (2016). Polyamine resistance is increased by mutations in a nitrate 
transporter gene NRT1.3 (AtNPF6.4) in Arabidopsis thaliana. Front. Plant Sci. 7, 1–22. 
 
Pereman, I., Mosquna, A., Katz, A., Wiedemann, G., Lang, D., Decker, E.L., Tamada, Y., Ishikawa, 
T., Nishiyama, T., Hasebe, M., et al. (2016). The Polycomb group protein CLF emerges as a specific 
tri-methylase of H3K27 regulating gene expression and development in Physcomitrella patens. 
Biochim. Biophys. Acta 1859, 860–870. 
 
Plavskin, Y., Nagashima, A., Perroud, P.-F., Hasebe, M., Quatrano, R.S., Atwal, G.S., and 
Timmermans, M.C.P. (2016). Ancient trans-acting siRNAs confer robustness and sensitivity onto the 
auxin response. Dev. Cell 36, 276-289.  
 
Nagata, T., Hasebe, M., Toriba, T., Taneda, H., and Crane, P.R. (2016). Sex conversion in Ginkgo 
biloba (Ginkgoaceae). J. Jap. Bot. 91 Suppl., 120-127.  
 
2015 年 
Fukushima, K., Fujita, H., Yamaguchi, T., Kawaguchi, M., Tsukaya, H., and Hasebe, M. (2015). 
Oriented cell division shapes carnivorous pitcher leaves of Sarracenia purpurea. Nat. Commun. 6, 
6450. 㸦P233  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Kinoshita, A., ten Hove, C.A., Tabata, R., Yamada, M., Shimizu, N., Ishida, T., Yamaguchi, K., 
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Shigenobu, S., Takebayashi, Y., Iuchi, S., et al. (2015). A plant U-box protein, PUB4, regulates 
asymmetric cell division and cell proliferation in the root meristem. Development 142, 444-453. 
 
Otomo, K., Hibi, T., Murata, T., Watanabe, H., Kawakami, R., Nakayama, H., Hasebe, M., and 
Nemoto, T. (2015). Multi-point scanning two-photon excitation microscopy by utilizing a 
high-peak-power 1042-nm laser. Anal. Sci. 31, 307-313. 
 
Shimizu, N., Ishida, T., Yamada, M., Shigenobu, S., Tabata, R., Kinoshita, A., Yamaguchi, K., 
Hasebe, M., Mitsumasu, K., and Sawa, S. (2015). BAM 1 and RECEPTOR-LIKE PROTEIN 
KINASE 2 constitute a signaling pathway and modulate CLE peptide-triggered growth inhibition in 
Arabidopsis root. New Phytol. 208, 1104-1113. 
 
Teh, O.K., Hatsugai, N., Tamura, K., Fuji, K., Tabata, R., Yamaguchi, K., Shingenobu, S., Yamada, 
M., Hasebe, M., Sawa, S., et al. (2015). BEACH-domain proteins act together in a cascade to 
mediate vacuolar protein trafficking and disease resistance in Arabidopsis. Mol. Plant 8, 389-398. 
 
2014 年 
Furuta, Y., Namba-Fukuyo, H., Shibata, T.F., Nishiyama, T., Shigenobu, S., Suzuki, Y., Sugano, S., 
Hasebe, M., and Kobayashi, I. (2014). Methylome diversification through changes in DNA 
methyltransferase sequence specificity. PLoS Genet. 10, e1004272. 
 
Gusev, O., Suetsugu, Y., Cornette, R., Kawashima, T., Logacheva, M.D., Kondrashov, A.S., Penin, 
A.A., Hatanaka, R., Kikuta, S., Shimura, S., Kanamori, H., Katayose, Y., Matsumoto, T., 
Shagimardanova, E., Alexeev, D., Govorun, V., Wisecaver, J., Mikheyev, A., Koyanagi, R., Fujie, 
M., Nishiyama, T., Shigenobu, S., Shibata, T.F., Golygina, V., Hasebe, M., Okuda, T., Satoh, N., and 
Kikawada, T. (2014). Comparative genome sequencing reveals genomic signature of extreme 
desiccation tolerance in the anhydrobiotic midge. Nature Commun. 5, 4784. 
㸦P246ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
Hieno, A., Naznin, H.A., Hyakumachi, M., Sakurai, T., Tokizawa, M., Koyama, H., Sato, N., 
Nishiyama, T., Hasebe, M., Zimmer, A.D., Lang, D., Reski, R., Rensing, S.A., Obokata, J., and 
Yamamoto, Y.Y. (2014). ppdb: plant promoter database version 3.0. Nucleic Acids Res. 42, 
D1188-1192. 
 
Ishida, T., Tabata, R., Yamada, M., Aida, M., Mitsumasu, K., Fujiwara, M., Yamaguchi, K., 
Shigenobu, S., Higuchi, M., Tsuji, H., Shimamoto, K., Hasebe, M., Fukuda, H., and Sawa, S. (2014). 
Heterotrimeric G proteins control stem cell proliferation through CLAVATA signaling in 
Arabidopsis. EMBO Rep. 15, 1209-1215. 
 
Kishi-Kaboshi, M., Muto, H., Takeda, A., Murata, T., Hasebe, M., and Watanabe, Y. (2014). 
Localization of tobacco germin-like protein 1 in leaf intercellular space. Plant Physiol. Biochem. 85, 
1-8. 
 
Mano, H., Fujii, T., Sumikawa, N., Hiwatashi, Y., and Hasebe, M. (2014). Development of an 
agrobacterium-mediated stable transformation method for the sensitive plant Mimosa pudica. PLoS 
One 9, e88611. 㸦P258ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
Sakakibara, K., Reisewitz, P., Aoyama, T., Friedrich, T., Ando, S., Sato, Y., Tamada, Y., Nishiyama, 
T., Hiwatashi, Y., Kurata, T., Ishikawa, M., Deguchi, H., Rensing, S.A., Werr, W., Murata, T., 
Hasebe, M., and Laux, T. (2014). WOX13-like genes are required for reprogramming of leaf and 
protoplast cells into stem cells in the moss Physcomitrella patens. Development 141, 1660-1670. 
 
Takeshita, K., Shibata, T.F., Nikoh, N., Nishiyama, T., Hasebe, M., Fukatsu, T., Shigenobu, S., and 
Kikuchi, Y. (2014). Whole-genome sequence of Burkholderia sp. strain RPE67, a bacterial gut 
symbiont of the bean bug Riptortus pedestris. Genome Announc. 2, e00556-14. 
 
Tamada, Y., Murata, T., Hattori, M., Oya, S., Hayano, Y., Kamei, Y., and Hasebe, M. (2014). 
Optical property analyses of plant cells for adaptive optics microscopy. International J. 
Optomechatronics 8, 1-11. 
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Xu, B., Ohtani, M., Yamaguchi, M., Toyooka, K., Wakazaki, M., Sato, M., Kubo, M., Nakano, Y., 
Sano, R., Hiwatashi, Y., Murata, T., Kurata, T., Yoneda, A., Kato, K., Hasebe, M., and Demura, T. 
(2014). Contribution of NAC transcription factors to plant adaptation to land. Science 343, 
1505-1508. 㸦P254  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Yoshida, K., Makino, T., Yamaguchi, K., Shigenobu, S., Hasebe, M., Kawata, M., Kume, M., Mori, 
S., Peichel, C.L., Toyoda, A., Fujiyama, A., and Kitano, J. (2014). Sex chromosome turnover 
contributes to genomic divergence between incipient stickleback species. PLoS Genet. 10, e1004223. 
 
 
ඹ生࣒ࢸࢫࢩ㸦ᕝཱྀ研㸧 

2016 年 
Kameoka, H., Dun, E.A., Lopez-Obando, M., Brewer P.B., de Saint Germain, A., Rameau, C., 
Beveridge, C.A., and Kyozuka, J. (2016). Phloem transport of the receptor DWARF14 protein is 
required for full function of strigolactones. Plant Physiol. 172, 1844–1852. 
 
Kikuchi, Y., Hijikata, N., Ohtomo, R., Handa, Y., Kawaguchi, M., Saito, K., Masuta, C., and Ezawa, 
T. (2016).  Aquaporin-mediated long-distance polyphosphate translocation directed towards the 
host in arbuscular mycorrhizal symbiosis: application of virus induced gene silencing. New Phytol. 
211, 1202-1208. 
 
Malolepszy, A., Mun, T., Sandal, N., Gupta, V., Dubin, M., UrbaĆski, D., Shah, N., Bachmann, A., 
Fukai, E., Hirakawa, H., Tabata, S., Nadzieja, M., Markmann, K., Su, J., Umehara, Y., Soyano, T., 
Miyahara, A., Satoh, S., Hayashi, M., Stougaard, J., and Andersen, S. (2016). The LORE1 insertion 
mutant resource. Plant J. 88, 306-317. 
 
Miyata, K., Hayafune, M., Kobae, Y., Kaku, H., Nishizawa, Y., Masuda, Y., Shibuya, N., and 
Nakagawa, T. (2016). Evaluation of the role of the LysM receptor-like kinase, OsNFR5/OsRLK2 for 
AM symbiosis in rice. Plant Cell Physiol. 11, 2283-2290. 
 
Miyata, K., and Nakagawa, T. (2016). The Lotus intrinsic ethylene receptor regulates both symbiotic 
and non-symbiotic responses. Plant Biotech. 33, 27-32. 
 
Nagae, M., Parniske, M., Kawaguchi, M., and Takeda, N. (2016). The thiamine biosynthesis gene 
THI1 promotes nodule growth and seed maturation. Plant Physiol. 172, 2033-2043. 
 
Nagae, M., Parniske, M., Kawaguchi, M., and Takeda, N. (2016). The relationship between thiamine 
and two symbioses: root nodule symbiosis and arbuscular mycorrhiza. Plant Signal. Behav. 11, 
e1265723. 
 
Nishida, H., Handa, Y., Tanaka, S., Suzaki, T., and Kawaguchi, M. (2016). Expression of the 
CLE-RS3 gene suppresses root nodulation in Lotus japonicus. J. Plant Res. 129, 909-919. 
 
Sakurai, K., Tomiyama, K., Kawakami, Y., Ochiai, N., Yabe, S., Nakagawa, T., and Asakawa, Y. 
(2016). Volatile components emitted from the liverwort Marchantia paleacea subsp. diptera. Nat. 
Prod. Commun. 11, 263-264. 
 
Tokumoto, Y., and Nakagawa, M. (2016). Climate-induced abortion and predation: reproductive 
success of the pioneer shrub Dillenia suffruticosa in Malaysian Borneo. J. Trop. Ecol. 32, 50-62. 
 
Tokumoto, Y., Kajiura, H., Takeno, S., Harada, Y., Suzuki, N., Hosaka, T., Gyokusen, K., and 
Nakazawa, Y. (2016). Induction of tetraploid hardy rubber tree, Eucommia ulmoides, and phenotypic 
differences from diploid. Plant Biotechnol. 33, 51-57. 
 
Tsuzuki, S., Handa, Y., Takeda, N., and Kawaguchi, M. (2016). Strigolactone-induced putative 
secreted protein 1 is required for theestablishment of symbiosis by the arbuscular mycorrhizal fungus 
Rhizophagusirregulars. Mol. Plant Microbe Interact. 29, 277-286. 
 
2016 年㸦༳ๅ࡟ඛ❧࡚ࡗ㟁Ꮚฟ∧㸧 
Yano, K., Aoki, S., Liu, M., Umehara, Y., Suganuma, N., Iwasaki, W., Sato, S., Soyano, T., Kouchi, 
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H., and Kawaguchi, M. Function and evolution of a Lotus japonicus AP2/ERF family transcription 
factor that is required for development of infection threads. DNA Res. 2016 Dec 27. 
 
2015 年 
Fukushima, K., Fujita, H., Yamaguchi, T., Kawaguchi, M., Tsukaya, H., and Hasebe, M. (2015). 
Oriented cell division shapes carnivorous pitcher leaves of Sarracenia purpurea. Nat. Commun. 6, 
6450.  㸦P233  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Handa, Y., Nishide, H., Takeda, N., Suzuki, Y., Kawaguchi, M., and Saito, K. (2015). RNA-seq 
transcriptional profiling of an arbuscular mycorrhiza provides insights into regulated and coordinated 
gene expression in Lotus japonicus and Rhizophagus irregularis. Plant Cell Physiol. 56, 1490-1511. 
 
Horst, R.J., Fujita, H., Lee, J.S., Rychel, A.L., Garrick, J.M., Kawaguchi, M., Peterson, K.M., and 
Torii, K.U. (2015). Molecular framework of a regulatory circuit initiating two-dimensional spatial 
patterning of stomatal lineage. PLoS Genet. 11, e10 05374. 
 
Okamoto, S., Suzuki, T., Kawaguchi, M., Higashiyama, T., and Matsubayashi, Y. (2015). A 
comprehensive strategy for identifying long-distance mobile peptides in xylem sap. Plant J. 84, 
611-620. 
 
Sugiyama, A., Fukuda, S., Takanashi, K., Yoshioka, M., Yoshioka, H., Narusaka, Y., Narusaka, M., 
Kojima, M., Sakakibara, H., Shitan, N., Sato, S., Tabata, S., Kawaguchi, M., and Yazaki, K. (2015). 
Molecular characterization of LjABCG1, and ABC-binding cassette protein in Lotus japonicus. PLoS 
ONE 10, e0139127. 
 
Takeda, N., Handa, Y., Tsuzuki, S., Kojima, M., Sakakibara, H., and Kawaguchi, M. (2015). 
Gibberellin regulates infection and colonization of host roots by arbuscular mycorrhizal fungi. Plant 
Signal. Behav. 10, e1028706. 
 
Takeda, N., Handa, Y., Tsuzuki, S., Kojima, M., Sakakibara, H., and Kawaguchi, M. (2015). 
Gibberellins interfere with symbiosis signaling and gene expression and alter colonization by 
arbuscular mycorrhizal fungi in Lotus japonicus. Plant Physiol. 167, 545-557.  
㸦P236  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
2014 年 
Chungopast, S., Hirakawa, H., Sato, S., Handa, Y., Saito, K., Kawaguchi, M., Tajima, S., and 
Nomura, M. (2014). Transcriptomic profiles of nodule senescence in Lotus japonicus and 
Mesorhizobium loti symbiosis. Plant Biotech. 31, 345-349.  
 
Daum, G., Medzihradszky, A., Suzaki, T., and Lohmann J.U. (2014). A mechanistic framework for 
noncell autonomous stem cell induction in Arabidopsis. Proc. Natl. Acad. Sci. USA 111, 
14619-14624.  
 
Fujita, H., Aoki, S., and Kawaguchi, M. (2014). Evolutionary dynamics of nitrogen fixation in the 
legume-rhizobia symbiosis. PLoS One 9, e93670. 
 
Kikuchi, Y., Hijikata, N., Yokoyama, K., Ohtomo, R., Handa, Y., Kawaguchi, M., Saito, K., and 
Ezawa, T. (2014). Polyphosphate accumulation is driven by transcriptome alterations that lead to 
near-synchronous and near-equivalent uptake of inorganic cations in an arbuscular mycorrhizal 
fungus. New Phytol. 204, 638-649.  
 
Kojima,T., Saito, K., Oba, H., Yoshida, Y., Terasawa, J., Umehara, Y., Suganuma, N., Kawaguchi, 
M., and Ohtomo, R. (2014). Isolation and phenotypic characterization of Lotus japonicus mutants 
specifically defective in arbuscular mycorrhizal formation. Plant Cell Physiol. 55, 928-941. 
 
Nagae, M., Takeda, N., and Kawaguchi, M. (2014). Common symbiosis genes CERBERUS and 
NSP1 provide additional insight into the establishment of arbuscular mycorrhizal and root nodule 
symbioses. Plant Signal. Behav. 9, e28544. 
 
Sasaki, T., Suzaki, T., Soyano, T., Kojima, M., Sakakibara, H., and Kawaguchi, M. (2014). 
Shoot-derived cytokinins systemically regulate root nodulation. Nature Commun. 5, 4983. 
㸦P245  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
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Soyano, T., Hirakawa, H., Sato, S., Hayashi, M., and Kawaguchi, M. (2014). NODULE INCEPTION 
creates a long-distance negative feedback loop involved in homeostatic regulation of nodule organ 
production. Proc. Natl. Acad. Sci. USA 111, 14607-14612.  㸦P244ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と㈨ᩱࢆᥖ㍕㸧 
 
Suzaki, T., Ito, M., Yoro, E., Sato, S., Hirakawa, H. Takeda, N., and Kawaguchi, M. (2014). 
Endoreduplication- mediated initiation of symbiotic organ development in Lotus 
japonicus. Development 141, 2441-2445. 㸦P251ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と㈨ᩱࢆᥖ㍕㸧 
 
Wakabayashi, T., Oh, H., Kawaguchi, M., Harada, K., Sato, S., Ikeda, H., and Setoguchi, H. (2014). 
Polymorphisms of E1 and GIGANTEA in wild populations of Lotus japonicus. J. Plant Res. 127, 
651-660.  
 
Yoro, E., Suzaki, T., Toyokura, K., Miyazawa, H., Fukaki, H., and Kawaguchi, M. (2014). A positive 
regulator of nodule organogenesis, NODULE INCEPTION, acts as a negative regulator of rhizobial 
infection in Lotus japonicus. Plant Physiol. 165, 747-758.  
 
 
㐍໬Ⓨ生㸦᪂⨾研㸧 

2016 年 
Gotoh, H., Zinna, R.A., Warren, I., DeNieu, M., Niimi, T., Dworkin, I., Emlen, D.J., Miura, T., and 
Lavine, L.C. (2016). Identification and functional analyses of sex determination genes in the sexually 
dimorphic stag beetle Cyclommatus metallifer. BMC Genom. 17, 250. 
 
Gotoh, H., Ishiguro, M., Nishikawa, H., Morita, S., Okada, K., Miyatake, T., Yaginuma T., and 
Niimi, T. (2016). Molecular cloning and functional characterization of the sex-determination gene 
doublesex in the sexually dimorphic broad-horned beetle Gnatocerus cornutus (Coleoptera, 
Tenebrionidae). Sci. Rep. 6, 29337. 
 
Zinna, R., Gotoh, H., Brent, C.S., Dolezal, A., Kraus, A., Niimi, T., Emlen, D., and Lavine, L.C. 
(2016). Endocrine control of exaggerated trait growth in rhinoceros beetles. Integr. Comp. Biol. 56, 
247-259. 
 
Ozawa, T., Mizuhara, T., Arata, M., Shimada, M., Niimi, T., Okada, K., Okada, Y., and Ohta, K. 
(2016). Histone deacetylases control module-specific phenotypic plasticity in beetle weapons. Proc. 
Natl. Acad. Sci. USA 113, 15042-15047. 
 
 
ᵓ㐀ከᵝᛶ㸦ඣ⋢㹅㸧 
 
 
 㸦成℩㹅㸧ࢫ࣮ࢯࣜ࢜࢖ࣂ

2016 年 
Edeline, E., Terao, O., and Naruse, K. (2016). Empirical evidence for competition-driven semelparity 
in wild medaka. Popul. Ecol. 33, 246-254. 
 
Isoe, Y., Konagaya, Y., Yokoi, S., Kubo, T., and Takeuchi, H. (2016). Ontogeny and sexual 
differences in swimming proximity to conspecifics in response to visual cues in medaka fish. Zool. 
Sci. 33, 246-254. 
 
Kagawa, N., Honda, A., Zenno, A., Omoto, R., Imanaka, S., Takehana, Y., and Naruse, K. (2016). 
Arginine vasotocin neuronal development and its projection in the adult brain of the medaka. 
Neurosc. Lett. 613, 47–53. 
 
Komine, R., Nishimaki, T., Kimura, T., Oota, H., Naruse, K., Homma, N., and Fukamachi, S. (2016). 
Transgenic medaka that overexpress growth hormone have a skin color that does not indicate the 
activation or inhibition of somatolactin-α VLJQDO. GHQH 584, 38-46. 
 
Naruse, K., Chisada, S., Sasado, T., and Takahana, Y. (2016). Medaka as model animal and current 
atatus of medaka biological resources. Knowl. Manag. Res. Pract. 2, 31-34. 
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Takehana, Y., Sakai, M., Narita, T., Sato, T., Naruse, K., and Sakaizumi, M. (2016). Origin of the 
boundary populations in medaka (Oryzias latipes species complex). Zool. Sci. 33, 125-131. 
 
Takehana, Y., Matsuda, Y., Ikuta, J., Kryukov, A.P., and Sakaizumi, M. (2016). Genetic population 
structure of the Japanese grass lizard, Takydromus tachydromoides (Reptilia: Squamata), inferred 
from mitochondrial cytochrome b variations. Curr. Herpetol. 35, 22-32. 
 
Yokoi, S., Ansai, S., Kinoshita, M., Naruse, K., Kamei, Y., Young, L.J., Okuyama, T., and Takeuchi, 
H. (2016). Mate-guarding behavior enhances male reproductive success via familiarization with 
mating partners in medaka fish. Front. Zool. 13, 21.  㸦P213ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
Zhang, X., Guan, G., Li, M., Zhu, F., Liu, Q., Naruse, K., Herpin, A., Nagahama, Y., Li, J., and 
Hong, Y. (2016). Autosomal gsdf acts as a male sex initiator in the fish medaka. Sci. Rep. 6, 19738. 
 
2015 年 
Hayakawa, H., Le, Q.D., Kinoshita, M., Takehana, Y., Sakuma, K., Takeshima, H., Kojima S., 
Naruse, K., and Inoue, K. (2015). Genetic similarity of the Hainan medaka populations collected 
from hyper-and hypo-osmotic environments in northern Vietnam. Ocean Science Journal 50, 
231-235. 
 
Kirchmaier, S., Naruse, K., Wittbrodt, J., and Loosli, F. (2015). The genomic and genetic toolbox of 
the teleost medaka (Oryzias latipes). Genetics 199, 905-918. 
 
Myosho, T., Takehana, Y., Hamaguchi, S., and Sakaizumi, M. (2015). Turnover of sex chromosomes 
in celebensis group medaka fishes. G3-Genes Genomes Genet. 5, 2685-2691. 
 
Uemura, N., Koike, M., Ansai, S., Kinoshita, M., Ishikawa-Fujiwara, T., Matsui, H., Naruse, K.,  
Sakamoto, N., Uchiyama, Y., Todo, T., Takeda, S., Yamakado, H., and Takahashi, R. (2015). Viable 
neuronopathic Gaucher disease model in medaka (Oryzias latipes) displays axonal accumulation of 
alpha-synuclein. PLoS Genet. 11, e1005065. 
 
Yokoi, S., Okuyama, T., Kamei, Y., Naruse, K., Taniguchi, Y., Ansai, S., Kinoshita, M., Young, L.J. 
Takemori, N., Kubo, T., and Takeuchi, H. (2015). An essential role of the arginine vasotocin system 
in mate-guarding behaviors in triadic relationships of medaka fish (Oryzias latipes). PLoS Genet. 11, 
e1005009. 
 
2014 年 
Chisada, S., Kurokawa, T., Murashita, K., Ronnestad, I., Yaniguchi, T., Toyoda, A., Sakaki, Y., 
Takeda, S., and Yoshiura, Y. (2014). Leptin receptor-deficient (knockout) medaka, Oryzias latipes, 
show chronical up-regulated levels of orexigenic neuropeptides, elevated food intake and stage 
specific effects on growth and fat allocation. Gen. Comp. Endocrinol. 195, 9-20. 
 
Guan, G., Zhang, X., Naruse, K., Nagahama, Y., and Hong, Y. (2014). Gene Replacement by Zinc 
Finger Nucleases in Medaka Embryos. Marine Biotechnol. 16, 739-747. 
 
Kimura, T., Nagao, Y., Hashimoto, H., Yamamoto-Shiraishi, Y., Yamamoto, S., Yabe, T., Takada, S., 
Kinoshita, M., Kuroiwa, A., and Naruse, K. (2014). Leucophores are similar to xanthophores in their 
specification and differentiation processes in medaka. Proc. Natl. Acad. Sci. USA 111, 7343-7348.  
㸦P252ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
Maruyama, A., Oshima, Y., Kajiura-Kobayashi, H., Nonaka, S., Imamura, T., and Naruse, K. (2014). 
Wide field intravital imaging by two-photon-excitation digital-scanned light-sheet microscopy 
(2p-DSLM) with a high-pulse energy laser. Biomed. Opt. Express 5, 3311-3325.  
㸦P241ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
Nagao, Y., Suzuki, T., Shimizu, A., Kimura, T., Seki, R., Adachi, T., Inoue, C., Omae, Y., Kamei, Y., 
and Hara, I. (2014). Sox5 functions as a fate switch in medaka pigment cell development. PLoS 
Genet. 10, e1004246. 
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Nishimura, T., Herpin, A., Kimura, T., Hara, I., Kawasaki, T., Nakamura, S., Yamamoto, Y., Saito, 
T.L., Yoshimura, J., and Morishita, S. (2014). Analysis of a novel gene, Sdgc, reveals sex 
chromosome-dependent differences of medaka germ cells prior to gonad formation. Development 
141, 3363-3369. 㸦P247  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Okuyama, T., Yokoi, S., Abe, H., Isoe, Y., Suehiro, Y., Imada, H., Tanaka, M., Kawasaki, T., Yuba, 
S., and Taniguchi, Y. (2014). A neural mechanism underlying mating preferences for familiar 
individuals in medaka fish. Science 343, 91-94. 
 
Spivakov, M., Auer, T.O., Peravali, R., Dunham, I., Dolle, D., Fujiyama, A., Toyoda, A., Aizu, T., 
Minakuchi, Y., and Loosli, F. (2014). Genomic and Phenotypic Characterization of a Wild Medaka 
Population: Towards the Establishment of an Isogenic Population Genetic Resource in Fish. 
G3-Genes Genom. Genet. 4, 433-445. 
 
Takehana, Y., Matsuda, M., Myosho, T., Suster, M.L., Kawakami, K., Shin, T., Kohara, Y., Kuroki, 
Y., Toyoda, A., and Fujiyama, A. (2014). Co-option of Sox3 as the male-determining factor on the Y 
chromosome in the fish Oryzias dancena. Nature Commun. 5, 4157.  
㸦P248  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Tsuboko, S., Kimura, T., Shinya, M., Suehiro, Y., Okuyama, T., Shimada, A., Takeda, H., Naruse, K., 
Kubo, T., and Takeuchi, H. (2014). Genetic Control of Startle Behavior in Medaka Fish. PLoS One 9, 
e112527. 
 
Zhang, X., Guan, G., Chen, J., Naruse, K., and Hong, Y. (2014). Parameters and efficiency of direct 
gene disruption by Zinc Finger Nucleases in Medaka Embryos. Marine Biotechnol. 16, 125-134. 
 
 
ከᵝᛶ生物学㸦㙊⏣ G㸧 

2014 年 
Sekiguchi, T., Kamada, Y., Furuno, N., Funakoshi, M., and Kobayashi, H. (2014). Amino acid 
residues required for Gtr1p-Gtr2p complex formation and its interactions with the Ego1p-Ego3p 
complex and TORC1 components in yeast. Genes Cells 19, 449-463. 
 
 
ከᵝᛶ生物学㸦┿㔝 G㸧 

2016 年 
Cui, S., Hayashi, Y., Otomo, M., Mano, S., Oikawa, K., Hayashi, M., and Nishimura, M. (2016). 
Sucrose production mediated by lipid metabolism suppresses physical interaction of peroxisomes and 
oil bodies during germination of Arabidopsis thaliana. J. Biol. Chem. 291, 19734-19745.  
 
Hosokawa, Y., Iino, T., Oikawa, K., Mano, S., Yamada, K., and Nishimura, M. (2016). 
Quantification of the adhesion strength between peroxisomes and chloroplasts by femtosecond laser 
technology. Bio-Protoc. 6, e1834.  
 
Kamigaki, A.*, Nito, K.*, Hikino, K., Goto-Yamada, S., Nishimura, M., Nakagawa, T., and Mano, S. 
(201�). GDWHZD\ YHFWRUV IRU VLPXOWDQHRXV GHWHFWLRQ RI PXOWLSOH SURWHLQíSURWHLQ LQWHUDFWLRQV LQ SODQW 
cells using bimolecular fluorescence complementation. PLoS One 11, e0160717. (*Co-first authors) 
 
Kanai, M., Mano, S., Kondo, M., Hayashi, M., and Nishimura, M. (2016). Extension of oil 
biosynthesis during the mid-phase of seed development enhances oil content in Arabidopsis seeds. 
Plant Biotechnol. J. 14, 1241-1250. 㸦P224ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
Kimori, Y., Hikino, K., Nishimura, M., and Mano, S. (2016). Quantifying morphological features of 
actin cytoskeletal filaments in plant cells based on mathematical morphology. J. Theor. Biol. 389, 
123-131. 㸦P220  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Oikawa, K., Mano, S., Yamada, K., Hosokawa, Y., and Nishimura, M. (2016). Measuring the 
interactions between peroxisomes and chloroplasts by in situ laser analysis. Bio-Protoc. 6, e1790.  
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Ueda, H., Yokota, E., Kuwata, K., Kutsuna, N., Mano, S., Shimada, T., Tamura, K., Stefano, G., 
Fukao, Y., Brandizzi, F., Shimmen, T., Nishimura, M., and Hara-Nishimura, I. (2016). 
Phosphorylation of the C-terminus of RHD3 has a critical role in homotypic ER membrane fusion in 
Arabidopsis. Plant Physiol. 170, 867-880.  
 
Watanabe, E., Mano, S., Nomoto, M., Tada, Y., Hara-Nishimura, I., Nishimura, M., and Yamada, K. 
(2016). HSP90 stabilizes auxin-responsive phenotypes by masking a mutation in the auxin receptor 
TIR1. Plant Cell Physiol. 57, 2245-2254. 
 
2016 年㸦༳ๅ࡟ඛ❧࡚ࡗ㟁Ꮚฟ∧㸧 

Kanai, M., Mano, S., and Nishimura, M. Efficient method for highly purified RNA isolation in seeds 
towards quantitative transcriptome analysis. J. Vis. Exp. 2016 Aug 24. 
 
2015 年 
Motomura, K., Le, Q.T.N., Hamada, T., Kutsuna, N., Mano, S., Nishimura, M., and Watanabe, Y. 
(2015). Diffuse DCP2 accumulates in DCP1 foci under heat stress in Arabidopsis thaliana. Plant Cell 
Physiol. 56, 107-115. 
 
Oikawa, K., Matsunaga, S., Mano, S., Kondo, M., Yamada, K., Hayashi, M., Kagawa, T., Kadota, A., 
Sakamoto, W., Higashi, S., Watanabe, M., Mitsui, T., Shigemasa, A., Iino, T., Hosokawa, Y., and 
Nishimura, M. (2015). Physical interaction between peroxisomes and chloroplasts elucidated by in 
situ laser analysis. Nature Plants 1, 15035. 㸦P232ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と㈨ᩱࢆᥖ㍕㸧 
 
2014 年 
Goto-Yamada, S., Mano, S., Nakamori, C., Kondo, M., Yamawaki, R., Kato, A., and Nishimura, M. 
(2014). Chaperone and protease functions of LON protease 2 modulate the peroxisomal transition 
and degradation with autophagy. Plant Cell Physiol. 55, 482-496. 
 
Mano, S., Nakamura, T., Kondo, M., Miwa, T., Nishikawa, S., Mimura, T., Nagatani, A., and 
Nishimura, M. (2014). The Plant Organelles Database 3 (PODB3) update 2014: integrating electron 
micrographs and new options for plant organelle research. Plant Cell Physiol. 55, e1. 
 
Shibata, M., Oikawa, K., Mano, S., and Nishimura, M. (2014). Measurement of the number of 
peroxisomes. Bio-Protoc. 4, e1284. 
 
Sekiguchi, T., Kamada, Y., Furuno, N., Funakoshi, M., and Kobayashi, H. (2014). Amino acid 
residues required for Gtr1p-Gtr2p complex formation and its interactions with the Ego1p-Ego3p 
complex and TORC1 components in yeast. Genes Cells 19, 449-463. 
 
 
ከᵝᛶ生物学㸦኱㔝 G㸧 

 
 
ከᵝᛶ生物学㸦ᫍ㔝㹅㸧 
2016 年 
Hoshino, A., Jayakumar, V., Nitasaka, E., Toyoda, A., Noguchi, H., Itoh, T., Shin-I, T., Minakuchi, 
Y., Koda, Y., Nagano, A., Yasugi, M., Honjo, M., Kudoh, H., Seki, M., Kamiya, A., Shiraki, T., 
Carninci, P., Asamizu, E., Nishide, H., Tanaka, S., Park, K.I., Morita, Y., Yokoyama, K., Uchiyama, 
I., Tanaka, Y., Tabata, S., Shinozaki, K., Hayashizaki, Y., Kohara, Y., Suzuki, Y., Sugano, S., 
Fujiyama, A., Iida, S., and Sakakibara, Y. (2016). Genome sequence and analysis of the Japanese 
morning glory Ipomoea nil. Nat. Commun. 7, 13295. 㸦P205ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
Hoshino, A., Yoneda, Y., and Kuboyama, T. (2016). A Stowaway transposon disrupts the InWDR1 
gene controlling flower and seed coloration in a medicinal cultivar of the Japanese morning glory. 
Genes Genet. Syst. 91, 37-40. 
 
Azuma, M., Morimoto, R., Hirose, M., Morita, Y., Hoshino, A., Iida, S., Oshima, Y., Mitsuda, N., 
Ohme-Takagi, M., and Shiratake, K. (2016). A petal-specific InMYB1 promoter from Japanese 
morning glory: a useful tool for molecular breeding of floricultural crops. Plant Biotechnol. J. 14, 
354-363. 
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2015 年 
Morita, Y., Ishiguro, K., Tanaka, Y., Iida, S., and Hoshino, A. (2015). Spontaneous mutations of the 
UDP-glucose: flavonoid 3-O-glucosyltransferase gene confers pale and dull colored flowers in the 
Japanese and common morning glories. Planta 242, 575-587. 
 
2014 年 
Faraco, M., Spelt, C., Bliek, M., Verweij, W., Hoshino, A., Espen, L., Prinsi, B., Jaarsma, R., Tarhan, 
E., de Boer, A.H., Di Sansebastiano, G.-P., Koes, R., and Quattrocchio, F.M. (2014). 
Hyperacidification of vacuoles by the combined action of two different P-ATPases in the tonoplast 
determines flower color. Cell Rep. 6, 32-43. 㸦P259ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
Morita, Y., Takagi, K., Fukuchi-Mizutani, M., Ishiguro, K., Tanaka, Y., Nitasaka, E., Nakayama, M., 
Saito, N., Kagami, T., Hoshino, A., and Iida, S. (2014). A chalcone isomerase-like protein enhances 
flavonoid production and flower pigmentation. Plant J. 78, 294-304.  
㸦P256  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Park, K.I., Hoshino, A., Saito, N., and Tatsuzawa, F. (2014). Anthocyanins in the flowers of Ipomoea 
tricolor Cav. (Convolvulaceae). Biochem. Syst. Ecol. 54, 15-18. 
 
 
ከᵝᛶ生物学㸦ᰢ᰿ G㸧 

2016 年 
Gichuhi, E., Himi, E., Takahashi, H., Zhu, S., Doi, K., Tsugane, K., and Maekawa, M. 
(2016). Identification of QTLs for yield-related traits in RILs derived from the cross between 
pLIA-1 carrying Oryza longistaminata chromosome segments and Norin 18 in rice. Breed. Sci. 66, 
720-733. 
 
2015 年 
Hayashi-Tsugane, M., Maekawa M., and Tsugane, K. (2015). A gain-of-function Bushy dwarf tiller 1 
mutation in rice microRNA gene miR156d caused by insertion of the DNA transposon nDart1. Sci. 
Rep. 5, 14357. 
 
2014 年 

Hayashi-Tsugane, M., Takahara, H., Ahmed, N., Himi, E., Takagi, K., Iida, S., Tsugane, K., and 
Maekawa, M. (2014). A mutable albino allele in rice reveals that formation of thylakoid membranes 
requires SNOW-WHITE LEAF1 gene. (2014). Plant Cell Physiol. 55, 3-15. 
 
 
ከᵝᛶ生物学㸦ᐃሯ G㸧 
 
 
ከᵝᛶ生物学㸦ຍ⸨ G㸧 
2016 年 
Kato, K., Dong, B., Wada, H., Tanaka-Matakatsu, M., Yagi, Y., and Hayashi, S. (2016). 
Microtubule-dependent balanced cell contraction and luminal-matrix modification accelerate 
epithelial tube fusion. Nat. Commun. 7, 11141. 
 
 
ከᵝᛶ生物学㸦ᮌ᳃ G㸧 
2016 年 
Kimori Y., Hikino K., Nishimura M. and Mano S. (2016). Quantifying morphological features of 
actin cytoskeletal filaments in plant cells based on mathematical morphology. J. Theor. Biol. 389, 
123-131. 㸦P220 ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
Murata, K., Hagiwara, S., Kimori, Y., and Kaneko, Y. (2016). Ultrastructure of compacted DNA in 
cyanobacteria by high-voltage cryo-electron tomography. Sci. Rep. 6, 34934.  
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Yasuda, T., Kimori, Y., Nagata, K., Igarashi, K., Watanabe-Asaka, T., Oda, S., and Mitani, H. (2016). 
Irradiation-injured brain tissues can self-renew in the absence of the pivotal tumor suppressor p53 in 
the medaka (Oryzias latipes) embryo. J. Radiat. Res. 57, 9-15. 
 
2016 年㸦༳ๅ࡟ඛ❧࡚ࡗ㟁Ꮚฟ∧㸧 

Osanai, Y., Shimizu, T., Mori, T., Yoshimura, Y., Hatanaka, N., Nambu, A., Kimori, Y., Koyama, S., 
Kobayashi, K., and Ikenaka, K. Rabies virus-mediated oligodendrocyte labeling reveals a single 
oligodendrocyte myelinates axons from distinct brain regions. Glia 2016 Oct 19. 
 
2015 年 
Ohya, Y., Kimori, Y., Okada, H., and Ohnuki, S. (2015). Single-cell phenomics in budding yeast. 
Mol. Biol. Cell. 26, 3920-3925. 
 
 
ศᏊ⎔ቃ生物学㸦஭ཱྀ研㸧㸦2016.3.31 ⤊஢㸧 
2016 年 
Chakraborty, T., Zhou, L.Y., Chaudhari, A., Iguchi, T., and Nagahama, Y. (2016). Dmy initiates 
masculinity by altering Gsdf/Sox9a2/Rspo1 expression in medaka (Oryzias latipes). Sci. Rep., 6, 
19480. 
 
Haselman, J.T., Kosian, P.A., Korte, J.J., Olmstead, A.W., Iguchi, T., Johnson, R.D., and Degitz, S.J. 
(2016). Developemnt of the Larval Amphibian Growth and Development Assay: effects of chronic 
4-tert-RFW\OSKHQRO RU 1�ȕ-trenbolone exposure in Xenopus laevis from embryo to juvenile. J. Appl. 
Toxicol., 36, 1639-1650. 
 
Haselman, J.T., Sakurai, M., Watanabe, N., Goto, Y., Onishi, Y., Ito, Y., Onoda, Y., Kosian, P.A., 
Korte, J.J., Johnson, R.D., Iguchi, T., and Degitz, S.J. (2016). Development of the Larval Amphibian 
Growth and Development Assay: Effects of benzophenone-2 exposure in Xenopus laevis from 
embryo to juvenile. J. Appl. Toxicol., 36, 1651-1661. 
 
Katsu, Y., Cziko, P.A., Chandsawangbhuwana, C., Thornton, J.W., Sato, R., Oka, K., Takei, Y., 
Baker, M.E., and Iguchi, T. (2016). A second estrogen receptor from Japanese lamprey (Lethenteron 
japonicum) does not have activities for estrogen binding and transcription. Gen. Comp. Endocrinol., 
236, 105-114. 
 
Nakajima, T., Iguchi, T., and Sato, T. (2016). Retinoic acid signalling determines the fate of uterine 
stroma in the mouse Müllerian duct. Proc. Natl. Acad. Sci. U.S.A., 113, 14354-14359. 
㸦P204  ᥖ㍕㸧ࢆと㈨ᩱࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Ogino, Y., Kuraku, S., Ishibashi, H., Sumiya, E., Miyagawa, S., Matsubara, H., Yamada, G., Baker, 
M.E. and Iguchi, T. (2016). Neofunctionalization of androgen receptor by gain-of-function mutations 
in teleost fish lineage. Mol. Biol. Evol., 33, 228-244.  㸦P223  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Oka, K., Kohno, S., Ohta, Y., Guillette, L.J. Jr., Iguchi, T., and Katsu, Y. (2016). Molecular cloning 
and characterization of the aryl hydrocarbon receptors and aryl hydrocarbon receptor nuclear 
translocators in the American alligator. Gen. Comp. Endocrinol., 238, 13-22. 
 
Song, Y., Rundberget, J.T., Xie, L., Gomes, T.C., Høgåsen, T., Iguchi, T., and Tollefsen, K.E. (2016). 
Whole-organism transcriptomic analysis provides mechanistic insight into the acute toxicity of 
emamectin benzoate in Daphnia magna. Environ. Sci. Technol., 50, 11994–12003. 
 
Sumiya, E., Ogino, Y., Toyota, K., Miyakawa, H., Miyagawa, S., and Iguchi, T. (2016). Neverland 
regulates embryonic moltings through the regulation of ecdysteroid synthesis in the water flea 
Daphnia magna, and may thus act as a target for chemical disruption of molting. J. Appl. Toxicol., 
36, 1476-1485. 
 
Terauchi, K.J., Shigeta, Y., Iguchi, T., and Sato, T. (2016). Role of Notch signaling in granulosa cell 
proliferation and polyovular follicle induction during folliculogenesis in mouse ovary. Cell Tissue 
Res., 365, 197-206. 
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Tohyama, S., Miyagawa, S., Lange, A., Ogino, Y., Mizutani, T., Ihara, M., Tanaka, H., Tatarazako, 
N., Kobayashi, T., Tyler, C.R., and Iguchi, T. (2016). Evolution of estrogen receptors in ray-finned 
fish and their comparative responses to estrogenic substances. J. Steroid Biochem. Mol. Biol., 158, 
189-197. 
 
Toyota, K., Gavin, A., Miyagawa, S., Viant, M.R., and Iguchi, T. (2016). Metabolomics analysis 
reveals an involvement of pantothenate in male offspring production in response to the short-day 
stimulus in the water flea, Daphnia pulex. Sci. Rep., 6, 25125.
㸦3���  ᥖ㍕㸧ࢆ᪂⪺ሗ㐨࡜ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Toyota, K., Hiruta, C., Ogino, Y., Miyagawa, S., Okamura, Y., Onishi, Y., Tatarazako, N., and 
Iguchi, T. (2016). Comparative developmental staging of the female and male water fleas Daphnia 
pulex and Daphnia magna during embryogenesis. Zoo. Sci., 33, 31-37. 
 
Toyota, K., McNabb, N.A., Spyropoulos, D.D., Iguchi, T., and Kohno, S. (2016). Toxic effects of 
chemical dispersant Corexit 9500 on water flea Daphnia magna. J. Appl. Toxicol., 37, 201-206. 
 
Yatsu, R., Katsu, Y., Kohno, S., Mizutani, T., Ogino, Y., Guillette, L.J.Jr., Miyagawa, S., and Iguchi, 
T. (2016). Characterization of evolutionary trend in squamate estrogen receptor sensitivity. Gen. 
Comp. Endocrinol., 238, 88-95. 
 
Yatsu, R., Miyagawa, S., Kohno, S., Parrott, B.B., Yamaguchi, K., Ogino, Y., Miyakawa, H., Lowers, 
R.H., Shigenobu, S., Guillette, L.J.Jr., and Iguchi, T. (2016). RNA-seq analysis of the gonadal 
transcriptome during Alligator mississippiensis temperature-dependent sex determination and 
differentiation. BMC Genomics, 17, 77. 
 
2015 ᖺ 
Abe, R., Toyota, K., Miyakawa, H., Watanabe, H., Oka, T., Miyagawa, S., Nishide, H., Uchiyama, I., 
Tollefsen, E.K., Iguchi, T., and Tatarazako, N. (2015). Diofenolan induces male offspring production 
through binding to the juvenile hormone receptor in Daphnia magna. Aquat. Toxicol. 159, 44-51. 
 
Abe, R. Watanabe, H., Yamamuro, M., Iguchi, T., and Tatarazako, N. (2015). Establishment of a 
short-term in vivo screening method for detecting chemicals having juvenile hormone activity using 
adult Daphnia magna. J. Appl. Toxicol. 35, 75-82. 
 
Bain, P.A., Kumar, A., Ogino, Y., and Iguchi, T. (2015). Nortestosterone-derived synthetic 
progestogens do not activate the progestogen receptor of Murray-Darling rainbowfish (Melanotaenia 
fluviatilis) but are potent agonists of androgen receptors D and E� Aquat. Toxicol. 163, 97-101. 
 
Bain, P.A., Ogino, Y., Miyagawa, S., Iguchi, T., and Kumar, A. (2015). Differential ligand 
selectivity of androgen receptors D and E from Murray-Darling rainbowfish (Melanotaenia 
fluviatilis). Gen. Comp. Endocrinol. 212, 84-91. 
 
Goodhead, R.M., Johnston, B., Cole, P., Baalousha, M., Hodgson, D., Iguchi, T., Lead, J., and Tyler, 
C.R. (2015). Does natural organic matter increases bioavailability of cerium dioxide nanoparticles to 
fish? Environ. Chem. 12, 673-682. 
 
Ihara, M., Kitamura, T., Kumar, V., Park, C.-B., Ihara, M.O., Lee, S.-J., Yamashita, N., Miyagawa, 
S., Iguchi, T., Okamoto, S., Suzuki, Y., and Tanaka, H. (2015). Evaluation of estrogenic activity of 
wastewater: comparison among in vitro ERD reporter gene assay, in vivo vitellogenin induction, and 
chemical analysis. Environ. Sci. Technol. 49, 6319-6326. 
 
Kohno, S., Bernhard, M.C., Katsu, Y., Zhu, J., Byan, T.A., Doheny, B.M., Iguchi, T., and Guillette, 
L.J.Jr. (2015). Estrogen receptor 1 (ESR1; ERD), not ESR2 (ERE), modulates estrogen-induced sex 
reversal in the American alligator, a species with temperature-dependent sex determination. 
Endocrinology 156, 1887-1899. 
 
Lange, A., Sebire, M., Rostlowski, P., Mizutani, T., Miyagawa, S., Iguchi, T., Hill, E.M., and Tyler, 
C.R. (2015). Environmental chemicals active as human antiandrogens potentiate a fminising effect of 
oestrogen in fish. Aquat. Toxicol. 168, 48-59. 
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Miyagawa, S., and Iguchi, T. (2015). Epithelial estrogen receptor D intrinsically mediates squamous 
differentiation in the mouse vagina. Proc. Natl. Acad. Sci. USA 112, 12986-12991.  
㸦P225  ᥖ㍕㸧ࢆと㈨ᩱࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Miyagawa, S., Sato, M., Sudo, T., Yamada, G., and Iguchi, T. (2015). Unique roles of 
estrogen-dependent Pten control in epithelial cell homeostasis of mouse vagina. Oncogene 34, 
1035-1043. 
 
Miyagawa, S., Tohyama, S., Ogino, Y., Mizutani, T., Kobayashi, T., Lange, A., Tyler, C.R., 
Tatarazako, N., and Iguchi, T. (2015). Characterization of Oryzias latipes glucocorticoid receptors 
and their unique response to progestings. J. Appl. Toxicol. 35, 302-309. 
 
Miyagawa, S., Yatsu, R., Kohno, S., Doheny, B.M., Ogino, Y., Ishibashi, H., Katsu, Y., Ohata, Y., 
Guillette, L.J.Jr., and Iguchi, T. (2015). Identification and characterization of the American alligator 
androgen receptor and the intriguing role of its splice variant. Endocrinology 156, 2795-2806. 
 
Miyakawa, H., Sato, M., Colbourne, J.K., and Iguchi, T. (2015). Ionotropic glutamate receptors 
mediate inducible defense in the water flea Daphnia pulex. PLoS One, 10, e0121324. 
 
Miyakawa, H., Sugimoto, N., Kohyama, T.I., Iguchi, T., and Miura, T. (2015). Repeated colonization 
leads to intra-specific variations in reaction norms of predator-induced polyphenism in the water flea 
Daphnia pulex. Ecol. Res. 30, 705-713. 
 
Mohapatra, S., Chkraborty, T., Miyagawa, S., Zhou, L., Ohta, K., Iguchi, T., and Nagahama, Y. 
(2015). Steroid responsive regulation of IFNJ2 alternative splicing and its possible role in germ cell 
proliferation in medaka. Mol. Cell. Endocrionol. 400, 61-70. 
 
Nakajima, T., Tanaka, M., Chambon, P., Watanabe, H., Iguchi, T., and Sato, T. (2015). Neonatal 
ERβ is important in the permanent inhibition of epithelial cell proliferation in the female mouse 
uterus. Endocrinology 156, 3317-3328. 
 
Nakamura, A., Takanobu, H., Tamura, I., Yamamuro, M., Iguchi, T., and Tatarazako, N. (2015). Fish 
multi-generation test with preliminary short-term reproduction assay for estrone using Japanese 
medaka (Oryzias latipes). J. Appl. Toxicol. 35, 11-23. 
 
Oka, K., Hang, A., Okada, D., Iguchi, T., Baker, M.E., and Katsu, Y. (2015). Allosteric role of the 
amino-terminal A/B domain on corticosteroid transactivation of gar and human glucocorticoid 
receptors. J. Steroid Biochem. Mol. Biol. 154, 112-119. 
 
Pickford, D.B., Jones, A., Velez-Pelez, A., Orton, F., Iguchi, T., Mitsui, N., and Tooi, O. (2015). 
Screening breeding sites of the common toad (Bufo bufo) in England and Wales for evidence of 
endocrine disrupting activity. Ecotoxicol. Environ. Safety 117, 7-19.  
 
Spirhanzlova, P., Leleu, M., Sébillot, A., Lemkine, G.F., Iguchi, T., Demeneix, B.A., and Tindall, 
A.J. (2015). Oestrogen reporter transgenic medaka for non-invasive evaluation of aromatase activity. 
Comp. Biochem. Physiol. C Toxicol. Pharmacol. 179, 64-71. 
 
Tohyama, S., Miyagawa, S., Lange, A., Ogino, Y., Mizutani, T., Tatarazako, N., Katsu, Y., Ihara, M., 
Tanaka, H., Ishibashi, H., Kobayashi, T., Tyler, C.R., and Iguchi, T. (2015). Understanding the 
molecular basis for differentiation in responses of fish estrogen receptor subtypes to environmental 
estrogens. Environ. Sci. Technol. 49, 7439-7447. 
 
Toyota, K., Miyakawa, H., Yamaguchi, K., Shigenobu, S., Ogino, Y., Tatarazako, N., Miyagawa, S., 
and Iguchi, T. (2015). NMDA receptor activation on the upstream of methyl farnesoate signaling for 
short-day induced male offspring production in water flea Daphnia pulex. BMC Genomics 16, 186. 
㸦P231  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Toyota, K., Miyakawa, H., Hiruta, C., Furuta, K., Ogino, Y., Shinoda, T., Tatarazako, N., Miyagawa, 
S., Shaw, J.R., and Iguchi, T. (2015). Methyl farnesoate synthesis is necessary for the environmental 
sex determination in the water flea Daphnia pulex. J. Insect Physiol. 80, 22-30.  
㸦P231  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
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Yatsu, R., Miyagawa, S., Kohno, S., Saito, S., Lowers, R.H., Ogino, Y., Fukuta, N., Katsu, Y., Ohta, 
Y., Tominaga, M., Guillette, L.J.Jr., and Iguchi, T. (2015). TRPV4 associates environmental 
temperature and sex determination in the American alligator. Sci. Rep. 5, 18581.  
㸦P221  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
2014 年 
Bhatia, H., Kumar, A., Ogino, Y., Gregg, A., Chapman, J., McLaughlin, M.J., and Iguchi, T. (2014). 
Di-n-butyl phthalate causes estrogenic effects in adult male Murray rainbowfish (Melanotaenia 
fluviatilis). Aquat. Toxicol. 149C, 103-115. 
 
Bhatia, H., Kumar, A., Ogino, Y., Du, J., Gregg, A., Chapman, J., McLaughlin, M., and Iguchi, T. 
(2014). Effects of the commercial antiandrogen flutamide on the biomarkers of reproduction in male 
Murray rainbowfish (Melanotaenia fluviatilis). Environ. Toxicol. Chem. 33, 1098-1107. 
 
Hamlin, H.J., Lowers, R.H., Kohno, S., Mitsui-Watanabe, N., Amano, H., Hara, A., Ohta, Y., 
Miyagawa, S., Iguchi, T., and Guillette, L.J.Jr. (2014). The reproductive hormone cycle of adult 
female American alligator from a Barrier island population. Reproduction 147, 855-863. 
 
Hiruta, C., Ogino, Y., Sakuma, T., Toyota, K., Miyagawa, S., Yamamoto, T., and Iguchi, T. (2014). 
Targeted gene disruption by use of transcription activator-like effector nuclease (TALEN) in the 
water flea Daphnia pulex. BMC Biotechnol. 14, 95.  
㸦P237  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Ichikawa, M., Murai, E., Hashiguchi, Y., Iguchi, T., and Sato, T. (2014). Effects of diethylstilbestrol 
on luteinizing hormone-producing cells in the mouse anterior pituitary. Exp. Biol. Med. 239, 
311-319. 
 
Ihara, M., Ihara, M.O., Kumar, V., Narumiya, M., Hanamoto, S., Nakada, N., Yamashita, N., 
Miyagawa, S., Iguchi, T., and Tanaka, H. (2014). Co-occurrence of estrogenic and anti-estrogenic 
activities in wastewater: quantitative evaluation of balance by in vitro (Rα reporter gene assay and 
chemical analysis. Environ. Sci. Technol. 48, 6366-6373. 
 
Miyagawa, S., Harada, M., Matsumaru, D., Tanaka, K., Inoue, C., Nakahara, C., Haraguchi, R., 
Matsushita, S., Suzuki, K., Nakagata, N., Ng, R.C., Akita, K., Lui, V.C., and Yamada, G. (2014). 
Disruption of the temporally regulated cloaca endodermal b-catenin signaling causes anorectal 
malformation. Cell Death Differ. 21, 990-997. 
 
Miyagawa, S., Lange, A., Hirakawa, I., Tohyama, S., Ogino, Y., Mizutani, T., Kagami, Y., Kusano, 
T., Ihara, M., Tanaka, H., Tatarazako, N., Ohta, Y., Katsu, Y., Tyler, C.R., and Iguchi, T. (2014). 
Differing species responsiveness of estrogenic contaminants in fish is conferred by the ligand 
binding domain of the estrogen receptor. Environ. Sci. Technol. 48, 5254-5236. 
 
Nakamura, A., Takanobu, H., Tamura, I., Yamamuro, M., Iguchi, T., and Tatarazako, N. (2014). 
Verification of responses of Japanese medaka (Oryzias latipes) to antiandrogens, vinclozolin and 
flutamide, in short-term assays. J. Appl. Toxicol. 34, 545-553. 
 
Ogino, Y., Hirakawa, I., Inohaya, K., Sumiya, E., Miyagawa, S., Tatarazako, N., Denslow, N., 
Yamada, G., and Iguchi, T. (2014). Bmp7 and Lef1 are the downstream effectors of androgen 
signaling in androgen-induced sex characteristics development in medaka. Endocrinology 155, 
449-462. 㸦P260  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Omori, A., Miyagawa, S., Ogino, Y., Harada, M., Ishii, K., Sugimura, Y., Ogino, H., Nakagata, N., 
and Yamada, G. (2014). Essential roles of epithelial bonee morphogentic protein signaling during 
prostatic development. Endocrinology 155, 2534-2544. 
 
Sébillot, A., Damdimopoulou, P., Ogino, Y., Spirhanzlova, P., Miyagawa, S., Du Pasquier, D., 
Mouatassim, N., Iguchi, T., Lemkine, G., Demeneix, B.A., and Tindall, A.J. (2014). Rapid 
fluorescent detection of (anti-)androgens with spiggin-gfp medaka. Environ. Sci. Technol. 48, 
10919-10928. 㸦P238  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
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Sumiya, E., Ogino Y., Miyakawa, H., Hiruta, C., Toyota, K., Miyagawa, S., and Iguchi, T. (2014). 
Roles of ecdysteroids for progression of reproductive cycle in the fresh water crustacean Daphnia 
magna. Front. Zool. 11, 60. 
 
Toyota, K., Kato, Y., Miyakawa, H., Yatsu, R., Mizutani, T., Ogino, Y., Miyagawa, S., Watanabe, H., 
Nishide, H., Uchiyama, I., Tatarazako, N., and Iguchi, T. (2014). Molecular impact of juvenile 
hormone agonists on neonatal Daphnia magna. J. Appl. Toxicol. 34, 537-544. 
 
 
⎔ቃග生物学㸦ⓙᕝ研㸧 
2016 年 

Wang, L., Yamano, T., Takane, S., Niikawa, Y., Toyokawa, C., Ozawa, S., Tokutsu, R., Takahashi, Y., 
Minagawa, J., Kanesaki, Y., Yoshikawa, H., and Fukuzawa, H. (2016). Chloroplast-mediated 
regulation of CO2-concentrating mechanism by Ca2+-binding protein CAS in the green alga 
Chlamydomonas reinhardtii. Proc. Natl. Acad. Sci. USA 113, 12586-12591. 
 
Petroutsos, D.*, Tokutsu, R.*, Maruyama, S., Flori, S., Greiner, A., Magneschi, L., Cusant, L., Kottke, 
T., Mittag, M., Hegemann, P., Finazzi, G., and Minagawa, J. (2016). A blue light photoreceptor 
mediates the feedback regulation of photosynthesis. Nature 537, 563-566. (*: Co-first authors)  
㸦P207ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
Ueki, N., Ide, T., Mochiji, S., Kobayashi, Y., Tokutsu, R., Ohnishi, N., Yamaguchi, K., Shigenobu, S.,  
Tanaka, K., Minagawa, J., Hisabori, T., Hirono, and M., Wakabayashi, K. (2016). Eyespot-dependent 
determination of the phototactic sign in Chlamydomonas reinhardtii. Proc. Natl. Acad. Sci. USA 113, 
5299-5304. 㸦P215ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
Aihara, Y., Takahashi, S., and Minagawa, J. (2016). Heat induction of cyclic electron flow around 
photosystem I in the symbiotic dinoflagellate Symbiodinium. Plant Physiol. 171, 522-529. 
 
Watanabe, C.K., Yamori, W., Takahashi, S., Terashima, I., and Noguchi, K. (2016). Mitochondrial 
alternative pathway-associated photoprotection of photosystem II is related to the photorespiratory 
pathway. Plant Cell Physiol. 57, 1426-1431. 
 
Yamamoto, H., Takahashi, S., Murray, R.B., and Shikanai, T. (2016). Artificial remodelling of 
alternative electron flow by flavodiiron proteins in Arabidopsis. Nature Plants 2, 16012. 
 
2015 年 

Karim, W., Seidi, A., Hill, R., Chow, W.S., Minagawa, J., Hidaka, M., and Takahashi, S. (2015). Novel 
characteristics of photodamage to photosystem II in a high-light-sensitive Symbiodinium phylotype. 
Plant Cell Physiol. 56, 1162-1171. 
 
Kou, J., Takahashi, S., Fan, D-Y., Badger, M.R., and Chow, W.S. (2015). Partially dissecting the 
steady-state electron fluxes in Photosystem I in wild-type and pgr5 and ndh mutants 
of Arabidopsis. Front. Plant Sci. 6, 758. 
 
Maruyama, S., Shoguchi, E., Satoh, N., and Minagawa, J. (2015). Diversification of light harvesting 
complex gene family via intra- and intergenic duplications in the coral symbiotic alga Symbiodinium. 
PLoS One 10, e0119406. 
 
Minagawa, J., and Tokutsu, R. (2015). Dynamic regulation of photosynthesis in Chlamydomonas 
reinhardtii. Plant J. 82, 413-428. 
 
Xue, H., Tokutsu, R., Bergner, S., Scholz, M., Minagawa, J., and Hippler, M. (2015). PSBR is required 
for efficient binding of LHCSR3 to photosystem II - light-harvesting supercomplexes in 
Chlamydomonas reinhardtii. Plant Physiol. 167, 1566-1578. 
 
Zavafer, A., Cheah, M.H., Hillier, W., Chow, W.S., and Takahashi, S. (2015). Photodamage to the 
oxygen evolving complex of photosystem II by visible light. Sci. Rep. 5, 16363. 
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2014 年 

Maruyama, S., Tokutsu, R., and Minagawa, J. (2014). Transcriptional regulation of the 
stress-responsive light harvesting complex genes in Chlamydomonas reinhardtii. Plant Cell Physiol. 55, 
1304-1310. 
 
Nagy, G., Ünnep, R., Zsiros, O., Tokutsu, R., Takizawa, K., Porcar, L., Moyet, L., Petroutsos, D., 
Garab, G., Finazzi, G., and Minagawa, J. (2014). Chloroplast remodeling during state transitions in 
Chlamydomonas reinhardtii as revealed by non-invasive techniques in vivo. Proc. Natl. Acad. Sci. 
USA 111, 5042-5047. 㸦P255ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
Shibata, Y., Katoh, W., Chiba, T., Namie, K., Ohnishi, N., Minagawa, J., Nakanishi, H., Noguchi, T., 
and Fukumura, H. (2014). Development of a novel cryogenic microscope with numerical aperture of 
0.9 and its application to photosynthesis research. Biochim. Biophys. Acta 1837, 880-887. 
 
Takahashi, H., Okamuro, A., Minagawa, J., and Takahashi, Y. (2014). Biochemical characterization of 
photosystem I associating light-harvesting complexes I and II isolated from State-2 cells of 
Chlamydomonas reinhardtii. Plant Cell Physiol. 55, 1437-1449. 
 
 
Ꮨ⠇生物学㸦ྜྷᮧ研㸧ᐈဨ 
2015 年 
Ikegami, K., Atsumi, Y., Yorinaga, E., Ono, H., Murayama, I., Nakane, Y., Ota, W., Arai, N., Tega, 
A., Iigo, M., Darras, V.M., Tsutsui, K., Hayashi, Y., Yoshida, S., and Yoshimura, T. (2015). Low 
temperature-induced circulating triiodothyronine accelerates seasonal testicular regression. 
Endocrinology 156, 647-659. 
 
Maeda, R., Shimo, T., Nakane, Y., Nakao, N., and Yoshimura, T. (2015). Ontogeny of the saccus 
vasculosus, a seasonal sensor in fish. Endocrinology 156, 4238-4243. 
 
Oshima, T., Yamanaka, I., Kumar, A., Yamaguchi, J., Nishiwaki-Ohkawa, T., Muto, K., Kawamura, 
R., Hirota, T., Yagita, K., Irle, S., Kay, S.A., Yoshimura, T., and Itami, K. (2015). C-H activation 
generates period shortening molecules targeting cryptochrome in the mammalian circadian clock. 
Angew. Chem. Int. Ed. 54, 7193-7197. 
 
Shimmura, T., Ohashi, S., and Yoshimura, T. (2015). The highest-ranking rooster has priority to 
announce the break of dawn. Sci. Rep. 5, 11683. 
 
2014 年 
Ikegami, K., Liao, X.H., Hoshino, Y., Ono, H., Ota, W., Ito, Y., Nishiwaki-Ohkawa, T., Sato, C., 
Kitajima, K., Iigo, M., Shigeyoshi, Y., Yamada, M., Murata, Y., Refetoff, S., and Yoshimura, T. 
(2014). Tissue-specific post-translational modification allows functional targeting of thyrotropin. 
Cell Reports 9, 801-809. 
 
Nakane, Y., Shimmura, T., Abe, H., and Yoshimura, T. (2014). Intrinsic photosensitivity of deep 
brain photoreceptor. Curr. Biol. 24, R596-R597. 
 
 
 ᝟ሗ㸦ෆᒣ㹅㸧࣒ࣀࢤ
2016 年 
Fernández-Breis, J.T. Chiba, H., Legaz-García, M.C., and  Uchiyama, I. (2016). The orthology 
ontology: development and applications. J. Biomed. Semant. 7, 34. 
 
Hoshino, A., Jayakumar, V., Nitasaka, E., Toyoda, A., Noguchi, H., Itoh, T., Shin-I, T., Minakuchi, 
Y., Koda, Y., Nagano, A.J., Yasugi, M., Honjo, M.N., Kudoh, H., Seki, M., Kamiya, A., Shiraki, T., 
Carninci, P., Asamizu, E., Nishide, H., Tanaka, S., Park, K., Morita, Y., Yokoyama, K., Uchiyama, I., 
Tanaka, Y., Tabata, S., Shinozaki, K., Hayashizaki, Y., Kohara, Y., Suzuki, Y., Sugano, S., Fujiyama, 
A., Iida, S., and Sakakibara, Y. (2016). Genome sequence and analysis of the Japanese morning glory 
Ipomoea nil. Nat. Commun. 7, 13295. 㸦P205ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
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Matsui, H., Takahashi, T., Murayama, S., Uchiyama, I., Yamaguchi, K., Shigenobu, S., Suzuki, M., 
Rimbara, E., Shibayama, K., Overby, A., and Nakamura, M. (2016). Draft genome sequence of 
Helicobacter suis strain SNTW101, isolated from a Japanese patient with nodular gastritis. Genome 
Announc. 5, e00934-16. 
 
Nakai, R., Fujisawa, T., Nakamura, Y., Nishide, H., Uchiyama, I., Baba, T., Toyoda, A., Fujiyama, 
A., Naganuma, T., and Niki, H. (2016). Complete genome sequence of Aurantimicrobium minutum 
type strain KNCT, a planktonic ultramicrobacterium isolated from river water. Genome Announc. 4, 
e00616. 
 
Uchiyama, I., Albritton, J., Fukuyo, M., Kojima, K., Yahara, K., and Kobayashi, I. (2016). A novel 
approach to Helicobacter pylori pan-genome analysis for identification of genomic islands. PLoS 
One 11, e0159419. 
 
Yahara, K., Furuta, Y., Morimoto, S., Kikutake, C., Komukai, S., Matelska, D., Dunin-Horkawicz, S., 
Bujnicki, J.M., Uchiyama, I., and Kobayashi, I. (2016). Genome-wide survey of codons under 
diversifying selection in a highly recombining bacterial species, Helicobacter pylori. DNA Res. 23, 
135-143. 
 
2015 年 
Abe, R., Toyota, K., Miyakawa, H., Watanabe, H., Oka, T., Miyagawa, S., Nishide, H., Uchiyama, I., 
Tollefsen, K.E., Iguchi, T., and Tatarazako, N. (2015). Diofenolan induces male offspring production 
through binding to the juvenile hormone receptor in Daphnia magna. Aquat. Toxicol. 159, 44-61. 
 
Chiba, H., Nishide, H., and Uchiyama, I. (2015). Construction of an ortholog database using the 
Semantic Web technology for integrative analysis of genomic data. PLoS One 10, e0122802. 
 
Fernández-Breis, J.T., Legaz-García, M.C., Chiba, H., and Uchiyama, I. (2015). Towards the 
semantic standardization of orthology content. Proc. Semant. Web Appl. Tool. Life Sci. 74-83. 
 
Hayashi, S., Kawaguchi, A., Uchiyama, I., Kawasumi-Kita, A., Kobayashi, T., Nishide, H., Tsutsumi, 
R., Tsuru, K., Inoue, T., Ogino, H., Agata, K., Tamura, K., and Yokoyama, H. (2015). Epigenetic 
modification maintains intrinsic limb-cell identity in Xenopus limb bud regeneration. Dev. Biol. 406, 
271-282. 
 
Kawai, M., Uchiyama, I., Takami, H., and Inagaki, F. (2015). Low frequency of endospore-specific 
genes in subseafloor sedimentary metagenomes. Environ. Microbiol. Rep. 7, 341-350. 
 
Takami, H., Arai, W., Takemoto, K., Uchiyama, I., and Taniguchi, T. (2015). Functional 
classification of uncultured “Candidatus Caldiarchaeum subterraneum” using the Maple system. 
PLoS One 10, e0132994. 
 
Uchiyama, I., Mihara, M., Nishide, H., and Chiba, H. (2015). MBGD update 2015: microbial genome 
database for flexible ortholog analysis utilizing a diverse set of genomic data. Nucleic Acids Res. 43, 
D270-D276. 
 
2014 年 
Chiba, H., and Uchiyama, I. (2014). Improvement of domain-level ortholog clustering by optimizing 
domain-specific sum-of-pairs score, BMC Bioinformatics 15, 148.  
 
Kawai, M., Futagami, T., Toyoda, A., Takaki, Y., Nishi, S., Hori, S., Arai, W., Tsubouchi, T., 
Morono, Y., Uchiyama, I., Ito, T., Fujiyama. A., Inagaki, F. and Takami, H. (2014). High frequency 
of phylogenetically diverse reductive dehalogenase-homologous genes in deep subseafloor 
sedimentary metagenomes. Front. Microbiol. 5, 80.  
 
Matsui, H., Takahashi, T., Murayama, S.Y., Uchiyama, I., Yamaguchi, K., Shigenobu, S., 
Matsumoto, T., Kawakubo, M., Horiuchi, K., Ota, H., Osaki, T., Kamiya, S., Smet, A., Flahou, B., 
Ducatelle, R., Haesebrouck, F., Takahashi, S., Nakamura, S., and Nakamura, M. (2014). 
Development of New PCR Primers by Comparative Genomics for the Detection of Helicobacter suis 
in Gastric Biopsy Specimens. Helicobacter 19, 260-271.  
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Toyota, K., Kato, Y., Miyakawa, H., Yatsu, R., Mizutani, T., Ogino, Y., Miyagawa, S., Watanabe, H., 
Nishide, H., Uchiyama, I., Tatarazako, N., and Iguchi, T. (2014). Molecular impact of juvenile 
hormone agonists on neonatal Daphnia magna. Appl. Toxicol. 34, 537-544. 
 
 
᫬✵㛫ไᚚ㸦㔝୰㹅㸧 
2015 年 
Nakai, Y., Ozeki, M., Hiraiwa, T., Tanimoto, R., Funahashi, A., Hiroi, N., Taniguchi, A., Nonaka, S., 
Boilot, V., Shrestha, R., Clark, J., Tamura, N., Draviam, V.M., Oku, H. (2015). High-speed 
microscopy with an electrically tunable lens to image the dynamics of in vivo molecular complexes. 
Rev. Sci. Instrum. 86, 013707. 
 
2014 年 
Ichikawa, T., Nakazato, K., Keller, P.J., Kajiura-Kobayashi, H., Stelzer, E.H., Mochizuki, A., and 
Nonaka, S. (2014). Live imaging and quantitative analysis of gastrulation in mouse embryos using 
light-sheet microscopy and 3D tracking tools. Nature Protoc. 9, 575-585. 
 
Maruyama, A., Oshima, Y., Kajiura-Kobayashi, H., Nonaka, S., Imamura, T., and Naruse, K. (2014). 
Wide field intravital imaging by two-photon-excitation digital-scanned light-sheet microscopy 
(2p-DSLM) with a high-pulse energy laser, Biomed. Opt. Express 5, 3311-3325.  
㸦P241ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
Oshima, Y., Imamura, T., Shintani, A., Kajiura-Kobayashi, H., Hibi, T., Nagai, T., Nonaka, S., and 
Nemoto, T. (2014). Ultrasensitive imaging of Ca2+ dynamics in pancreatic acinar cells of yellow 
cameleon-nano transgenic mice. Int. J. Mol. Sci. 15, 19971-19986. 
 
 
᰾ෆື࣒ࣀࢤែ㸸⤫ྜࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣥ࢜ࣜ࢜࢜࢖ࣂ㸦ᐑ成㹅㸧 
2014 年 
Miyanari, Y. (2014). TAL effector-mediated genome visualization (TGV). Methods 69. 198-204. 
 
 
᳜物Ⓨ生生⌮㸸⤫ྜ࢜࢖ࣂ BIO-NEXT  㸦ᕝฟ㹅㸧ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ
2015 年 
Nakayama, H., Kawade, K., Tsukaya, H., and Kimura, S. (2015). Detection of the cell proliferation 
zone in leaves by using EdU. Bio-protocol 5, 18. 
 
 
生物ᶵ⬟᝟ሗศᯒᐊ㸦㔜ಙ㹅㸧 
2016 年 
Hongo, Y., Ikuta, T., Takaki, Y., Shimamura, S., Shigenobu, S., Maruyama, T., and Yoshida, T. 
(2016). Expression of genes involved in the uptake of inorganic carbon in the gill of a deep-sea 
vesicomyid clam harboring intracellular thioautotrophic bacteria. Gene 585, 228-240. 
 
2015 年 
Blankenburg, S., Balfanz, S., Hayashi, Y., Shigenobu, S., Miura, T., Baumann, O., Baumann, A., and 
Blenau, W. (2015). Cockroach GABAB receptor subtypes: molecular characterization, 
pharmacological properties and tissue distribution. Neuropharmacol. 88, 134–144. 
 
Bourguignon, T., Lo, N., Cameron, S.L., Sobotník, J., Hayashi, Y., Shigenobu, S., Watanabe, D., 
Roisin, Y., Miura, T., and Evans, T.A. (2015). The evolutionary history of termites as inferred from 
66 mitochondrial genomes. Mol. Biol. Evol. 32, 406–421.  
 
Hojo, M.K., Ishii, K., Sakura, M., Yamaguchi, K., Shigenobu, S., and Ozaki, M. (2015). Antennal 
RNA-sequencing analysis reveals evolutionary aspects of chemosensory proteins in the carpenter ant, 
Camponotus japonicus. Sci. Rep. 5, 13541. 
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2014 年 
Gusev, O., Suetsugu, Y., Cornette, R., Kawashima, T., Logacheva, M.D., Kondrashov, A.S., Penin, 
A.A., Hatanaka, R., Kikuta, S., Shimura, S., Kanamori, H., Katayose, Y., Matsumoto, T., 
Shagimardanova, E., Alexeev, D., Govorun, V., Wisecaver, J., Mikheyev, A., Koyanagi, R., Fujie, 
M., Nishiyama, T., Shigenobu, S., Shibata, T.F., Golygina, V., Hasebe, M., Okuda, T., Satoh, N., and 
Kikawada, T. (2014). Comparative genome sequencing reveals genomic signature of extreme 
desiccation tolerance in the anhydrobiotic midge. Nature Commun. 5, 4784.  
㸦P246ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
Kaiwa, N., Hosokawa, T., Nikoh, N., Tanahashi, M., Moriyama, M., Meng, X.-Y., Maeda, T., 
Yamaguchi, K., Shigenobu, S., Ito, M., and Fukatsu, T. (2014). Symbiont-supplemented maternal 
investment underpinning host's ecological adaptation. Curr. Biol. 24, 2465-2470.  
㸦P243ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と㈨ᩱࢆᥖ㍕㸧 
 
Kodama, Y., Suzuki, H., Dohra, H., Sugii, M., Kitazume, T., Yamaguchi, K., Shigenobu, S., and 
Fujishima, M. (2014). Comparison of gene expression of Paramecium bursaria with and without 
Chlorella variabilis symbionts. BMC Genomics 15, 183.   
㸦P249ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
Takeshita, K., Shibata, T.F., Nikoh, N., Nishiyama, T., Hasebe, M., Fukatsu, T., Shigenobu, S., and 
Kikuchi, Y. (2014). Whole-genome sequence of Burkholderia sp. strain RPE67, a bacterial gut 
symbiont of the bean bug Riptortus pedestris. Genome Announc. 2, e00556-14. 
 
 
生物ᶵ⬟᝟ሗศᯒᐊඹྠ฼⏝ 
2016 年 
Akashi, H.D., Cádiz Díaz, A., Shigenobu, S., Makino, T., and Kawata, M. (2016). Differentially 
expressed genes associated with adaptation to different thermal environments in three sympatric 
cuban anolis lizards. Molec. Ecol. 25, 2273–2285. 
 
Higo, A., Niwa, M., Yamato, K.T., Yamada, L., Sawada, H., Sakamoto, T., Kurata, T., Shirakawa, 
M., Endo, M., Shigenobu, S., et al. (2016). Transcriptional framework of male gametogenesis in the 
liverwort Marchantia polymorpha L. Plant Cell Physiol. 57, 325–338. 
 
Ide, T., Mochiji, S., Ueki, N., Yamaguchi, K., Shigenobu, S., Hirono, M., and Wakabayashi, K. 
(2016). Identification of the agg1 mutation responsible for negative phototaxis in a "wild-type" strain 
of Chlamydomonas reinhardtii. Biochem. Biophys. Rep. 7, 379-385.  
 
Koga, H., Fujitani, H., Morino, Y., Miyamoto, N., Tsuchimoto, J., Shibata, T.F., Nozawa, M., 
Shigenobu, S., Ogura, A., Tachibana, K., et al. (2016). Experimental approach reveals the role of 
alx1 in the evolution of the echinoderm larval skeleton. PLoS ONE 11, e0149067. 
 
Matsui, H., Takahashi, T., Murayama, S.A., Uchiyama, I., Yamaguchi, K., Shigenobu, S., Suzuki, M., 
Rimbara, E., Shibayama, K., Øverby, A., and Nakamura, M. (2016). Draft genome sequence of 
Helicobacter suis strain SNTW101, isolated from a Japanese patient with nodular gastritis. Genome 
Announc. 4, e00934-16.  
 
Oda, K., Kamiya, T., Shikanai, Y., Shigenobu, S., Yamaguchi, K., and Fujiwara, T. (2016). The 
arabidopsis Mg transporter, MRS2-4, is essential for Mg homeostasis under both low and high Mg 
conditions. Plant Cell Physiol. 57, 754-763. 
 
Sato, K., Tanaka, T., Shigenobu, S., Motoi, Y., Wu, J., and Itoh, T. (2016). Improvement of barley 
genome annotations by deciphering the Haruna Nijo genome. DNA Res. 23, 21–28. 
 
Tong, W., Imai, A., Tabata, R., Shigenobu, S., Yamaguchi, K., Yamada, M., Hasebe, M., Sawa, S., 
Motose, H., and Takahashi, T. (2016). Polyamine resistance is increased by mutations in a nitrate 
transporter gene NRT1.3 (AtNPF6.4) in Arabidopsis thaliana. Front. Plant Sci. 7, 834. 
 
Ueki, N., Ide, T., Mochiji, S., Kobayashi, Y., Tokutsu, R., Ohnishi, N., Yamaguchi, K., Shigenobu, 
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S., Tanaka, K., Minagawa, J., Hisabori, T., Hirono, M., and Wakabayashi, K. (2016). 
Eyespot-dependent determination of the phototactic sign in Chlamydomonas reinhardtii. Proc. Natl. 
Acad. Sci. USA 113, 5299-5304. 㸦P215ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧  
 
Yatsu, R., Miyagawa, S., Kohno, S., Parrott, B.B., Yamaguchi, K., Ogino, Y., Miyakawa, H., Lowers, 
R.H., Shigenobu, S., Guillette, L.J. Jr., and Iguchi, T. (2016). RNA-seq analysis of the gonadal 
transcriptome during Alligator mississippiensis temperature-dependent sex determination and 
differentiation. BMC Genomics 17, 77 
 
2016 年㸦༳ๅ࡟ඛ❧࡚ࡗ㟁Ꮚฟ∧㸧 

Kondo, S., Wakae, K., Wakisaka, N., Nakanishi, Y., Ishikawa, K., Komori, T., Moriyama-Kita, M., 
Endo, K., Murono, S., Wang, Z., Kitamura, K., Nishiyama, T., Yamaguchi, K., Shigenobu, 
S., Muramatsu, M., and Yoshizaki, T. APOBEC3A associates with human papillomavirus genome 
integration in oropharyngeal cancers. Oncogene 2016 Oct 3. 
 
Murase, K., Shigenobu, S., Fujii, S., Ueda, K., Murata, T., Sakamoto, A., Wada, Y., Yamaguchi, K., 
Osakabe, Y., Osakabe, K., et al. MYB transcription factor gene involved in sex determination in 
Asparagus officinalis. Genes Cells 2016 Nov 21.  㸦P202ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
2015 年 
Blankenburg, S., Balfanz, S., Hayashi, Y., Shigenobu, S., Miura, T., Baumann, O., Baumann, A., and 
Blenau, W. (2015). Cockroach GABAB receptor subtypes: molecular characterization, 
pharmacological properties and tissue distribution. Neuropharmacology 88, 134–144. 
 
Bourguignon, T., Lo, N., Cameron, S.L., Sobotník, J., Hayashi, Y., Shigenobu, S., Watanabe, D., 
Roisin, Y., Miura, T., and Evans, T.A. (2015). The evolutionary history of termites as inferred from 
66 mitochondrial genomes. Mol. Biol. Evol. 32, 406–421.  
 
Habu, Y., Ando, T., Ito, S., Nagaki, K., Kishimoto, N., Shigenobu, S., et al. (2015). Epigenomic 
modification in rice controls meiotic recombination and segregation distortion. Mol. Breeding 35, 
103. 
 
Hojo, M.K., Ishii, K., Sakura, M., Yamaguchi, K., Shigenobu, S., and Ozaki, M. (2015). Antennal 
RNA-sequencing analysis reveals evolutionary aspects of chemosensory proteins in the carpenter ant, 
Camponotus japonicus. Sci. Rep. 5, 13541. 
 
Kinoshita, A., ten Hove, C.A., Tabata, R., Yamada, M., Shimizu, N., Ishida, T., Yamaguchi, K., 
Shigenobu, S., Takebayashi, Y., Iuchi, S., et al. (2015). A plant U-box protein, PUB4, regulates 
asymmetric cell division and cell proliferation in the root meristem. Development 142, 444–453. 
 
Numa, H., Yamaguchi, K., Shigenobu, S., and Habu, Y. (2015). Gene body CG and CHG 
methylation and suppression of centromeric CHH methylation are mediated by DECREASE IN DNA 
METHYLATION1 in Rice. Mol. Plant 8, 1560-1562. 
 
Shikanai, Y., Yamagami, M., Shigenobu, S., Yamaguchi, K., Kamiya, T., and Fujiwara, T. (2015). 
Arabidopsis thaliana PRL1 is involved in low-calcium tolerance. Soil Sci. Plant Nutr. 61, 951-956. 
 
Shimizu, N., Ishida, T., Yamada, M., Shigenobu, S., Tabata, R., Kinoshita, A., Yamaguchi, K., 
Hasebe, M., Mitsumasu, K., and Sawa, S. (2015). BAM 1 and RECEPTOR-LIKE PROTEIN 
KINASE 2 constitute a signaling pathway and modulate CLE peptide-triggered growth inhibition in 
Arabidopsis root. New Phytol. 208, 1104-1113. 
 
Toyokura, K., Yamaguchi, K., Shigenobu, S., Fukaki, H., Tatematsu, K., and Okada, K. (2015). 
Mutations in plastidial 5-aminolevulinic acid biosynthesis genes suppress pleiotropic defect in shoot 
development of mitochondrial GABA shunt mutant in Arabidopsis. Plant Cell Physiol. 56, 
1229-1238. 
 
Toyota, K., Miyakawa, H., Yamaguchi, K., Shigenobu, S., Ogino, Y., Tatarazako, N., Miyagawa, S., 
and Iguchi, T. (2015). NMDA receptor activation upstream of methyl farnesoate signaling for short 
day-induced male offspring production in the water flea, Daphnia pulex. BMC Genomics 16, 186. 
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Wakae, K., Aoyama, S., Wang, Z., Kitamura, K., Liu, G., Monjurul, A.M., Koura, M., Imayasu, M., 
Sakamoto, N., Nakamura, M., Shigenobu, S., et al. (2015). Detection of hypermutated human 
papillomavirus type 16 genome by next-generation sequencing. Virology 485, 460–466. 
 
Wu, T., Kamiya, T., Yumoto, H., Sotta, N., Katsushi, Y., Shigenobu, S., Matsubayashi, Y., and 
Fujiwara, T. (2015). An Arabidopsis thaliana copper-sensitive mutant suggests a role of 
phytosulfokine in ethylene production. J. Exp. Bot. 66, 3657-3667. 
 
2014 年 
Blankenburg, S., Balfanz, S., Hayashi, Y., Shigenobu, S., Miura, T., Baumann, O., Baumann, A., and 
Blenau, W. (2014). Cockroach GABAB receptor subtypes: Molecular characterization, 
pharmacological properties and tissue distribution. Neuropharmacology. 88, 134-144. 
 
Furuta, Y., Namba-Fukuyo, H., Shibata, T.F., Nishiyama, T., Shigenobu, S., Suzuki, Y., Sugano, S., 
Hasebe, M., and  Kobayashi, I. (2014). Methylome diversification through changes in DNA 
methyltransferase sequence specificity. PLoS Genet. 10, e1004272. 
 
Ishida, T., Tabata, R., Yamada, M., Aida, M., Mitsumasu, K., Fujiwara, M., Yamaguchi, K., 
Shigenobu, S., Higuchi, M., Tsuji, H., Shimamoto, K., Hasebe, M., Fukuda, H., and Sawa, S. (2014). 
Heterotrimeric G proteins control stem cell proliferation through CLAVATA signaling in 
Arabidopsis. EMBO Rep. 5, 1202-1209. 
 
Kaiwa, N., Hosokawa, T., Nikoh, N., Tanahashi, M., Moriyama, M., Meng, X.-Y., Maeda, T., 
Yamaguchi, K., Shigenobu, S., Ito, M., and Fukatsu, T. (2014). Symbiont-supplemented maternal 
investment underpinning host's ecological adaptation. Curr. Biol. 24, 2465-2470.  
㸦P243   ᥖ㍕㸧ࢆと㈨ᩱࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Kodama, Y., Suzuki, H., Dohra, H., Sugii, M., Kitazume, T., Yamaguchi, K., Shigenobu, S., and 
Fujishima, M. (2014). Comparison of gene expression of Paramecium bursaria with and without 
Chlorella variabilis symbionts. BMC Genomics 15, 183.  㸦P249ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
Matsui, H., Takahashi, T., Murayama, S.Y., Uchiyama, I., Yamaguchi, K., Shigenobu, S., 
Matsumoto, T., Kawakubo, M., Horiuchi, K., Ota, H., Osaki, T., Kamiya, S., Smet, A., Flahou, B., 
Ducatelle, R., Haesebrouck, F., Takahashi, S., Nakamura, S., and Nakamura, M. (2014). 
Development of new PCR primers by comparative genomics for the detection of Helicobacter suis in 
gastric biopsy specimens. Helicobacter 19, 260–271. 
 
Nishimura, T., Herpin, A., Kimura, T., Hara, I., Kawasaki, T., Nakamura, S., Yamamoto, Y., Saito, 
T.L., Yoshimura, J., Morishita, S., Tsukahara, T., Kobayashi, S., Naruse, K., Shigenobu, S., Sakai, 
N., Schartl, M., and Tanaka, M. (2014). Analysis of a novel gene, Sdgc, reveals sex 
chromosome-dependent differences of medaka germ cells prior to gonad formation. Development 
141, 3363-3369. 㸦P247  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Uehara, M., Wang, S., Kamiya, T., Shigenobu, S., Yamaguchi, K., Fujiwara, T., Naito, S., and 
Takano, J. (2014). Identification and characterization of an arabidopsis mutant with altered 
localization of NIP5;1, a plasma membrane boric acid channel, reveals the requirement for 
D-galactose in endomembrane organization. Plant Cell Physiol. 55, 704-714. 
 
Yoshida, K., Makino, T., Yamaguchi, K., Shigenobu, S., Hasebe, M., Kawata, M., Kume, M., Mori, 
S., Peichel, C.L., Toyoda, A., Fujiyama, A., and Kitano, J. (2014). Sex chromosome turnover 
contributes to genomic divergence between incipient stickleback species. PLoS Genet. 10, e1004223. 
 
 
ග学ゎᯒᐊ㸦ட஭㹅㸧 
2016 年 

Nishihama, R., Ishida, S., Urawa, H., Kamei, Y., and Kohchi, T. (2016). Conditional gene 
expression/deletion systems for Marchantia polymorpha using its own heat-shock promoter and the 
cre/loxP-mediated site-specific recombination. Plant Cell Physiol. 27, 271-280. 
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Suzuki, M., Takagi, C., Miura, S., Sakane, Y., Suzuki, M., Sakuma, T., Sakamoto, N., Endo, T., Kamei, 
Y., Sato, Y., Kimura, H., Yamamoto, T., Ueno, N., and Suzuki, K.T. (2016). In vivo tracking of histone 
H3 lysine 9 acetylation in Xenopus laevis during tail regeneration. Gene Cells, 21, 358-369. 
 
Utagawa, U., Higashi, S., Kamei, Y., and Fukamachi, S. (2016). Characterization of assortative mating 
in medaka: Mate discrimination cues and factors that bias sexual preference. Horm. Behav. 84, 9-17. 
 
Yokoi, S., Ansai, S., Kinoshita, M., Naruse, K., Kamei, Y., Young, L.J., and Takeuchi, H. (2016). 
Mate-guarding behavior enhances male reproductive success via familiarization with mating partners in 
medaka fish. Front. Zool. 13, 21. （P213  （ᥖ㍕ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Yokoyama, R., Yamamoto, H., Kondo, M., Takeda, S., Ifuku, K., Fukao, Y., Kamei, Y., Nishimura, M. 
and Shikanai, T. (2016). Grana-localized proteins, RIQ1 and RIQ2, optimize the dynamics of 
light-harvesting complex II and grana stacking in Arabidopsis. Plant Cell 28, 2261-2275. 
 
Zeng, C.W., Kamei, Y., Wang, C.T., and Tsai, H.J. (2016). Subtypes of hypoxia-responsive cells 
differentiate into neurons in spinal cord of zebrafish embryos after hypoxic stress. Biol. Cell, 108, 
357-377. 
 
2015 年 

Kawasumi-Kita, A., Hayashi, T., Kobayashi, T., Nagayama, C., Hayashi, S., Kamei, Y., Morishita, Y., 
Takeuchi, T., Tamura, K., and Yokoyama, H. (2015). Application of local gene induction by infrared 
laser-mediated microscope and temperature stimulator to amphibian regeneration study. Dev. Growth 
Differ. 57, 601-613. 
 
Nakashima, M., Suzuki, M., Saida, M., Kamei, Y., Hossain, B., and Tokumoto, T. (2015). Cell-based 
assay of nongenomic actions of progestins revealed inhibitory G protein coupling to membrane 
progestin receptor D (mPRD). Steroids 100, 21-26. 
 
Yokoi, S., Okuyama, T., Kamei, Y., Naruse, K., Taniguchi, Y., Ansai, S., Kinoshita, M., Young, L. J., 
Takemori, N., Kubo, T., and Takeuchi, H. (2015). An essential role of the arginine vasotocin system in 
mate-guarding behaviors in triadic relationships of medaka fish (Oryzias latipes). PLoS Genetics 11, 
e1005009. 
 
2014 年 
Fang, X., Ide, N., Higashi, S., Kamei, Y., Toyooka, T., Ibuki, Y., Kawai, K., Kasai, H., Okamoto, K., 
Arimoto- Kobayashi, S., and Negishi, T. (2014). Somatic cell mutations caused by 365 nm 
LED-UVA double-strand breaks through oxidative damage. Photochem. Photobiol. Sci. 13, 
1338-1346. 
 
Hayashi, S., Ochi, H., Ogino, H., Kawasumi, A., Kamei, Y., Tamura, K., and Yokoyama, H. (2014). 
Transcriptional regulators in the Hippo1 signaling pathway control organ growth in Xenopus tadpole 
tail regeneration. Dev. Biol. 396, 31-41. 
 
Murozumi, N., Nakashima, R., Hirai, T., Kamei, Y., Ishikawa-Fujiwara, T., Todo, T., and Kitano, T. 
(2014). Loss of follicle-stimulating hormone receptor function causes masculinization and 
suppression of ovarian development in genetically female medaka. Endocrinology 155, 3136-3145. 
 
Nagao, Y., Suzuki, T., Shimizu, A., Kimura, T., Seki, R., Adachi, T., Inoue, C., Omae, Y., Kamei, Y., 
Hara, I., Taniguchi, Y., Naruse, K., Wakamatsu, Y., Kelsh, R.N., Hibi, M., and Hashimoto, H. (2014). 
Sox5 functions as a fate switch in medaka pigment cell development. PLoS Genetics 10, e1004246. 
 
Okuyama, T., Yokoi, S., Abe, H., Isoe, Y., Suehiro, Y., Imada, H., Tanaka, M., Kawasaki, T., Yuba, 
S., Taniguchi, Y., Kamei, Y., Okubo, K., Shimada, A., Naruse, K., Takeda, H., Oka, Y., Kubo, T., 
and Takeuchi, H. (2014). A neural mechanism underlying mating preferences for familiar individuals 
in medaka fish. Science 343, 91-94.  
 
Otozai, S., Ishikawa-Fujiwara, T., Oda, S., Kamei, Y., Ryo, H., Sato, A., Nomura, T., Mitani, H., 
Tsujimura, T., Inohara, H., and Todo T. (2014). p53-Dependent suppression of genome instability in 
germ cells. Mutat. Res. Fundam. Mol. Mech. Mutagen. 760, 24-32. 
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Tamada, Y., Murata, T., Hattori, M., Oyac, S., Hayano, Y.,  Kamei, Y., and Hasebe, M. (2014). 
Optical property analyses of plant cells for adaptive optics microscopy. Int. J. Optomechatroni. 8, 
89-99. 
 
 
ග学ゎᯒᐊඹྠ฼⏝㸦DSLM  の㸧ࡶ࡞௦⾲ⓗࠊࡴྵࢆ
2016 年 
Okada, K., Inohaya, K., Mise, T., Kudo, A., Takada, S., and Wada, H. (2016). Reiterative expression 
of pax1 directs pharyngeal pouch segmentation in medaka. Development 143, 1800-1810.  
㸦P214  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Petroutsos, D., Tokutsu, R., Maruyama, S., Flori, S., Greiner, A., Magneschi, L., Cusant, L., Kottke, 
T., Mittag, M., Hegemann, P., Finazzi, G., and Minagawa, J. (2016). A blue-light photoreceptor 
mediates the feedback regulation of photosynthesis. Nature 537, 563-566. 
㸦P207  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Shikata, T., Matsunaga, S., Kuwahara, Y., Iwahori, S., and Nishiyama, Y. (2016). Light spectrum 
regulates cell accumulation during daytime in the raphidophyte Chattonella antiqua causing noxious 
red tides. J. Photochem. Photobiol.  B: Biology 160, 128-133. 
 
Suthaparan, A., Solhaug, K. A., Stensvand, A., and Gislerod, H.R. (2016). Determination of UV 
action spectra affecting the infection process of Oidium neolycopersici, the cause of tomato powdery 
mildew. J. Photochem. Photobiol.  B: Biology 156, 41-49. 
 
Utagawa, U., Higashi, S., Kamei, Y., and Fukamachi, S. (2016). Characterization of assortative 
mating in medaka: Mate discrimination cues and factors that bias sexual preference. Horm. Behav. 
84, 9-17.  
 
Yokoyama, R., Yamamoto, H., Kondo, M., Takeda, S., Ifuku, K., Fukao, Y., Kamei, Y., Nishimura, 
M., and Shikanai, T. (2016). Grana-localized proteins, RIQ1 and RIQ2, affect the organization of 
light-harvesting complex II and grana. Plant Cell 28, 2261–2275.  
 
Zeng, C.W., Kamei, Y., Wang, C.T., and Tsai, H.J. (2016). Subtypes of hypoxia-responsive cells 
differentiate into neurons in spinal cord of zebrafish embryos after hypoxic stress. Biol. Cell 108, 1–
21. 
 
2015 年 
Kawasumi-Kita, A., Hayashi, T., Kobayashi, T., Nagayama, C., Hayashi, S., Kamei, Y., Morishita, 
Y., Takeuchi, T., Tamura, K., and Yokoyama, H. (2015). Application of local gene induction by 
infrared laser-mediated microscope and temperature stimulator to amphibian regeneration study. Dev. 
Growth Differ. 57, 601-613. 
 
Kuboyama, K., Fujikawa, A., Suzuki, R., and Noda, M. (2015). Inactivation of protein tyrosine 
phosphatase receptor type Z by pleiotrophin promotes remyelination through activation of 
differentiation of oligodendrocyte precursor cells. J Neurosci. 35, 12162-12171. 
 
Nakashima, M., Suzuki, M., Saida, M., Kamei, Y., Hossain, M.B., and Tokumoto, T. (2015). 
Cell-based assay of nongenomic actions of progestins revealed inhibitory G protein coupling to 
membrane progestin receptor D (mPRD). Steroids 100, 21–26. 
 
Oikawa, K., Matsunaga, S., Shoji Mano, S., Kondo, M., Yamada, K., Hayashi, M., Kagawa, T., 
Kadota, A., Sakamoto, W., Higashi, S., Watanabe, M., Mitsui, T., Shigemasa, A., Iino, T., Hosokawa, 
Y., and Nishimura, M. (2015). Physical interaction between peroxisomes and chloroplasts elucidated 
by in situ laser analysis. Nat. Plants 1, 15035. 
 
Takeda, N., Handa, Y., Tsuzuki, S., Kojima, M., Sakakibara, H., and Kawaguchi, M. (2015). 
Gibberellins interfere with symbiosis signaling and gene expression, and alter colonization by 
arbuscular mycorrhizal fungi in Lotus japonicus. Plant Physiol. 167, 545-557. 
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2014 年 
Fang, X., Ide, N., Higashi, S., Kamei, Y., Toyooka, T., Ibuki, Y., Kawai, K., Kasai, H., Okamoto, K., 
Arimoto-Kobayashi, S., and Negishi, T. (2014). Somatic cell mutaions caused by 365 nm LED-UVA 
double-strand breaks through oxidative damage. Photochem. Photobiol. Sci. 13, 1338-1346. 
 
Goto-Yamada, S., Mano, S., Nakamori, C., Kondo, M., Yamawaki, R., Kato, A., and Nishimura, M. 
(2014). Chaperone and protease functions of LON protease 2 modulate the peroxisomal transition 
and degradation with autophagy. Plant Cell Physiol. 55, 482-496. 
 
Hayashi, S., Ochi, H., Ogino, H., Kawasumi, A., Kamei, Y., Tamura, K., and Yokoyama, H. (2014). 
Transcriptional regulators in the Hippo1 signaling pathway control organ growth in Xenopus tadpole 
tail regeneration. Dev. Biol. 396, 31-41. 
 
Kimura, T., Nagao, Y., Hashimoto, H., Yamamoto-Shiraishi, Y.I., Yamamoto, S., Yabe, T., Takada, 
S., Kinoshita, M., Kuroiwa, A., and Naruse, K. (2014). Leucophores are similar to xanthophores in 
their specification and differentiation processes in medaka. Proc. Natl. Accad. Sci. USA 111, 
7343-7348. 㸦P252  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
 
Masamizu, Y., Tanaka, Y.R., Tanaka, Y.H., Hira, R., Ohkubo, F., Kitamura, K., Isomura, Y., Okada, 
T., and Matsuzaki, M. (2014). Two distinct layer-specific dynamics of cortical ensembles during 
learning of a motor task. Nature Neurosci. 17, 987-994.  㸦P250ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟と᪂⪺ሗ㐨ࢆᥖ㍕㸧 
 
Nagao, Y., Suzuki, T., Shimizu, A., Kimura, T., Seki, R., Adachi, T., Inoue, C., Omae, Y., Kamei, Y., 
Hara, I., Taniguchi, Y., Naruse, K., Wakamatsu, Y., Kelsh, R.N., Hibi, M., and Hashimoto, H. (2014). 
Sox5 functions as a fate switch in medaka pigment cell development. PLoS Genetics 10, e1004246. 
 
Ogino, Y., Hirakawa, I., Inohaya, K., Sumiya, E., Miyagawa, S., Denslow, N., Yamada, G., 
Tatarazako, N., and Iguchi, T. (2014). Bmp7 and Lef1 are the downstream effectors of androgen 
signaling in androgen-induced sex characteristics development in medaka. Endocrinology 155, 
449-462.  
 
Okuyama, T., Yokoi, S., Abe, H., Isoe, Y., Suehiro, Y., Imada, H., Tanaka, M., Kawasaki, T., Yuba, 
S., Taniguchi, Y., Kamei, Y., Okubo, K., Shimada, A., Naruse, K., Takeda, H., Oka, Y., Kubo, T., 
and Takeuchi, H. (2014). A neural mechanism underlying mating preferences for familiar individuals 
in medaka fish. Science 343, 91-94.   
 
Tamada, Y., Murata, T., Hattori, M., Oya, S., Hayano, Y., Kamei, Y., and Hasebe, M. (2014). 
Optical property analyses of plant cells for adaptive optics microscopy. Int. Optomechatroni. 8, 
89-99. 
 
 
IBBP 㸦⏣୰㹅㸧㸦2015.9.30࣮ࢱࣥࢭ ⤊஢㸧 
2015 年 

Tanaka, D., Ishizaki, K., Kohchi, T., and Yamato, K. T. Cryopreservation of gemmae from the 
liverwort Marchantia polymorpha L. Plant Cell Physiol.2015 Nov. 11. 
 
2014 年 

Kondo, T., Sakuma, T., Wada, H., Akimoto-Kato, A., Yamamoto, T., Hayashi, S. (2014). 
TALEN-induced gene knock out in Drosophila. Dev. Growth Differ. 56, 86-91. 
 
 
IBBP 㸦ᮌᮧ㹅㸧㸦2016.3.31࣮ࢱࣥࢭ ⤊஢㸧 
2014 年 
Kimura, T., Nagao, Y., Hashimoto, H., Yamamoto-Shiraishi, Y., Yamamoto, S., Yabe, T., Takada, S., 
Kinoshita, M., Kuroiwa, A., and Naruse, K. (2014). Leucophores are similar to xanthophores in their 
specification and differentiation processes in medaka. Proc. Natl. Acad. Sci. USA 111, 7343-7348. 
㸦P252  ᥖ㍕㸧ࢆと᪂⪺ሗ㐨ࢫ࣮ࣜࣜࢫࣞࣉ࡟
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